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第 2989号 

平成 30年(2018年) 

3月 30日 

金曜日 

目 次 

条例のあらまし 
○ 埼玉県手数料条例及び埼玉県証紙条例の一部を改正する条例のあらまし（財政課） 

○ 埼玉県職員定数条例の一部を改正する条例のあらまし（改革推進課） 

○ 埼玉県個人番号の利用に関する条例及び埼玉県本人確認情報の利用及び提供に関する

条例の一部を改正する条例のあらまし（情報システム課） 

○ 埼玉県議会議員又は埼玉県知事の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関

する条例の一部を改正する条例のあらまし（市町村課） 

○ 埼玉県民栄誉章等について議会の議決事件と定める条例のあらまし（広聴広報課） 

○ 埼玉県指定特定非営利活動法人を指定する条例の一部を改正する条例のあらまし（共助

社会づくり課） 

○ 埼玉県青少年健全育成条例の一部を改正する条例のあらまし（青少年課） 

○ 埼玉県犯罪被害者等支援条例のあらまし（防犯・交通安全課） 

○ 埼玉県生活環境保全条例の一部を改正する条例のあらまし（大気環境課） 

○ 埼玉県軽費老人ホーム、特別養護老人ホーム等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例のあらまし（高齢者福祉課） 

○ 介護保険法施行条例の一部を改正する条例のあらまし（高齢者福祉課） 

○ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行条例の一部を改正

する条例のあらまし（障害者支援課） 

○ 児童福祉法施行条例の一部を改正する条例のあらまし（障害者支援課） 

○ 埼玉県国民健康保険財政調整交付金条例を廃止する条例のあらまし（国保医療課） 

○ 埼玉県国民健康保険財政安定化基金条例の一部を改正する条例のあらまし（国保医療

課） 

○ 執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例のあらまし（疾病対策課） 

○ 埼玉県産業技術総合センター条例の一部を改正する条例のあらまし（産業支援課） 

○ 埼玉県主要農作物種子条例のあらまし（生産振興課） 

○ 埼玉県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例のあらまし（農村整備課） 

○ 埼玉県秩父高原牧場条例の一部を改正する条例のあらまし（畜産安全課） 

○ 埼玉県都市公園条例の一部を改正する条例のあらまし（公園スタジアム課） 

○ 埼玉県建築基準法施行条例の一部を改正する条例のあらまし（建築安全課） 

○ 埼玉県高等学校等奨学金事業基金条例の一部を改正する条例のあらまし（教委・財務課） 

○ 埼玉県学校職員定数条例の一部を改正する条例のあらまし（県立学校人事課） 
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○ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行条例の一部を改正する条例の

あらまし（保安課） 

○ 埼玉県公安委員会等が行う事務に関する手数料条例の一部を改正する条例のあらまし

（運転免許課） 

条例 
○ 埼玉県手数料条例及び埼玉県証紙条例の一部を改正する条例（財政課） 

○ 埼玉県職員定数条例の一部を改正する条例（改革推進課） 

○ 埼玉県個人番号の利用に関する条例及び埼玉県本人確認情報の利用及び提供に関する

条例の一部を改正する条例（情報システム課） 

○ 埼玉県議会議員又は埼玉県知事の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関

する条例の一部を改正する条例（市町村課） 

○ 埼玉県民栄誉章等について議会の議決事件と定める条例（広聴広報課） 

○ 埼玉県指定特定非営利活動法人を指定する条例の一部を改正する条例（共助社会づくり

課） 

○ 埼玉県青少年健全育成条例の一部を改正する条例（青少年課） 

○ 埼玉県犯罪被害者等支援条例（防犯・交通安全課） 

○ 埼玉県生活環境保全条例の一部を改正する条例（大気環境課） 

○ 埼玉県軽費老人ホーム、特別養護老人ホーム等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例（高齢者福祉課） 

○ 介護保険法施行条例の一部を改正する条例（高齢者福祉課） 

○ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行条例の一部を改正

する条例（障害者支援課） 

○ 児童福祉法施行条例の一部を改正する条例（障害者支援課） 

○ 埼玉県国民健康保険財政調整交付金条例を廃止する条例（国保医療課） 

○ 埼玉県国民健康保険財政安定化基金条例の一部を改正する条例（国保医療課） 

○ 執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例（疾病対策課） 

○ 埼玉県産業技術総合センター条例の一部を改正する条例（産業支援課） 

○ 埼玉県主要農作物種子条例（生産振興課） 

○ 埼玉県営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例（農村整備課） 

○ 埼玉県秩父高原牧場条例の一部を改正する条例（畜産安全課） 

○ 埼玉県都市公園条例の一部を改正する条例（公園スタジアム課） 

○ 埼玉県建築基準法施行条例の一部を改正する条例（建築安全課） 

○ 埼玉県高等学校等奨学金事業基金条例の一部を改正する条例（教委・財務課） 

○ 埼玉県学校職員定数条例の一部を改正する条例（県立学校人事課） 

○ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行条例の一部を改正する条例（保

安課） 

○ 埼玉県公安委員会等が行う事務に関する手数料条例の一部を改正する条例（運転免許
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課） 

規則 
○ 埼玉県行政組織規則の一部を改正する規則（改革推進課） 

○ 埼玉県聴聞規則の一部を改正する規則（改革推進課） 

○ 埼玉県本庁事務の委任及び決裁に関する規則の一部を改正する規則（改革推進課） 

○ 埼玉県地域機関事務の委任及び決裁に関する規則の一部を改正する規則（改革推進課） 

○ 埼玉県個人番号の利用等に関する条例施行規則（情報システム課） 

○ 地方公営企業法第 39 条第２項に規定する知事が定める職を指定する規則の一部を改正

する規則（人事課） 

○ 地方公営企業法第 15 条第１項ただし書に規定する職員を定める規則の一部を改正する

規則（人事課） 

○ 知事の所管に属する特例民法法人の監督に関する規則を廃止する規則（文書課） 

○ 埼玉県庁舎管理規則の一部を改正する規則（管財課） 

○ 埼玉県青少年健全育成条例施行規則の一部を改正する規則（青少年課） 

○ 埼玉県震災予防のまちづくり条例施行規則の一部を改正する規則（危機管理課） 

○ 埼玉県土採取条例施行規則の一部を改正する規則（環境政策課） 

○ 埼玉県環境影響評価条例施行規則の一部を改正する規則（環境政策課） 

○ 埼玉県立児童養護施設管理規則の一部を改正する規則（社会福祉課） 

○ 埼玉県立障害者歯科診療所管理規則の一部を改正する規則（社会福祉課） 

○ 障害者の利用に係る公の施設の使用料及び利用料金の減免に関する条例施行規則の一

部を改正する規則（障害者福祉推進課） 

○ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉

サービス事業者等の指定等に関する規則の一部を改正する規則（障害者支援課） 

○ 児童福祉法施行細則の一部を改正する規則（障害者支援課） 

○ 母子福祉資金及び父子福祉資金並びに寡婦福祉資金の貸付けに関する規則の一部を改

正する規則（少子政策課） 

○ 埼玉県児童福祉審議会規則の一部を改正する規則（こども安全課） 

○ 公立大学法人埼玉県立大学の業務運営並びに財務及び会計に関する規則の一部を改正

する規則（保健医療政策課） 

○ 埼玉県国民健康保険財政調整交付金条例施行規則を廃止する規則（国保医療課） 

○ 埼玉県国民健康保険運営協議会規則（国保医療課） 

○ 埼玉県がん登録審議会規則（疾病対策課） 

○ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行細則の一部を改正する規則（疾病対策

課） 

○ 埼玉県自家用水道条例施行規則の一部を改正する規則（生活衛生課） 

○ と畜場法施行細則の一部を改正する規則（食品安全課） 

○ 埼玉県家畜改良増殖法施行細則の一部を改正する規則（畜産安全課） 
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○ 養鶏振興法施行細則の一部を改正する規則（畜産安全課） 

○ 埼玉県林業・木材産業改善資金貸付規則の一部を改正する規則（森づくり課） 

○ 埼玉県営土地改良事業分担金徴収条例施行規則の一部を改正する規則（農村整備課） 

○ 埼玉県道路占用規則の一部を改正する規則（道路環境課） 

○ 埼玉県砂防指定地管理条例施行規則の一部を改正する規則（河川砂防課） 

○ 埼玉県都市公園に関する規則の一部を改正する規則（公園スタジアム課） 

○ 埼玉県県営住宅条例施行規則の一部を改正する規則（住宅課） 

○ 埼玉県特定公共賃貸住宅条例施行規則の一部を改正する規則（住宅課） 

○ 埼玉県財務規則の一部を改正する規則（出納総務課） 

○ 技能職員の給与、勤務時間等の勤務条件その他勤務に関する規則の一部を改正する規則

（教委・総務課） 

○ 技能職員に関する規則の一部を改正する規則（教委・総務課） 

○ 埼玉県立高等学校管理規則及び埼玉県立中学校管理規則の一部を改正する規則（県立学

校人事課） 

○ 管理職手当に関する規則の一部を改正する規則（総務給与課） 

○ 給料の調整額に関する規則の一部を改正する規則（総務給与課） 

○ 給料表の適用範囲に関する規則の一部を改正する規則（総務給与課） 

○ 初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則（総務給与課） 

○ 職員の退職管理に関する規則の一部を改正する規則（任用審査課） 

○ 管理職員等の範囲を定める規則の一部を改正する規則（任用審査課） 

訓令 
○ 職員の勤務時間に関する規程の一部を改正する訓令（人事課） 

○ 埼玉県職員服務規程の一部を改正する訓令（人事課） 

○ 職員被服貸与規程の一部を改正する訓令（人事課） 

○ 技能職員の給与等に関する規程の一部を改正する訓令（人事課） 

○ 埼玉県文書管理規程の一部を改正する訓令（文書課） 

○ 埼玉県教育委員会被服貸与規程の一部を改正する訓令（教職員課） 

○ 技能職員の給与等に関する規程の一部を改正する訓令（教職員課） 

○ 埼玉県教育委員会教育長の権限に属する事務の委任及び決裁に関する規程の一部を改

正する訓令（教委・総務課） 

○ 埼玉県教育局等文書管理規程の一部を改正する訓令（教委・総務課） 

○ 埼玉県立歴史と民俗の博物館長の職務の特例を定める訓令を廃止する訓令（生涯学習文

化財課） 

○ 埼玉県人事委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令（総務給与課） 

○ 埼玉県自家用電気工作物保安規程の一部を改正する訓令（管財課） 

管理規程 
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○ 埼玉県企業局組織規程の一部を改正する規程（公営企業・総務課） 

○ 埼玉県企業局事務の委任及び決裁に関する規程の一部を改正する規程（公営企業・総務

課） 

○ 埼玉県企業職員給与規程の一部を改正する規程（公営企業・総務課） 

○ 埼玉県公営企業財務規程の一部を改正する規程（公営企業・財務課） 

○ 埼玉県企業局公文例及び文書管理規程の一部を改正する規程（公営企業・総務課） 

○ 埼玉県病院事業財務規程の一部を改正する規程（経営管理課） 

○ 埼玉県病院局組織規程の一部を改正する規程（経営管理課） 

○ 埼玉県病院局職員給与規程の一部を改正する規程（経営管理課） 

○ 埼玉県下水道局組織規程の一部を改正する規程（下水道管理課） 

○ 埼玉県流域下水道事業財務規程の一部を改正する規程（下水道管理課） 

告示 
○ 政府調達に関する協定が適用される建設工事の請負等の契約に係る一般競争入札に参

加する者に必要な資格等に関する告示（入札審査課） 

○ 特例認定特定非営利活動法人の特例認定の失効に係る公告（共助社会づくり課） 

○ 埼玉県環境影響評価技術指針の一部改正（環境政策課） 

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定（水環境課） 

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく要措置区域の指定の解除（水環境課） 

○ 土壌汚染対策法の規定に基づく形質変更時要届出区域の指定の解除（水環境課） 

○ 北本都市計画生産緑地地区の変更に係る図書の写しの縦覧（みどり自然課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による介護機関の指定（社会福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定介護機関の変更の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定介護機関の廃止の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による医療機関及び施術機関の指定（社会

福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関及び指定施術機関の

変更の届出（社会福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関及び指定施術機関の

廃止の届出（社会福祉課） 
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○ 身体障害者福祉法第 15条の医師の指定（障害者福祉推進課） 

○ 身体障害者福祉法第 15条の医師の指定の辞退（障害者福祉推進課） 

○ 平成 30年埼玉県告示第 142号の一部を改正する告示（こども安全課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 農用地利用配分計画の認可（農業ビジネス支援課） 

○ 建設業法第 29条の２第１項の規定に基づく建設業許可の取消処分（建設管理課） 

○ 測量法に基づく基本測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 寄居都市計画道路事業の事業認可（中央通り線）（道路街路課） 

○ 寄居都市計画道路事業の事業認可（寄居駅南口駅前広場）（道路街路課） 

○ 雨水流出抑制施設の告示（河川砂防課） 

○ 雨水流出抑制施設の告示（河川砂防課） 

○ 雨水流出抑制施設の告示（河川砂防課） 

○ 行田都市計画道路の変更（都市計画課） 

○ 川口都市計画、さいたま都市計画、上尾都市計画、蕨都市計画及び戸田都市計画下水道

の変更（都市計画課） 

○ 上尾都市計画区域区分の変更（都市計画課） 

○ 坂戸都市計画下水道事業坂戸及び鶴ヶ島公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画

課） 

○ 桶川市下日出谷東特定土地区画整理組合の理事の氏名及び住所の変更の届出（市街地整

備課） 

○ 桶川市坂田西特定土地区画整理組合の定款の変更（市街地整備課） 

○ 東松山市市の川特定土地区画整理組合の定款の変更（市街地整備課） 

○ 川口栄町３丁目銀座地区市街地再開発組合の設立認可（市街地整備課） 

○ 県営都市公園（羽生水郷公園）の区域の変更（公園スタジアム課） 

○ 県営都市公園（さきたま古墳公園）区域の変更（公園スタジアム課） 

○ 都市計画区域のうち用途地域の指定のない区域内の建築物に係る数値の変更（建築安全

課） 

○ 埼玉県収納代理金融機関についての告示の一部改正（出納総務課） 

○ 会計管理者事務の一部委任告示の一部を改正する告示（出納総務課） 

○ 県道久米所沢線の供用の開始（川越県土整備事務所） 

○ 県道川越坂戸毛呂山線の区域の変更（飯能県土整備事務所） 

○ 県道ときがわ坂戸線の区域の変更（飯能県土整備事務所） 

○ 一般国道 407号の区域の変更（飯能県土整備事務所） 
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○ 県道坂戸停車場線の区域の変更（飯能県土整備事務所） 

○ 一般国道 125 号の区域の変更（熊谷県土整備事務所） 

○ 県道熊谷羽生線の区域の変更（熊谷県土整備事務所） 

○ 県道熊谷羽生線の区域の変更（熊谷県土整備事務所） 

○ 県道弥藤吾行田線の区域の変更（熊谷県土整備事務所） 

○ 県道越谷川口線の区域の変更（越谷県土整備事務所） 

○ 開発行為に関する工事の完了公告（川越建築安全センター） 

○ 開発行為に関する工事の完了公告（越谷建築安全センター） 

○ 開発行為に関する工事の完了公告（越谷建築安全センター） 

○ 開発行為に関する工事の完了公告（越谷建築安全センター） 

○ 政府調達に関する協定が適用される建設工事の請負等の契約に係る一般競争入札に参

加する者に必要な資格等に関する告示（公営企業・財務課） 

○ 大久保浄水場浄水発生土収集運搬業務委託に関する入札公告（水道管理課） 

○ 埼玉県立病院の未収金回収業務委託（経営管理課） 

○ 技能教育のための施設の所在地変更（高校教育指導課） 

○ 技能教育のための施設の名称変更（高校教育指導課） 

○ 公職選挙法に基づく個人演説会等施設の指定（選挙管理委員会） 

雑報 
○ 収去した飼料等の試験結果の概要の公表に関する告示（病害虫防除所） 

正誤 
○ 埼玉県教委告示第６号中訂正（生涯学習文化財課） 

 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
号
）

（
財
政
課
） 

一 

趣
旨 

 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
二
以
上
の
事
業
者
に
よ

る
産
業
廃
棄
物
処
理
に
係
る
特
例
認
定
申
請
手
数
料
等
の
額
を
定
め
、
証
紙
に
よ
る
収
入
の
方

法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
し
、
及
び
規
定
の
整
備
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

ア 

手
数
料
の
新
設
等 

 
 

 

（
例
）
二
以
上
の
事
業
者
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
に
係
る
特
例
認
定
申
請
手
数
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
四
万
七
千
円 

 
 

イ 

手
数
料
の
改
定 

 
 

 

（
例
）
危
険
物
取
扱
者
免
状
交
付
手
数
料 

現
行 

 
二
千
八
百
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
正
後 

二
千
九
百
円 

 

㈡ 

埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

 

証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
す
る
手
数
料
の
追
加 

 

㈢ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
。
た
だ
し
、
二
㈠
イ
の
一
部
は
同
年
五
月
一
日
、
二
㈢
の
一
部
は
公 

 

布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
（
改
革
推
進
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

事
務
事
業
の
執
行
体
制
の
見
直
し
に
伴
い
、
職
員
の
定
数
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

 
 

病
院
事
業
管
理
者
の
事
務
を
補
助
す
る
職
員 

 
 

二
千
四
百
一
人 

→ 
二
千
三
百
九
十
二
人
（
△
九
人
） 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
及
び
埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
五
号
）
（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

県
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
の
追
加

を
す
る
と
と
も
に
、
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
の
追
加
等
を
す
る
た
め

の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

 

個
人
番
号
を
県
が
独
自
に
利
用
す
る
事
務
の
追
加
等 

 

㈡ 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

ア 

㈠
の
事
務
を
本
人
確
認
情
報
を
利
用
で
き
る
事
務
に
追
加 

 
 

イ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

 
 

た
だ
し
、
二
㈡
イ
は
公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
（
市
町
村
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
埼
玉
県
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
ビ
ラ

の
作
成
の
公
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

作
成
単
価
の
上
限 

一
枚
当
た
り
七
円
五
十
一
銭 

 

㈡ 

作
成
枚
数
の
上
限 

一
万
六
千
枚 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
公
職
選
挙
法
第
百
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
枚
数
） 

 

㈢ 

公
費
負
担
の
限
度
額 

㈠
の
作
成
単
価
に
㈡
の
作
成
枚
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額 

三 

施
行
期
日
等 

 
 

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
施
行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
埼
玉
県

議
会
議
員
の
選
挙
か
ら
適
用 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
民
栄
誉
章
等
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
事
件
と
定
め
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
七
号
）（
広

聴
広
報
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

埼
玉
県
民
栄
誉
章
、
彩
の
国
特
別
栄
誉
章
及
び
彩
の
国
功
労
賞
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

九
十
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
事
件
と
し
て
定
め
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す
る
。 

二 

内
容 

 
 

知
事
は
、
埼
玉
県
民
栄
誉
章
、
彩
の
国
特
別
栄
誉
章
及
び
彩
の
国
功
労
賞
を
贈
呈
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条

例
第
八
号
）
（
共
助
社
会
づ
く
り
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

㈠ 

「
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ 

 
 

る
指
定
の
申
出
が
あ
っ
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
指 

 
 

定
す
る
。 

 
 

㈡ 

「
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ 

 
 

る
指
定
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
っ
た
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
つ
い
て
、
指
定
を
取
り 

 
 

消
す
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

指
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
（
所
在
地
） 

 
 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
熊
谷
市
ほ
た
る
を
保
護
す
る
会
（
熊
谷
市
） 

 
 

㈡ 

指
定
を
取
り
消
す
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
（
所
在
地
） 

 
 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
き
が
わ
山
里
文
化
研
究
所
（
と
き
が
わ
町
） 

 
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
越
谷
ら
る
ご(

越
谷
市)

 

三 

施
行
期
日 

 
 

一
㈠
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日 

 
 

一
㈡
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
（
青
少
年

課
） 

一 

趣
旨 

 
 

青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法 

 

律
（
以
下
「
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法
」
と
い
う
。
）
の
改
正
及
び
住
宅
宿
泊
事 

 

業
法
の
制
定
に
伴
い
、
法
で
新
た
に
規
定
さ
れ
た
事
項
と
の
整
理
や
所
要
の
改
正
等
を
行
う
も 

 

の
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法
に
先
行
し
て
規
定
し
て
い
た
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー 

 
 

ネ
ッ
ト
事
業
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
等
の
説
明
義
務 

 
 

等
を
条
例
か
ら
削
除
す
る
。 

 

㈡ 

青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法
第
十
六
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
フ
ィ
ル
タ
リ 

 
 

ン
グ
有
効
化
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
場
合
、
保
護
者
か
ら
の
書
面
等
に
よ
る
申 

 
 

出
と
事
業
者
に
よ
る
そ
の
保
存
を
義
務
化
す
る
。 

 

㈢ 

保
護
者
の
同
伴
が
な
く
、
行
動
が
不
審
な
青
少
年
の
宿
泊
が
あ
っ
た
場
合
、
警
察
官
へ
届 

 
 

け
出
る
よ
う
努
め
る
べ
き
事
業
者
に
つ
い
て
、
旅
館
業
者
の
他
に
住
宅
宿
泊
事
業
者
等
を
追 

 
 

加
す
る
。 

 

㈣ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

 
 

た
だ
し
、
二
㈢
は
同
年
六
月
十
五
日
、
二
㈣
の
一
部
に
つ
い
て
は
公
布
の
日 

 
 

 
 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
号
）
（
防
犯
・
交
通
安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び
に
県
、
県
民
、
事
業
者
及
び
民
間

支
援
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
の
基
本

と
な
る
事
項
を
定
め
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の
早
期
の
回
復
又
は
軽
減
を
図
り
、
も
っ
て

犯
罪
被
害
者
等
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の 

二 

内
容 

㈠ 

定
義 

ア 

犯
罪
等 

犯
罪
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
行
為 

イ 

犯
罪
被
害
者
等 

犯
罪
等
に
よ
り
害
を
被
っ
た
者
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族 

ウ 

二
次
的
被
害 

犯
罪
等
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
の
後
に
、
風
評
、
誹
謗

ひ

ぼ

う

中
傷
、
報
道
機 

 

関
に
よ
る
過
度
な
取
材
等
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
る
精
神
的
な
苦
痛
、
身
体
の

不
調
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
等
の
被
害 

エ 

犯
罪
被
害
者
等
支
援 

犯
罪
被
害
者
等
が
そ
の
受
け
た
被
害
を
回
復
し
、
又
は
軽
減
し
、

再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
取
組 

オ 

民
間
支
援
団
体 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
民
間
の
団

体 

㈡ 

基
本
理
念 

ア 

全
て
犯
罪
被
害
者
等
は
、
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
処

遇
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
。 

イ 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
は
、
被
害
の
状
況
及
び
原
因
、
二
次
的
被
害
の
状
況
等
の
犯
罪
被

害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
て
適
切
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
。 

ウ 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
被
害
を
受
け
た
と
き
か
ら
再
び
平
穏
な
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
。 

㈢ 

県
の
責
務
等 

ア 

県
の
責
務 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
の
実
施
等 

イ 

市
町
村
へ
の
協
力 

市
町
村
の
施
策
の
策
定
に
対
す
る
県
の
協
力
等 

ウ 

県
民
の
責
務 

県
及
び
市
町
村
が
行
う
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
へ
の
協
力

等 

エ 

事
業
者
の
責
務 

二
次
的
被
害
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
等 



オ 

民
間
支
援
団
体
の
責
務 

専
門
的
な
知
識
等
を
活
用
し
た
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
推
進

等 

㈣ 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
指
針
の
策
定
等 

㈤ 
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策 

ア 

相
談
及
び
情
報
の
提
供
等 

イ 

心
身
に
受
け
た
影
響
か
ら
の
回
復 

ウ 

日
常
生
活
の
支
援 

エ 

安
全
の
確
保 

オ 

居
住
の
安
定 

カ 

雇
用
の
安
定 

キ 

経
済
的
な
助
成
に
関
す
る
情
報
の
提
供
等 

ク 

広
報
及
び
啓
発 

ケ 

人
材
の
育
成 

コ 

民
間
支
援
団
体
等
に
よ
る
支
援
の
推
進 

㈥ 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
推
進
体
制
の
整
備
等 

ア 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
推
進
体
制
の
整
備 

（ ｱ） 

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
推
進
体
制
を
整
備 

（ ｲ） 

県
と
民
間
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
被
害
者
等
支
援
を
総
合
的
に
行
う
体
制
の
充

実
、
関
係
機
関
等
相
互
間
の
情
報
共
有
及
び
協
議
の
促
進
等
連
携
の
強
化 

イ 

市
町
村
の
総
合
的
対
応
窓
口
の
体
制
の
充
実 

市
町
村
が
設
置
す
る
総
合
的
対
応
窓
口

の
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
必
要
な
援
助
を
実
施 

ウ 

財
政
上
の
措
置 

エ 

議
会
へ
の
報
告 

三 

施
行
期
日 

 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

 
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
一
号
）
（
大
気
環

境
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

大
気
汚
染
防
止
法
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。 

二 

内
容 

 
 

大
気
汚
染
防
止
法
の
改
正
に
伴
い
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第
四
十
九
条
第
三
号
中
、 

 

「
第
二
条
第
九
項
」
を
「
第
二
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

 
 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
二
号
）
（
高
齢
者
福
祉
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。 

二 

内
容 

 
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
関
す
る
基
準
の
追
加
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
介
護
保
険
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
三
号
）
（
高
齢
者
福
祉

課
） 

一 

趣
旨 

 
 

介
護
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

介
護
医
療
院
の
基
準
の
追
加 

 

㈡ 

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
の
追
加 

 

㈢ 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
基
準
の
削
除 

 

㈣ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

 
 

た
だ
し
、
二
㈣
の
一
部
に
つ
い
て
は
平
成
三
十
年
十
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
四
号
）
（
障
害
者
支
援
課
） 

一 

趣
旨 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
自
立
生
活
援
助
等
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

二 

内
容 

自
立
生
活
援
助
等
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関
す
る
基
準
等
の
追
加
、
及

び
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
五
号
）
（
障
害
者
支
援

課
） 

一 

趣
旨 

 
 

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
等
に
係
る
指
定
通
所
支

援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
に
係
る
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る 

 

㈡ 

共
生
型
障
害
児
通
所
支
援
に
係
る
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
六
号
）

（
国
保
医
療
課
） 

一 

趣
旨 

 

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
を

廃
止
す
る
。 

二 

内
容 

 

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
財
政
を
調
整
す
る

た
め
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
を
定
め
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
交
付
金
を
交
付
し
て
き
た
。 

 

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
が
廃
止
さ
れ
る

た
め
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
を
廃
止
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十

七
号
）
（
国
保
医
療
課
） 

一 

趣
旨 

 

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る 

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
の
拠
出
金
及
び
基
金
事
業
交 

付
金
の
交
付
要
件
等
に
つ
い
て
定
め
る
等
す
る
た
め
条
例
を
改
正
す
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

拠
出
金
の
徴
収
に
関
す
る
規
定
の
追
加 

 
 

ア 

拠
出
市
町
村 

県
内
の
全
て
の
市
町
村
で
拠
出 

 
 

イ 

算
定
方
法 

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
一
般
納
付
金
基
礎
額
の
算
定
方
法
に
準 

 
 

 

じ
る 

㈡ 

基
金
事
業
交
付
金
の
交
付
要
件
に
関
す
る
規
定
の
追
加 

 
 

交
付
の
要
件
と
す
る
特
別
の
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
事
情
と
す
る
。 

 
 

ア 

被
保
険
者
の
大
多
数
が
災
害
に
よ
り
著
し
い
損
害
を
受
け
た
こ
と 

 
 

イ 

企
業
の
倒
産
又
は
主
要
な
生
産
物
に
係
る
価
格
の
低
下
等
に
よ
り
地
域
の
産
業
に
著
し 

 
 

 

い
影
響
が
生
じ
た
こ
と 

 
 

ウ 

そ
の
他
右
に
掲
げ
る
事
情
に
準
ず
る
事
情
と
し
て
知
事
が
認
め
る
も
の 

 

㈢ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
）

（
疾
病
対
策
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
同
法
に
規
定
す
る
審
議
会
そ
の
他
の 

 

合
議
制
の
機
関
を
設
置
す
る
。 

二 

内
容 

 
 

別
表
第
二
に
「
埼
玉
県
が
ん
登
録
審
議
会
」
を
加
え
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）

（
産
業
支
援
課
） 

一 

趣
旨 

新
た
に
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
導
入
す
る
試
験
研
究
機
器
の
使
用
料
及
び
依
頼

試
験
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

使
用
料 

 
 

次
の
六
点
を
条
例
に
追
加
す
る
。 

 
 

・
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
カ
ス
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置 

 
 

 
 

 

一
時
間 

三
、
四
三
〇
円 

 
 

・
人
工
気
候
室 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

人
工
気
象
室
に
係
る
部
分
一
時
間 

一
一
、
九
〇
〇
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

減
圧
恒
温
恒
湿
槽
に
係
る
部
分
一
時
間 

四
、
三
九
〇
円 

 
 

・
低
湿
恒
温
恒
湿
槽 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
一
時
間 

八
二
〇
円 

 
 

・
大
型
複
合
サ
イ
ク
ル
試
験
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
時
間 

一
、
四
〇
〇
円 

 
 

・
キ
セ
ノ
ン
ラ
ン
プ
式
耐
候
性
試
験
機 

 
 

 
 

 
 

一
時
間 
二
、
〇
二
〇
円 

 

㈡ 

手
数
料 

 
 

次
の
三
点
を
条
例
に
追
加
す
る
。 

 
 

・
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
高
分
解
能
試
験 

 
 

 
 

倍
率
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
倍
以
下
の
も
の 

 

一
試
料
一
測
定 

一
三
、
一
〇
〇
円 

 
 

 
 

倍
率
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
倍
を
超
え
る
も
の 

一
試
料
一
測
定 

一
九
、
九
〇
〇
円 

 
 

・
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
カ
ス
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
に
よ
る
測
定 

一
時
間 

七
、
二
四
〇
円 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
（
生
産
振
興
課
） 

一 

趣
旨 

 

主
要
農
作
物
（
稲
、
大
麦
、
裸
麦
、
小
麦
及
び
大
豆
を
い
う
。
）
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及

び
普
及
を
推
進
し
、
も
っ
て
本
県
の
主
要
農
作
物
の
品
質
の
確
保
及
び
安
定
的
な
生
産
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の 

二 

内
容 

㈠ 

県
の
責
務 

 

県
は
、
農
業
者
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及

び
普
及
に
係
る
施
策
の
推
進
と
体
制
の
整
備
を
図
る
。 

㈡ 

種
子
計
画 

 

知
事
は
、
毎
年
度
、
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
に
関
す
る
計
画
の
策
定
及
び
公

表
を
行
う
。 

㈢ 

原
種
及
び
原
原
種
の
生
産 

 

県
は
、
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
を
行
う
た
め
に
必
要
な
原
種
及
び
原
原
種
の

生
産
を
行
う
。 

㈣ 

在
来
種
の
生
産
及
び
維
持 

 

県
は
、
各
地
域
に
お
け
る
在
来
の
主
要
農
作
物
の
生
産
及
び
そ
の
維
持
に
協
力
を
す
る
。 

㈤ 

財
政
上
の
措
置 

 

県
は
、
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及
び
普
及
に
係
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、

必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
。 

三 

施
行
期
日 

 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 
 

 
埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十

一
号
）
（
農
村
整
備
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
の
新
た
な
基
盤
整
備
事
業
に 

 

お
け
る
特
別
徴
収
金
に
つ
い
て
の
規
定
を
追
加
等
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

 

特
別
徴
収
金
の
規
定
を
追
加 

 
 

 

条
例
名
を
改
正 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

㈠ ㈡ 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
秩
父
高
原
牧
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号
）
（
畜
産

安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
乳
牛
の
育
成
を
牧
場
に
委
託
す
る
者
が
付
す
べ
き 

 

 

家
畜
共
済
を
変
更
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

乳
牛
の
育
成
を
委
託
す
る
者
が
付
す
べ
き
家
畜
共
済
の
変
更 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

 
 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
三
号
）
（
公
園
ス
タ

ジ
ア
ム
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

都
市
公
園
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
が
設
置
す
る
公
園
施
設
の
設
置
基
準
等
を
定
め
る 

 

た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

公
園
施
設
の
設
置
基
準
に
関
す
る
特
例
の
追
加 

 

㈡ 

運
動
施
設
に
関
す
る
制
限
の
新
設 

 

㈢ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

 
 

た
だ
し
、
㈢
に
つ
い
て
は
公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
四
号
）
（
建

築
安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

日
影
に
よ
る
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
係
る
対
象
区
域
に
田
園
住
居
地
域
を
追
加
す
る
た
め

の
改
正 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十

五
号
）
（
教
育
局
財
務
課
） 

一 

趣
旨 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
基
金
を
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源

に
充
て
る
た
め
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
変
更
等
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

㈠ 

基
金
の
種
類
の
変
更 

定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
の
基
金
か
ら
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、
資

金
を
積
み
立
て
る
た
め
の
基
金
に
変
更 

㈡ 

基
金
の
預
託
に
関
す
る
規
定
の
削
除 

奨
学
金
の
貸
与
を
行
う
金
融
機
関
に
基
金
を
預
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
を
削
除 

㈢ 

基
金
の
処
分
に
関
す
る
規
定
の
追
加 

高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
規
定
を
追
加 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
六
号
）
（
県
立

学
校
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

高
等
学
校
及
び
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
標
準
定
数
の
変
更
の
た
め
、
学
校
職 

 

員
の
定
数
を
改
定
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

学
校
職
員
の
定
数
の
改
定 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
埼
玉
県
条
例
第
二
十
七
号
）
（
保
安
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
風
俗
営
業
を
禁
止
等
す
る
地
域
に
田
園
住
居
地
域
を 

 

追
加
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

風
俗
営
業
が
禁
止
等
さ
れ
る
第
一
種
地
域
に
田
園
住
居
地
域
を
追
加 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
公
安
委
員
会
等
が
行
う
事
務
に
関
す
る
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉

県
条
例
第
二
十
八
号
）
（
運
転
免
許
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

道
路
交
通
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
運
転
免
許
試
験
手
数
料
等
の
額
の
改
定
等
を

す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

道
路
交
通
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
手
数
料
の
改
定 

 
 

 
 

（
例
）
普
通
自
動
車
運
転
免
許
に
係
る
運
転
免
許
試
験
手
数
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
指
定
自
動
車
教
習
所
を
卒
業
し
た
者
等
以
外
の
者
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
現
行
）
二
，
二
〇
〇
円 
→ 

（
改
正
後
）
二
，
五
五
〇
円 

 

㈡ 

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
手
数
料
の
改
定 

 
 

 
 

（
例
）
火
薬
類
運
搬
証
明
書
交
付
手
数
料 

 
 

 
 

 
 

 

（
現
行
）
二
，
四
〇
〇
円 

→ 

（
改
正
後
）
二
，
一
〇
〇
円 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



条

例 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 
 

別
表
危
機
管
理
防
災
部
の
項
第
六
号
中
「
二
千
八
百
円
」
を
「
二
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同

項
第
八
号
中
「
千
八
百
円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
五
千
円
」
を
「
六

千
五
百
円
」
に
、
「
三
千
四
百
円
」
を
「
四
千
五
百
円
」
に
、
「
二
千
七
百
円
」
を
「
三
千
六

百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中
「
二
千
八
百
円
」
を
「
二
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第

十
四
号
中
「
千
八
百
円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中
「
五
千
円
」
を
「
五

千
七
百
円
」
に
、
「
三
千
四
百
円
」
を
「
三
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
十
号
金
額
の
欄

ロ
中
「
百
八
十
円
」
を
「
百
六
十
円
」
に
改
め
、
同
欄
ハ
中
「
二
百
二
十
円
」
を
「
二
百
十
円
」

に
、
「
四
円
」
を
「
三
円
」
に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
九
十
円
」
を
「
八
十
円
」
に
改
め
、
同
項

第
六
十
三
号
中
「
一
万
九
千
円
」
を
「
一
万
七
千
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
表
環
境
部
の
項
第
二
号
中
「
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
三
十
二
条
の

四
第
一
項
第
六
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
第
六
条
第
一
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
六
条

第
一
項
第
六
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
三
万
七
千
七
百
円
」
を
「
三
万
三
千
九
百
円
」

に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
一
万
七
千
円
」
を
「
一
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
中
第
五
十
八

号
を
第
六
十
三
号
と
し
、
第
五
十
二
号
か
ら
第
五
十
七
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項

第
五
十
一
号
中
「
七
万
五
千
円
」
を
「
六
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
十
六
号
と

し
、
同
項
中
第
五
十
号
を
第
五
十
五
号
と
し
、
第
四
十
二
号
か
ら
第
四
十
九
号
ま
で
を
五
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
四
十
一
号
を
第
四
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

        

四
十
五 

土
壌
汚
染

対
策
法
第
二
十
七

条
の
三
第
一
項
の 

四
十
四 

土
壌
汚
染

対
策
法
第
二
十
七

条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
汚

染
土
壌
処
理
業
の

譲
渡
及
び
譲
受
の

承
認
の
申
請
に
対

す
る
審
査 

汚
染
土
壌

処
理
業
者

の
合
併
又 

汚
染
土
壌

処
理
業
の

譲
渡
及
び

譲
受
の
承

認
申
請
手

数
料 

十
二
万
円 

十
二
万
円 

 



                    
 

別
表
環
境
部
の
項
中
第
四
十
号
を
第
四
十
二
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
を 

 

二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

             

十
八 

廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
第
十
二

条
の
七
第
七
項
の

規
定
に
基
づ
く
二

以
上
の
事
業
者
に

よ
る
産
業
廃
棄
物 

十
七 

廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
第
十
二

条
の
七
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
二

以
上
の
事
業
者
に

よ
る
産
業
廃
棄
物

の
処
理
に
係
る
特

例
の
認
定
の
申
請

に
対
す
る
審
査 

二
以
上
の

事
業
者
に

よ
る
産
業

廃
棄
物
処

理
に
係
る

特
例
変
更

認
定
申
請 

二
以
上
の

事
業
者
に

よ
る
産
業

廃
棄
物
処

理
に
係
る

特
例
認
定

申
請
手
数

料 

十
三
万
四
千
円 

十
四
万
七
千
円 

 

四
十
六 

土
壌
汚
染

対
策
法
第
二
十
七

条
の
四
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
汚

染
土
壌
処
理
業
の

相
続
の
承
認
の
申

請
に
対
す
る
審
査 

四
十
五 

土
壌
汚
染

対
策
法
第
二
十
七

条
の
三
第
一
項
の 

 

規
定
に
基
づ
く
汚

染
土
壌
処
理
業
者

で
あ
る
法
人
の
合

併
又
は
分
割
の
承

認
の
申
請
に
対
す

る
審
査 

 

す
る
審
査 

汚
染
土
壌

処
理
業
の

相
続
の
承

認
申
請
手

数
料 

汚
染
土
壌

処
理
業
者

の
合
併
又 

は
分
割
の

承
認
申
請

手
数
料 

 

十
二
万
円 

十
二
万
円  

 



            
 

別
表
農
林
部
の
項
第
三
十
一
号
中
ヌ
を
ル
と
し
、
リ
を
ヌ
と
し
、
チ
を
リ
と
し
、
ト
の
次
に 

 

次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

     
 

別
表
農
林
部
の
項
第
三
十
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

     
 

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
二
十
一
号
中
「
又
は
第
十
三
項
た
だ
し
書
」
を
「
、
第
十
三
項
た

だ
し
書
又
は
第
十
四
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
基
づ
く
建
築
物
の
建
ぺ

い
率
」
を
「
基
づ
く
建
築
物
の
建
蔽
率
」
に
、
「
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
に
関
す
る
制
限
の
適
用

除
外
等
に
係
る
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
建
築
物
の
建
蔽
率
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
等
に

係
る
許
可
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
二
号
中
「
基
づ
く
建
築
物
の
容
積
率
、
建
ぺ

い
率
」
を
「
基
づ
く
建
築
物
の
容
積
率
、
建
蔽
率
」
に
、
「
高
度
利
用
地
区
に
お
け
る
建
築
物

の
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
、
建
築
面
積
又
は
壁
面
の
位
置
の
特
例
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
高
度

利
用
地
区
に
お
け
る
建
築
物
の
容
積
率
、
建
蔽
率
、
建
築
面
積
又
は
壁
面
の
位
置
の
特
例
許
可

申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
四
十
四
号
中
「
基
づ
く
建
築
物
の
建
ぺ
い
率
」
を
「
基
づ
く

建
築
物
の
建
蔽
率
」
に
、
「
再
開
発
等
促
進
区
等
に
お
け
る
建
築
物
の
容
積
率
、
建
築
物
の
建

ぺ
い
率
又
は
建
築
物
の
高
さ
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る
認
定
申
請
手
数
料
」
を
「
再

開
発
等
促
進
区
等
に
お
け
る
建
築
物
の
容
積
率
、
建
築
物
の
建
蔽
率
又
は
建
築
物
の
高
さ
に
関

チ 

牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
・
粘
膜
病
の
検
査 

⑴ 

血
清
学
的
検
査 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
百
円 

⑵ 

⑴
以
外
の
検
査 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
千
円 

 

ヲ 

豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群
の
検
査 

⑴ 

血
清
学
的
検
査 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
百
円 

⑵ 

⑴
以
外
の
検
査 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
千
円 

 

 

す
る
法
律
第
十
二

条
の
七
第
七
項
の

規
定
に
基
づ
く
二

以
上
の
事
業
者
に

よ
る
産
業
廃
棄
物 

 

の
処
理
に
係
る
特

例
の
認
定
に
係
る

事
項
の
変
更
の
認

定
の
申
請
に
対
す

る
審
査 

よ
る
産
業

廃
棄
物
処

理
に
係
る

特
例
変
更

認
定
申
請 

手
数
料 

 

 



す
る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る
認
定
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
五
十
号
中
「
建
ぺ
い
率

の
特
例
の
」
を
「
建
蔽
率
の
特
例
の
」
に
、
「
地
区
計
画
等
の
区
域
に
お
け
る
建
築
物
の
建
ぺ

い
率
の
特
例
認
定
申
請
手
数
料
」
を
「
地
区
計
画
等
の
区
域
に
お
け
る
建
築
物
の
建
蔽
率
の
特

例
認
定
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
六
十
一
号
中
「
規
定
に
基
づ
く
建
築
物
の
容
積
率
、

建
ぺ
い
率
」
を
「
規
定
に
基
づ
く
建
築
物
の
容
積
率
、
建
蔽
率
」
に
、
「
一
団
地
の
住
宅
施
設

に
関
す
る
都
市
計
画
に
基
づ
く
建
築
物
の
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
、
外
壁
の
後
退
距
離
又
は
高
さ

に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る
認
定
申
請
手
数
料
」
を
「
一
団
地
の
住
宅
施
設
に
関
す
る

都
市
計
画
に
基
づ
く
建
築
物
の
容
積
率
、
建
蔽
率
、
外
壁
の
後
退
距
離
又
は
高
さ
に
関
す
る
制

限
の
適
用
除
外
に
係
る
認
定
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
七
十
一
号
中
「
一
万
六
千
九
百

円
」
を
「
一
万
七
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
中
第
三
百
八
十
七
号

を
第
三
百
九
十
二
号
と
し
、
第
三
百
二
十
三
号
か
ら
第
三
百
八
十
六
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
同
項
第
三
百
二
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
百
二
十
七
号
と
す
る
。 

     
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
中
第
三
百
二
十
一
号

を
第
三
百
二
十
六
号
と
し
、
第
三
百
十
二
号
か
ら
第
三
百
二
十
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
項
第
三
百
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
百
十
六
号
と
す
る
。 

    
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
中
第
三
百
十
号
を
第

三
百
十
五
号
と
し
、
第
三
百
五
号
か
ら
第
三
百
九
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
三

百
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
百
九
号
と
す
る
。 

    
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
中
第
三
百
三
号
を
第

三
百
八
号
と
し
、
第
二
百
九
十
三
号
か
ら
第
三
百
二
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第

三
百
二
十
二 

一
団
地
の
住
宅
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
に
基
づ
く
建
築
物
の
容
積
率
、

建
蔽
率
、
外
壁
の
後
退
距
離
又
は
高
さ
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る
認
定
申

請
手
数
料 

 

三
百
十
一 

地
区
計
画
等
の
区
域
に
お
け
る
建
築
物
の
建
蔽
率
の
特
例
認
定
申
請
手
数

料 

 

三
百
四 

再
開
発
等
促
進
区
等
に
お
け
る
建
築
物
の
容
積
率
、
建
築
物
の
建
蔽
率
又
は

建
築
物
の
高
さ
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る
認
定
申
請
手
数
料 

 



二
百
九
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
百
九
十
七
号
と
す
る
。 

    
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
中
第
二
百
九
十
一
号

を
第
二
百
九
十
六
号
と
し
、
第
二
百
八
十
四
号
か
ら
第
二
百
九
十
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
同
項
第
二
百
八
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
百
八
十
八
号
と
す
る
。 

    
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
中
第
二
百
八
十
二
号

を
第
二
百
八
十
七
号
と
し
、
第
百
二
十
一
号
か
ら
第
二
百
八
十
一
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
百
二
十
号
を
第
百
二
十
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

     
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
中
第
百
十
九
号
を
第

百
二
十
一
号
と
し
、
第
九
十
六
号
か
ら
第
百
十
八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九
十
五

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

     
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
埼
玉
県
手
数
料

条
例
別
表
環
境
部
の
項
第
二
号
及
び
第
七
号
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
同
表
危
機
管
理
防

災
部
の
項
第
六
号
、
第
八
号
、
第
九
号
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
の
改
正
規
定
は

同
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

九
十
六 

二
以
上
の
事
業
者
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
に
係
る
特
例
認
定
申
請
手
数
料 

九
十
七 

二
以
上
の
事
業
者
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
に
係
る
特
例
変
更
認
定
申
請
手

数
料 

 

 

百
二
十
三 

汚
染
土
壌
処
理
業
の
譲
渡
及
び
譲
受
の
承
認
申
請
手
数
料 

百
二
十
四 

汚
染
土
壌
処
理
業
者
の
合
併
又
は
分
割
の
承
認
申
請
手
数
料 

百
二
十
五 

汚
染
土
壌
処
理
業
の
相
続
の
承
認
申
請
手
数
料 

 

二
百
九
十
二 

高
度
利
用
地
区
に
お
け
る
建
築
物
の
容
積
率
、
建
蔽
率
、
建
築
面
積
又

は
壁
面
の
位
置
の
特
例
許
可
申
請
手
数
料 

 

二
百
八
十
三 

建
築
物
の
建
蔽
率
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
等
に
係
る
許
可
申
請
手

数
料 

 



条

例 

埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
二
条
第
一
項
第
九
号
中
「
二
千
四
百
一
人
」
を
「
二
千
三
百
九
十
二
人
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  



条

例 

埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
及
び
埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
五
号 

埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
及
び
埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例 

 
 

第
一
条
中
「
第
九
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
十
九
条
第
十
号
」
を
、
「
個
人
番
号
の
利

用
」
の
下
に
「
並
び
に
特
定
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
条
の
見
出
し
を
「
（
個
人
番
号
の
利
用
範
囲
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
事
務

は
、
」
の
下
に
「
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
執
行
機
関
が
行
う
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務

及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
」
を
「
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ

る
」
に
、
「
法
別
表
第
二
」
を
「
同
表
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
十
九
条
第
七
号
」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
執
行
機
関
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
た

め
に
必
要
な
限
度
で
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
で
あ
っ
て
自
ら
が
保
有
す
る
も

の
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
の
規
定
に
よ
り
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
他
の
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
か
ら
当
該
特
定
個
人
情
報
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
個
人
情
報
を
利
用
し
た
場
合
に
お
い
て
、
他
の
条
例
、
規
則

そ
の
他
の
規
程
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
条
例
等
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
特

定
個
人
情
報
と
同
一
の
内
容
の
情
報
を
含
む
書
面
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、

当
該
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

第
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 

（
特
定
個
人
情
報
の
提
供
等
） 

第
五
条 

法
第
十
九
条
第
十
号
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
特
定
個
人
情
報
を
提
供
す
る

と
き
は
、
別
表
第
三
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
執
行
機
関
が
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
執
行
機



関
に
対
し
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
同
表
の
第
四
欄
に

掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
執
行

機
関
が
当
該
特
定
個
人
情
報
を
提
供
す
る
と
き
と
す
る
。 

２ 
前
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
個
人
情
報
の
提
供
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
他
の
条
例
等
の

規
定
に
よ
り
当
該
特
定
個
人
情
報
と
同
一
の
内
容
の
情
報
を
含
む
書
面
の
提
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

（
委
任
） 

第
六
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 

附
則
の
次
に
別
表
と
し
て
次
の
三
表
を
加
え
る
。 

別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
） 

                        

五 

知
事 

四 

知
事 

三 

知
事 

二 

知
事 

一 

知
事 

執
行
機
関 

療
育
手
帳
（
知
的
障
害
者
（
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
を
含
む
。
） 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
規
定

に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保
護
の
決

定
及
び
実
施
、
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
、
保
護
に
要
す
る
費

用
の
返
還
又
は
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の 

 

私
立
の
小
学
校
、
中
学
校
又
は
高
等
学
校
等
（
各
種
学
校
を
除

く
。
）
の
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
等
に
係
る
授
業
料
等
の
軽

減
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

高
等
学
校
等
を
退
学
し
た
後
、
私
立
の
高
等
学
校
等
に
改
め
て

入
学
し
た
生
徒
等
に
対
す
る
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

私
立
の
高
等
学
校
等
（
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
に
規
定

す
る
高
等
学
校
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
特
別
支
援
学
校

の
高
等
部
を
除
く
。
）
の
生
徒
等
（
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
保
護
者
等
（
同
法
第
三

条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
保
護
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
対
す
る
奨
学
の
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

事 
 

 
 

 
 

務 

 



                                  

十
三 

教
育
委
員
会 

十
二 

教
育
委
員
会 

十
一 

教
育
委
員
会 

十 

教
育
委
員
会 

九 

教
育
委
員
会 

八 

教
育
委
員
会 

七 

教
育
委
員
会 

六 
知
事 

 

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
の
た
め
必
要
な
経
費
（
特
別
支
援
学

校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百

四
十
四
号
）
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
支
弁
に
関
す
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

県
立
の
中
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
費
（
学
校
給
食
法
（
昭
和

二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る

学
校
給
食
費
を
い
う
。
）
に
係
る
援
助
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も
の 

埼
玉
県
高
等
学
校
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
生
徒
修
学
奨

励
費
貸
与
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
七
号
）

に
よ
る
修
学
奨
励
費
の
貸
与
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の 

高
等
学
校
等
を
退
学
し
た
後
、
県
立
の
高
等
学
校
等
に
改
め
て

入
学
し
た
生
徒
等
に
対
す
る
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

国
立
及
び
公
立
の
高
等
学
校
等
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を

除
く
。
）
の
生
徒
等
の
保
護
者
等
に
対
す
る
奨
学
の
た
め
の
給

付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
埼

玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
奨
学
金
の
貸
与
に
関
す
る
事

務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十

一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
）
に
よ
る
授
業
料
及
び
入
学
料

の
減
免
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

に
対
し
て
交
付
す
る
手
帳
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
障
害
の
程
度

そ
の
他
の
事
項
の
記
載
が
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
交
付
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

  

 



別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
） 

                                 

四 

知
事 

三 

知
事 

二 

知
事 

一 

知
事 

執
行
機
関 

法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ

る
事
務
（
法
第
十
九
条
第
七
号

の
規
定
に
よ
り
同
表
の
第
四
欄

に
掲
げ
る
生
活
保
護
関
係
情
報

の
提
供
を
受
け
る
事
務
に
限
る
。
）

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

生
活
保
護
法
の
規
定
に
準
じ
て

行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人

に
対
す
る
保
護
の
決
定
及
び
実

施
又
は
徴
収
金
の
徴
収
に
関
す

る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の 

私
立
の
小
学
校
、
中
学
校
又
は

高
等
学
校
等
（
各
種
学
校
を
除

く
。
）
の
児
童
又
は
生
徒
の
保

護
者
等
に
係
る
授
業
料
等
の
軽

減
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

私
立
の
高
等
学
校
等
（
特
別
支

援
学
校
の
高
等
部
を
除
く
。
）

の
生
徒
等
の
保
護
者
等
に
対
す

る
奨
学
の
た
め
の
給
付
金
の
支

給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

事 
 

務 

外
国
人
生
活
保
護
関
係
情
報
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の 

法
別
表
第
二
の
二
十
六
の
項
の
第
四
欄

に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

外
国
人
生
活
保
護
関
係
情
報
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の 

生
活
保
護
関
係
情
報
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の 

生
活
保
護
法
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生

活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保
護

の
実
施
又
は
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
情
報
（
以
下
「
外
国
人
生
活

保
護
関
係
情
報
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も
の 

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
実
施
又
は

就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情

報
（
以
下
「
生
活
保
護
関
係
情
報
」
と

い
う
。
）
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の 

特
定
個
人
情
報 

 



                     

別
表
第
三
（
第
五
条
関
係
） 

            

五 

知
事 

法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ

る
事
務
（
法
第
十
九
条
第
七
号

の
規
定
に
よ
り
同
表
の
第
四
欄

に
掲
げ
る
児
童
福
祉
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

に
よ
る
障
害
児
入
所
支
援
に
関

す
る
情
報
又
は
身
体
障
害
者
福

祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

二
百
八
十
三
号
）
に
よ
る
身
体

障
害
者
手
帳
、
精
神
保
健
及
び

精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
に
よ
る
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
若
し
く
は
知

的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十

五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
に
い

う
知
的
障
害
者
に
関
す
る
情
報

の
提
供
を
受
け
る
事
務
に
限
る
。
）

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

療
育
手
帳
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

 

一 

知
事 

情
報
照
会
機
関 

生
活
保
護
法
の
規
定

に
準
じ
て
行
う
生
活

に
困
窮
す
る
外
国
人

に
対
す
る
保
護
の
決

定
及
び
実
施
又
は
徴

収
金
の
徴
収
に
関
す

る
事
務
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

事 
 

務 

教
育
委
員
会 

情
報
提
供
機
関 

学
校
保
健
安
全
法
（
昭 

特
別
支
援
学
校
へ
の

就
学
奨
励
に
関
す
る

法
律
に
よ
る
特
別
支

援
学
校
へ
の
就
学
の

た
め
必
要
な
経
費
の

支
弁
に
関
す
る
情
報

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

特
定
個
人
情
報 

 



 
 

 

                                 

三 

教
育
委
員
会 

二 

知
事 

 

埼
玉
県
立
高
等
学
校 

法
別
表
第
二
の
第
二

欄
に
掲
げ
る
事
務
（
法

第
十
九
条
第
七
号
の

規
定
に
よ
り
同
表
の

第
四
欄
に
掲
げ
る
特

別
支
援
学
校
へ
の
就

学
奨
励
に
関
す
る
法

律
に
よ
る
特
別
支
援

学
校
へ
の
就
学
の
た

め
必
要
な
経
費
の
支

弁
に
関
す
る
情
報
の

提
供
を
受
け
る
事
務

に
限
る
。
）
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も

の 

 

知
事 

教
育
委
員
会 

 

生
活
保
護
関
係
情
報 

特
別
支
援
学
校
へ
の

就
学
の
た
め
必
要
な

経
費
（
特
別
支
援
学

校
へ
の
就
学
奨
励
に

関
す
る
法
律
に
よ
る

も
の
を
除
く
。
）
の

支
弁
に
関
す
る
情
報

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

特
別
支
援
学
校
へ
の

就
学
の
た
め
必
要
な

経
費
（
特
別
支
援
学

校
へ
の
就
学
奨
励
に

関
す
る
法
律
に
よ
る

も
の
を
除
く
。
）
の

支
弁
に
関
す
る
情
報

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

和
三
十
三
年
法
律
第

五
十
六
号
）
に
よ
る

医
療
に
要
す
る
費
用

に
つ
い
て
の
援
助
に

関
す
る
情
報
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も

の 

 



 
 

 

                                 

七 

教
育
委
員
会 

六 

教
育
委
員
会 

五 

教
育
委
員
会 

四 

教
育
委
員
会 

 

法
別
表
第
二
の
第
二 

特
別
支
援
学
校
へ
の

就
学
の
た
め
必
要
な

経
費
（
特
別
支
援
学

校
へ
の
就
学
奨
励
に

関
す
る
法
律
に
よ
る

も
の
を
除
く
。
）
の

支
弁
に
関
す
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

国
立
及
び
公
立
の
高

等
学
校
等
（
特
別
支

援
学
校
の
高
等
部
を

除
く
。
）
の
生
徒
等

の
保
護
者
等
に
対
す

る
奨
学
の
た
め
の
給

付
金
の
支
給
に
関
す

る
事
務
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

埼
玉
県
高
等
学
校
等

奨
学
金
に
関
す
る
条

例
に
よ
る
奨
学
金
の

貸
与
に
関
す
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

の
授
業
料
等
に
関
す

る
条
例
に
よ
る
授
業

料
及
び
入
学
料
の
減

免
に
関
す
る
事
務
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の 

知
事 

知
事 

知
事 

知
事 

 

外
国
人
生
活
保
護
関 

外
国
人
生
活
保
護
関

係
情
報
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

生
活
保
護
関
係
情
報

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

外
国
人
生
活
保
護
関

係
情
報
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

生
活
保
護
関
係
情
報

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

外
国
人
生
活
保
護
関

係
情
報
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

生
活
保
護
関
係
情
報

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

外
国
人
生
活
保
護
関

係
情
報
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

 



 
 

 

          

（
埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
条

例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
第
九
号
ニ
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。 

 

十
七 

埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十

一
号
）
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
知
事
が
行
う
も
の 

 

別
表
第
三
教
育
委
員
会
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

   

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
別
表
第
二
第
九

号
ニ
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 

欄
に
掲
げ
る
事
務(

法 

第
十
九
条
第
七
号
の

規
定
に
よ
り
同
表
の

第
四
欄
に
掲
げ
る
生

活
保
護
関
係
情
報
の

提
供
を
受
け
る
事
務

に
限
る
。
）
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も

の 

 

係
情
報
で
あ
っ
て
規

則
で
定
め
る
も
の 

 

三 

埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務
の

う
ち
、
教
育
委
員
会
が
行
う
も
の 

 



条

例 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
六
号 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の

公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
等
の
公
営

に
関
す
る
条
例
（
平
成
五
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
の
ビ
ラ
（
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
の
場
合
に
限
る
。
）
」
を
「
及
び
第
四
号
の
ビ
ラ
」

に
改
め
る
。 

 

第
七
条
中
「
（
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
の
場
合
に
限
る
。
）
」
を
削
る
。 

 

第
九
条
中
「
第
百
四
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
又
は
第
四
号
の
選
挙
の
区
分
に
応
じ

そ
れ
ぞ
れ
同
項
第
三
号
又
は
第
四
号
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
条
中
「
第
百
四
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
又
は
第
四
号
の
選
挙
の
区
分
に
応
じ

そ
れ
ぞ
れ
同
項
第
三
号
又
は
第
四
号
」
を
加
え
、「
同
号
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
同
項
第
三
号
又
は
第
四

号
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
埼
玉
県
議
会
議
員
又
は
埼
玉
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用
等
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ

る
埼
玉
県
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の

期
日
を
告
示
さ
れ
た
埼
玉
県
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 



条

例 

埼
玉
県
民
栄
誉
章
等
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
事
件
と
定
め
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
民
栄
誉
章
等
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
事
件
と
定
め
る
条
例 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
九
十
六
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
民
栄
誉
章
（
文
化
の
向
上
に
貢
献
し
、
社
会
に
明
る
い
希
望
を

与
え
て
県
の
名
を
高
め
、
広
く
県
民
に
敬
愛
さ
れ
る
個
人
又
は
団
体
に
対
し
て
行
う
表
彰
を
い

う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
彩
の
国
特
別
栄
誉
章
（
国
際
化
の
進
展
、
文
化
の
向
上
等
の

県
の
重
要
事
業
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
又
は
団
体
に
対
し
て
行
う
表
彰
を
い
う
。

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
彩
の
国
功
労
賞
（
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
等
の
各
分
野
に
お
い
て
、

国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る
功
績
を
挙
げ
、
広
く
県
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
潤
い
と
活
力
の

あ
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る
個
人
又
は
団
体
に
対
し
て
行
う
表
彰
を
い
う
。

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
議
決
事
件
と
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
県
民
の
総
意
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
県
民
意
識
の
高
揚
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
表
彰
に
つ
い
て
の
議
決
） 

第
二
条 

知
事
は
、
埼
玉
県
民
栄
誉
章
、
彩
の
国
特
別
栄
誉
章
及
び
彩
の
国
功
労
賞
を
贈
呈
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
 

 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例

第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

本
則
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

第
二
条 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 本

則
の
表
中
２
の
項
及
び
３
の
項
を
削
り
、
４
の
項
を
２
の
項
と
し
、
５
の
項
か
ら 

の
項

ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

 
 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
六
月

二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

７ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ｉ
Ｖ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
二
丁
目

五
百
四
十
五
番
地
二
シ
テ
ィ
ヒ
ル
ズ
一
〇

一 
 

 

７ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ｉ
Ｖ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
二
丁
目

五
百
四
十
五
番
地
二
シ
テ
ィ
ヒ
ル
ズ
一
〇

一 
 

 

８ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ 

埼
玉
県
新
座
市
中
野
二
丁
目
二
番
二
十
二

号 

 

８ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ 

埼
玉
県
新
座
市
中
野
二
丁
目
二
番
二
十
二

号 

 

８ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ 

埼
玉
県
新
座
市
中
野
二
丁
目
二
番
二
十
二

号 

 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
熊
谷
市
ほ
た
る

を
保
護
す
る
会 

埼
玉
県
熊
谷
市
三
本
千
九
百
二
十
七
番

地
二 

 

12 

12 



条

例 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
九
号 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
三
中
「
及
び
第
四
項
」
を
削
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
中
「
こ
の
項
及
び
第
四
項
」
を
「
こ
の
条
」
に
、
「
第
十
七
条
第
一

項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
五
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
「
申
出
」
の
下
に
「
又
は
法
第
十
六
条
た

だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
有
効
化
措
置
（
同
条
に
規
定
す
る
青
少
年
有
害
情
報
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
有
効
化
措
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
講
ず
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
旨
の
申
出
」

を
加
え
、
「
当
該
青
少
年
が
就
労
し
て
お
り
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で

当
該
青
少
年
の
業
務
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
こ
と
そ
の
他
の
」
を
削
り
、「
書
面
」
の
下
に
「
（
規

則
で
定
め
る
方
法
に
よ
る
申
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ

つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
携
帯
電
話

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
（
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
提

供
事
業
者
」
を
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等
（
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
携

帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
提
供
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
携
帯
電
話
端

末
又
は
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
（
第
四
項
に
お
い
て
「
携
帯
電
話
端
末
等
」
と
い
う
」
を
「
携
帯
電
話
端
末

等
（
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
携
帯
電
話
端
末
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
」
を
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等
」

に
、
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
青
少
年
が
有
害
情

報
を
閲
覧
す
る
機
会
が
生
ず
る
こ
と
」
を
「
携
帯
電
話
端
末
等
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

に
よ
り
青
少
年
が
有
害
情
報
の
閲
覧
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
」
に
改
め
、
「
説
明
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
内
容
を
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

３ 

携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
（
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
役
務
提
供
事
業
者
を
い
う
。
）
は
、
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
契
約
を
締
結
す
る

場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
書
面
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
に
限
り
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
除
い
て
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等
は
、
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
契
約
の
締
結
に
当
た



り
、
特
定
携
帯
電
話
端
末
等
（
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
特
定
携
帯
電
話
端
末
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
販
売
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
書
面
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
に
限
り
、
当

該
特
定
携
帯
電
話
端
末
等
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
有
効
化
措
置
を
講
じ
な
い
こ
と
が
で

き
る
。 

５ 

第
三
項
又
は
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等
は
、

第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
契
約
が
終
了
す
る
日
又
は
規
則
で
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま

で
の
間
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

第
一
項
の
書
面
又
は
そ
の
写
し 

 

二 

第
一
項
の
書
面
（
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
記
録
さ
れ
た
規
則

で
定
め
る
記
録
媒
体
（
次
号
に
お
い
て
「
記
録
媒
体
」
と
い
う
。
） 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
書
面
に
記
載
さ
れ
た
事
項
（
規
則
で
定
め
る

事
項
に
限
る
。
）
が
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記
録
さ
れ
た
他
の
書
面
又
は
記
録
媒
体 

 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
も
の 

 

第
二
十
一
条
の
四
第
六
項
中
「
第
二
項
又
は
第
四
項
」
を
「
法
第
十
四
条
」
に
、
「
携
帯
電
話

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
」
を
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
条
第
七

項
中
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
」
を
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等
」
に
、

「
又
は
第
四
項
」
を
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
受
け
て
い
る
」
の

下
に
「
、
又
は
特
定
携
帯
電
話
端
末
等
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
有
効
化
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
」

を
加
え
、
同
条
第
九
項
及
び
第
十
項
中
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
」
を
「
携
帯
電
話

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
二
項
及
び
第
四
項
」
を
「
法
第

十
四
条
及
び
第
二
項
」
に
、
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
の
説
明
」
を
「
携
帯
電
話
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等
の
説
明
等
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
三
条
の
見
出
し
中
「
旅
館
業
」
を
「
旅
館
業
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
い
う
。
）
」
の

下
に
「
、
住
宅
宿
泊
事
業
（
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
二
条
第

三
項
に
規
定
す
る
住
宅
宿
泊
事
業
を
い
う
。
）
又
は
住
宅
宿
泊
管
理
業
（
同
条
第
六
項
に
規
定
す

る
住
宅
宿
泊
管
理
業
を
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
」
に

改
め
る
。 

 

第
二
十
六
条
第
一
項
第
七
号
中
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
」
を
「
携
帯
電
話
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
第
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
五
条



た
だ
し
書
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
） 

公
布
の
日 

二 

第
二
十
三
条
の
改
正
規
定 

平
成
三
十
年
六
月
十
五
日 



条

例 

埼
玉
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
九
条
） 

 

第
二
章 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策
（
第
十
条
―
第
十
九
条
） 

 

第
三
章 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
推
進
体
制
の
整
備
等
（
第
二
十
条
―
第
二
十
三
条
） 

 

附
則 

 
 

 

第
一
章 

総
則 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び
に
県
、
県
民
、

事
業
者
及
び
民
間
支
援
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関

す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の
早
期
の
回
復
又
は
軽
減

を
図
り
、
も
っ
て
犯
罪
被
害
者
等
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

犯
罪
等 

犯
罪
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
い
う
。 

二 

犯
罪
被
害
者
等 

犯
罪
等
に
よ
り
害
を
被
っ
た
者
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
を
い
う
。 

三 

二
次
的
被
害 

犯
罪
等
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
を
受
け
た
後
に
、
風
評
、
誹
謗

ひ

ぼ

う

中
傷
、
報

道
機
関
（
報
道
を
業
と
し
て
行
う
個
人
を
含
む
。
）
に
よ
る
過
度
な
取
材
等
に
よ
り
、
犯
罪

被
害
者
等
が
受
け
る
精
神
的
な
苦
痛
、
身
体
の
不
調
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
等
の
被
害
を

い
う
。 

四 

犯
罪
被
害
者
等
支
援 

犯
罪
被
害
者
等
が
そ
の
受
け
た
被
害
を
回
復
し
、
又
は
軽
減
し
、

再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
取
組
を
い
う
。 

五 

民
間
支
援
団
体 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
民
間
の
団
体

を
い
う
。 

 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

全
て
犯
罪
被
害
者
等
は
、
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
処



遇
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
。 

２ 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
は
、
被
害
の
状
況
及
び
原
因
、
二
次
的
被
害
の
状
況
等
の
犯
罪
被
害
者

等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
て
適
切
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
被
害
を
受
け
た
と
き
か
ら
再
び
平
穏
な
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
県
の
責
務
） 

第
四
条 

県
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
前
項
の
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
機
関
及
び
民
間

支
援
団
体
そ
の
他
の
関
係
す
る
者
（
以
下
「
関
係
機
関
等
」
と
い
う
。
）
と
相
互
に
連
携
を
図

る
も
の
と
す
る
。 

 

（
市
町
村
へ
の
協
力
） 

第
五
条 

県
は
、
市
町
村
が
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
県
民
の
責
務
） 

第
六
条 

県
民
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
及
び
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
二
次
的
被
害
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
県
及
び
市
町
村
が
行
う
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。 

 

（
事
業
者
の
責
務
） 

第
七
条 

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
犯
罪
被
害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
及
び
犯

罪
被
害
者
等
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、
二
次
的
被
害
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
被
害
者
等
支

援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
民
間
支
援
団
体
の
責
務
） 

第
八
条 

民
間
支
援
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
及
び
経
験
を
活
用
し
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
県
及
び
市
町
村

が
行
う
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
指
針
） 

第
九
条 

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
指
針
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 



一 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
基
本
方
針 

二 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
具
体
的
施
策 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項 

３ 

県
は
、
指
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。 

 
 

 

第
二
章 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策 

 

（
相
談
及
び
情
報
の
提
供
等
） 

第
十
条 

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
犯
罪
被
害
者
等
が
直
面
し
て
い
る
各
般
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
い
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
精
通
し
て
い
る
者
の
紹
介
そ
の

他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
心
身
に
受
け
た
影
響
か
ら
の
回
復
） 

第
十
一
条 

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
心
理
的
外
傷
そ
の
他
の
犯
罪
等
に
よ
り
心
身
に
受
け
た
影

響
か
ら
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
た
適
切
な

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

 

（
日
常
生
活
の
支
援
） 

第
十
二
条 

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
早
期
か
つ
円
滑
に
平
穏
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
安
全
の
確
保
） 

第
十
三
条 

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
更
な
る
犯
罪
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
こ
と
を
防
止
し
、

そ
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
一
時
保
護
、
施
設
へ
の
入
所
に
よ
る
保
護
、
防
犯
に
係
る
指
導
、

犯
罪
被
害
者
等
に
係
る
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い
の
確
保
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。 

 

（
居
住
の
安
定
） 

第
十
四
条 

県
は
、
犯
罪
等
に
よ
り
従
前
の
住
居
に
居
住
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
犯
罪
被
害

者
等
の
居
住
の
安
定
を
図
り
、
又
は
犯
罪
被
害
者
等
が
更
な
る
犯
罪
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
犯
罪
被
害
者
等
の
一
時
的
な
利
用
に
供
す
る
住
居
の
提
供
そ
の
他
の

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
雇
用
の
安
定
） 

第
十
五
条 

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
、
犯
罪
被
害
者
等
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
に
つ
い
て
事
業
者
の
理
解
を
深
め
る
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
経
済
的
な
助
成
に
関
す
る
情
報
の
提
供
等
） 



第
十
六
条 

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

経
済
的
な
助
成
に
関
す
る
情
報
の
提
供
及
び
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。 

 

（
広
報
及
び
啓
発
） 

第
十
七
条 
県
は
、
広
報
活
動
及
び
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
犯
罪
被
害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
、
犯
罪
被
害
者
等
の
名
誉
又
は
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
県
民
及
び
事

業
者
が
理
解
を
深
め
、
社
会
全
体
と
し
て
犯
罪
被
害
者
等
支
援
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施

策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
人
材
の
育
成
） 

第
十
八
条 

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
相
談
、
助
言
、
日
常
生
活
の
支

援
等
の
犯
罪
被
害
者
等
支
援
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
民
間
支
援
団
体
等
に
よ
る
支
援
の
推
進
） 

第
十
九
条 

県
は
、
民
間
支
援
団
体
そ
の
他
の
関
係
す
る
者
が
適
切
か
つ
効
果
的
に
犯
罪
被
害
者

等
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
三
章 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
推
進
体
制
の
整
備
等 

 

（
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
推
進
体
制
の
整
備
） 

第
二
十
条 

県
は
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
、
犯
罪
被
害
者
等
が
必
要
な
支
援
を
途
切
れ
る
こ

と
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制

の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
県
と
民
間
支
援
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
犯
罪
被
害
者

等
支
援
を
総
合
的
に
行
う
体
制
の
充
実
並
び
に
関
係
機
関
等
相
互
間
の
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に

係
る
情
報
の
共
有
及
び
協
議
の
促
進
そ
の
他
の
関
係
機
関
等
相
互
間
の
連
携
の
強
化
を
図
る
も

の
と
す
る
。 

 

（
市
町
村
の
総
合
的
対
応
窓
口
の
体
制
の
充
実
） 

第
二
十
一
条 

県
は
、
市
町
村
が
設
置
す
る
犯
罪
被
害
者
等
支
援
を
総
合
的
に
行
う
窓
口
の
体
制

の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
町
村
に
対
す
る
情
報
の
提
供
、
助
言
、
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
必
要

な
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
財
政
上
の
措
置
） 

第
二
十
二
条 

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上

の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
議
会
へ
の
報
告
） 

第
二
十
三
条 

県
は
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
適



宜
、
議
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
見
直
し
） 

２ 

県
は
、
社
会
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
こ
の
条
例
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う

も
の
と
す
る
。 

（
埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部
改
正
） 

３ 

埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
条
の
見
出
し
中
「
犯
罪
被
害
者
」
を
「
犯
罪
被
害
者
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
犯
罪

に
よ
り
被
害
を
被
っ
た
者
」
を
「
犯
罪
等
に
よ
り
害
を
被
っ
た
者
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
」

に
、
「
犯
罪
被
害
者
」
を
「
犯
罪
被
害
者
等
」
に
、
「
民
間
団
体
」
を
「
民
間
支
援
団
体
」
に
、

「
講
ず
る
よ
う
努
め
る
」
を
「
講
ず
る
」
に
改
め
る
。 



条

例 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
四
十
九
条
第
三
号
中
「
第
二
条
第
九
項
」
を
「
第
二
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
二
号 

埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
十
六
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。 

 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

第
八
十
一
条
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。 

 

第
九
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
九
十
一
条
の
二 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
現
に
処
遇
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
入
所
者
の
病

状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
省
令
第
十
二
条
第
一

項
第
二
号
に
掲
げ
る
医
師
と
の
連
携
方
法
そ
の
他
の
緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法
を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
百
三
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。 

七 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



条

例 

介
護
保
険
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
三
号 

介
護
保
険
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

介
護
保
険
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

「
第
四
款 

運
営 

目
次
中
「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
九
条
―
第
四
十
二
条
）
」
を 

第
四
款
の
二 

 

 

に
関
す
る
基
準
（
第
九
条
―
第
四
十
二
条
） 

共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
四
十
二
条
の
二
・
第
四
十
二 

に
、
「
第
五
款 

削 

条
の
三
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

除
」
を
「
第
五
款 

共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
百
十
四
条
―
第
百
三
十
一
条
）
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

第
三 

に
、
「 

第
三
目 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
七
十
四
条
―
第
百
八
十
二
条
）
」
を 

第
五
款 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
七
十
一
条
―
第
二
百
七
十
七
条
） 

章
の
二 

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等 

一
節 

総
則
（
第
二
百
七
十
七
条
の
二
―
第
二
百
七
十
七
条
の
四
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
節 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
七
十
七
条
の
五
・
第
二
百
七
十
七
条
の
六
） 

 
 

 

三
節 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
七
十
七
条
の
七
―
第
二
百
七
十
七
条
の
三
十
二
） 

 
 

 

四
節 

基
準
該
当
居
宅
介
護
支
援
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
七
十
七
条
の
三
十
三
） 

 

」 
 

 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
七
十
一
条
―
第
二
百
七
十
七
条
）
」
に
、
「 

 

第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

第
三
款 

運 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
五
章
の
二 

介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
節 

総
則 

目 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
七
十
四
条
―
第
百
八
十
二
条
） 

の
二 

共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
百
八
十
二
条
の
二
・
第
百
八 

に
、 

 
 

 

十
二
条
の
三
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 

を 

「 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
節 

人
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
三
節 

施
設 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
節 

運
営 

三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
三
十
条
―
第
四
百
三
十
八
条
）
」
を 

 

第
五
節 

ユ
ニ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

基
準 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
一
款 

こ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
款 

施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
三
款 

運 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十 

営
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
三
十
条
―
第
四
百
三
十
八
条
） 

護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準 

（
第
四
百
三
十
八
条
の
二
・
第
四
百
三
十
八
条
の
三
） 

に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
三
十
八
条
の
四
） 

及
び
設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
三
十
八
条
の
五
・
第
四
百
三
十
八
条
の 

 

に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
三
十
八
条
の
七
―
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
二
） 

 
 

「 

第
四
目 

ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
基
本
方
針
並
び
に
施
設
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
節
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
三
・
第
四
百
三
十 

 
 

 
 

 
 

条
の
四
十
四
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

設
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
五
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

営
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
六
―
第
四
百
三
十
八
条
の
五 

 
 

 
 

 
 

 

四
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 

第
四
目 

 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
九
十 

 
 

 
 

 
 

 

 

九
条
―
第
六
百
三
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

第
六
款
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
九
十 

 

九
条
―
第
六
百
三
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

共
生
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
三
条
の
二
・
第
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
三
条
の
三
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 

第
八
条
第
二
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
る
。 

に
、 を 

に
改
め
る
。 



 

第
十
一
条
中
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
（
」
の
下
に
「
法
第
八
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
」

を
加
え
る
。 

 
第
十
四
条
中
「
第
三
十
八
号
。
」
の
下
に
「
第
三
十
六
条
の
二
及
び
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
五
条
第
一
項
中
「
提
供
す
る
者
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
居
宅
介
護
支
援 

事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
二
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

二
の
二 

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
に
対
し
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
り
把
握
し
た
利

用
者
の
服
薬
状
況
、
口
腔く

う

機
能
そ
の
他
の
利
用
者
の
心
身
の
状
態
及
び
生
活
の
状
況
に
係
る

必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
。 

 

第
三
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
不
当
な
働
き
か
け
の
禁
止
） 

第
三
十
六
条
の
二 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
又
は
変
更
に
関
し
、

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
い
う
。
第
百
六
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
介
護
支
援
専

門
員
又
は
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
要
介
護
被
保
険

者
を
い
う
。
）
に
対
し
て
、
利
用
者
に
必
要
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
位
置
付
け
る
よ
う
求
め
る
こ

と
そ
の
他
の
不
当
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
二
章
第
二
節
第
四
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
共
生
型
訪
問
介
護
の
基
準
） 

第
四
十
二
条
の
二 

訪
問
介
護
に
係
る
共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
に
お
い
て
「
共
生
型
訪
問

介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
。
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
及
び
重
度
訪
問
介
護
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
こ
の
条

及
び
第
百
八
十
二
条
の
二
に
お
い
て
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
三
項
に

規
定
す
る
重
度
訪
問
介
護
を
い
う
。
）
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
障
害
者
総
合
支
援

法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者

が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
三
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
四
十
二
条
の
三 

第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
並
び
に
前
款
の
規
定
は
、
共
生
型
訪
問
介
護 



の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

三
十
九
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
（
同
条
第
一
項
を
除
く
。
）
」
と
、
第
七
条

中
「
第
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
」
と
、
第

九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、

第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」

と
、
第
二
十
六
条
中
「
第
二
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
二
十
五
条
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
の
三

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

三
十
九
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
四
十
七
条
中
「
前
款
」
を
「
第
四
款
」
に
改
め
る
。 

第
五
十
九
条
中
「
及
び
第
三
十
二
条
」
を
「
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
及
び
第
三

十
七
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
十
三
条
中
「
第
三
十
七
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
」

を
「
等
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
十
九
条
中
「
第
三
十
二
条
か
ら
」
の
下
に
「
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
か
ら
」
を

加
え
る
。 

 

第
八
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
設
備
及
び
備
品
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
介
護

老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
十
条
中
「
、
看
護
職
員
（
歯
科
衛
生
士
が
行
う
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
相
当
す
る
も
の
を

行
う
保
健
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
を
除
い
た
保
健
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
を
い
う
。
第

九
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。 

 

第
九
十
二
条
第
一
項
中
「
、
薬
局
又
は
指
定
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
（
指
定
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
五
百
三
条
に
規
定
す
る
指
定
介

護
予
防
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
う
。
）
を
い
う
。
第
五
百
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
「
又
は
薬
局
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
」
を
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。 

 

第
九
十
六
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

 

第
百
十
三
条
中
「
第
三
十
四
条
か
ら
」
の
下
に
「
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
か
ら
」
を

加
え
る
。 

 

第
二
章
第
七
節
第
五
款
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 

第
五
款 

共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 



（
共
生
型
通
所
介
護
の
基
準
） 

第
百
十
四
条 

通
所
介
護
に
係
る
共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
に
お
い
て
「
共
生
型
通
所
介
護
」

と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
指
定
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
七

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
、
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓

練
）
事
業
者
（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
自

立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
を
い
う
。
）
、
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
（
指
定

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
六
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）

事
業
者
を
い
う
。
）
、
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援

の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
五

号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
通
所
支
援
基
準
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
を
い
い
、
主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
重
症
心
身
障
害
児
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
通
わ
せ
る
事
業
所
に
お
い
て
指
定
児
童
発
達
支
援
（
指
定
通

所
支
援
基
準
第
四
条
に
規
定
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
を
い
う
。
）
を
提
供
す
る
事
業
者
を
除

く
。
）
及
び
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
指
定
通
所
支
援
基
準
第
六
十
六
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
い
い
、
主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児

を
通
わ
せ
る
事
業
所
に
お
い
て
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
指
定
通
所
支
援
基
準
第
六
十

五
条
に
規
定
す
る
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
）
を
提
供
す
る
事
業
者
を
除
く
。
）

が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
百
五
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
百
十
五
条 

第
九
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二

十
八
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
、
第
四

十
一
条
、
第
五
十
六
条
、
第
九
十
九
条
、
第
百
一
条
及
び
第
百
二
条
第
四
項
並
び
に
前
款
（
第

百
十
三
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
共
生
型
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
省

令
第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
九
条
」
と
、
第
二
十
八
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
の

提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
共
生
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
」

と
、
第
三
十
四
条
中
「
運
営
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
（
第
百
七
条
に
規
定
す
る
運
営

規
程
を
い
う
。
）
」
と
、
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、

第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

三
十
三
条
」
と
、
第
百
一
条
中
「
第
九
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
条
の
三
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
九
十
四
条
」
と
、
第
百
二
条
第
四
項
中
「
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
（
指
定
通
所



介
護
事
業
者
が
利
用
者
に
対
し
て
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
又
は
同
項
に
規
定
す
る
設
備
以
外

の
設
備
を
利
用
し
、
夜
間
及
び
深
夜
に
指
定
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
に

限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
事
業
者
が
共
生
型
通
所
介
護
事
業
所
の
設
備
を

利
用
し
、
夜
間
及
び
深
夜
に
共
生
型
通
所
介
護
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
」
と
、
第

百
五
条
第
二
号
、
第
百
六
条
第
五
項
及
び
第
百
八
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る

の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
十
一
条
の
二
中
「
第
百
四
条
の
二
」
と
あ
る
の

は
「
第
百
五
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
四
条
の
二
」
と
、
第
百
十
二
条
第
二
項
第

二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
第
二
項
」

と
、
同
項
第
三
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
七
条
」

と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
八
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
百
十
六
条
か
ら
第
百
三
十
一
条
ま
で 

削
除 

 

第
百
三
十
五
条
中
「
第
三
十
七
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
四
十
二
条
第
一
項
中
「
作
業
療
法
士
」
の
下
に
「
若
し
く
は
言
語
聴
覚
士
」
を
加
え
る
。 

 

第
百
五
十
三
条
第
二
項
中
「
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
」

を
「
等
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
六
十
五
条
第
二
項
中
「
（
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
基
準
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
い
う
。
）
」
を
削
る
。 

 

第
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
四
条
か
ら
」
の
下
に
「
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
か
ら
」

を
加
え
る
。 

 

第
二
章
第
九
節
第
五
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

第
五
款
の
二 

共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
の
基
準
） 

第
百
八
十
二
条
の
二 

短
期
入
所
生
活
介
護
に
係
る
共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
に
お
い
て
「
共

生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
指
定
短
期
入
所
事
業
者
（
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
事
業
者
を
い
い
、
指

定
障
害
者
支
援
施
設
（
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
者
支

援
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
指
定
短
期
入
所
（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
基
準
第
百
十
四
条
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
事
業
を
行
う
事
業
所
と
し
て
当
該
施
設
と
一
体
的
に
運
営
を
行
う
事
業
所
又
は
指
定
障
害
者

支
援
施
設
が
そ
の
施
設
の
全
部
又
は
一
部
が
利
用
者
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
居
室
を
利
用
し
て

指
定
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
に
お
い
て
指
定
短

期
入
所
を
提
供
す
る
事
業
者
に
限
る
。
）
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令

第
百
四
十
条
の
十
四
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



（
準
用
） 

第
百
八
十
二
条
の
三 

第
十
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
条
、
第

二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十

一
条
ま
で
、
第
五
十
六
条
、
第
百
八
条
、
第
百
十
条
、
第
百
十
一
条
、
第
百
四
十
七
条
及
び
第

百
四
十
九
条
並
び
に
第
四
款
（
第
百
六
十
九
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
共
生
型
短
期
入
所
生

活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
三
十
四
条
中
「
運
営

規
程
」
と
あ
る
の
は
「
運
営
規
程
（
第
百
六
十
四
条
に
規
定
す
る
運
営
規
程
を
い
う
。
）
」
と
、

「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
三
十
五

条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十

三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
百
八
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共

生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
四
十
九
条
中
「
第
百
二
十
二
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
二
十
二
条
」
と
、
第
百
五
十
二
条
中
「
第

百
二
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
二
十
五
条
」

と
、
第
百
五
十
五
条
中
「
第
百
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
百
二
十
八
条
」
と
、
第
百
五
十
六
条
第
一
項
中
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」

と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
五
十
七
条
中
「
第
百
三
十
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
条
」
と
、
第
百
六
十

三
条
中
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」

と
、
第
百
六
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
十
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
十
七
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条

第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
百
四
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。 

 

第
百
八
十
九
条
中
「
第
三
十
七
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
」
に
改
め
、

「
静
養
室
等
」
」
の
下
に
「
と
、
第
百
六
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
二
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
二
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
七
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第

百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
」

を
加
え
る
。 



 

第
百
九
十
三
条
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
百
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
四 

介
護
医
療
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者
を
当
該
介

護
医
療
院
の
入
所
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
入
所
定
員
及
び
療
養
室
の
定
員
を
超
え
る

こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

 

第
二
百
十
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ

て
は
、
利
用
者
を
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
入
居
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
入

居
定
員
及
び
療
養
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者 

 

第
二
百
三
十
八
条
及
び
第
二
百
四
十
九
条
中
「
第
三
十
四
条
か
ら
」
の
下
に
「
第
三
十
六
条
ま

で
、
第
三
十
七
条
か
ら
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
百
五
十
六
条
第
一
号
中
「
利
用
料
」
の
下
に
「
、
全
国
平
均
貸
与
価
格
」
を
加
え
、
同
条

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

六 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
同
一
種
目
に
お
け
る
機
能
又
は
価
格
帯
の

異
な
る
複
数
の
福
祉
用
具
に
関
す
る
情
報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

第
二
百
五
十
七
条
第
四
項
中
「
利
用
者
」
の
下
に
「
及
び
当
該
利
用
者
に
係
る
介
護
支
援
専
門

員
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
百
六
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
か
ら
」
を
「
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条

か
ら
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
百
六
十
六
条
中
「
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
」
を
「
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
」
に
改

め
る
。 

 

第
二
百
七
十
七
条
中
「
第
三
十
五
条
か
ら
」
を
「
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条

か
ら
」
に
改
め
、
「
「
利
用
者
」
」
の
下
に
「
と
、
第
三
十
三
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る

の
は
「
従
業
者
」
」
を
加
え
る
。 

第
二
章
の
二
を
削
る
。 

第
二
百
八
十
五
条
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。 

第
三
百
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
三
百
一
条
の
二 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
現
に
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
っ
て
い
る
と
き
に
入
所
者
の
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
の
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
、
省
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
医
師
と
の
連
携
方
法
そ
の
他
の
緊
急
時

等
に
お
け
る
対
応
方
法
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
百
五
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。 



六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

第
三
百
二
十
八
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。 

七 
緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

第
三
百
三
十
五
条
第
一
項
中
「
以
外
の
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療

院
」
を
加
え
、
「
病
院
又
は
診
療
所
」
を
「
介
護
医
療
院
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
」
に
改
め

る
。 第

三
百
七
十
五
条
第
一
項
中
「
病
院
又
は
診
療
所
」
を
「
介
護
医
療
院
又
は
病
院
若
し
く
は
診

療
所
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

第
五
章
の
二 

介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
節 

総
則 

（
定
義
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
法
及
び
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
三
十

年
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す

る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三 

介
護
医
療
院
は
、
長
期
に
わ
た
り
療
養
が
必
要
で
あ
る
者
に
対
し
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護

及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
並
び
に
日
常
生
活
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

者
が
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
入
所
者
の
立
場
に
立
っ
て
介

護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

介
護
医
療
院
は
、
明
る
く
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
有
し
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視

し
た
運
営
を
行
い
、
市
町
村
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
他
の
介
護

保
険
施
設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連

携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
節 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四 

介
護
医
療
院
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四

条
（
医
師
及
び
看
護
師
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
三
節 

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準 



（
施
設
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
五 

介
護
医
療
院
は
、
療
養
室
、
診
察
室
、
処
置
室
及
び
機
能
訓
練
室
の
ほ

か
、
次
に
掲
げ
る
施
設
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
談
話
室 

二 

食
堂 

三 

浴
室 

四 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム 

五 

洗
面
所 

六 

便
所 

七 

サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

八 

調
理
室 

九 

洗
濯
室
又
は
洗
濯
場 

十 

汚
物
処
理
室 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

談
話
室 

入
所
者
同
士
や
入
所
者
と
そ
の
家
族
が
談
話
を
楽
し
め
る
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。 

二 

食
堂 

内
法
に
よ
る
測
定
で
、
入
所
者
一
人
当
た
り
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
を
有
す
る
こ

と
。 

三 

浴
室 

イ 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

一
般
浴
槽
の
ほ
か
、
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る
者
の
入
浴
に
適
し
た
特
別
浴
槽
を
設

け
る
こ
と
。 

四 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
十
分
な
広
さ
を
有
し
、
必
要
な
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

五 

洗
面
所 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
利
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

六 

便
所 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
利
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

３ 

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
は
、
専
ら
当
該
介
護
医
療
院
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
構
造
設
備
の
基
準
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
六 

介
護
医
療
院
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

介
護
医
療
院
の
建
物
（
入
所
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。



以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
介
護
医
療
院
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐

火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

イ 
療
養
室
そ
の
他
の
入
所
者
の
療
養
生
活
に
充
て
ら
れ
る
施
設
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
四

百
三
十
八
条
の
四
十
五
第
四
項
に
お
い
て
「
療
養
室
等
」
と
い
う
。
）
を
二
階
及
び
地
階

の
い
ず
れ
に
も
設
け
て
い
な
い
こ
と
。 

ロ 

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全

て
を
満
た
す
こ
と
。 

⑴ 

当
該
介
護
医
療
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
（
消
防
本
部
を
設
置
し
な
い
市
町

村
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
長
。
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
五
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
二
の
規
定
に
よ
る
計
画
に
入

所
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。 

⑵ 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
二
の
規
定
に
よ
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
計
画
に
従

い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。 

⑶ 

火
災
時
に
お
け
る
避
難
、
消
火
等
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民

等
と
の
連
携
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。 

二 

療
養
室
等
が
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
屋
内
の
直
通
階
段
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
設
け
る
こ
と
。 

三 

療
養
室
等
が
三
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
避
難
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
避
難
階
段
を

二
以
上
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
号
の
直
通
階
段
を
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
二
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
避
難
階
段
と
し
て
の
構
造
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
直
通
階
段
の
数
を

避
難
階
段
の
数
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

四 

診
察
の
用
に
供
す
る
電
気
、
光
線
、
熱
、
蒸
気
又
は
ガ
ス
に
関
す
る
構
造
設
備
に
つ
い
て

は
、
危
害
防
止
上
必
要
な
方
法
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
放
射
線
に
関
す
る
構
造
設
備
に
つ
い

て
は
、
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
三
十
条
、
第
三
十
条

の
四
、
第
三
十
条
の
十
三
、
第
三
十
条
の
十
四
、
第
三
十
条
の
十
六
、
第
三
十
条
の
十
七
、

第
三
十
条
の
十
八
（
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
除
く
。
）
、
第
三
十
条
の
十
九
、

第
三
十
条
の
二
十
第
二
項
、
第
三
十
条
の
二
十
一
、
第
三
十
条
の
二
十
二
、
第
三
十
条
の
二

十
三
第
一
項
、
第
三
十
条
の
二
十
五
、
第
三
十
条
の
二
十
六
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び

第
三
十
条
の
二
十
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
三
十
条
の
十
八

第
一
項
中
「
い
ず
れ
か
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
」
と
あ
る
の
は
、
「
い

ず
れ
か
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

五 

階
段
に
は
、
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

六 

廊
下
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 



イ 

幅
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
二
・
七
メ

ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

ハ 
常
夜
灯
を
設
け
る
こ
と
。 

七 

入
所
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を

備
え
る
こ
と
。 

八 

消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

２ 

前
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的

知
識
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平

屋
建
て
の
介
護
医
療
院
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
入
所
者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い

る
と
認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
調

理
室
等
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初

期
消
火
及
び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。 

二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三 

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

第
四
節 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
七 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
提
供
拒
否
の
禁
止
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
八 

提
供
拒
否
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
九 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
申
込
者
の
病
状
等
を
勘
案
し
、
入
所
申
込
者
に

対
し
自
ら
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
適
切
な
病

院
又
は
診
療
所
を
紹
介
す
る
等
の
適
切
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
受
給
資
格
等
の
確
認
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
十 

介
護
医
療
院
は
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
そ
の
者
の
提
示
す
る
被
保
険
者
証
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
資
格
、
要
介
護
認
定
の
有
無



及
び
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
前
項
の
被
保
険
者
証
に
法
第
七
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
審
査
会

意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
認
定
審
査
会
意
見
に
配
慮
し
て
、
介
護
医
療
院
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
要
介
護
認
定
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
一 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
の
際
に
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
入
所

申
込
者
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
認
定
の
申
請
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
当

該
申
請
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
入
所
申
込
者
の
意
思
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
当
該
申
請

が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
要
介
護
認
定
の
更
新
の
申
請
が
遅
く
と
も
当
該
入
所
者
が
受
け
て
い
る
要

介
護
認
定
の
有
効
期
間
の
満
了
日
の
三
十
日
前
に
は
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
入
退
所
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
二 

介
護
医
療
院
は
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
病
状
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
等
に
照
ら
し
療
養
上
の
管
理
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練

そ
の
他
医
療
等
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
対
象
に
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
申
込
者
の
数
が
入
所
定
員
か
ら
入
所
者
の
数
を
差
し
引
い
た
数
を
超

え
て
い
る
場
合
に
は
、
長
期
に
わ
た
る
療
養
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
の
必
要
性

を
勘
案
し
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
入
所
申
込
者
を

優
先
的
に
入
所
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
申
込
者
の
入
所
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
生
活
歴
、
病
歴
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

ス
等
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
病
状
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、

そ
の
者
が
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
定
期
的
に
検

討
し
、
そ
の
内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
項
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
、
介
護
職
員
、
介

護
支
援
専
門
員
等
の
従
業
者
の
間
で
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
退
所
に
際
し
て
は
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
適
切
な

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
の
援
助
に
資
す
る
た
め
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
ほ
か
、
退
所
後
の
主
治
の
医
師
に
対
す
る
情
報

の
提
供
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
三 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
に
際
し
て
は
入
所
の
年
月
日
並
び
に
入
所
し

て
い
る
介
護
保
険
施
設
の
種
類
及
び
名
称
を
、
退
所
に
際
し
て
は
退
所
の
年
月
日
を
、
入
所
者

の
被
保
険
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
四 
介
護
医
療
院
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
入
所

者
に
代
わ
り
当
該
介
護
医
療
院
に
支
払
わ
れ
る
場
合
の
当
該
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
介

護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
介
護
医
療
院
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
入
所
者
か
ら
利
用
料
（
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
の
対
象

と
な
る
費
用
に
係
る
対
価
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
一
部
と
し
て
、
当
該

介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た

費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。

次
項
及
び
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
六
に
お
い
て
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
」
と
い
う
。
）

か
ら
当
該
介
護
医
療
院
に
支
払
わ
れ
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
ら
れ
た
額

の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
際
に
入
所
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間

に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

介
護
医
療
院
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
所
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入

所
者
に
代
わ
り
当
該
介
護
医
療
院
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す

る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

居
住
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
入
所
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
所
者

に
代
わ
り
当
該
介
護
医
療
院
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居



住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
所
者
が
選
定
す
る
特
別
な
療
養
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ

と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 
知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
所
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

理
美
容
代 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
の

う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
入
所

者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

介
護
医
療
院
は
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
を
記

し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
入
所
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
も
の

と
す
る
。 

（
保
険
給
付
の
請
求
の
た
め
の
証
明
書
の
交
付
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
五 

介
護
医
療
院
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
介
護
医

療
院
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
提
供
し
た
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
、
費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
証
明
書
を
入

所
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
六 

介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
六

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
七 

介
護
医
療
院
の
管
理
者
は
、
介
護
支
援
専
門
員
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
介
護
支
援
専
門
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
第

四
百
三
十
八
条
の
二
十
八
に
お
い
て
「
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
」
と
い
う
。
）
は
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
の
日
常
生
活
全
般
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、

地
域
の
住
民
に
よ
る
自
発
的
な
活
動
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
も
含
め
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
計

画
上
に
位
置
付
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方

法
に
よ
り
、
入
所
者
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
評
価
を



通
じ
て
入
所
者
が
現
に
抱
え
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
入
所
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
解
決
す
べ
き
課
題
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
解
決
す
べ
き
課
題
の
把
握
（
次
項
及

び
第
九
項
に
お
い
て
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
及
び
そ
の
家

族
に
面
接
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門

員
は
、
面
接
の
趣
旨
を
入
所
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、
理
解
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

５ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
入
所
者
の
希
望
、
入
所
者
に
つ
い
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

結
果
及
び
医
師
の
治
療
の
方
針
に
基
づ
き
、
入
所
者
の
家
族
の
希
望
を
勘
案
し
て
、
入
所
者
及

び
そ
の
家
族
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、
総
合
的
な
援
助
の
方
針
、
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課

題
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、

介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
等
を
記
載
し
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。
）

を
招
集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る

照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門

的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
入
所
者
又

は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
文
書
に
よ
り
入
所
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
施
設
サ

ー
ビ
ス
計
画
を
入
所
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

９ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
後
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

実
施
状
況
の
把
握
（
入
所
者
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
）
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

10 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
実
施
状
況
の
把
握
（
第
二
号
に
お
い
て

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
及
び
そ
の
家
族
並
び
に
担
当
者
と

の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

定
期
的
に
入
所
者
に
面
接
す
る
こ
と
。 

二 

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

11 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議

の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 



一 

入
所
者
が
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
介
護
更
新
認
定
を
受
け
た
場
合 

 

二 

入
所
者
が
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
状
態
区
分
の
変
更
の
認
定
を
受
け

た
場
合 

12 

第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
九
項
に
規
定
す
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
診
療
の
方
針
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
八 

診
療
の
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
必
要
な
医
療
の
提
供
が
困
難
な
場
合
等
の
措
置
等
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
九 

介
護
医
療
院
の
医
師
は
、
入
所
者
の
病
状
か
ら
み
て
当
該
介
護
医
療

院
に
お
い
て
自
ら
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
協
力
病

院
そ
の
他
適
当
な
病
院
若
し
く
は
診
療
所
へ
の
入
院
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
、
又
は
他
の
医
師

の
対
診
を
求
め
る
等
診
療
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
の
医
師
は
、
不
必
要
に
入
所
者
の
た
め
に
往
診
を
求
め
、
又
は
入
所
者
を
病
院

若
し
く
は
診
療
所
に
通
院
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

介
護
医
療
院
の
医
師
は
、
入
所
者
の
た
め
に
往
診
を
求
め
、
又
は
入
所
者
を
病
院
若
し
く
は

診
療
所
に
通
院
さ
せ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
対
し
、

当
該
入
所
者
の
診
療
状
況
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

介
護
医
療
院
の
医
師
は
、
入
所
者
が
往
診
を
受
け
た
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
又
は
入
所
者

が
通
院
し
た
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
か
ら
当
該
入
所
者
の
療
養
上

必
要
な
情
報
の
提
供
を
受
け
る
も
の
と
し
、
そ
の
情
報
に
よ
り
適
切
な
診
療
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
機
能
訓
練
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二
十 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
心
身
の
諸
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、

日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
、
理
学
療
法
、
作
業
療
法
そ
の
他
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
一 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省

令
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
の
提
供
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
二 

入
所
者
の
食
事
は
、
栄
養
並
び
に
入
所
者
の
身
体
の
状
況
、
病
状

及
び
嗜し

好
を
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
時
間
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

入
所
者
の
食
事
は
、
そ
の
者
の
自
立
の
支
援
に
配
慮
し
、
で
き
る
だ
け
離
床
し
て
食
堂
で
行

わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



（
相
談
及
び
援
助
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
三 

介
護
医
療
院
は
、
常
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
病
状
、
そ
の
置

か
れ
て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に

適
切
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
四 

介
護
医
療
院
は
、
適
宜
入
所
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行

事
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
常
に
入
所
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
入
所
者
と
そ
の
家
族

と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
入
所
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
五 

介
護
医
療
院
は
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
入
所
者

が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
市
町
村
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

正
当
な
理
由
な
し
に
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と
に

よ
り
、
要
介
護
状
態
の
程
度
を
増
進
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

二 

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。 

（
管
理
者
に
よ
る
管
理
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
六 

管
理
者
に
よ
る
管
理
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
六
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
の
責
務
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
七 

介
護
医
療
院
の
管
理
者
は
、
当
該
介
護
医
療
院
の
従
業
者
の
管
理
、

業
務
の
実
施
状
況
の
把
握
そ
の
他
の
管
理
を
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
の
管
理
者
は
、
従
業
者
に
こ
の
節
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮

命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

介
護
医
療
院
の
管
理
者
は
、
介
護
医
療
院
に
医
師
を
宿
直
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
当
該
介
護
医
療
院
の
入
所
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
の
責
務
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
八 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
第
四
百
三
十
八
条
の
十
七
に
規

定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

入
所
申
込
者
の
入
所
に
際
し
、
そ
の
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
照
会
等

に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
生
活
歴
、
病
歴
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況

等
を
把
握
す
る
こ
と
。 

二 

入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
病
状
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
そ
の
者
が
居



宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
定
期
的
に
検
討
し
、
そ

の
内
容
等
を
記
録
す
る
こ
と
。 

三 

入
所
者
の
退
所
に
際
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
の
援
助
に
資
す
る
た
め
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
。 

四 

省
令
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録
を
行
う
こ
と
。 

五 

省
令
第
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録
を
行
う
こ
と
。 

（
運
営
規
程
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
九 

介
護
医
療
院
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事

項
に
関
す
る
規
程
（
第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
五
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

入
所
定
員
（

型
療
養
床
に
係
る
入
所
定
員
の
数
、

型
療
養
床
に
係
る
入
所
定
員
の
数

及
び
そ
の
合
計
数
を
い
う
。
） 

四 

入
所
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

六 

非
常
災
害
対
策 

七 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
に
対
し
、
適
切
な
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
当
該
介
護
医
療
院
の
従
業
者
に
よ
っ
て
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

介
護
医
療
院
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
一 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
定
員
及
び
療
養
室
の
定
員
を
超
え
て
入
所

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
二 

介
護
医
療
院
は
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
計
画
を
立
て
、
非



常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て
必
要
と

な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
三 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
使
用
す
る
施
設
、
食
器
そ
の
他
の
設

備
又
は
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
、
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
当
該
介
護
医
療
院
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん

延
し
な
い
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
介
護
医
療
院
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の

対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

二 

当
該
介
護
医
療
院
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の

指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。 

三 

当
該
介
護
医
療
院
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中

毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
定
め
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ

る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手
順
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
こ
と
。 

３ 

介
護
医
療
院
の
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
委
託
す
る
場
合
は
、
医
療
法
施
行
規
則
第

九
条
の
八
、
第
九
条
の
九
、
第
九
条
の
十
二
、
第
九
条
の
十
三
、
別
表
第
一
の
二
及
び
別
表
第

一
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
九
条
の
八
第
一
項
中
「
法
第
十

五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
人
体
か
ら
排
出
さ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
人
体
か
ら
排
出
さ
れ
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
法
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
検
体
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
検
体
検
査
」

と
、
第
九
条
の
九
第
一
項
中
「
法
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
医
療
機
器
又
は
医
学
的
処
置

若
し
く
は
手
術
」
と
あ
る
の
は
「
医
療
機
器
又
は
医
学
的
処
置
」
と
、
第
九
条
の
十
二
中
「
法

第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
第
九
条
の
七
に
定
め
る
医
療
機
器
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
医

療
機
器
等
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
特
定
保
守
管
理
医
療
機
器
」
と
、
第
九
条
の
十
三
中

「
法
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
医
療
」
と
あ
る
の
は
「
医
療
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

一 

省
令
第
五
条
第
二
項
第
二
号
ロ
及
び
省
令
第
四
十
五
条
第
二
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
検

体
検
査
の
業
務 

二 

医
療
機
器
又
は
医
学
的
処
置
の
用
に
供
す
る
衣
類
そ
の
他
の
繊
維
製
品
の
滅
菌
又
は
消
毒



の
業
務 

三 

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
特
定
保
守
管
理
医
療
機
器
の

保
守
点
検
の
業
務 

四 

医
療
の
用
に
供
す
る
ガ
ス
の
供
給
設
備
の
保
守
点
検
の
業
務
（
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和

二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
高
圧
ガ
ス
を
製
造
又
は
消
費
す
る
者
が
自
ら

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
除
く
。
） 

（
協
力
病
院
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
四 
介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
、
協
力
病
院
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
掲
示
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
五 

介
護
医
療
院
は
、
当
該
介
護
医
療
院
の
見
や
す
い
場
所
に
、
運
営

規
程
の
概
要
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
協
力
病
院
、
利
用
料
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に

資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
六 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
利
益
供
与
等
の
禁
止
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
七 

介
護
医
療
院
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
従
業
者
に
対

し
、
要
介
護
被
保
険
者
に
当
該
介
護
医
療
院
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他

の
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
従
業
者
か
ら
、
当
該
介
護
医
療
院
か
ら

の
退
所
者
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
収
受
し
て
は

な
ら
な
い
。 

 

（
苦
情
処
理
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
八 

介
護
医
療
院
は
、
提
供
し
た
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
入

所
者
及
び
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け

る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容
等
を
記
録
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

介
護
医
療
院
は
、
提
供
し
た
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ

る
市
町
村
が
行
う
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
求
め
又
は
当
該
市
町
村
の
職



員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
照
会
に
応
じ
、
入
所
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
市
町
村
が
行
う
調
査

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助

言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

介
護
医
療
院
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の
内
容
を
市
町

村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

介
護
医
療
院
は
、
提
供
し
た
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
入
所
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し

て
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
行
う
法
第
百
七
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
調
査

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
同
号
の
規
定
に
よ
る
指
導
又
は
助

言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

６ 

介
護
医
療
院
は
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の

改
善
の
内
容
を
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
九 

介
護
医
療
院
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ

の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
提
供
し
た
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

入
所
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
、
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助
を
行
う
事
業
そ

の
他
の
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四
十 

事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四

十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
会
計
の
区
分
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
一 

介
護
医
療
院
は
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
会
計
と
そ
の

他
の
事
業
の
会
計
を
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
二 

介
護
医
療
院
は
、
従
業
者
、
施
設
及
び
構
造
設
備
並
び
に
会
計
に

関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
医
療
院
は
、
入
所
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る

記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画 

二 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
検
討
の
内
容
等
の
記
録 

三 

第
四
百
三
十
八
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容



等
の
記
録 

四 

省
令
第
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入

所
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

五 
第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
五
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

六 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

七 

省
令
第
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 

第
五
節 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
基
本
方
針
並
び
に
施
設
、
設
備
及
び
運
営
に
関 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
る
基
準 

第
一
款 

こ
の
節
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

（
こ
の
節
の
趣
旨
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
三 

第
四
百
三
十
八
条
の
三
、
第
三
節
及
び
前
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
（
施
設
の
全
部
に
お
い
て
少
数
の
療
養
室
及
び
当
該
療
養
室
に

近
接
し
て
設
け
ら
れ
る
共
同
生
活
室
（
当
該
療
養
室
の
入
居
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活

を
営
む
た
め
の
場
所
を
い
う
。
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
五
及
び
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
九

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
一
体
的
に
構
成
さ
れ
る
場
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ

ト
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
入
居
者
の
日
常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る

介
護
医
療
院
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
基
本
方
針
並
び
に
施
設
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
四 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
長
期
に
わ
た
り
療
養
が
必
要
で
あ

る
入
居
者
一
人
一
人
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
入
居
前

の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
入
居
後
の
生
活
が
連
続
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
療

養
上
の
管
理
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療

並
び
に
日
常
生
活
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
そ
の
入
居
者
が
相

互
に
社
会
的
関
係
を
築
き
、
自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
市

町
村
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
他
の
介
護
保
険
施
設
そ
の
他
の
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

第
二
款 

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準 

（
施
設
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
五 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
療
養
室
、
診
察
室
、
処
置
室
及
び

機
能
訓
練
室
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
施
設
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



一 

ユ
ニ
ッ
ト
（
療
養
室
を
除
く
。
） 

二 

浴
室 

三 

サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

四 
調
理
室 

五 

洗
濯
室
又
は
洗
濯
場 

六 

汚
物
処
理
室 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

ユ
ニ
ッ
ト
（
療
養
室
を
除
く
。
） 

イ 

共
同
生
活
室 

⑴ 

共
同
生
活
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の

入
居
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
形
状

を
有
す
る
こ
と
。 

⑵ 

一
の
共
同
生
活
室
の
床
面
積
は
、
二
平
方
メ
ー
ト
ル
に
当
該
共
同
生
活
室
が
属
す
る

ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
の
定
員
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

⑶ 

必
要
な
設
備
及
び
備
品
を
備
え
る
こ
と
。 

ロ 

洗
面
設
備 

⑴ 

療
養
室
ご
と
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

⑵ 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

ハ 

便
所 

療
養
室
ご
と
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

二 

浴
室 

イ 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

一
般
浴
槽
の
ほ
か
、
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る
者
の
入
浴
に
適
し
た
特
別
浴
槽
を
設

け
る
こ
と
。 

３ 

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
用
に
供
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
居
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障

が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
設
備
構
造
の
基
準
は
、
次

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
建
物
（
入
居
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の

建
物
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護

医
療
院
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

イ 

療
養
室
等
を
二
階
及
び
地
階
の
い
ず
れ
に
も
設
け
て
い
な
い
こ
と
。 



ロ 

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全

て
を
満
た
す
こ
と
。 

⑴ 

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
と
相

談
の
上
、
第
四
百
三
十
八
条
の
五
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
三
十
八
条
の
三
十

二
の
計
画
に
入
居
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
こ
と
。 

⑵ 

第
四
百
三
十
八
条
の
五
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
二
の
規

定
に
よ
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う

こ
と
。 

⑶ 

火
災
時
に
お
け
る
避
難
、
消
火
等
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民

等
と
の
連
携
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。 

二 

療
養
室
等
が
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
屋
内
の
直
通
階
段
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
設
け
る
こ
と
。 

三 

療
養
室
等
が
三
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
避
難
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
避
難
階
段
を

二
以
上
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
号
の
直
通
階
段
を
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
二
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
避
難
階
段
と
し
て
の
構
造
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
直
通
階
段
の
数
を

避
難
階
段
の
数
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

四 

診
察
の
用
に
供
す
る
電
気
、
光
線
、
熱
、
蒸
気
又
は
ガ
ス
に
関
す
る
構
造
設
備
に
つ
い
て

は
、
危
害
防
止
上
必
要
な
方
法
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
放
射
線
に
関
す
る
構
造
設
備
に
つ
い

て
は
、
医
療
法
施
行
規
則
第
三
十
条
、
第
三
十
条
の
四
、
第
三
十
条
の
十
三
、
第
三
十
条
の

十
四
、
第
三
十
条
の
十
六
、
第
三
十
条
の
十
七
、
第
三
十
条
の
十
八
（
第
一
項
第
四
号
か
ら

第
六
号
ま
で
を
除
く
。
）
、
第
三
十
条
の
十
九
、
第
三
十
条
の
二
十
第
二
項
、
第
三
十
条
の

二
十
一
、
第
三
十
条
の
二
十
二
、
第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
、
第
三
十
条
の
二
十
五
、
第

三
十
条
の
二
十
六
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
三
十
条
の
二
十
七
の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
三
十
条
の
十
八
第
一
項
中
「
い
ず
れ
か
及
び
第
四
号
か
ら
第

六
号
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
」
と
あ
る
の
は
、
「
い
ず
れ
か
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

五 

階
段
に
は
、
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

六 

廊
下
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

イ 

幅
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
二
・
七
メ

ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
な
お
、
廊
下
の
一
部
の
幅
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
居

者
、
従
業
者
等
の
円
滑
な
往
来
に
支
障
が
生
じ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
一
・
五

メ
ー
ト
ル
以
上
（
中
廊
下
に
あ
っ
て
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
）
と
し
て
差
し
支
え
な

い
。 

ロ 

手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 



ハ 

常
夜
灯
を
設
け
る
こ
と
。 

七 

入
居
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を

備
え
る
こ
と
。 

八 
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

５ 

前
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的

知
識
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平

屋
建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
入
居
者
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
。 

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
調

理
室
等
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初

期
消
火
及
び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。 

二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三 

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
六 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当

す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
入
居
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
に
支
払
わ
れ
る
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
介
護
医
療
院
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
入
居
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基

準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の

額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
居
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入

居
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一

号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 



二 

居
住
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
入
居
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
居
者

に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に

規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
居
者
が
選
定
す
る
特
別
な
療
養
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ

と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
居
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

理
美
容
代 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
の

う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
入
居
者
に

負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
居
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及

び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
入
居
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、
文
書
に

よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
七 

介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四

十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
八 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省

令
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
九 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
栄
養
並
び
に
入
居
者
の
心
身
の
状

況
及
び
嗜し

好
を
考
慮
し
た
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
入
居
者
の
心
身
の
状
況
、
症
状
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境

等
に
応
じ
て
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
食
事
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
入
居
者
の
生
活
習
慣
を
尊
重
し
た
適
切
な
時
間
に
食
事
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
入
居
者
が
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
で
き
る
限
り
自
立
し
て
食
事
を
摂



る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
入
居
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

そ
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
入
居
者
が
共
同
生
活
室
で
食
事
を
摂
る
こ
と
を
支
援
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
五
十 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
入
居
者
の
嗜し

好
に
応
じ
た
趣
味
、
教

養
又
は
娯
楽
に
係
る
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
入
居
者
が
自
律
的
に
行
う
こ
れ
ら

の
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
常
に
入
居
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
入
居
者

と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
五
十
一 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

入
居
定
員
（

型
療
養
床
に
係
る
入
居
定
員
の
数
、

型
療
養
床
に
係
る
入
居
定
員
の
数

及
び
そ
の
合
計
数
を
い
う
。
） 

四 

ユ
ニ
ッ
ト
の
数
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
居
定
員 

五 

入
居
者
に
対
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

六 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

非
常
災
害
対
策 

八 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
五
十
二 

勤
務
体
制
の
確
保
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
二
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
五
十
三 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
居
定
員
及
び

療
養
室
の
定
員
を
超
え
て
入
居
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む

を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
準
用
） 

第
四
百
三
十
八
条
の
五
十
四 

第
四
百
三
十
八
条
の
七
か
ら
第
四
百
三
十
八
条
の
十
三
ま
で
、
第

四
百
三
十
八
条
の
十
五
、
第
四
百
三
十
八
条
の
十
七
か
ら
第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
ま
で
、
第

四
百
三
十
八
条
の
二
十
三
、
第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
五
か
ら
第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
八
ま

で
及
び
第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
二
か
ら
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
二
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ



ッ
ト
型
介
護
医
療
院
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
三
十
八
条
の
七
中

「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
条
」
と
、
第
四
百
三

十
八
条
の
八
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」

と
、
第
四
百
三
十
八
条
の
十
八
中
「
第
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
十
八
条
」
と
、
第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
六
中
「
第
二
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
六
条
」
と
、
第
四
百
三
十
八
条
の
二
十
七
第
二
項

中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
節
第
三
款
」
と
、
第
四
百
三
十
八
条
の
三
十
六
中
「
第
三

十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
百

三
十
八
条
の
四
十
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

四
十
条
」
と
、
第
四
百
三
十
八
条
の
四
十
二
第
二
項
第
四
号
中
「
第
十
六
条
第
五
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
四
十
七
条
第
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
五
百
十
四
条
第
十
一
号
中
「
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
」
の
下
に
「
（
法
第
五
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を

加
え
る
。 

 

第
五
百
十
八
条
第
一
項
中
「
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介

護
医
療
院
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
百
二
十
五
条
中
「
、
看
護
職
員
（
歯
科
衛
生
士
が
行
う
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
に

相
当
す
る
も
の
を
行
う
保
健
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
を
除
い
た
保
健
師
、
看
護
師
及
び
准
看

護
師
を
い
う
。
第
五
百
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
る
。 

 

第
五
百
二
十
七
条
第
一
項
中
「
、
薬
局
又
は
指
定
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
」
を
「
又
は
薬

局
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
百
二
十
九
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

五 

通
常
事
業
の
実
施
地
域 

 

第
五
百
三
十
三
条
第
三
項
を
削
る
。 

第
六
章
第
九
節
第
六
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

第
六
款
の
二 

共
生
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
基
準
） 

第
六
百
三
条
の
二 

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
に
係
る
共
生
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
次
条

に
お
い
て
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
指
定
短
期

入
所
事
業
者
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基

づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と
い
う
。
）
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
短
期
入
所
事
業
者
を
い
い
、
指
定
障
害
者
支
援
施
設
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
者



支
援
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
指
定
短
期
入
所
（
指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
十
四
条
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
事
業
を
行
う
事
業
所
と
し
て
当
該
施
設
と
一
体
的
に
運
営
を
行
う
事
業
所
又
は
指
定

障
害
者
支
援
施
設
が
そ
の
施
設
の
全
部
又
は
一
部
が
利
用
者
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
居
室
を
利

用
し
て
指
定
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
に
お
い
て

指
定
短
期
入
所
を
提
供
す
る
事
業
者
に
限
る
。
）
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、

省
令
第
百
六
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
六
百
三
条
の
三 

第
四
百
八
十
八
条
の
三
か
ら
第
四
百
八
十
八
条
の
七
ま
で
、
第
四
百
八
十
八

条
の
九
、
第
四
百
八
十
八
条
の
十
、
第
四
百
八
十
八
条
の
十
三
、
第
四
百
八
十
九
条
の
二
、
第

四
百
八
十
九
条
の
三
、
第
四
百
九
十
一
条
、
第
四
百
九
十
二
条
の
四
か
ら
第
四
百
九
十
二
条
の

十
一
ま
で
、
第
五
百
五
十
八
条
の
二
、
第
五
百
五
十
八
条
の
四
、
第
五
百
六
十
六
条
及
び
第
五

百
六
十
八
条
並
び
に
第
四
款
（
第
五
百
八
十
一
条
を
除
く
。
）
及
び
第
五
款
の
規
定
は
、
共
生

型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四

百
八
十
八
条
の
三
中
「
第
四
十
九
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
四
十
九
条
の
三
」
と
、
第
四
百
九
十
二
条
の
四
中
「
第
四
百
九
十
二
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
百
七
十
六
条
」
と
、
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
共
生
型

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
四
百
九
十
二
条
の
五
中
「
第

五
十
三
条
の
五
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
三
条
の
五
」

と
、
第
四
百
九
十
二
条
の
十
中
「
第
五
十
三
条
の
十
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
六
条
に
お
い

て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
の
十
」
と
、
第
五
百
五
十
八
条
の
二
第
三
項
中
「
介
護
予
防
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」

と
、
第
五
百
六
十
八
条
中
「
第
百
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
百
三
十
条
」
と
、
第
五
百
七
十
一
条
中
「
第
百
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六

十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
三
条
」
と
、
第
五
百
七
十
四
条
中
「
第
百
三
十
六

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
六
条
」
と
、
第
五
百

七
十
五
条
中
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護
予
防
短

期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
五
百
八
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す

る
第
四
百
八
十
八
条
の
十
三
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
百
八
十
八
条
の
十
三
第
二
項
」
と
、

同
項
第
四
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
八
十
九
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
百

八
十
九
条
の
三
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
九
十
二
条
の
八
第

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
百
九
十
二
条
の
八
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
百
四
十
二

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
三
条
の
十
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
三
条
の
十
第



二
項
」
と
、
第
五
百
八
十
四
条
中
「
第
百
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
六
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
百
四
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
第
六
百
十
四
条
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。 

 

第
六
百
十
八
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

四 

介
護
医
療
院
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者

を
当
該
介
護
医
療
院
の
入
所
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
入
所
定
員
及
び
療
養
室
の
定
員

を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

 

第
六
百
三
十
四
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

三 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業

所
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者
を
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
医
療
院
の
入
居
者
と
み
な
し
た
場
合
に

お
い
て
入
居
定
員
及
び
療
養
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

 

第
六
百
八
十
九
条
第
一
号
中
「
利
用
料
」
の
下
に
「
、
全
国
平
均
貸
与
価
格
」
を
加
え
、
同
条

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

七 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
同
一
種
目
に
お
け
る
機
能
又
は

価
格
帯
の
異
な
る
複
数
の
福
祉
用
具
に
関
す
る
情
報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
六
百
九
十
条
第
四
項
中
「
利
用
者
」
の
下
に
「
及
び
当
該
利
用
者
に
係
る
介
護
支
援
専
門
員
」

を
加
え
る
。 

附
則
第
二
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号

を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

五 

介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
百
五
十
六
条
第
一
号

及
び
第
六
百
八
十
九
条
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
四
号 

 
 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
（
平
成
二

十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
四
款 

運
営 

 

目
次
中
「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
十
条
―
第
四
十
四
条
）
」
を 

第
四
款
の
二 

 

 

に
関
す
る
基
準
（
第
十
条
―
第
四
十
四
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
四
十
四
条
の
二
―
第
四 

に
、
「
第
四
款 

運 

十
四
条
の
四
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
四
款 
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第 

営
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
四
条
―
第
九
十
五
条
）
」
を 

第
四
款
の
二 
共
生
型
障
害
福
祉
サ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
五
条
の
五
） 

八
十
四
条
―
第
九
十
五
条
） 

ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
九
十
五
条
の
二
―
第
九 

に
、
「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
三
条
―
第
百
十
条
） 

百
三
条
―
第
百
十
条
）
」
を 

第
四
款
の
二 

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

条
の
四
） 

 

百
十
条
の
二
―
第
百
十 

に
、
「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
六
条
―
第
百
四
十 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 
 

 
 

 

「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
六
条
―
第
百
四
十
九
条
） 

九
条
）
」
を 

第
四
款
の
二 

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
九
条
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
四
十
九
条
の
四
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
第 

二
―
第 

に
、
「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
五
十
六
条
―
第
百
五
十
九
条
）
」
を 

第 

 
 

 

」 



四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
五
十
六
条
―
第
百
五
十
九
条
） 

四
款
の
二 

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
百
五
十
九
条
の
二
―
第 

に
、「
第 

 
 

 
 

 

百
五
十
九
条
の
四
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

百
六
十
八
条
」
を
「
第
百
六
十
七
条
の
二
」
に
、
「 

第
五
款 

基
準
該
当
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
十
二
節
の
二 

就
労
定
着
支
援 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
九
十
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
十
二
節
の
三 

自
立
生
活
援
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
九
十
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
款 
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第 

ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
百
九
十
一
条
―
第
百
九
十 

  

条
の
二
） 

百
九
十
四
条
の
三
・
第
百
九
十
四
条
の
四
） 

百
九
十
四
条
の
五
） 

百
九
十
四
条
の
六
―
第
百
九
十
四
条
の
十
二
） 
 

 
 

 

条
の
十
三
） 

百
九
十
四
条
の
十
四
・
第
百
九
十
四
条
の
十
五
） 

百
九
十
四
条
の
十
六
） 

百
九
十
四
条
の
十
七
―
第
百
九
十
四
条
の
二
十
） 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
九
十
八
条
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
目 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
一
条
の 

す
る
基
準
（
第
百
九
十
一
条
―
第
百
九
十
四
条
）
」
を 

に
、
「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第 

 

百
九
十
八
条
の
二
―
第
二
百
一
条
）
」
を 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
三
目 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
一
条
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
四
目 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
一
条
の 

二
―
第
二
百
一
条
） 

活
援
助
の
事
業
の
基
本
方
針
並
び
に 

準 百
一
条
の
二
・
第
二
百
一
条
の
二
の 

 

二
の
三
・
第
二
百
一
条
の
二
の
四
） 

二
の
五
） 

二
の
六
―
第
二
百
一
条
の
二
の
十
）
」 

一
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
章
第
二
節
第
四
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

 

（
共
生
型
居
宅
介
護
の
事
業
を
行
う
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
の
基
準
） 

第
四
十
四
条
の
二 

居
宅
介
護
に
係
る
共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
四
十
四
条
の
四
に
お
い

て
「
共
生
型
居
宅
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
（
指
定
居
宅
サ

ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十

七
号
。
第
九
十
五
条
の
三
及
び
第
百
十
条
の
二
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と

い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
四
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
共
生
型
重
度
訪
問
介
護
の
事
業
を
行
う
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
の
基
準
） 

第
四
十
四
条
の
三 

重
度
訪
問
介
護
に
係
る
共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
に
お
い
て
「
共

生
型
重
度
訪
問
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
が
当
該
事
業
に
関

し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
四
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す

る
。 

 

（
準
用
） 

第
四
十
四
条
の
四 

第
五
条
（
第
三
項
及
び
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
六
条
、
第
七
条
及
び
前
款

（
第
四
十
四
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
共
生
型
居
宅
介
護
及
び
共
生
型
重
度
訪
問
介
護
の
事

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
中
「
同
条
」
と
あ
る
の
は
「
省
令
第

四
十
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
と
、
第
七
条
中
「
第

六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
」
と
、
第
十
条
中

「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十

二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」

に
、
「
第
二
百
一
条
の
二
」
を
「
第
二
百
一
条
の
二
の
十 



と
、
第
二
十
八
条
中
「
第
二
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
二
十
七
条
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
の
四

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
十
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
四
十
九
条
中
「
前
款
」
を
「
第
四
款
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
の
支
援
の
実
施
） 

第
八
十
七
条
の
二 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
障
害
者
の
職
場
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、 

 
 

 

 

当
該
指
定
生
活
介
護
事
業
者
が
提
供
す
る
指
定
生
活
介
護
を
受
け
て
通
常
の
事
業
所
に
新
た
に 

 
 

 

雇
用
さ
れ
た
障
害
者
に
つ
い
て
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携 

 
 

 

し
て
、
当
該
障
害
者
が
就
職
し
た
日
か
ら
六
月
以
上
、
職
業
生
活
に
お
け
る
相
談
等
の
支
援
の 

 
 

 

継
続
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
章
第
四
節
第
四
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

 

（
共
生
型
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
等
の
基
準
） 

第
九
十
五
条
の
二 

生
活
介
護
に
係
る
共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
共

生
型
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
（
児
童
福
祉
法
に

基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年

厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
百
二
条
に
お
い
て
「
指
定
通
所
支
援
基
準
」

と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
を
い
う
。
）
又
は
指
定

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
指
定
通
所
支
援
基
準
第
六
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
い
う
。
）
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、

省
令
第
九
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
共
生
型
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
者
等
の
基
準
） 

第
九
十
五
条
の
三 

共
生
型
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
者
（
指
定
居
宅
サ
ー

ビ
ス
等
基
準
第
九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
又
は
指
定

地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
次
条
及
び
第
九
十
七
条
に
お

い
て
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
（
第
百
四
十
九
条
の
二
及
び
第
百
五
十
九
条
の
二

に
お
い
て
「
指
定
通
所
介
護
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基

準
は
、
省
令
第
九
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
共
生
型
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
等
の
基
準
） 

第
九
十
五
条
の
四 

共
生
型
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者



（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
、
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
又
は
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
（
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成

十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
六
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
（
第
百
十
条
の
三
、
第
百
四
十
九
条
の
三
及
び
第

百
五
十
九
条
の
三
に
お
い
て
「
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
が

当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
九
十
三
条
の
四
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
九
十
五
条
の
五 

第
十
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
、

第
二
十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十

九
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五

条
か
ら
第
七
十
七
条
ま
で
、
第
七
十
九
条
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十
三
条
及
び
前
款
（
第
九
十

五
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
共
生
型
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
の
五
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
の

五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
九
十
三
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
、
第
七
十

五
条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十

三
条
」
と
、
第
八
十
一
条
中
「
第
七
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
の
五
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
七
十
九
条
」
と
、
第
八
十
五
条
中
「
第
八
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三

条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
十
三
条
」
と
、
第
八
十
七
条
中
「
第
八
十
五
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
九
十
三
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

 

第
九
十
七
条
中
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基 

準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
）
」
及
び
「
同
令
」
を
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
基
準
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
章
第
五
節
第
四
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 



 

（
共
生
型
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
等
の
基
準
） 

第
百
十
条
の
二 

短
期
入
所
に
係
る
共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
及
び
第
百
十
条
の
四
に

お
い
て
「
共
生
型
短
期
入
所
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護

事
業
者
を
い
う
。
）
又
は
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
五

号
）
第
百
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）

が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
百
二
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
共
生
型
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
等
の
基
準
） 

第
百
十
条
の
三 

共
生
型
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
等 

 
 

 

が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
百
二
十
五
条
の
三
に
規
定
す
る
基
準
の 
 

 

 

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
十
条
の
四 

第
十
条
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二

十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で
、

第
五
十
二
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五

条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
九
条
、
第
九
十
二
条
か
ら
第
九
十
四
条
ま
で
、
第
九
十
九
条
及
び

前
款
（
第
百
九
条
及
び
第
百
十
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
共
生
型
短
期
入
所
の
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
五
条

の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
二
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一

条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」

と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
五
条

の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
百
十
一
条
中
「
第
百
二
十
五
条
の
二
」
を
「
第
百
二
十
五
条
の
五
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
二
十
条
第
一
項
中
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
」
を
「
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
計
画
」
に
改

め
る
。 

 

第
百
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
」
を
「
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
計
画
」

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
」
と
い
う
。
）
」
を
「
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
計
画
」
に
改
め
、



同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
」
を
「
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

計
画
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
」
を
「
重

度
障
害
者
等
包
括
支
援
計
画
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
か
ら
第

三
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
二
項
」
に
、
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
」
を
「
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

計
画
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。 

 

第
百
四
十
二
条
中
「
、
施
行
規
則
第
六
条
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
」
を
削
る
。 

 

第
百
四
十
九
条
中
「
第
八
十
八
条
」
を
「
第
八
十
七
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
章
第
八
節
第
四
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

 

（
共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
者
等
の
基
準
） 

第
百
四
十
九
条
の
二 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に
係
る
共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
及

び
第
百
四
十
九
条
の
四
に
お
い
て
「
共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
」
と
い
う
。
）
の
事
業

を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
者
等
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
百
六

十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者

等
の
基
準
） 

第
百
四
十
九
条
の
三 

共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型 

 
 

 

居
宅
介
護
事
業
者
等
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
百
六
十
二
条
の
三 

 
 

 

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
四
十
九
条
の
四 

第
十
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十 

九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
二
条 

ま
で
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七
条
ま 

で
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十
七
条
の
二
か
ら
第
九
十
四
条
ま
で
、
第
百
四
十
二
条
、
第
百
四
十 

五
条
及
び
前
款
（
第
百
四
十
九
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
共
生
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
） 

の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第 

百
六
十
二
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ 

る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第 

三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、 

第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令 

第
四
十
条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
の
四
に
お 

い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
六
十
二
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
八
十
一
条
中
「
第
七
十
九

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
九
条
」
と
、
第
百



四
十
七
条
中
「
第
百
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
百
六
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
第
百
五
十
二
条
中
「
、
施
行
規
則
第
六
条
の
七
第
二
号
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
」
を
削
る
。 

 

第
百
五
十
九
条
中
「
第
八
十
八
条
」
を
「
第
八
十
七
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
章
第
九
節
第
四
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

 

（
共
生
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
者
等
の
基
準
） 

第
百
五
十
九
条
の
二 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に
係
る
共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
及

び
第
百
五
十
九
条
の
四
に
お
い
て
「
共
生
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
」
と
い
う
。
）
の
事
業

を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
者
等
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
百
七

十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
共
生
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者 

 
 

 

等
の
基
準
） 

第
百
五
十
九
条
の
三 

共
生
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型 

 
 

 

居
宅
介
護
事
業
者
等
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
百
七
十
一
条
の
三 

 
 

 

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
五
十
九
条
の
四 

第
十
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
九

条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま

で
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八

十
一
条
、
第
八
十
七
条
の
二
か
ら
第
九
十
四
条
ま
で
、
第
百
四
十
七
条
、
第
百
四
十
八
条
、
第

百
五
十
二
条
、
第
百
五
十
五
条
及
び
前
款
（
第
百
五
十
九
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
共
生
型

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第

九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二

条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」

と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
の

四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七

十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、

第
八
十
一
条
中
「
第
七
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省

令
第
七
十
九
条
」
と
、
第
百
四
十
七
条
中
「
第
百
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
の

四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
六
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
三
章
第
十
節
第
四
款
中
第
百
六
十
八
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 



 

（
通
勤
の
た
め
の
訓
練
の
実
施
） 

第
百
六
十
七
条
の
二 

指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
が
自
ら
通
常
の
事
業
所
に
通
勤

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
通
勤
の
た
め
の
訓
練
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
百
七
十
二
条
中
「
第
八
十
六
条
」
の
下
に
「
、
第
八
十
七
条
、
第
八
十
八
条
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
章
第
十
二
節
の
次
に
次
の
二
節
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
十
二
節
の
二 

就
労
定
着
支
援 

 
 

 
 

 

第
一
款 
基
本
方
針 

第
百
九
十
四
条
の
二 

就
労
定
着
支
援
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節
に
お
い 

 
 

 

て
「
指
定
就
労
定
着
支
援
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社 

 
 

 

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就
労
に
向
け
た
支
援
と
し
て
施
行
規
則
第
六
条
の
十
の 

 
 

 

二
に
規
定
す
る
も
の
を
受
け
て
通
常
の
事
業
所
に
新
た
に
雇
用
さ
れ
た
障
害
者
に
対
し
て
、
施 

 
 

 

行
規
則
第
六
条
の
十
の
三
に
規
定
す
る
期
間
に
わ
た
り
、
当
該
通
常
の
事
業
所
で
の
就
労
の
継 

 
 

 

続
を
図
る
た
め
に
必
要
な
当
該
通
常
の
事
業
所
の
事
業
主
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
、 
 

 

 

医
療
機
関
そ
の
他
の
者
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
支
援
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な 

 
 

 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
九
十
四
条
の
三 

指
定
就
労
定
着
支
援
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定 

就
労
定
着
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
第
百
九
十
四
条
の
十
に

お
い
て
「
指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基

準
は
、
省
令
第
二
百
六
条
の
三
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
九
十
四
条
の
四 

第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
就
労
定
着
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す 

 
 

 

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
百
六
条 

 

 

の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
百
九
十
四
条
の
五 

指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
者
は
、
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
の
区 

 
 

 

画
を
有
す
る
と
と
も
に
、
指
定
就
労
定
着
支
援
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な 

 
 

 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
） 

第
百
九
十
四
条
の
六 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
百
九
十
四
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る

第
六
十
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 



 

一 

利
用
申
込
者
の
利
用
に
際
し
、
そ
の
者
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
対

す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
当
該
指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
所
以
外
に

お
け
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と
。 

 

二 
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
利
用
者
が
地
域
に
お

い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
継
続
し
て
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

他
の
従
業
者
に
対
す
る
技
術
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

（
実
施
主
体
） 

第
百
九
十
四
条
の
七 

実
施
主
体
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
六
条
の
七
に
規
定
す
る
基
準
の 

 
 

 

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
の
支
援
の
実
施
） 

第
百
九
十
四
条
の
八 

指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
の
職
場
へ
の
定
着
及
び
就
労
の 

継
続
を
図
る
た
め
、
新
た
に
障
害
者
を
雇
用
し
た
通
常
の
事
業
所
の
事
業
主
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
、
医
療
機
関
等
と
の
連
絡
調
整
及
び
連
携
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
や

そ
の
家
族
等
に
対
し
て
、
当
該
雇
用
に
伴
い
生
じ
る
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
の

各
般
の
問
題
に
関
す
る
相
談
、
指
導
及
び
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
て
前
項
の
支
援
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て 

 
 

 

は
、
一
月
に
一
回
以
上
、
当
該
利
用
者
と
の
対
面
に
よ
り
行
う
と
と
も
に
、
一
月
に
一
回
以
上
、 

 
 

 

当
該
利
用
者
を
雇
用
し
た
通
常
の
事
業
所
の
事
業
主
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
利
用
者
の 

 
 

 

職
場
で
の
状
況
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
に
離
職
す
る
者
へ
の
支
援
） 

第
百
九
十
四
条
の
九 

指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
者
は
、
指
定
就
労
定
着
支
援
の
提
供
期
間
中
に 

 
 

 

雇
用
さ
れ
た
通
常
の
事
業
所
を
離
職
す
る
利
用
者
で
あ
っ
て
、
当
該
離
職
後
も
他
の
通
常
の
事 

 
 

 

業
所
へ
の
就
職
等
を
希
望
す
る
も
の
に
対
し
、
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者 

 
 

 

と
連
携
し
、
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他 

 
 

 

の
便
宜
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
百
九
十
四
条
の
十 

指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
者
は
、
指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
所
ご
と
に
、 

 
 

 

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ 

 
 

 

ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 



 

四 

指
定
就
労
定
着
支
援
の
提
供
方
法
及
び
内
容
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
領
す
る
費 

 
 

 

 
 

用
の
種
類
及
び
そ
の
額 

 
五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

 

六 
事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
当
該
障
害
の
種
類 

 

七 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

八 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
百
九
十
四
条
の
十
一 
指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に 

 
 

 

関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
就
労
定
着
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
就
労
定
着
支
援
の
提
供
に
関
す
る 

 
 

 

次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
当
該
指
定
就
労
定
着
支
援
を
提
供
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
し 

 
 

 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
指
定
就
労
定
着
支
援

に
係
る
必
要
な
記
録
事
項 

 

二 

次
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
就
労
定
着
支
援
計 

 
 

 

 
 

画 

 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 

五 

省
令
第
二
百
六
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故

の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

 

（
準
用
） 

第
百
九
十
四
条
の
十
二 

第
十
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
四 

 
 

 

十
二
条
ま
で
、
第
五
十
九
条
、
第
六
十
条
、
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
八
条
の
規
定
は
、
指
定 

 
 

 

就
労
定
着
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」 

 
 

 

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第 

 
 

 

十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第 

 
 

 

二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用 

 
 

 

す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第 

 
 

 

百
九
十
四
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三 

 
 

 

十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、 

 
 

 

第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令 

 
 

 

第
四
十
条
」
と
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
の 

 
 

 

十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
定
着 

 
 

 

支
援
計
画
」
と
、
第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
定
着
支
援
計
画
」
と 

 
 



 

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
十
二
節
の
三 

自
立
生
活
援
助 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
九
十
四
条
の
十
三 

自
立
生
活
援
助
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節
に
お

い
て
「
指
定
自
立
生
活
援
助
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
な
巡
回
又
は
随
時
の
通
報
を

受
け
て
行
う
訪
問
、
当
該
利
用
者
か
ら
の
相
談
対
応
等
に
よ
り
、
当
該
利
用
者
の
状
況
を
把
握

し
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
が
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
就
労

支
援
、
教
育
等
の
関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
の
下
で
、
当
該
利
用
者
の
意
向
、
適
性
、
障
害

の
特
性
そ
の
他
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
わ

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
九
十
四
条
の
十
四 

指
定
自
立
生
活
援
助
の
事
業
を
行
う
者
（
第
百
九
十
四
条
の
十
八
及
び

第
百
九
十
四
条
の
十
九
に
お
い
て
「
指
定
自
立
生
活
援
助
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業

を
行
う
事
業
所
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
六
条
の
十
四
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
九
十
四
条
の
十
五 

第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
自
立
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い
て
準
用 

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
百
六

条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
準
用
） 

第
百
九
十
四
条
の
十
六 

第
百
九
十
四
条
の
五
の
規
定
は
、
指
定
自
立
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い 

 
 

 

て
準
用
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
実
施
主
体
） 

第
百
九
十
四
条
の
十
七 

実
施
主
体
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
六
条
の
十
七
に
規
定
す
る
基 

 
 

 

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
定
期
的
な
訪
問
に
よ
る
支
援
） 

第
百
九
十
四
条
の
十
八 

指
定
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
お
お
む
ね
週
に
一
回
以
上
、
利
用
者 

 
 

 

の
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境 

 
 

 

及
び
日
常
生
活
全
般
の
状
況
等
の
把
握
を
行
い
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
並
び
に
相
談
、 

 
 

 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
、
医
療
機
関
等
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
障
害
者
が
地
域 

 
 



 

に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば 

 
 

 

な
ら
な
い
。 

 
（
随
時
の
通
報
に
よ
る
支
援
等
） 

第
百
九
十
四
条
の
十
九 

指
定
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
利
用
者
か
ら
の
通
報
が
あ
っ
た
場
合 

 
 

 

に
は
、
速
や
か
に
当
該
利
用
者
の
居
宅
へ
の
訪
問
等
に
よ
る
状
況
把
握
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら 

 
 

 

な
い
。 

２ 

指
定
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
前
項
の
状
況
把
握
を
踏
ま
え
、
当
該
利
用
者
の
家
族
、
当

該
利
用
者
が
利
用
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関

等
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
適
切
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
自
立
生
活
援
助
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
及
び
障
害
の
特
性
に
応
じ
、
適
切 

 
 

 

な
方
法
に
よ
り
、
当
該
利
用
者
と
の
常
時
の
連
絡
体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
百
九
十
四
条
の
二
十 

第
十
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
四 

十
二
条
ま
で
、
第
五
十
九
条
、
第
六
十
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
八
条
、
第
百
九
十
四
条
の 

六
、
第
百
九
十
四
条
の
十
及
び
第
百
九
十
四
条
の
十
一
の
規
定
は
、
指
定
自
立
生
活
援
助
の
事 

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二 

百
六
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る 

の
は
「
第
二
百
六
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項 

 

 

中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」 

と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
の
二
十 

に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の 

は
「
第
二
百
六
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第 

四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第 

五
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用 

す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
生
活
援
助
計

画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
百
九
十
四
条
の
六
中
「
第

百
九
十
四
条
の
十
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
の
二
十
」
と
、
第
百
九
十
四
条
の
十
一

第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
の
二
十
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
百
九
十
六
条
中
「
第
二
百
一
条
の
二
」
を
「
第
二
百
一
条
の
二
の
十
一
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
百
一
条
の
二
中
「
前
各
款
」
を
「
第
一
款
か
ら
第
四
款
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
百

一
条
の
二
の
十
一
と
す
る
。 

 

第
三
章
第
十
三
節
第
四
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
の
基
本
方
針
並 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

 
（
こ
の
款
の
趣
旨
） 

第
二
百
一
条
の
二 

前
各
款
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援 

助
（
指
定
共
同
生
活
援
助
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
共
同
生
活
援
助
に
係
る
指
定
共
同
生
活
援
助 

事
業
所
の
従
業
者
に
よ
り
、
常
時
介
護
を
要
す
る
者
に
対
し
て
、
常
時
の
支
援
体
制
を
確
保
し 

た
上
で
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
援
助
を
い
う
。
以 

下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
日
中
サ
ー
ビ
ス

支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
」
と
い
う
。
）
の
基
本
方
針
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
款
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
基
本
方
針
） 

第
二
百
一
条
の
二
の
二 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
は
、
常
時
の
支
援 

 
 

 

体
制
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
、
家
庭
的
な
環
境
及
び
地
域
住
民 
 

 

 

と
の
交
流
の
下
で
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利 

 
 

 

用
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
共
同
生
活
住
居
に 

 
 

 

お
い
て
相
談
、
入
浴
、
排
せ
つ
又
は
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
援
助
を
適
切
か
つ 

 
 

 

効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

第
二
目 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
二
百
一
条
の
二
の
三 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
が
当
該
事
業
を
行 

う
事
業
所
（
第
二
百
一
条
の
二
の
五
に
お
い
て
「
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助

事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
十
三
条
の

四
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
二
百
一
条
の
二
の
四 

第
百
九
十
七
条
の
規
定
は
、
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援 

 
 

 

助
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
九
十
七
条
中
「
第
二
百
九
条
」 

 
 

 

と
あ
る
の
は
、
「
第
二
百
十
三
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
百
九
条
」
と
読
み
替
え 

 

る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

第
三
目 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
） 

第
二
百
一
条
の
二
の
五 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
の
設
備
に
係
る
基 

 
 

 

準
は
、
省
令
第
二
百
十
三
条
の
六
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

第
四
目 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
実
施
主
体
） 



第
二
百
一
条
の
二
の
六 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
当
該
日
中
サ 

 
 

 

ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
と
同
時
に
第
九
十
九
条
に
規
定
す
る
指
定
短
期
入
所
（
第 

 
 

 
百
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
併
設
事
業
所
又
は
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
単
独
型
事
業
所
に
係 

 
 

 

る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
介
護
及
び
家
事
等
） 

第
二
百
一
条
の
二
の
七 

介
護
及
び
家
事
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
十
三
条
の
八
に
規
定 

 
 

 

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
供
与
等
） 

第
二
百
一
条
の
二
の
八 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
利
用
者
の
身 

 
 

 

体
及
び
精
神
の
状
況
又
は
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
て
、
利
用
者
の
意
向
に
基
づ
き
、 

 
 

 

社
会
生
活
上
必
要
な
支
援
を
適
切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
利
用
者
に
つ
い
て
、
特
定
相
談
支 

 
 

 

援
事
業
を
行
う
者
又
は
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
者
等
と
の
連
絡
調
整
に
努
め 
 

 

 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
上
で 

 
 

 

必
要
な
行
政
機
関
に
対
す
る
手
続
等
に
つ
い
て
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
が
行
う
こ
と
が
困
難 

 
 

 

で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
の
同
意
を
得
て
代
わ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を 

 
 

 

図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば 

 
 

 

な
ら
な
い
。 

 

（
協
議
の
場
の
設
置
等
） 

第
二
百
一
条
の
二
の
九 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
日
中
サ
ー
ビ

ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
法
第
八
十
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
協
議
会
そ
の
他
知
事
が
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
特
に
認
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
協
議
会
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
定
期
的
に
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生

活
援
助
の
事
業
の
実
施
状
況
等
を
報
告
し
、
協
議
会
等
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
と
と
も
に
、
協

議
会
等
か
ら
必
要
な
要
望
、
助
言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
前
項
の
報
告
、
評
価
、
要
望
、
助 

 
 

 

言
等
に
つ
い
て
の
記
録
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
二
百
一
条
の
二
の
十 

第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、

第
二
十
一
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十 

五
条
、
第
六
十
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
二
条
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十 

七
条
ま
で
、
第
九
十
条
、
第
九
十
二
条
、
第
九
十
四
条
、
第
百
五
十
七
条
の
二
、
第
百
九
十
八 



条
の
二
か
ら
第
百
九
十
八
条
の
六
ま
で
及
び
第
百
九
十
九
条
の
三
か
ら
第
二
百
条
の
四
ま
で
の 

規
定
は
、
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場 

合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用 

す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
の
十
一 

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る 

の
は
「
第
二
百
一
条
の
二
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
九
十
八
条
の
四
第
一
項
」
と
、
第
二 

十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
の
二
の
十
に
お
い
て 

準
用
す
る
第
百
九
十
八
条
の
四
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は 

「
第
二
百
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第 

四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、

第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
共
同
生
活
援
助
計
画
」

と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
一
条
の
二
の
十
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
六
十
条
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」

と
あ
る
の
は
「
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
共
同
生
活
援
助
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十

五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
の
二
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
五
条
第
一

項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
の
二
の
十
に
お
い
て

準
用
す
る
第
九
十
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百

十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
の
二
の
十
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
七
十
六
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
百
十
三
条
の
十
一
」
と
、
第
九
十
四
条
中
「
前
条
の
協
力
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
一
条
の
二
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
条
の
四
第
一
項
の
協
力
医
療
機
関
及
び
同
条

第
二
項
の
協
力
歯
科
医
療
機
関
」
と
、
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
支
給
決
定
障
害
者
（
指

定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
受
け
る
者
及
び
省
令
第
百
七
十
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
者
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
決
定
障
害
者
（
入
居
前
の
体
験
的
な
日
中
サ
ー
ビ

ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
支
給

決
定
障
害
者
（
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
受
け
る
者
及
び
省
令
第
百
七
十
条
の
二
第
二
項
の
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
決
定
障
害
者
（
入
居
前
の
体
験

的
な
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
指
定
共
同
生
活
援
助
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
）
」
と
、
第
百

九
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第
百
九
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
第
二
百
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
一
条
の
二
の
十
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
百
一
条
の
四
中
「
第
二
百
十
三
条
の
四
」
を
「
第
二
百
十
三
条
の
十
四
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
百
一
条
の
五
中
「
第
二
百
十
三
条
の
五
」
を
「
第
二
百
十
三
条
の
十
五
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
百
一
条
の
六
中
「
第
二
百
十
三
条
の
六
」
を
「
第
二
百
十
三
条
の
十
六
」
に
改
め
る
。 



 

第
二
百
一
条
の
七
中
「
第
二
百
十
三
条
の
七
」
を
「
第
二
百
十
三
条
の
十
七
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
百
一
条
の
十
二
中
「
第
二
百
十
三
条
の
十
二
」
を
「
第
二
百
十
三
条
の
二
十
二
」
に
改
め

る
。 

 

第
二
百
二
条
中
「
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号
）
」
及
び
「
同
令
」
を
「
指
定
通
所

支
援
基
準
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
百
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
二
百
十
四
条 

削
除 

 

第
二
百
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
二
百
十
八
条 

削
除 

 

第
三
百
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
の
支
援
の
実
施
） 

第
三
百
十
二
条
の
二 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
障
害
者
の
職
場
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
当 
 

 

 

該
生
活
介
護
事
業
者
が
提
供
す
る
生
活
介
護
を
受
け
て
通
常
の
事
業
所
に
新
た
に
雇
用
さ
れ
た 

 
 

 

障
害
者
に
つ
い
て
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
当
該 

 
 

 

障
害
者
が
就
職
し
た
日
か
ら
六
月
以
上
、
職
業
生
活
に
お
け
る
相
談
等
の
支
援
の
継
続
に
努
め 

 
 

 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
百
十
九
条
中
「
、
施
行
規
則
第
六
条
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
」
を
削
る
。 

 

第
三
百
二
十
三
条
中
「
第
三
百
十
三
条
」
を
「
第
三
百
十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
百
二
十
四
条
中
「
、
施
行
規
則
第
六
条
の
七
第
二
号
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
」
を
削
る
。 

 

第
三
百
二
十
八
条
中
「
第
三
百
十
三
条
」
を
「
第
三
百
十
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
百
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
通
勤
の
た
め
の
訓
練
の
実
施
） 

第
三
百
三
十
二
条
の
二 

就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
が
自
ら
通
常
の
事
業
所
に
通
勤
す 

 
 

 

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
通
勤
の
た
め
の
訓
練
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
百
三
十
七
条
中
「
第
三
百
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
三
百
十
二
条
、
第
三
百
十
三
条
」
を

加
え
る
。 

 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
五
号 

 
 

 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
第
四
款 

運 

 

目
次
中
「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
十
一
条
―
第
五
十
四
条
）
」
を 

第
四
款
の
二 

 

営
に
関
す
る
基
準
（
第
十
一
条
―
第
五
十
四
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

共
生
型
障
害
児
通
所
支
援
に
関
す
る
基
準
（
第
五
十
四
条
の
二
―
第
五
十 

に
、「
第
四
款 

運 

 

四
条
の
五
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

共
生
型
障
害
児
通
所 

七
十
五
条
―
第
七
十
七
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
援
に
関
す
る
基
準
（
第
七
十
七
条
の
二
）
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

第
五
款 

基
準
該
当
通
所
支
援
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
四
節
の
二 

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
八
十
条
の
二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
条
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
条
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
条
の 

（
第
七
十
八
条
―
第
八
十
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
・
第
八
十
条
の
四
） 
 

 
 

五
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
―
第
八
十
条
の
九
） 

 
 

」 

 

第
三
条
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三

項
第
一
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
六
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

４ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
提
供
す
る
指
定
児
童
発
達
支

営
に
関
す
る
基
準
（
第
七
十
五
条
―
第
七
十
七
条
）
」
を 

 

に
、
「 

第
五
款 

基
準
該
当
通
所
支
援
に
関
す 

る
基
準
（
第
七
十
八
条
―
第
八
十
条
）
」
を 

 

に
改
め
る
。 

 



援
の
質
の
評
価
及
び
改
善
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
自
ら
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
を
利
用
す
る
障
害
児
の
保
護
者
に
よ
る

評
価
を
受
け
て
、
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
を
利
用
す
る
障
害
児
及
び
そ
の
保
護
者
の
意
向
、
障
害

児
の
適
性
、
障
害
の
特
性
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
た
支
援
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制
の
整

備
の
状
況 

 

二 

従
業
者
の
勤
務
の
体
制
及
び
資
質
の
向
上
の
た
め
の
取
組
の
状
況 

 

三 

指
定
児
童
発
達
支
援
の
事
業
の
用
に
供
す
る
設
備
及
び
備
品
等
の
状
況 

 

四 

関
係
機
関
及
び
地
域
と
の
連
携
、
交
流
等
の
取
組
の
状
況 

 

五 

当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
を
利
用
す
る
障
害
児
及
び
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
必
要

な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
の
実
施
状
況 

 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法
及
び
非
常
災
害
対
策 

 

七 

指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
に
係
る
業
務
の
改
善
を
図
る
た
め
の
措
置
の
実
施
状
況 

５ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
お
お
む
ね
一
年
に
一
回
以
上
、
前
項
の
評
価
及
び
改
善
の

内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
十
六
項
」
を
「
第
五
条
第
十
八
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
十
条
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十

二
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
章
第
二
節
第
四
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

共
生
型
障
害
児
通
所
支
援
に
関
す
る
基
準 

 

（
共
生
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
指
定
生
活
介
護
事
業
者
の
基
準
） 

第
五
十
四
条
の
二 

児
童
発
達
支
援
に
係
る
共
生
型
通
所
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
共
生

型
児
童
発
達
支
援
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
指
定
生
活
介
護
事
業
者
（
障
害
者
の
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一

号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と
い
う
。
）
第
七
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
第
五
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
当

該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
五
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
共
生
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
者
等
の
基
準
） 

第
五
十
四
条
の
三 

共
生
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
者
（
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三



十
七
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と
い
う
。
）
第
九
十
三
条

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
又
は
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事

業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成

十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

基
準
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
を
い

う
。
）
（
第
六
十
条
に
お
い
て
「
指
定
通
所
介
護
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
に
関

し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第
五
十
四
条
の
三
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す

る
。 

 

（
共
生
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
等
の
基
準
） 

第
五
十
四
条
の
四 

共
生
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
、
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
（
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
（
第
六
十
条
の
二
に
お
い
て
「
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
又
は
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
（
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平

成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
省
令
第

五
十
四
条
の
四
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
五
十
四
条
の
五 

第
五
条
、
第
七
条
、
第
八
条
及
び
前
款
（
第
十
一
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、

共
生
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
中
「
第

七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
条
」
と
、
第
八
条
中

「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
十

二
条
中
「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
二
条
」

と
、
第
十
四
条
中
「
第
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
十
四
条
」
と
、
第
三
十
条
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
三
十
条
」
と
、
第
四
十
四
条
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条

の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、
第
四
十
五
条
中
「
第
四
十
五
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
五
条
」
と
、
第
四
十
六
条
中
「
第

四
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
六
条
」
と
、

第
四
十
七
条
中
「
第
四
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令



第
四
十
七
条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
一
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第

三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」
と
、
同
項

第
四
号
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四

十
四
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
五
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準

用
す
る
第
五
十
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
五
十
五
条
中
「
第
五
十
四
条
の
二
」
を
「
第
五
十
四
条
の
六
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
十
八
条
中
「
前
款
」
を
「
第
四
款
」
に
、
「
第
五
十
四
条
の
五
」
を
「
第
五
十
四
条
の
九
」

に
改
め
る
。 

 

第
五
十
九
条
中
「
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成

十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

基
準
」
と
い
う
。
）
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
」
を

削
り
、
「
第
五
十
四
条
の
六
」
を
「
第
五
十
四
条
の
十
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
十
条
中
「
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平

成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と

い
う
。
）
第
九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
又
は
指
定
地
域

密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型

通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
」
を
「
等
」
に
、
「
第
五
十
四
条
の
七
」
を
「
第
五
十
四
条
の
十

一
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
十
条
の
二
中
「
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指

定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
又
は
指
定
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
七
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
」
を
「
等
」
に
、
「
第
五
十
四
条
の
八
」
を
「
第
五

十
四
条
の
十
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
情
報
の
提
供
等
） 

第
六
十
九
条
の
二 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
を
利

用
し
よ
う
と
す
る
障
害
児
が
、
こ
れ
を
適
切
か
つ
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
当
該
指
定
医

療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
が
実
施
す
る
事
業
の
内
容
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
努



め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
に
つ
い

て
広
告
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
虚
偽
の
も
の
又
は
誇
大
な
も
の
と
し
て
は
な
ら

な
い
。 

 

第
七
十
条
中
「
第
二
十
六
条
」
の
下
に
「
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
、

第
四
十
八
条
第
一
項
」
を
削
り
、
「
第
六
十
六
条
」
と
、
」
の
下
に
「
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
」

を
、
「
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
二
号
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と

あ
る
の
は
「
医
療
型
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
十
六
条
の
二
を
削
る
。 

 

第
七
十
七
条
中
「
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
」
を
「
か
ら
第
五
十
条
ま
で
」
に
改
め
、
「
第

七
十
六
条
」
と
、
」
の
下
に
「
第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
六
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
」
を
、
「
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
」
の

下
に
「
、
同
項
第
二
号
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
計

画
」
と
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
章
第
四
節
第
四
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款
の
二 

共
生
型
障
害
児
通
所
支
援
に
関
す
る
基
準 

 

（
準
用
） 

第
七
十
七
条
の
二 

第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
二
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
か
ら

第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
か
ら
第

五
十
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
の
四
ま
で
、
第
七
十
一

条
及
び
第
七
十
六
条
の
規
定
は
、
共
生
型
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
共
生
型
通
所
支
援
を
い
う
。
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
七
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
条
」

と
、
第
八
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八

条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
十
二
条
」
と
、
第
十
四
条
中
「
第
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
十
四
条
」
と
、
第
三
十
条
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条

の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
条
」
と
、
第
四
十
四
条
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
七
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、
第
四
十
五
条
中
「
第
四

十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
五
条
」
と
、
第

四
十
七
条
中
「
第
四
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

四
十
七
条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
一
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
七
十
七
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
児
童



発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第

三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」
と
、
同
項

第
四
号
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四

十
四
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
五
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七
条
の
二
に
お
い
て
準

用
す
る
第
五
十
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
二

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
八
十
条
中
「
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
」
を
「
か
ら
第
五
十
条
ま
で
」
に
、
「
、
第
七
十

六
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
及
び
第
七
十
六
条
の
二
」
を
「
及
び
第
七
十
六
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
」

に
、
「
第
七
十
一
条
の
四
」
を
「
第
七
十
一
条
の
六
」
に
改
め
、
「
、
第
七
十
六
条
の
二
第
三
項

中
「
第
七
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
八
十
条
」
と
」
を
削
る
。 

 

第
二
章
第
四
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
四
節
の
二 

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
八
十
条
の
二 

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
に
係
る
指
定
通
所
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
障
害
児
が
日
常
生
活
に
お
け

る
基
本
的
動
作
及
び
知
識
技
能
を
習
得
し
、
並
び
に
生
活
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
当
該
障
害
児
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
適

切
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
八
十
条
の
三 

指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き

従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
一
条
の
八
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
八
十
条
の
四 

第
七
条
の
規
定
は
、
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
十
一
条
の
九
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
） 

第
八
十
条
の
五 

指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に

必
要
な
広
さ
を
有
す
る
専
用
の
区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
提

供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
及
び
備
品
等
は
、
専
ら
当
該
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
事

業
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
身
分
を
証
す
る
書
類
の
携
行
） 

第
八
十
条
の
六 
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
従
業
者
に
身
分
を
証
す
る
書
類

を
携
行
さ
せ
、
初
回
訪
問
時
及
び
障
害
児
又
は
通
所
給
付
決
定
保
護
者
そ
の
他
の
当
該
障
害
児

の
家
族
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
す
べ
き
旨
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
通
所
利
用
者
負
担
額
の
受
領
） 

第
八
十
条
の
七 

指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支

援
を
提
供
し
た
際
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
当
該
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
に

係
る
通
所
利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
居
宅
訪
問

型
児
童
発
達
支
援
を
提
供
し
た
際
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
、
当
該
指
定
居
宅
訪
問
型

児
童
発
達
支
援
に
係
る
指
定
通
所
支
援
費
用
基
準
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
通
所

給
付
決
定
保
護
者
の
選
定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
（
当
該
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発

達
支
援
事
業
所
が
通
常
時
に
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
を
提
供
す
る
地
域
を
い
う
。
次

条
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
地
域
に
お
い
て
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
を
提

供
す
る
場
合
は
、
そ
れ
に
要
し
た
交
通
費
の
額
の
支
払
を
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
前
三
項
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合

は
、
当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
第
三
項
の
交
通
費
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
そ
の
額
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
通
所
給
付
決
定
保
護

者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
八
十
条
の
八 

指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支

援
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を

定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 



 

四 

指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
内
容
並
び
に
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
領
す
る

費
用
の
種
類
及
び
そ
の
額 

 
五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

 

六 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

七 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

八 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

九 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
準
用
） 

第
八
十
条
の
九 

第
十
二
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六

条
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十
二
条
、

第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
、

第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十

四
条
ま
で
及
び
第
六
十
九
条
の
二
の
規
定
は
、
指
定
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十

一
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
二
条
」
と
、
第
十
四
条
中
「
第
十
四
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
四
条
」
と
、
第
十
六
条
中
「
い
う
。

第
三
十
七
条
第
六
号
及
び
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。
」

と
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
七
」
と
、
第
二
十
五
条
第

二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
七
第
二
項
」
と
、
第
二
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達

支
援
計
画
」
と
、
第
三
十
条
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
四
に
お
い
て

準
用
す
る
省
令
第
三
十
条
」
と
、
第
四
十
四
条
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一

条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、
第
四
十
五
条
中
「
第
四
十
五
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
五
条
」
と
、
第
四
十
七
条

中
「
第
四
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
七

条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
四
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
八
十
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
児
童
発
達
支

援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十

五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」
と
、
同
項
第
四
号

中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四

条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
五
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る

第
五
十
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
十
四
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 



 

第
八
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
準
用
） 

第
八
十
四
条 

第
八
十
条
の
五
の
規
定
は
、
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す

る
。 

 

第
八
十
五
条
か
ら
第
八
十
七
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
八
十
五
条
か
ら
第
八
十
七
条
ま
で 

削
除 

 

第
八
十
八
条
中
「
第
二
十
四
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
（
第
四
項
及
び
第

五
項
を
除
く
。
）
、
第
二
十
七
条
」
を
加
え
、
「
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
第
一
項
及

び
」
を
「
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
」
に
改
め
、
「
第
五
十
四
条
ま

で
」
の
下
に
「
、
第
六
十
九
条
の
二
及
び
第
八
十
条
の
六
か
ら
第
八
十
条
の
八
ま
で
」
を
加
え
、

「
第
八
十
六
条
」
と
、
」
を
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
条
の
七
」
と
、
第
二
十

五
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八

十
条
の
七
第
二
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
」
に
改
め
、
「
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
」

の
下
に
「
、
同
項
第
二
号
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
計
画
」

と
」
を
加
え
る
。 

 

第
九
十
三
条
中
「
第
二
十
四
条
の
九
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
の
九
第
三
項
」
に
、
「
第
二

十
一
条
の
五
の
十
五
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め

る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
九
十
四
号
）
は
、 

廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
（
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号
） 

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
第
五
条
及
び
附
則
第
三
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
中
「
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
」
を
「
の
施
行
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九 

条
と
す
る
。 

 

第
五
条
を
第
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
交
付
の
要
件
） 

第
八
条 

令
第
十
七
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
収
納
不
足
市
町
村
（
法
第
八 

 

十
一
条
の
二
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
収
納
不
足
市
町
村
を
い
う
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る 

 

事
情
と
す
る
。 

 

一 

被
保
険
者
（
法
第
五
条
に
規
定
す
る
被
保
険
者
を
い
う
。
）
の
大
多
数
が
災
害
に
よ
り
著 

 
 

し
い
損
害
を
受
け
た
こ
と
。 

 

二 

企
業
の
倒
産
（
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項 

 
 

第
一
号
に
規
定
す
る
倒
産
を
い
う
。
）
又
は
主
要
な
生
産
物
に
係
る
価
格
の
低
下
等
に
よ
り 

 
 

地
域
の
産
業
に
著
し
い
影
響
が
生
じ
た
こ
と
。 

 

三 

そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
事
情
に
準
ず
る
事
情
と
し
て
知
事
が
認
め
る
も
の 

 

第
四
条
中
「
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
」
を
「
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
」 

に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
繰
替
運
用
） 

第
六
条 

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及 

 

び
利
率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き 

 

る
。 

 

第
三
条
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
中
「
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
」
を
「
国
民
健
康
保
険
事
業 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。 

 

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
拠
出
金
） 

第
二
条 

各
年
度
に
お
い
て
知
事
が
法
第
八
十
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
市
町
村
に
対 

 

し
て
納
付
を
求
め
る
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
拠
出
金
」
と 



 

い
う
。
）
の
総
額
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
（
昭 

 

和
三
十
四
年
政
令
第
四
十
一
号
。
次
項
及
び
第
八
条
に
お
い
て
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二 

 
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
知
事
が
定
め
る
額
と
す
る
。 

２ 

拠
出
金
は
、
県
内
の
全
て
の
市
町
村
が
、
令
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
算
定
方
法
に
準
じ 

 

て
算
定
し
た
額
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
市
町
村
が
負
担
す
る
額 

 

は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
同
年
度
に
お
け
る
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で 

 

に
掲
げ
る
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

 

一 

前
項
に
規
定
す
る
額 

 

二 

イ
に
掲
げ
る
数
に
ロ
に
掲
げ
る
数
を
乗
じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え
た
数 

 
 

イ 

令
第
九
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
医
療
費
指
数
反
映
係
数 

 
 

ロ 

令
第
九
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
年
齢
調
整
後
医
療
費
指
数
か
ら
一
を
控
除
し
た
数 

 

三 

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
数
を
合
算
し
た
数
を
ハ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
数 

 
 

イ 

⑴
に
掲
げ
る
数
に
⑵
に
掲
げ
る
数
を
乗
じ
て
得
た
数 

 
 

 

⑴ 

令
第
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴
の
一
般
納
付
金
所
得
係
数 

 
 

 

⑵ 

令
第
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵
の
一
般
納
付
金
所
得
等
割
合 

 
 

ロ 

令
第
九
条
第
一
項
第
三
号
ロ
の
一
般
納
付
金
被
保
険
者
数
等
割
合 

 
 

ハ 

イ
⑴
に
掲
げ
る
数
に
一
を
加
え
た
数 

 

四 

令
第
九
条
第
一
項
第
四
号
の
一
般
納
付
金
基
礎
額
調
整
係
数 

３ 

県
は
、
市
町
村
が
納
期
限
ま
で
に
拠
出
金
の
納
付
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
納
期
限
の
翌 

 

日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
そ
の
未
納
付
額
に
年
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト 

 

の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
延
滞
金
を
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
や
む
を
得
な
い
理
由
が 

 

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
の
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
徴
収
し
な
い
も
の 

 

と
す
る
。 

 

附
則
第
三
項
中
「
第
五
条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



条

例 

執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
八
号 

 
 

 

執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

     
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二 

十
五
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
十
八
条
第
二
項 

に
規
定
す
る
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関 

埼
玉
県
が
ん
登
録
審
議
会 

 



条

例 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
九
号 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を 

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
五
項
中
サ
を
キ
と
し
、
へ
か
ら
ア
ま
で
を
ト
か
ら
サ
ま
で
と
し
、
ホ 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 
 

 

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
八
項
中
カ
を
ソ
と
し
、
ヘ
か
ら
ワ
ま
で
を
ヌ
か
ら
レ
ま
で
と
し
、
ホ 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

                     

ヘ 

マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
カ
ス
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置 

一
時
間 

三
、
四
三
〇
円 

 

 

リ 

キ
セ
ノ
ン
ラ
ン
プ
式
耐
候
性
試
験
機 

チ 

大
型
複
合
サ
イ
ク
ル
試
験
機 

ト 

低
湿
恒
温
恒
湿
槽 

          

ヘ 

人
工
気
候
室 

一
時
間 

一
時
間 

一
時
間 

分
） 

係
る
部 

湿
槽
に 

恒
温
恒 

（
減
圧 

一
時
間 

部
分
） 

に
係
る 

気
象
室 

（
人
工 

一
時
間 

二
、
〇
二
〇
円 

一
、
四
〇
〇
円 

八
二
〇
円 

     

四
、
三
九
〇
円     

一
一
、
九
〇
〇
円 

 

別
表
第
二
第
一
号
の
表
第
二
項
中 

  
 

 

よ
る
試
験 

 

顕
微
鏡
に 

 

プ
ロ
ー
ブ 

⑶ 

走
査
型 

微
鏡
に
よ
る 

原
子
間
力
顕 

 

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

ト
ン
ネ
ル
顕 

一
測
定 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

（
一
測
定
を
増
す 

 

九
、
三
二
〇
円 

を
加
え
る
。)

 

ご
と
に
六
二
〇
円 

（
一
測
定
を
増
す 

一
二
、
六
〇
〇
円 

 

「 



                  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

  

試
験 

⑷ 

溶
解
法
に
よ
る
混
用
率 

  

  

も
の 

 

類
以
内 

（
二
種 

一
試
料 

  

を
加
え
る
。)

 

ご
と
に
六
五
〇
円 

（
一
種
類
を
増
す 

一
、
二
二
〇
円 

を
加
え
る
。)

 

ご
と
に
六
二
〇
円 

 

   

試
験 

⑸ 

溶
解
法
に
よ
る
混
用
率 

    
 

 

よ
る
試
験 

 

顕
微
鏡
に 

 

プ
ロ
ー
ブ 

⑷ 

走
査
型 

  

試
験 

 

高
分
解
能 

 

鏡
に
よ
る 

 

電
子
顕
微 

⑶ 

走
査
型 

 

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

原
子
間
力
顕 

 

も
の 

微
鏡
に
よ
る 

ト
ン
ネ
ル
顕 

超
え
る
も
の 

〇
〇
〇
倍
を 

倍
率
一
〇
〇 

下
の
も
の 

〇
〇
〇
倍
以 

倍
率
一
〇
〇 

 

類
以
内 

（
二
種 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

  

一
測
定 

一
試
料 

 

一
測
定 

一
試
料 

 

一
測
定 

一
試
料 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
五
〇
円 

（
一
種
類
を
増
す 

一
、
二
二
〇
円 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
二
〇
円 

（
一
測
定
を
増
す 

 

九
、
三
二
〇
円 

を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
六
二
〇
円 

（
一
測
定
を
増
す 

一
二
、
六
〇
〇
円 

  

一
九
、
九
〇
〇
円 

  

一
三
、
一
〇
〇
円 

 

 

を 

 

に
改
め
、
同
表
第
三
項
中 

 

⑵ 

Ｘ
線
探
傷
検
査 

一
測
定 

一
試
料 

 

六
、
八
九
〇
円 

 

  

⑶ 

Ｘ
線
探
傷
検
査 

  

定 

 

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
に
よ
る 

⑵ 

マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
カ 

 

 

「 

「 」 

」 

            

 」 

、 

を 

「 

、 

測 ス 

 

一
時
間 

（
一
時
間
を
増
す 

七
、
二
四
〇
円 

 

 

） 

） 



     
 

 

附 
則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

に
改
め
る
。 

    

一
測
定 

一
試
料 

  

 

六
、
八
九
〇
円 

〇
円
を
加
え
る
。
） 

ご
と
に
五
、
九
七 

 

 

」 



条

例 

埼
玉
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
主
要
農
作
物
（
稲
、
大
麦
、
裸
麦
、
小
麦
及
び
大
豆
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及
び
普
及
を
推
進
し
、
も
っ
て
本
県
の
主
要
農
作
物
の
品
質
の

確
保
及
び
安
定
的
な
生
産
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
県
の
責
務
） 

第
二
条 

県
は
、
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及
び
普
及
に
係
る
施
策
を
計
画
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
農
業
者
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
を
図
る
も
の

と
す
る
。 

 

（
種
子
計
画
） 

第
三
条 

知
事
は
、
毎
年
度
、
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
に
関
す
る
計
画
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
種
子
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

種
子
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

主
要
農
作
物
の
種
子
の
需
要
の
見
通
し 

二 

主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
量 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
に
関
し
必
要
な
事
項 

３ 

知
事
は
、
種
子
計
画
を
策
定
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
農
業
者
団
体
そ
の
他
の
関
係

者
に
対
し
、
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

知
事
は
、
種
子
計
画
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

前
二
項
の
規
定
は
、
種
子
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
原
種
及
び
原
原
種
の
生
産
） 

第
四
条 

県
は
、
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
を
行
う
た
め
に
必
要
な
原
種
及
び
当
該
原

種
の
生
産
を
行
う
た
め
に
必
要
な
原
原
種
の
生
産
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
在
来
種
の
生
産
及
び
維
持
） 

第
五
条 

県
は
、
各
地
域
に
お
い
て
従
来
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
る
主
要
農
作
物
の
生
産
及
び
そ
の

維
持
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
財
政
上
の
措
置
） 

第
六
条 

県
は
、
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及
び
普
及
に
係
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、



必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
委
任
） 

第
七
条 

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事

が
定
め
る
。 

 
 

 

附 
則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
十
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
及
び
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例 

 

第
一
条
中
「
第
九
十
一
条
」
を
「
第
九
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
よ
り
分
担
金
」
を
「
よ
る
分
担

金
並
び
に
法
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
金
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
を
削
る
。 

 

第
七
条
中
「
当
て
る
」
を
「
充
て
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。 

 

第
八
条
第
一
項
中
「
基
き
」
を
「
基
づ
き
」
に
、「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
を
第

七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
特
別
徴
収
金
の
徴
収
） 

第
八
条 

県
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
行
う
事
業
で
あ
つ
て
別
に
知
事
が
指
定
す

る
も
の
の
施
行
に
つ
き
、
当
該
事
業
に
よ
つ
て
利
益
を
受
け
る
者
で
当
該
事
業
の
施
行
に
係
る

地
域
内
の
土
地
に
つ
き
法
第
三
条
に
規
定
す
る
資
格
を
有
す
る
も
の
が
、
当
該
土
地
の
全
部
又

は
一
部
に
つ
い
て
当
該
工
事
の
完
了
に
つ
き
法
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

が
あ
つ
た
日
（
そ
の
公
告
に
お
い
て
工
事
完
了
の
日
が
示
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
示
さ
れ
た
日
。

次
項
に
お
い
て
「
工
事
完
了
公
告
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
（
そ
の
年
度
が

到
来
す
る
前
の
年
度
を
知
事
が
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
し
た
年
度
）
の
初
日
か
ら
起
算

し
て
八
年
を
経
過
し
な
い
間
に
農
地
以
外
へ
の
転
用
を
行
つ
た
場
合
又
は
当
該
事
業
に
よ
り
畑

と
し
て
区
画
形
質
が
変
更
さ
れ
、
若
し
く
は
造
成
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て
の
開
田
を
行
つ
た
場

合
に
は
、
そ
の
者
か
ら
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
額
及
び
県
が
負

担
し
た
額
を
そ
の
者
が
法
第
三
条
に
規
定
す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
当
該
地
域
内
の
土
地
の
面

積
に
割
り
振
つ
て
得
ら
れ
る
額
の
範
囲
内
で
、
当
該
転
用
又
は
開
田
に
係
る
土
地
の
面
積
に
応

じ
た
額
（
農
地
の
農
地
以
外
へ
の
転
用
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
転
用
に
伴
い
遊
休
化

し
た
施
設
を
目
的
外
用
途
に
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
収
入
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
収

入
額
の
う
ち
当
該
転
用
に
係
る
土
地
に
係
る
も
の
を
差
し
引
い
た
額
）
に
相
当
す
る
額
の
特
別

徴
収
金
を
徴
収
す
る
。 

２ 

県
は
、
法
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
県
営
土
地
改
良
事
業
（
以
下
こ
の
項



に
お
い
て
「
機
構
関
連
事
業
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
つ
き
、
法
第
九
十
一
条
の
二
第
六
項
各

号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
が
、
法
第
八
十
七
条
の
三
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十

七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
機
構
関
連
事
業
の
計
画
を
定
め
た
旨
の
公
告
が
あ
つ
た
日
か

ら
、
当
該
機
構
関
連
事
業
の
工
事
完
了
公
告
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
（
そ
の
年
度
が
到
来

す
る
前
の
年
度
を
知
事
が
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
し
た
年
度
）
の
初
日
か
ら
起
算
し
て

八
年
を
経
過
し
な
い
間
に
法
第
九
十
一
条
の
二
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
行
為
が
あ
つ
た
と
き
に
は
、
そ
の
者
か
ら
、
当
該

機
構
関
連
事
業
に
つ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
額
及
び
県
が
負
担
し
た
額
を
当
該
行

為
に
係
る
土
地
の
面
積
に
応
じ
て
割
り
振
つ
て
得
ら
れ
た
額
（
当
該
行
為
に
よ
り
遊
休
化
し
た

施
設
を
目
的
外
用
途
に
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
収
入
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
収
入
金

額
の
う
ち
当
該
行
為
に
係
る
土
地
に
係
る
も
の
を
差
し
引
い
た
額
）
に
相
当
す
る
額
の
特
別
徴

収
金
を
徴
収
す
る
。 

３ 

知
事
は
、
前
二
項
の
特
別
徴
収
金
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て
「
特
別
徴
収

金
」
と
い
う
。
）
を
徴
収
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
別
徴
収
金
の
徴
収
を
受
け
る
者
に

特
別
徴
収
金
の
額
そ
の
他
当
該
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
関
し
必
要
な
事
項
を
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。 

４ 

知
事
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
転
用
に
係
る
面
積
が
知
事
の
指
定
す
る
面
積

を
超
え
な
い
と
き
そ
の
他
知
事
が
特
に
納
付
の
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
承
認
し
た
場
合
は
、

特
別
徴
収
金
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

特
別
徴
収
金
は
、
一
時
に
全
額
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
第
二
条
第
二
項
、
第
六
条
及
び
第

七
条
の
規
定
を
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
第
六
条
及
び
第
七

条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  



条

例 

埼
玉
県
秩
父
高
原
牧
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
高
原
牧
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
秩
父
高
原
牧
場
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
四
条
中
「
農
業
災
害
補
償
法
」
を
「
農
業
保
険
法
」
に
、
「
第
八
十
三
条
第
一
項
第
三
号
」

を
「
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
「
家
畜
共
済
」
の
下
に
「
（
同
条
第
二
項
の
疾
病

傷
害
共
済
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
四
条
の
規
定
は
、
第
三
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
乳
牛
を
平
成
三
十
一

年
一
月
一
日
以
後
に
共
済
責
任
が
始
ま
る
疾
病
傷
害
共
済
に
付
す
者
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
項
の
許
可
に
係
る
乳
牛
を
農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

九
年
法
律
第
七
十
四
号
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
た
同
日
前
に
共
済
責
任
が
始
ま
る
家
畜
共
済
に
付
す
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
畜

共
済
に
係
る
共
済
掛
金
期
間
の
満
了
の
時
（
そ
の
時
ま
で
に
当
該
乳
牛
を
疾
病
傷
害
共

済
に
付
し
た
と
き
は
、
そ
の
共
済
責
任
が
始
ま
る
時
）
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。 

   



条

例 

埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
一
条
の
四
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三

項
」
を
「
前
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前

三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
二
十
」
の
下
に
「
（
前

二
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
と
併
せ
て
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
の
当
該
都
市
公

園
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
う
ち
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
に
規
定
す
る
割
合
を
超
え
る

部
分
の
割
合
を
、
百
分
の
二
十
か
ら
控
除
し
て
得
た
割
合
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と

し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

政
令
第
六
条
第
六
項
の
認
定
公
募
設
置
等
計
画
に
基
づ
き
公
募
対
象
公
園
施
設
（
法
第
五
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
公
募
対
象
公
園
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

あ
る
建
築
物
（
政
令
第
六
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
建
築
物
を
除
く
。
）
を
設
け
る
場
合
に

関
す
る
法
第
五
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
四
条
第
一
項
た
だ

し
書
の
条
例
で
定
め
る
範
囲
は
、
当
該
公
募
対
象
公
園
施
設
で
あ
る
建
築
物
に
限
り
、
当
該
都

市
公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分
の
十
（
前
項
の
建
築
物
と
併
せ
て
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
建
築
物
の
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
う
ち
前
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
に

規
定
す
る
割
合
を
超
え
る
部
分
の
割
合
を
、
百
分
の
十
か
ら
控
除
し
て
得
た
割
合
）
を
限
度
と

し
て
前
条
に
規
定
す
る
割
合
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。 

 

第
一
条
の
五
を
第
一
条
の
六
と
し
、
第
一
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
運
動
施
設
に
関
す
る
制
限
） 

第
一
条
の
五 

政
令
第
八
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
五
十
と
す
る
。 

 

別
表
第
一
中
「
第
一
条
の
五
関
係
」
を
「
第
一
条
の
六
関
係
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
一
の
二
の
備
考
四
中
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百

十
九
号
）
第
一
条
の
七
第
三
項
」
を
「
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）

第
三
条
」
に
改
め
、
「
乗
合
型
自
動
車
」
の
下
に
「
（
同
条
に
規
定
す
る
普
通
自
動
車
の
う
ち
、

乗
車
定
員
十
一
人
以
上
の
も
の
を
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
の
二
の
改
正
規



定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  



条

例 

埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
条
の
二
第
一
項
の
表
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
又
は
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
項

中
「
又
は
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
」
を
「
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
又
は
田
園
住
居
地

域
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
基
金
条
例
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
及
び
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
設
置
） 

第
一
条 

高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
埼
玉
県
高
等
学
校

等
奨
学
金
事
業
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。 

 

（
積
立
て
） 

第
二
条 

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
当
該
積
立
て
を
す
る
年
度
の
高
等
学
校
等
奨
学
金
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
で
定
め
る
額
と
す
る
。 

 

第
三
条
を
削
る
。 

 

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。 

２ 

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

第
五
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
処
分
） 

第
五
条 

基
金
は
、
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、

こ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正
） 

２ 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
特
別
会
計
条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
中
「
一
般
会
計
繰
入
金
」
の
下
に
「
、
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
基
金
繰
入
金
」
を 

 

加
え
る
。 

 



条

例 

埼
玉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成 

 

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、 

同
項
の
表
中

 

「

 

八
、
一
六
三
人
」
と
あ
る
の
は
「
八
、 

二
二
六
人
」
と
、
「
九
、
五
一
五
人
」
と
あ
る
の
は
「
九
、
六
一
九
人
」
と
す
る
。 

そ
の
他
の
職
員 

校
長
及
び
教
員
（
副 

校
長
、
教
頭
、
主
幹 

教
諭
、
教
諭
、
養
護 

教
諭
、
助
教
諭
、
養 

護
助
教
諭
及
び
講
師 

を
い
う
。
） 学

校
種
別 

 
 

 

 
 

 

職
員
種
別 

  

一
、
四
二
四 

 

人 

  

八
、
一
六
三 

  

人 

県
立
高
等
学
校 

及
び
市
町
村
立 

高
等
学
校
（
定 

時
制
の
課
程
） 

  

 
 

四
六
五 

 人 

  

四
、
〇
六
八 

  

人 

県
立
及
び
市
町 

村
立
の
特
別
支 

援
学
校 

 

  

五
一
〇 

 人 

  

九
、
五
一
五 

  

人 

県
立
及
び
市
町 

村
立
の
中
学
校 

  

   

一
、
〇
〇
七 

 人 

  

一
六
、
四
〇
七 

  

人 

市
町
村
立
小
学 

校 

  



条

例 

 

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
七
号 

 
 

 

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

 
 

 

 
 

 

る
条
例 

 

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
埼
玉

県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
種
地
域
の
項
第
一
号
中
「
及
び
準
住
居
地
域
」
を
「
、
準
住
居
地
域
及
び
田
園
住
居

地
域
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



条

例 

埼
玉
県
公
安
委
員
会
等
が
行
う
事
務
に
関
す
る
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
公
安
委
員
会
等
が
行
う
事
務
に
関
す
る
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
公
安
委
員
会
等
が
行
う
事
務
に
関
す
る
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
号
の
表
第
五
号
中
「
一
万
千
円
」
を
「
九
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
七
号
中
「
一

万
五
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
、
「
一
万
千
七
百
円
」
を
「
一
万
円
」
に
改
め
、
同
表
第
十

八
号
中
「
八
千
円
」
を
「
八
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
三
号
の
表
第
二
号
中
「
二
千
四
百
円
」
を
「
二
千
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
号
の
表
第
一
号
中
「
二
万
五
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
五
号
の
表
第
二
号
中
「
四
千
六
百
円
」
を
「
五
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
六
号
の
表
第
七
号
中
「
二
千
二
百
円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
七
号
の
表
第
一
号
の
八
中
「
二
千
円
」
を
「
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
イ
⑴

中
「
千
六
百
円
」
を
「
千
五
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑶
中
「
四
千
四
百
円
」
を
「
四
千
百

円
」
に
、
「
七
千
五
十
円
」
を
「
六
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑵
中
「
千
八
百
五
十
円
」
を

「
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑶
中
「
二
千
二
百
円
」
を
「
二
千
五
百
五
十
円
」
に
、
「
三
千

百
円
」
を
「
三
千
三
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑶
中
「
二
千
九
百
五
十
円
」
を
「
二
千
六
百

円
」
に
、
「
四
千
五
百
円
」
を
「
四
千
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑴
中
「
千
八
百
五
十
円
」
を

「
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
⑴
中
「
千
七
百
五
十
円
」
を
「
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ

⑶
中
「
四
千
五
百
五
十
円
」
を
「
四
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
へ
⑶
中
「
二
千
八
百
五
十
円
」

を
「
二
千
九
百
円
」
に
、
「
四
千
四
百
円
」
を
「
四
千
三
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
の

二
イ
中
「
四
千
五
十
円
」
を
「
三
千
九
百
円
」
に
、
「
六
千
七
百
円
」
を
「
六
千
四
百
円
」
に
改

め
、
同
号
ロ
中
「
三
千
八
百
五
十
円
」
を
「
三
千
七
百
五
十
円
」
に
、
「
四
千
七
百
五
十
円
」
を

「
四
千
五
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
ロ
及
び
第
六
号
ロ
中
「
千
百
円
」
を
「
千
百
五
十

円
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
の
二
金
額
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

千
四
百
円
（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
が
行
う
研
修
等
の
う
ち
、
公
安
委
員
会
が
別
に 

 
 

定
め
る
も
の
を
受
け
た
者
に
対
す
る
講
習
に
あ
っ
て
は
、
八
百
円
） 

 

別
表
第
七
号
の
表
第
六
号
の
三
中
「
六
百
五
十
円
」
を
「
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
七

号
中
「
千
百
円
」
を
「
千
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
八
号
イ
中
「
二
万
三
千
百
円
」
を
「
二

万
三
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
つ
い
て
は
二
千
四
百
五
十
円
」
を
「
つ
い
て



は
二
千
三
百
五
十
円
」
に
、
「
五
百
五
十
円
」
を
「
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑶
及
び
⑷
中
「
二

千
四
百
五
十
円
」
を
「
二
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑸
中
「
二
千
円
」
を
「
二
千
三
百
五
十

円
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑹
中
「
千
七
百
五
十
円
」
を
「
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
一
万

九
千
六
百
五
十
円
」
を
「
一
万
九
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
た
だ
し
書
中
「
八
百
五
十
円
」

を
「
九
百
円
」
に
、
「
三
百
五
十
円
」
を
「
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑴
中
「
三
千
六
百
円
」

を
「
三
千
五
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑶
及
び
⑷
中
「
千
九
百
五
十
円
」
を
「
二
千
円
」
に

改
め
、
同
号
ロ
⑸
中
「
千
九
百
五
十
円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑹
中
「
二
千
百
円
」

を
「
二
千
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
一
万
四
千
五
百
円
」
を
「
一
万
四
千
七
百
円
」
に
改

め
、
同
号
ハ
た
だ
し
書
中
「
千
五
十
円
」
を
「
千
百
円
」
に
、
「
三
百
五
十
円
」
を
「
三
百
円
」

に
改
め
、
同
号
ハ
⑴
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑶
及
び
⑷
中
「
千

九
百
五
十
円
」
を
「
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑸
中
「
二
千
五
百
円
」
を
「
二
千
六
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
二
万
千
七
百
円
」
を
「
二
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
た
だ
し
書
中

「
三
千
百
円
」
を
「
二
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
九
号
中
「
千
百
円
」
を
「
千
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
表
第
十
号
イ
中
「
一
万
四
千
六
百
円
」
を
「
一
万
四
千
五
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同

号
イ
た
だ
し
書
中
「
二
千
五
百
円
」
を
「
二
千
四
百
円
」
に
、
「
つ
い
て
は
二
百
五
十
円
」
を
「
つ

い
て
は
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑵
中
「
千
三
百
五
十
円
」
を
「
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同

号
イ
⑶
中
「
千
二
百
五
十
円
」
を
「
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑷
及
び
⑸
中
「
千
五
百
五
十

円
」
を
「
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑹
中
「
千
四
百
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号

ロ
中
「
一
万
千
八
百
円
」
を
「
一
万
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
た
だ
し
書
中
「
つ
い
て

は
百
円
」
を
「
つ
い
て
は
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑴
中
「
三
千
六
百
円
」
を
「
三
千
五
百

五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑵
中
「
千
二
百
五
十
円
」
を
「
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑶
中

「
千
二
百
円
」
を
「
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
九
千
四
百
円
」
を
「
九
千
六
百
五

十
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
た
だ
し
書
中
「
つ
い
て
は
百
円
」
を
「
つ
い
て
は
百
五
十
円
」
に
改
め
、

同
号
ハ
⑴
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑵
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千

三
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑶
中
「
千
百
円
」
を
「
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
⑹

中
「
千
二
百
円
」
を
「
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
一
万
二
千
七
百
五
十
円
」
を
「
一

万
二
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
た
だ
し
書
中
「
三
千
百
五
十
円
」
を
「
二
千
八
百
五
十

円
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
号
イ
中
「
二
千
円
」
を
「
千
九
百
円
」
に
、
「
四
千
六
百
五
十
円
」

を
「
四
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
千
九
百
五
十
円
」
を
「
千
七
百
五
十
円
」
に
、
「
二

千
八
百
五
十
円
」
を
「
二
千
五
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
千
七
百
五
十
円
」
を
「
千
六

百
五
十
円
」
に
、
「
三
千
三
百
円
」
を
「
三
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
千
五
十
円
」
を
「
千

円
」
に
改
め
、
同
表
第
十
二
号
金
額
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 

 
 

イ 

運
転
免
許
証
の
更
新
（
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

 
 

 

二
千
五
百
円 

 
 

ロ 

運
転
免
許
証
の
更
新
（
法
第
百
一
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
免
許
証 

 

 



 
 

 

の
更
新
の
申
請
を
す
る
場
合
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
千
五
百
五
十
円 

 

別
表
第
七
号
の
表
第
十
二
号
の
三
及
び
第
十
二
号
の
四
中
「
千
円
」
を
「
千
百
円
」
に
改
め
、

同
表
第
十
三
号
中
「
二
千
四
百
円
」
を
「
二
千
三
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
号
ハ
中
「
二

千
百
円
」
を
「
千
九
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑴
中
「
四
千
百
円
」
を
「
四
千
四
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
号
ニ
⑵
中
「
三
千
四
百
円
」
を
「
三
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
⑶
中
「
二
千
四

百
五
十
円
」
を
「
二
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
⑴
中
「
四
千
百
円
」
を
「
四
千
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
号
へ
中
「
千
四
百
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「
千
三
百
円
」
を
「
千

四
百
円
」
に
改
め
、
同
号
リ
中
「
六
百
五
十
円
」
を
「
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
⑸
中
「
二

千
四
百
円
」
を
「
二
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
⑴
中
「
四
千
六
百
五
十
円
」
を
「
五
千

百
円
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
⑵
中
「
四
千
六
百
五
十
円
」
を
「
五
千
百
円
」
に
、
「
七
千
五
百
五
十

円
」
を
「
七
千
九
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
⑶
中
「
五
千
六
百
五
十
円
」
を
「
五
千
八
百
円
」

に
改
め
、
同
号
ヲ
⑷
中
「
二
千
円
」
を
「
二
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
⑸
中
「
二
千
円
」

を
「
二
千
二
百
五
十
円
」
に
、
「
四
千
三
百
円
」
を
「
四
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
⑹

中
「
二
千
四
百
円
」
を
「
二
千
三
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ワ
中
「
一
万
三
千
二
百
円
」
を
「
一

万
二
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
カ
中
「
千
九
百
円
」
を
「
二
千
円
」
に
改
め
、
同
表
第
十
五
号

ハ
中
「
千
五
百
円
」
を
「
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
四
千
六
百
五
十
円
」
を
「
五
千
百

円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
千
五
百
円
」
を
「
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ト
中
「
四
千
六
百
五

十
円
」
を
「
五
千
百
円
」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「
七
千
五
百
五
十
円
」
を
「
七
千
九
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
表
第
十
七
号
中
「
千
四
百
五
十
円
」
を
「
千
四
百
円
」
に
、
「
三
千
円
」
を
「
二
千

八
百
五
十
円
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
九
号
の
表
第
七
号
及
び
第
十
二
号
中
「
二
千
円
」
を
「
千
八
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
十
号
の
表
第
一
号
中
「
一
万
三
千
円
」
を
「
一
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
中

「
千
九
百
円
」
を
「
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
十
二
号
の
表
第
二
号
中
「
千
五
百
円
」
を
「
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
中
「
千

円
」
を
「
千
百
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   

 

 



規

則 

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

目
次
中
「
営
繕
工
事
事
務
所
」
を
「
営
繕
・
公
園
事
務
所
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
表
環
境
部
の
項
中
「
エ
コ
タ
ウ
ン
環
境
課
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
」
に
改
め
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     

    

 

第
七
条
文
書
課
の
項
第
九
号
中
「
特
例
民
法
法
人
及
び
」
を
削
る
。 

 

第
七
条
の
二
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課
の
項
中
「
第
三
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
及
び
第
十
六
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」
を
「
第
３
２
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

（
２
０
２
０
／
東
京
）
及
び
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」
に
改
め
、
同
条
防
犯
・

交
通
安
全
課
の
項
第
九
号
中
「
及
び
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
「
、
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
及
び
犯

罪
被
害
者
等
支
援
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
八
号
の
次
に
次
の
二
号
を

加
え
る
。 

 
 

九 

犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
係
る
総
合
的
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十 

埼
玉
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
施
行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除

く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
七
条
の
四
環
境
政
策
課
の
項
第
二
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

二
十 

地
理
環
境
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
七
条
の
四
温
暖
化
対
策
課
の
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第

五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
同
条
エ
コ
タ
ウ
ン
環
境
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

政

策

課 

地

課 

 

 

 

 

雇 

用

労

働

課 

同
表
産
業
労
働
部
の
項
中 

就

業

支

援

課 

勤

労

者

福

祉

課 

 

 

 

「 

」 

を 

「 

」 

に
改
め
、
同
表
県
土
整
備
部
の
項
中 

「 

道

路 

用 

 

」 を 

用

地

課 
 

 

 

「 
」 
に
改
め
る
。 



 

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課 

 
 

一 

住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

二 

次
世
代
自
動
車
の
普
及
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

三 
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

四 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
普
及
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
八
条
福
祉
政
策
課
の
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

五 

埼
玉
県
虐
待
禁
止
条
例
の
施
行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に 

 
 

 

関
す
る
こ
と
。 

 

第
八
条
社
会
福
祉
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

二
十
九 

再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る

も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
八
条
地
域
包
括
ケ
ア
課
の
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。 

 
 

五 

埼
玉
県
虐
待
禁
止
条
例
の
施
行
（
主
と
し
て
高
齢
者
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る 

 
 

 

も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
八
条
障
害
者
支
援
課
の
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

 
 

五 

国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
の 

 
 

 

施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

六 

埼
玉
県
虐
待
禁
止
条
例
の
施
行
（
主
と
し
て
障
害
者
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る 

 
 

 

も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
八
条
こ
ど
も
安
全
課
の
項
中
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
の

次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

 
 

五 

民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る 

 
 

 

法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

六 

埼
玉
県
虐
待
禁
止
条
例
の
施
行
（
主
と
し
て
児
童
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も 

 
 

 

の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
九
条
生
活
衛
生
課
の
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。 

 
 

十
二 

住
宅
宿
泊
事
業
法
の
施
行
（
宿
泊
者
の
衛
生
の
確
保
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関 

 
 

 

す
る
こ
と
。 

 

第
十
条
産
業
労
働
政
策
課
の
項
中
第
四
号
及
び
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

四 

埼
玉
県
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
の
施
行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を 

 
 

 

除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

五 

中
小
企
業
の
経
営
の
実
態
調
査
に
関
す
る
こ
と
。 



 

第
十
条
企
業
立
地
課
の
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

三 

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
条
観
光
課
の
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

九 

住
宅
宿
泊
事
業
法
の
施
行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す 

 
 

 

る
こ
と
。 

 

第
十
条
勤
労
者
福
祉
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

雇
用
労
働
課 

 
 

一 

労
働
組
合
法
、
労
働
関
係
調
整
法
及
び
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律 

 
 

 

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

二 

労
使
関
係
の
安
定
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

三 

中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用 

 
 

 

管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

四 

介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

五 

個
別
労
働
関
係
紛
争
の
未
然
の
防
止
及
び
自
主
的
な
解
決
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

六 

労
働
相
談
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

七 

労
働
教
育
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

八 

勤
労
者
向
け
制
度
融
資
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

九 

労
働
福
祉
団
体
の
指
導
及
び
育
成
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十 

労
働
福
祉
施
設
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
一 

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
二 

雇
用
対
策
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
三 

青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
四 

地
域
雇
用
開
発
促
進
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
五 

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
六 

職
業
安
定
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
七 

武
蔵
浦
和
合
同
庁
舎
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
八 

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡
調
整
（
労
働
者
の
福
祉
及
び
就
業
支
援
に
係
る
も
の 

 
 

 

に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
九 

前
各
号
の
ほ
か
、
労
働
者
の
福
祉
及
び
就
業
支
援
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
条
就
業
支
援
課
の
項
を
削
り
、
同
条
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課
の
項
第
四
号
を
削
る
。 

 

第
十
一
条
農
業
政
策
課
の
項
中
第
十
七
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
五
号
中
「
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
」
を
「
農
村
地
域
へ
の

産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
中
第
四
号



を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。 

 
 

二 

埼
玉
県
農
林
水
産
業
振
興
条
例
の
施
行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）

に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
一
条
農
産
物
安
全
課
の
項
第
九
号
中
「
農
林
物
資
の
規
格
化
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
日

本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
農
業
支
援
課
の
項
第
九
号
中
「
農
業
基
盤
整
備

資
金
」
を
「
林
業
関
係
資
金
及
び
農
業
基
盤
整
備
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中
「
農
業
災

害
補
償
法
」
を
「
農
業
保
険
法
」
に
改
め
、
同
条
生
産
振
興
課
の
項
第
二
号
中
「
米
麦
、
」
を
「
稲
、

麦
類
及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
主
要
農
作
物
種
子
法
の
施
行
」
を
「
稲
、
麦
類
及
び
大

豆
の
種
子
の
生
産
及
び
普
及
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
二
条
県
土
整
備
政
策
課
の
項
中
第
六
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
五
号
を
第
十
三
号
と
し
、

第
四
号
の
次
に
次
の
八
号
を
加
え
る
。 

 
 

五 

道
路
、
橋
り
よ
う
及
び
街
路
に
係
る
企
画
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

六 

国
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
等
が
建
設
す
る
道
路
及
び
街
路
の
建
設
の
促
進
に
関 

 
 

 

す
る
こ
と
。 

 
 

七 

有
料
道
路
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

八 

道
路
に
係
る
調
査
（
道
路
交
通
情
勢
調
査
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

九 

直
轄
国
道
の
移
管
に
係
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十 

埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
一 

自
動
車
道
事
業
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

十
二 

埼
玉
県
道
路
公
社
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
二
条
建
設
管
理
課
の
項
中
第
十
一
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同

項
第
九
号
中
「
解
体
工
事
業
者
の
登
録
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
」
を
「
産
業
廃
棄
物
指
導
課
に
お

い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
中
第
八
号
を
第
十

二
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
四
号
中
「
建
設
工
事
に

係
る
総
合
評
価
競
争
入
札
制
度
に
関
す
る
こ
と
及
び
建
設
工
事
の
総
合
評
価
競
争
入
札
に
対
し
学

識
経
験
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と
（
総
務
部
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
」
を
「
入

札
課
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次

の
三
号
を
加
え
る
。 

 
 

六 

県
公
共
事
業
評
価
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

七 

建
設
コ
ス
ト
縮
減
対
策
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

八 

建
設
副
産
物
対
策
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
二
条
建
設
管
理
課
の
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を

第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。 



 
 

一 

建
設
工
事
に
係
る
企
画
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
二
条
道
路
政
策
課
の
項
を
削
り
、
同
条
道
路
環
境
課
の
項
第
四
号
中
「
道
路
政
策
課
」
を

「
県
土
整
備
政
策
課
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
三
条
都
市
整
備
政
策
課
の
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五

号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

五 

埼
玉
県
震
災
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
施
行
（
都
市
に
お
け
る
震
災
の
予
防
に
関
す 

 
 

 

る
基
本
的
な
方
針
等
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
三
条
都
市
計
画
課
の
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十

七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム
課
の
項
第
一
号
中
「
公
園
等
」
を
「
都

市
公
園
等
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

二 

都
市
公
園
法
の
施
行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ

と
。 

 

第
十
三
条
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム
課
の
項
第
六
号
中
「
公
園
等
」
を
「
都
市
公
園
等
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

五 

営
繕
・
公
園
事
務
所
と
の
連
絡
調
整
（
都
市
公
園
等
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関

す
る
こ
と
。 

 

第
十
三
条
営
繕
課
の
項
第
三
号
中
「
営
繕
工
事
事
務
所
」
を
「
営
繕
・
公
園
事
務
所
」
に
改
め
、

「
連
絡
調
整
」
の
下
に
「
（
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム
課
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加

え
る
。 

 

第
二
十
五
条
の
表
埼
玉
県
川
口
保
健
所
の
項
中
「
埼
玉
県
川
口
保
健
所
」
を
「
埼
玉
県
南
部
保

健
所
」
に
改
め
、
「
川
口
市
、
」
を
削
る
。 

 

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
中
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。 

 

十
八 

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
基
づ
く
事
務
（
宿
泊
者
の
衛
生
の
確
保
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
二
十
八
条
の
表
埼
玉
県
川
口
保
健
所
の
項
中
「
埼
玉
県
川
口
保
健
所
」
を
「
埼
玉
県
南
部
保

健
所
」
に
改
め
、
「
川
口
市
、
」
を
削
る
。 

 

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
関
す
る
事
務
」
の
下
に
「
及
び
住
宅
宿
泊
事
業
法
に
基
づ
く
事

務
（
宿
泊
者
の
衛
生
の
確
保
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

２ 

埼
玉
県
坂
戸
保
健
所
に
お
い
て
は
、
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
川

越
市
の
区
域
に
係
る
薬
事
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
事
務
、

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
（
精
神
障
害
者
の
措
置
入
院
に
係
る
事
務
及
び
精
神
医
療

審
査
会
に
入
院
の
要
否
に
関
し
審
査
を
求
め
る
事
務
に
限
る
。
）
に
関
す
る
事
務
並
び
に
住
宅



宿
泊
事
業
法
に
基
づ
く
事
務
（
宿
泊
者
の
衛
生
の
確
保
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
所
掌
す
る
。 

３ 

埼
玉
県
春
日
部
保
健
所
に
お
い
て
は
、
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、

越
谷
市
の
区
域
に
係
る
薬
事
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
事

務
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
（
精
神
障
害
者
の
措
置
入
院
に
係
る
事
務
及
び
精
神

医
療
審
査
会
に
入
院
の
要
否
に
関
し
審
査
を
求
め
る
事
務
に
限
る
。
）
に
関
す
る
事
務
並
び
に

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
基
づ
く
事
務
（
宿
泊
者
の
衛
生
の
確
保
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
所
掌

す
る
。 

 

第
二
十
八
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

埼
玉
県
南
部
保
健
所
に
お
い
て
は
、
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、
川 

 

口
市
の
区
域
に
係
る
薬
事
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
事
務 

 

並
び
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
（
精
神
障
害
者
の
措
置
入
院
に
係
る
事
務
及
び
精

神
医
療
審
査
会
に
入
院
の
要
否
に
関
し
審
査
を
求
め
る
事
務
に
限
る
。
）
に
関
す
る
事
務
を
所

掌
す
る
。 

 

第
三
十
三
条
第
一
号
中
「
植
物
」
を
「
植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
植
物
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号

中
「
市
町
村
」
を
「
植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
市
町
村
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、

同
条
第
三
号
中
「
発
生
予
察
事
業
」
を
「
植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
発
生
予
察
事
業
」
に
改
め
、
同

条
第
六
号
中
「
防
除
」
を
「
植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
防
除
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、

同
条
第
五
号
中
「
検
査
を
行
う
」
を
「
検
査
等
に
関
す
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、

同
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

四 

農
薬
取
締
法
に
基
づ
く
検
査
等
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
六
十
六
条
第
三
項
中
「
次
条
第
一
項
第
二
十
五
号
、
第
二
十
六
号
及
び
第
二
十
九
号
」
を
「
次

条
第
一
項
第
二
十
七
号
、
第
二
十
八
号
及
び
第
三
十
一
号
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
十
七
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
農
村
地
域
へ
の
工
業
等
の
導
入
の
促
進
」
を
「
農
村
地
域

へ
の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
事
務
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
農
業

支
援
部
及
び
農
村
整
備
部
」
を
削
る
。 

 

第
七
十
三
条
中
第
十
三
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
二
号
の
次
に
次
の
七
号
を
加
え
る
。 

 

十
三 

植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
植
物
の
検
疫
に
関
す
る
こ
と
。 

 

十
四 

植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
市
町
村
、
農
業
者
及
び
そ
の
組
織
す
る
団
体
が
行
う
防
除
に
対 

 
 

す
る
指
導
及
び
協
力
に
関
す
る
こ
と
。 

 

十
五 

植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
発
生
予
察
事
業
に
関
す
る
こ
と
。 

 

十
六 

農
薬
取
締
法
に
基
づ
く
検
査
等
に
関
す
る
こ
と
。 

 

十
七 

肥
料
取
締
法
に
基
づ
く
検
査
等
に
関
す
る
こ
と
。 

 

十
八 

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
検
査
等
に
関
す
る 

 
 

こ
と
。 



 

十
九 

植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
防
除
に
必
要
な
薬
剤
及
び
器
具
の
保
管
並
び
に
防
除
に
必
要
な 

 
 

器
具
の
修
理
に
関
す
る
こ
と
。 

 
第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
登
記
」
の
下
に
「
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を

除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
、
河
川
及
び
都
市
公
園
等
（
し
ら
こ
ば
と
公
園
、
さ
き

た
ま
緑
道
及
び
花
の
里
緑
道
を
除
く
。
）
」
を
「
及
び
河
川
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
は
さ
き
た
ま
緑
道
及
び
花
の
里
緑
道
の
管
理
並
び
に
行

田
県
土
整
備
事
務
所
及
び
荒
川
左
岸
北
部
下
水
道
事
務
所
の
庁
舎
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
、
埼

玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
は
し
ら
こ
ば
と
公
園
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
」
を
削
る
。 

 

第
百
二
十
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                      

第
百
二
十
条
の
四
第
五
号
及
び
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

五 

建
設
工
事
及
び
建
設
工
事
に
係
る
委
託
業
務
の
表
彰
に
関
す
る
こ
と
。 

 

六 

建
設
工
事
に
係
る
新
製
品
及
び
新
技
術
の
収
集
及
び
検
証
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
百
二
十
条
の
四
第
七
号
及
び
第
八
号
を
削
る
。 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所 

   

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所 

  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所 

県 

土 

整 

備 

事 
務 

所 

名 

総
務
管
理
部 

用
地
部 

道
路
部 

河
川
砂
防
部 

総
務
管
理
部 

用
地
部 

道
路
施
設
部 

河
川
砂
防
部 

道
路
環
境
部 

総
務
管
理
部 

用
地
部 

道
路
施
設
部 

河
川
部 

道
路
環
境
部 

総
務
管
理
部 

用
地
部 

道
路
部 

河
川
部 部 

 
 

 

名 

 



 

第
百
三
十
一
条
の
十
五
第
八
号
中
「
建
築
士
事
務
所
」
を
「
建
築
士
法
に
基
づ
く
建
築
士
事
務

所
」
に
改
め
る
。 

 
第
三
章
第
二
節
第
三
十
八
款
の
款
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
十
八
款 

営
繕
・
公
園
事
務
所 

 

第
百
三
十
一
条
の
十
六
第
一
項
中
「
県
施
設
等
の
営
繕
」
の
下
に
「
及
び
都
市
公
園
等
の
管
理
」

を
加
え
、
「
営
繕
工
事
事
務
所
」
を
「
営
繕
・
公
園
事
務
所
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
以
外

の
部
分
中
「
営
繕
工
事
事
務
所
」
を
「
営
繕
・
公
園
事
務
所
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中
「
埼
玉
県

営
繕
工
事
事
務
所
」
を
「
埼
玉
県
営
繕
・
公
園
事
務
所
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
三
十
一
条
の
十
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
事
務
） 

第
百
三
十
一
条
の
十
七 

埼
玉
県
営
繕
・
公
園
事
務
所
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
所
掌
す
る
。 

 

一 

北
部
地
域
に
お
け
る
県
施
設
等
の
営
繕
に
関
す
る
こ
と
。 

 

二 

都
市
公
園
等
の
管
理
及
び
土
木
工
事
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）

に
関
す
る
こ
と
。 

 

三 

土
木
工
事
に
伴
う
用
地
買
収
、
補
償
及
び
登
記
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を

除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
百
三
十
八
条
の
表
医
療
局
の
項
中
「
言
語
聴
覚
科
」
の
下
に
「
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
工

学
科
」
を
加
え
る
。 

 

第
百
七
十
三
条
の
見
出
し
中
「
公
園
等
」
を
「
都
市
公
園
等
」
に
改
め
、
同
条
の
表
以
外
の
部

分
中
「
都
市
公
園
及
び
そ
の
他
の
公
園
等
」
を
「
都
市
公
園
等
」
に
、
「
公
園
等
は
」
を
「
都
市

公
園
等
は
」
に
改
め
、
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

        
 

 

  

第
百
七
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

埼
玉
県
大
宮
公
園
事
務
所
に
お
い
て
は
、
都
市
公
園
等
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
ほ
か
、
次

の
事
務
を
所
掌
す
る
。 

 

一 

管
理
す
る
都
市
公
園
等
に
お
け
る
土
木
工
事
に
関
す
る
こ
と
。 

埼
玉
県
大
宮
公
園
事
務
所 

名 
 

 
 

 

称 

さ
い
た
ま
市 

位 

置 

大
宮
公
園
、
戸
田
公
園
、
上
尾
運
動
公
園
、
秋

ケ
瀬
公
園
、
久
喜
菖
蒲
公
園
、
所
沢
航
空
記
念

公
園
、
し
ら
こ
ば
と
公
園
、
み
さ
と
公
園
、
川

越
公
園
、
和
光
樹
林
公
園
、
新
座
緑
道
、
吉
川

公
園
、
彩
の
森
入
間
公
園
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム

２
０
０
２
公
園
、
狭
山
稲
荷
山
公
園
、
ま
つ
ぶ

し
緑
の
丘
公
園
、
権
現
堂
公
園
、
秋
ケ
瀬
緑
道 

管

理

す

る

都

市

公

園

等

 

 



埼
玉
県
指
定
難
病
審

査
会 

埼
玉
県
精
神
保
健
福 

祉
審
議
会 

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
認
定
を
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て

の
審
査
に
関
す
る
事
務 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
定
め 

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉

に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。 

疾 病 対 策 課  

 

 

 

二 

土
木
工
事
に
伴
う
用
地
買
収
、
補
償
及
び
登
記
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を

除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。 

 
第
百
八
十
七
条
の
表
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
項
中
「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を
「
国
民
健
康
保
険
法
」

に
改
め
、
同
表
中 

     
 

                 

改
め
、
同
表
埼
玉
県
川
口
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
の
項
中
「
埼
玉
県
川
口
保
健
所
感
染
症
診

査
協
議
会
」
を
「
埼
玉
県
南
部
保
健
所
感
染
症
診
査
協
議
会
」
に
、
「
埼
玉
県
川
口
保
健
所
の
」

を
「
埼
玉
県
南
部
保
健
所
の
」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改

め
、
同
表
埼
玉
県
農
業
共
済
保
険
審
査
会
の
項
を
削
る
。 

 

第
百
八
十
八
条
第
一
項
の
表
部
の
項
中
「
整
理
す
る
」
の
下
に
「
と
と
も
に
、
上
司
の
命
を
受

け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
所
属
の
職
員
を
指
揮
監

督
す
る
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
の
表
本
庁
及
び
部
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

「 

を 

埼
玉
県
が
ん
登
録
審

議
会 

埼
玉
県
指
定
難
病
審

査
会 

埼
玉
県
精
神
保
健
福

祉
審
議
会 

 

が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
知
事
の
諮
問
に
応
じ
、
が
ん
登
録
に
よ
り
得
ら
れ

た
情
報
の
利
用
、
提
供
又
は
匿
名
化
に
関
す
る
事
項
等
に

つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。 

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
認
定
を
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て

の
審
査
に
関
す
る
事
務 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉

に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。 

疾 病 対 策 課  

 

 

に 
」 

「 

埼
玉
県
川
口
保
健
所

 
埼
玉
県
南
部
保
健
所

 

」 



      

第
百
八
十
八
条
第
三
項
の
表
本
庁
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                 
 

 
 

    
 

 

第
百
八
十
八
条
第
三
項
の
表
本
庁
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

     
 

本
庁
、
部
及
び

課 

政
策
幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
重
要
事
項
を

掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
職
員
を
指
揮

監
督
す
る
と
と
も
に
、
上
司
を
助
け
、
職
員
の
担
任

す
る
事
務
を
監
督
し
、
事
務
を
整
理
す
る
。 

 

    

会
計
管
理
者
付 

副
室
長 

室
長
付 

 

上
司
の
命
を
受
け
、
会
計
管
理
者
の
特
定
事
務
に
従

事
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理

す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
上
司

を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員

を
指
揮
監
督
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
上
司
の
所
掌
す
る
職
務
の
う
ち
、

特
定
事
務
に
従
事
す
る
。 

員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

 

 
 

上
司
を
助
け
、
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を
監
督
し
、

事
務
を
整
理
す
る
。 

 

  

本
庁 

副
報
道
長 

副
総
合
調
整
幹 

企
画
参
与 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理

す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
報
道

長
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理

す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
総
合

調
整
幹
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

知
事
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
重
要
事
項
を

掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
所
属
の
職

員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

 

部
及
び
課 

企
画
幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
重
要
事
項
を

処
理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、 

 



 

第
百
八
十
八
条
第
三
項
の
表
危
機
管
理
防
災
部
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

       

第
百
八
十
八
条
第
四
項
中
「
又
は
政
策
幹
」
を
「
又
は
企
画
幹
」
に
改
め
、
「
政
策
幹
及
び
」

を
削
り
、
「
限
り
」
の
下
に
「
、
企
画
幹
に
あ
つ
て
は
、
知
事
室
長
、
報
道
長
及
び
総
合
調
整
幹

を
除
き
」
を
加
え
、
同
項
中
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

五 

少
子
化
対
策
局
長 

 

第
百
八
十
八
条
第
四
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

副
部
長 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
に
勤
務
し
て
い
る
者
は
、
別
に
辞

令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
同
一
の
職
に
よ
り
、
同
表
の
上
欄
に
対
応
す
る
下
欄
に
掲
げ
る
機

関
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。 

       

埼
玉
県
営
繕
工
事
事
務
所 

埼
玉
県
川
口
保
健
所 

環
境
部
エ
コ
タ
ウ
ン
環
境
課 

埼
玉
県
営
繕
・
公
園
事
務
所 

埼
玉
県
南
部
保
健
所 

環
境
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課 

 

産
業
労
働
部 

次
世
代
産
業
幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
定
の
地
域
へ
の
産
業
の
集
積

に
関
す
る
事
務
そ
の
他
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
と
と
も
に
、
上
司
を
助
け
、
職
員
の
担

任
す
る
事
務
を
監
督
し
、
事
務
を
整
理
す
る
。 

 



規

則 

埼
玉
県
聴
聞
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
聴
聞
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
聴
聞
規
則
（
平
成
六
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

   

様
式
第
三
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

   
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
聴
聞
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、 

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

あ
て
先

 
宛
先

 

あ
て
先

 
宛
先

 

備
考

 
申
請
者
の
氏
名
（
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ

 

 
 
り
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 備
考

 
申
請
者
の
氏
名
（
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ

 

 
 
り
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 



 

 

規

則 

 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

第
一
条 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
条
中
「
所
長
」
の
下
に
「
、
部
の
政
策
幹
」
を
加
え
、
「
及
び
消
防
防
災
政
策
幹
」
を

「
、
消
防
防
災
政
策
幹
及
び
次
世
代
産
業
幹
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
中
「
（
調
整
幹
」
の
下
に
「
、
課
の
政
策
幹
、
企
画
幹
」
を
加
え
る
。 

 

別
表
第
一
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
長
の
項
第
二
号
委
任
事
務
の
欄
９
中
「
第
九
条
第
一
項
」

を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄 

中
「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
二
項
」
に
改

め
る
。 

 

別
表
第
二
第
十
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
特
例
民
法
法
人
及
び
」
を
削
り
、
同
号
知
事
決
裁

事
項
の
欄
１
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
欄
中
２
を
削
り
、
３
を
２
と
し
、
同
号
知

事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄
中
６
か
ら 

ま
で
を
削
り
、 

を
６
と
し
、 

 

か
ら 

ま
で
を
７
か
ら
９
ま
で
と
し
、
同
表
第
十
二
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中 
を 

と
し
、

５
か
ら 

ま
で
を
６
か
ら 

ま
で
と
し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

５ 

法
第
二
百
三
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
決
算
の
認
定
に
関
す
る
議
案
が
否
決

さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
議
決
を
踏
ま
え
て
講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
、
議
会
に
報
告

し
、
公
表
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
第
十
四
号
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄
４
中
「
第
二
十
六

条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄 

中
「
行
為
の
是
正
」
の
下
に
「
又

は
業
務
運
営
の
改
善
」
を
加
え
、
「
と
る
べ
き
」
を
「
講
ず
べ
き
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

 

と
し
、
同
欄
中
５
か
ら 

ま
で
を
６
か
ら 

ま
で
と
し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

５ 

法
第
二
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
独
立
行
政
法
人
に
対
し
、
業
務
運
営

の
改
善
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

別
表
第
三
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
知
事
室
長
」
の
下
に

「
、
副
部
長
及
び
少
子
化
対
策
局
長
」
を
、
「
職
員
」
の
下
に
「
（
以
下
「
知
事
室
長
等
所
属

職
員
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
欄
５
中
「
知
事
室
長
等
」
を
「
知
事
室
長
」
に
、
「
及
び

副
部
長
等
」
を
「
、
副
部
長
等
及
び
知
事
室
長
等
所
属
職
員
」
に
改
め
、
同
欄
８
及
び 

中
「
知

事
室
長
に
所
属
す
る
職
員
」
を
「
知
事
室
長
等
所
属
職
員
」
に
改
め
、
同
欄 

中
「
知
事
室
長

10 

10 

11 15 

12 

14 14 

15 

16 

13 

13 

13 

12 

14 

12 

14 



 

 

等
」
を
「
知
事
室
長
」
に
改
め
、
「
課
長
」
の
下
に
「
、
知
事
室
長
等
所
属
職
員
」
を
加
え
、

同
欄 

中
「
知
事
室
長
に
所
属
す
る
職
員
」
を
「
知
事
室
長
等
所
属
職
員
」
に
改
め
、
同
欄 

か

ら 

ま
で
の
規
定
中
「
知
事
室
長
等
」
を
「
知
事
室
長
」
に
、
「
及
び
副
部
長
等
」
を
「
、
副

部
長
等
及
び
知
事
室
長
等
所
属
職
員
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
財
政
課
の
項
第
三
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

        

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
財
政
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 

３ 

法
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
決
算
の
要
領
を
公
表
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
市
町
村
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
三
条
第

六
号
」
を
「
第
三
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
欄 

中
「
受
託
勧
告
」
を
「
受
諾
勧
告
」
に
改
め
、

同
欄 

中
「
受
託
」
を
「
受
諾
」
に
改
め
、
同
欄 

中
「
、
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
六
及

び
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
七
」
を
「
及
び
第
二
項
、
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
六
第
三
項

及
び
第
四
項
並
び
に
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
七
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
部
長
専
決
事

項
の
欄
６
中
「
是
正
」
を
「
行
為
の
是
正
又
は
業
務
運
営
の
改
善
」
に
、
「
と
る
べ
き
」
を
「
講

ず
べ
き
」
に
改
め
、
同
表
土
地
水
政
策
課
の
項
第
二
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
２
中
「
及
び
第
九

項
」
を
削
り
、
「
県
計
画
案
又
は
県
計
画
変
更
案
を
定
め
る
」
を
「
県
計
画
を
定
め
、
又
は
変

更
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
中
３
を
削
り
、
４
を
３
と
し
、
５
か
ら 

ま
で
を
４
か
ら 

ま
で
と

し
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
５
を
削
り
、
同
欄
４
中
「
市
町
村
長
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
及

び
市
町
村
長
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
同
欄
５
と
し
、
同
欄
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

４ 

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
利
用
基
本
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
す
る

こ
と
。 

 

別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
高
齢
者
叙
勲
、
」

を
削
り
、
同
表
学
事
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
表
税
務
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

３ 

法
第
二
十
二
条
の
二
十
八
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
二
条
の
二
十
九
の
規
定

に
基
づ
い
て
さ
れ
る
通
告
処
分
及
び
告
発
を
行
う
こ
と
。 

１ 

法
第
二
十
七
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
公
営
企
業
の
業
務
に
係
る
公
金

の
出
納
事
務
の
一
部
を
取
り
扱
う
金
融
機
関
の
指
定
に
同
意
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
三
十
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
決
算
の
認
定
に
関
す
る
議
案
が
否
決
さ
れ

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
議
決
を
踏
ま
え
て
講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
、
又
は
地
方
公
営

企
業
の
管
理
者
が
当
該
議
決
を
踏
ま
え
て
講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
、
議
会
に
報
告
し
、

公
表
す
る
こ
と
。 

 

16 
21 

17 

12 

18 

15 

11 

10 



 

 

 

別
表
第
四
総
務
部
の
表
税
務
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

３ 

規
則
第
四
十
二
条
第
一
項
、
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
納
税
証
紙
売
り

さ
ば
き
人
を
指
定
し
、
当
該
指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
、
又
は
当
該
指
定
を
取
り
消
す

こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
青
少
年
課
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
９
、 

及
び 

中
「
携
帯

電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
」
を
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同

表
消
費
生
活
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
」
に

改
め
、
「
役
務
提
供
事
業
者
」
の
下
に
「
（
販
売
業
者
又
は
役
務
提
供
事
業
者
が
個
人
で
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
）
」
を
加
え
、
「
一
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
訪
問
販
売
に
関
す
る

業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
」
を
「
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表

す
る
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

２ 

法
第
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
、
命
令
し
、

及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
消
費
生
活
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
第
十
五

条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
、
「
又
は
役
務
提
供
事
業
者
」
を
「
、
役
務
提
供
事
業

者
（
販
売
業
者
又
は
役
務
提
供
事
業
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
）
又
は
通
信

販
売
電
子
メ
ー
ル
広
告
受
託
事
業
者
」
に
、
「
一
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
通
信
販
売
に
関
す

る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
」
を
「
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公

表
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

４ 

法
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
、
命
令

し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
消
費
生
活
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
５
及
び
６
を
削

り
、
同
欄
７
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
「
役
務
提
供
事
業
者
」

の
下
に
「
（
販
売
業
者
又
は
役
務
提
供
事
業
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
）
」

を
加
え
、
「
一
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
電
話
勧
誘
販
売
に
関
す
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を

停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
」
を
「
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
７

を
同
欄
５
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

６ 

法
第
二
十
三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
、
命

令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
消
費
生
活
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
８
を
削
り
、
同

欄
９
中
「
第
三
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条
」
に
改
め
、
「
統
括
者
」
の
下
に
「
、
勧

誘
者
、
一
般
連
鎖
販
売
業
者
（
統
括
者
、
勧
誘
者
又
は
一
般
連
鎖
販
売
業
者
が
個
人
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
）
又
は
連
鎖
販
売
取
引
電
子
メ
ー
ル
広
告
受
託
事
業
者
」
を
加
え
、
「
一

年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
当
該
連
鎖
販
売
業
に
係
る
連
鎖
販
売
取
引
に
つ
い
て
勧
誘
を
行
い
若

11 

12 



 

 

し
く
は
勧
誘
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
を
停
止
し
、
又
は
そ
の
行
う
連
鎖
販
売
取
引
の
全
部
若
し
く

は
一
部
を
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
」
を
「
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
」
に
改
め
、

同
欄
９
を
同
欄
７
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

８ 
法
第
三
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
掲
げ
る
場

合
に
当
該
各
項
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
、
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
消
費
生
活
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄 

か
ら 

ま
で

を
削
り
、
同
欄 

中
「
第
四
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
」
に
改
め
、
「
販
売
業
者
」

の
下
に
「
（
役
務
提
供
事
業
者
又
は
販
売
業
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
）
」

を
加
え
、
「
一
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
特
定
継
続
的
役
務
提
供
に
関
す
る
業
務
の
全
部
又
は

一
部
を
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
」
を
「
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
」
に
改
め
、

同
欄 

を
同
欄
９
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
四
十
七
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
、
命

令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
消
費
生
活
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄 

を
削
り
、
同

欄 

中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条
」
に
改
め
、
「
業
務
提
供
誘
引
販
売
業
を

行
う
者
」
の
下
に
「
（
業
務
提
供
誘
引
販
売
業
を
行
う
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ

の
者
）
又
は
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
電
子
メ
ー
ル
広
告
受
託
事
業
者
」
を
加
え
、
「
一
年
以

内
の
期
間
を
限
り
、
当
該
業
務
提
供
誘
引
販
売
業
に
係
る
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
の
全
部
又

は
一
部
を
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
」
を
「
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
」
に
改
め
、

同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
五
十
七
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
、
命

令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
消
費
生
活
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄 

か
ら 

ま
で

を
削
り
、
同
欄 

中
「
第
五
十
八
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
五
十
八
条
の
十
三
」
に
改
め
、

「
購
入
業
者
」
の
下
に
「
（
購
入
業
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
）
」
を
加
え
、

「
一
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
訪
問
購
入
に
関
す
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
停
止
す
べ
き
こ

と
を
命
ず
る
」
を
「
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、

そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
五
十
八
条
の
十
三
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
者
に
対

し
、
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
消
費
生
活
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄 

を
削
り
、
同

表
防
犯
・
交
通
安
全
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

課 

一 

埼
玉
県
防
犯 

 

条
例
第
八
条
第
一 

１ 

条
例
第
八
条
第
四
項
（
同
条
第
六 

 

10 

14 

15 

15 
10 

16 

17 
17 

11 

12 

21 

20 

18 

21 

13 

14 

22 



 

 

                    

別
表
第
四
環
境
部
の
表
環
境
政
策
課
の
項
第
十
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
「
又
は
第
六
項
」

を
削
り
、
同
表
大
気
環
境
課
の
項
第
四
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
３
及
び
４
を
削
り
、
５
を
３

と
し
、
６
を
４
と
し
、
同
表
水
環
境
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
２
を
削
り
、
３
を

２
と
し
、
４
を
３
と
し
、
同
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
３
か
ら
６
ま
で
を
削
り
、
７
を

３
と
し
、
８
か
ら 

ま
で
を
削
り
、 

を
４
と
し
、 

を
５
と
し
、 

を
６
と
し
、
そ
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

７ 

法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
処
理
業
の
譲
渡
及
び
譲
受

を
承
認
す
る
こ
と
。 

 

８ 

法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
処
理
業
者
で
あ
る
法
人
の

合
併
又
は
分
割
を
承
認
す
る
こ
と
。 

 

９ 

法
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
処
理
業
の
相
続
を
承
認
す

る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
環
境
部
の
表
水
環
境
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、 

を 

 

と
し
、 

を 

と
し
、
同
項
第
九
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
２
及
び
３
を
削
り
、
４
を
２
と

し
、
５
か
ら
８
ま
で
を
３
か
ら
６
ま
で
と
し
、
同
表
産
業
廃
棄
物
指
導
課
の
項
第
一
号
部
長
専

 

全 安通交・犯防 

二 

埼
玉
県
犯
罪

被
害
者
等
支
援

条
例
（
平
成
三
十

年
埼
玉
県
条
例

第
十
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

 

の
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
（
平
成
十

六

年

埼

玉

県

条

例
第
三
十
六
号
。

以

下

こ

の

項

に

お
い
て
「
条
例
」

と
い
う
。
）
の
施

行

に

関

す

る

事

務 

 

埼
玉
県
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
第
九

条

の

規

定

に

基

づ

き
、
指
針
を
策
定
す

る
こ
と
。 

項

の

規

定

に

基

づ

き
、
推
進
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
。 

  

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
推
進
計

画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
県
民
及

び
事
業
者
か
ら
意
見
を
聴
く
こ
と
。 

２ 

条
例
第
八
条
第
五
項
（
同
条
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
推
進
計

画
を
公
表
す
る
こ
と
。 

３ 

条
例
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
二

条
第
二
項
及
び
第
十
九
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
指
針
を
策
定
す
る

こ
と
。 

 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

10 

12 

17 

11 



 

 

決
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、 

を 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
十
九
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第

十
九
条
の
十
一
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
そ
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 
法
第
十
九
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
法
第
十
九
条
の
十
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
に

従
つ
て
産
業
廃
棄
物
を
保
管
す
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
。 

 

別
表
第
四
環
境
部
の
表
産
業
廃
棄
物
指
導
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄 

を
同
欄 

 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
十
九
条
の
六
」
を
「
第
十
九
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同

欄 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
十
九
条
の
五
」
を
「
第
十
九
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄 

 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
（
第
二
号
か

ら
第
四
号
ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
又
は
処
分
を

業
と
す
る
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
支
障
の
除
去
等
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
環
境
部
の
表
産
業
廃
棄
物
指
導
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と

し
、 

を 

と
し
、 

を 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
九
条
の
六
」
を
「
第
九
条
の
六
第
一
項
」

に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
九
条
の
五
」
を
「
第
九
条
の
五
第
一
項
」

に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄
中
１
か
ら 

ま
で
を
４
か
ら 

ま
で
と
し
、
同
欄
に

１
か
ら
３
ま
で
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

１ 

法
第
十
二
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
二
以
上
の
事
業
者
に
よ
る
産
業
廃
棄
物

の
処
理
に
係
る
特
例
の
認
定
を
す
る
こ
と
。 

 

２ 

法
第
十
二
条
の
七
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
二
以
上
の
事
業
者
に
よ
る
産
業
廃
棄
物

の
処
理
に
係
る
特
例
の
認
定
に
係
る
事
項
の
変
更
の
認
定
を
す
る
こ
と
。 

 

３ 

法
第
十
二
条
の
七
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
二
以
上
の
事
業
者
に
よ
る
産
業
廃
棄
物

の
処
理
に
係
る
特
例
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
。 

 

別
表
第
四
環
境
部
の
表
資
源
循
環
推
進
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
５
中
「
第
九
条

の
二
の
二
」
を
「
第
九
条
の
二
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
７
中
「
第
九
条
の

五
」
を
「
第
九
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
８
中
「
第
九
条
の
六
」
を
「
第
九
条
の
六
第

一
項
」
に
改
め
、
同
欄 

中
「
第
十
九
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
の
十
一
第
一
項
」
に

改
め
、
同
表
み
ど
り
自
然
課
の
項
第
五
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
１
中
「
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、

同
項
第
七
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
３
か
ら
５
ま
で
を
削
る
。 

 

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
高
齢
者
福
祉
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
第
二
十
九

条
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
十
三
項
」
に
、
「
採
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
、
同
欄
に
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次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

４ 

法
第
二
十
九
条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
に
対
し
て
、

そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
高
齢
者
福
祉
課
の
項
第
四
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
８
及
び
９
を
削

り
、 

を
８
と
し
、 

か
ら 

ま
で
を
９
か
ら 

ま
で
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
百
十
四
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
対
し
、
期
間
を
定

め
て
、
そ
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
禁
止
し
、
又
は
期
限
を

定
め
て
、
修
繕
若
し
く
は
改
築
を
命
ず
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
百
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
対
し
、
期

限
を
定
め
て
、
管
理
者
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
高
齢
者
福
祉
課
の
項
第
四
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、 

 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、 
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
百
十
四
条
の
五
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者

に
対
し
、
命
令
し
、
及
び
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
百
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
医
療
院
の
許
可
を
取
り
消
し
、

又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
許
可
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
障
害
者
支
援
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
二
十
一

条
の
五
の
二
十
二
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中

「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
第
一
項
」
に
改
め
、

同
欄
３
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
三
項
」

に
改
め
、
同
欄
中 

を 

と
し
、
８
か
ら 

ま
で
を
９
か
ら 

ま
で
と
し
、
７
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。 

 

８ 

法
第
三
十
三
条
の
十
八
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
又

は
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
の
全
部

若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
障
害
者
支
援
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
８
を
９
と
し
、

７
を
８
と
し
、
６
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

７ 

法
第
七
十
六
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
又
は
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期

間
を
定
め
て
そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
福
祉
監
査
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
４
及
び
５
を
削

り
、
６
を
４
と
し
、
７
か
ら
９
ま
で
を
５
か
ら
７
ま
で
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

８ 

法
第
百
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
対
し
、
期

限
を
定
め
て
、
同
項
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。 
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９ 

法
第
百
十
四
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
限
内
に
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
旨

を
公
表
す
る
こ
と
。 

 
別
表
第
四
福
祉
部
の
表
福
祉
監
査
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
二
十
一
条

の
五
の
二
十
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第

二
十
一
条
の
五
の
二
十
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同

欄
３
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
一
項
」

に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十

八
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
こ
ど
も
安
全
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

                  

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
保
健
医
療
政
策
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
九

条
第
五
項
」
を
「
第
九
条
第
七
項
」
に
改
め
、
「
関
係
市
町
村
」
の
下
に
「
及
び
保
険
者
協
議

会
」
を
加
え
、
同
表
国
保
医
療
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
５
を
６
と
し
、
１
か
ら

４
ま
で
を
２
か
ら
５
ま
で
と
し
、
同
欄
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

１ 

法
第
八
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針

を
定
め
、
又
は
変
更
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
国
保
医
療
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と

し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、
９
を 

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
八
十
二
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針

四 

民
間
あ
っ
せ
ん

機
関
に
よ
る
養
子

縁
組
の
あ
っ
せ
ん

に
係
る
児
童
の
保

護
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
八

年

法

律

第

百

十

号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施

行
に
関
す
る
事
務 

 

 

１ 

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
養
子
縁
組
あ
つ
せ
ん
事
業
を
許

可
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

民
間
あ
つ
せ
ん
機
関
に
対
し
、
業
務

の
運
営
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
。 

３ 

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
養
子
縁
組
あ
つ
せ
ん
事
業
の

許
可
を
取
り
消
す
こ
と
。 

４ 

法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
民
間
あ
つ
せ
ん
機
関
に
対
し
、

期
間
を
定
め
て
養
子
縁
組
あ
つ
せ
ん

事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命

ず
る
こ
と
。 
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を
定
め
、
又
は
変
更
す
る
に
当
た
り
、
市
町
村
の
意
見
を
聴
く
こ
と
。 

 
 

 

法
第
八
十
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
標
準
保
険
税
率

及
び
県
標
準
保
険
税
率
を
算
定
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
国
保
医
療
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
８
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。 

 

９ 

法
第
七
十
五
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
徴

収
に
係
る
当
該
金
額
を
算
定
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
国
保
医
療
課
の
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、

同
表
医
療
整
備
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
５
中
「
第
七
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
七

条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
表
疾
病
対
策
課
の
項
第
三
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
１
中
「
第
十

一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第

十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

                      

六 

が
ん
登
録
等
の

推
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
百
十
一

号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施

行
に
関
す
る
事
務 

 

 
１ 

法
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
診
療
所
の
指
定
を
取
り
消

す
こ
と
。 

２ 

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
病
院
の
管
理
者
に
対
し
、
期
限

を
定
め
て
届
出
対
象
情
報
の
届
出
を

す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
旨
を
公

表
す
る
こ
と
。 

４ 

法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
都
道
府
県
が
ん
情
報
の
提

供
を
受
け
た
者
（
市
町
村
長
を
除
く
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

対
し
、
違
反
行
為
の
中
止
そ
の
他
違

反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
と
る
べ
き
旨
を
勧
告
す
る
こ
と
。 

５ 

法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
都
道
府
県
が
ん
情
報
の
提

供
を
受
け
た
者
に
対
し
、
勧
告
に
係 
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別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
企
業
立
地
課
の
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   

八 

自
殺
対
策
基
本

法
（
平
成
十
八
年

法

律

第

八

十

五

号
）
の
施
行
に
関

す
る
事
務 

七 

ア
ル
コ
ー
ル
健

康
障
害
対
策
基
本

法
（
平
成
二
十
五

年

法

律

第

百

九

号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施

行
に
関
す
る
事
務 

 

 

自
殺
対
策
基
本
法
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
都
道
府
県
自

殺
対
策
計
画
を
定
め
る

こ
と
。 

１ 

法
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、

都
道
府
県
ア
ル
コ
ー

ル
健
康
障
害
対
策
推

進
計
画
を
定
め
る
こ

と
。 

２ 

法
第
十
四
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、

都
道
府
県
ア
ル
コ
ー

ル
健
康
障
害
対
策
推

進
計
画
を
変
更
す
る

こ
と
。 

 

   

る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
。 

６ 

法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
都
道
府
県
が
ん
情
報
の
提

供
を
受
け
た
者
又
は
当
該
提
供
を
受

け
た
者
か
ら
こ
れ
ら
の
情
報
の
取
扱

い
に
関
す
る
事
務
若
し
く
は
業
務
の

委
託
を
受
け
た
者
に
対
し
、
違
反
行

為
の
中
止
そ
の
他
違
反
を
是
正
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

一 

地
域
経
済
牽
引

事
業
の
促
進
に
よ 

 

１ 

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に 

 



 

 

             

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
金
融
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
二
十
四
条

の
六
の
三
」
を
「
第
二
十
四
条
の
六
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
観
光
課
の
項
第
一
号
部
長

専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

３ 

法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
を
営
も
う
と
す
る
者
の
登

録
を
拒
否
し
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
す
る
こ
と
。 

 

４ 

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
に
対
し
、
業
務

の
停
止
を
命
じ
、
又
は
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
。 

 

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
観
光
課
の
項
第
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
二
百
十
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
号
部

長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

        

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
観
光
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
八
条
」
を

「
第
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

   

 

る
地
域
の
成
長
発

展
の
基
盤
強
化
に

関
す
る
法
律
（
平

成
十
九
年
法
律
第

四
十
号
。
以
下
こ

の

項

に

お

い

て

「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す
る

事
務 

 
 

 

関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）

を
作
成
し
、
主
務
大
臣
に
協
議
し
、

そ
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
。 

２ 

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
基
本
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て
主
務
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の

同
意
を
得
る
こ
と
。 

３ 

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
協
議

会
を
組
織
す
る
こ
と
。 

 

１ 

法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
を
拒
否
し
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
す

る
こ
と
。 

２ 

法
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録

を
取
り
消
す
こ
と
。 

３ 

法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
を
取
り
消
し
、

又
は
期
間
を
定
め
て
全
国
通
訳
案
内
士
の
名
称
の
使
用
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

四 

住
宅
宿
泊
事
業

法
（
平
成
二
十
九  

 

住
宅
宿
泊
事
業
法
第
六
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
宿
泊
事
業 

 



 

 

     

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
勤
労
者
福
祉
課
の
項
機
関
名
の
欄
中 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。 

                            

 

年
法
律
第
六
十
五

号
）
の
施
行
に
関

す
る
事
務 

 

等
関
係
行
政
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長
か
ら

協
議
を
受
け
る
こ
と
。 

 

「
勤

労
者

福
祉
課

」
 

用
労

働
課

 

「
雇

 

八 

雇

用

対

策

法

（
昭
和
四
十
一
年

法
律
第
百
三
十
二 

七 

青
少
年
の
雇
用

の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四

十
五
年
法
律
第
九

十
八
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

六 

職

業

安

定

法

（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
四
十
一

号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施

行
に
関
す
る
事
務 

五 

障
害
者
の
雇
用

の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
（
以
下
こ

の

項

に

お

い

て

「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す
る

事
務 

 

    

 

雇
用
対
策
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
労
働
者
の
職
業
の
安

定
に
関
し
必
要
な
措
置
の
実
施
を
要
請 

 

青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
第
八
条
第
四
項
（
同
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
に
意

見
を
述
べ
る
こ
と
。 

１ 

法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を

行
う
旨
を
通
知
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
二
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基

づ
き
、
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
廃

止
し
た
旨
を
通
知
す
る
こ
と
。 

１ 

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
を
指
定
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

に
対
し
、
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す

る
こ
と
。 

３ 
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。 

 



 

 

    

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
就
業
支
援
課
の
項
を
削
る
。 

 

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
四
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
農
村
地
域
工
業
等

導
入
促
進
法
」
を
「
農
村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
号

部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
工
業
等
」
を
「
産
業
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
削
り
、
同
欄
３
中
「
第

五
条
第
九
項
」
を
「
第
五
条
第
六
項
」
に
、
「
工
業
等
」
を
「
産
業
」
に
改
め
、
同
欄
３
を
同

欄
２
と
し
、
同
項
第
十
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
七
条
の
二
十
七
第
四
項
」
を
「
第

十
七
条
の
二
十
六
第
四
項
」
に
改
め
、
同
表
農
産
物
安
全
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄

２
中
「
又
は
第
五
項
」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
農
林
物
資
の
規
格
化
等

に
関
す
る
法
律
」
を
「
日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の

欄
１
中
「
第
十
九
条
の
十
四
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
製
造
業
者
等
」
を

「
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
十
九
条
の
十
四
第
三
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
三
項
」

に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
十
九
条
の
十
四
の
二
」
を
「
第
六
十
二
条
」
に
、
「
第
十
九
条
の
十

四
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
畜
産
安
全
課
の
項
第
八
号
事
務
の
種

類
の
欄
中
「
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
十
二
号
」

を
「
畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
」
に
改
め
、
同

号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
生
乳
生
産

者
団
体
」
を
「
指
定
事
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
十
条
第
一
項
及
び
」
を
「
第
二
十
条

第
一
項
又
は
」
に
、
「
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
」
を
「
指
定
事
業
者
」
に
改
め
、
同
表
農
業
支

援
課
の
項
第
八
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
農
業
災
害
補
償
法
」
を
「
農
業
保
険
法
」
に
改
め
、

「
及
び
農
業
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
）
」
を
削
り
、
同

号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第

二
十
九
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
四
十
六
条
第
二
項
」

を
「
第
六
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
六
十
七
条

第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
二
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
欄
６
中
「
第
八
十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
百
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
７
中

「
第
八
十
五
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
百
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
８
及
び
９
を
削
り
、

同
欄 

中
「
第
百
四
十
二
条
の
四
」
を
「
第
二
百
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
「
農
業
共
済
組
合
」

の
下
に
「
又
は
受
託
者
」
を
加
え
、
同
欄 

を
同
欄
８
と
し
、
同
欄 

中
「
第
百
四
十
二
条
の

五
」
を
「
第
二
百
十
条
」
に
改
め
、
「
農
業
共
済
組
合
」
の
下
に
「
又
は
受
託
者
に
業
務
を
委

託
し
た
農
業
共
済
組
合
」
を
加
え
、
同
欄 

を
同
欄
９
と
し
、
同
欄 

中
「
第
百
四
十
二
条
の

六
第
一
項
」
を
「
第
二
百
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

中
「
第

 

号
）
の
施
行
に
関

す
る
事
務 

 

す
る
こ
と
。 

 

10 

11 12 

11 

10 

13 

12 

10 



 

 

百
四
十
二
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
二
百
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、

同
欄 

中
「
第
百
四
十
二
条
の
七
」
を
「
第
二
百
十
三
条
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、

同
欄 

中
「
第
百
五
十
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
附
則
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に

改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
七
十
四
号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
前
の
農
業
災
害
補
償
法
第
八
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
共
済
掛
金
等
の
滞
納
に
つ
い
て
、
地
方
税
の
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り
こ
れ
を

処
分
す
る
こ
と
を
認
可
す
る
こ
と
。 

 
 

 

改
正
法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
改
正
前
の

農
業
災
害
補
償
法
第
百
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
共
済
関
係
を
成
立
さ
せ
な

い
こ
と
を
相
当
と
す
る
事
由
の
存
す
る
旨
の
認
定
を
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
支
援
課
の
項
第
八
号
部
長
専
決
事
項
の
欄 

中
「
農
業
災
害
補

償
法
施
行
令
」
を
「
改
正
法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
改
正
前
の
農
業
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
）
」
に
改
め
、

同
表
生
産
振
興
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
又
は
第
二
条
の
四
」
を
削
り
、
同

表
農
村
整
備
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
７
中
「
（
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
欄 

中
「
同
条
の
二
第
五
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
、
「
第

八
十
七
条
第
七
項
」
を
「
第
八
十
七
条
第
八
項
」
に
、
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、

「
決
定
」
を
「
裁
決
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
建
設
管
理
課
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

             

課策政備整土県 

一 

道
路
法
（
昭
和

二

十

七

年

法

律

第
百
八
十
号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い

て「
法
」
と
い
う
。
）

の

施

行

に

関

す

る
事
務 

１ 

法
第
五
十
条
第

五
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
国
道
の
管

理
に
関
す
る
費
用

の
負
担
に
つ
い
て

国
土
交
通
大
臣
に

意
見
を
述
べ
る
こ

と
。 

２ 

法
第
五
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
受
益
市

町
村
に
対
し
、
道 
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三 

地
方
道
路
公

社
法
（
昭
和
四
十

五

年

法

律

第

八

十
二
号
。
以
下
こ

の
項

に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）

及

び

地

方

道

路

公

社

法

施

行

規 

二 

道
路
整
備
特

別
措
置
法
（
昭
和

三

十

一

年

法

律

第
七
号
。
以
下
こ

の

項

に

お

い

て

「
法
」
と
い
う
。
）

の

施

行

に

関

す

る
事
務 

 
 

１ 

法
第
四
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
道

路
公
社
に
出
資
す

る
こ
と
。 

２ 

法
第
五
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ

き
、
設
立
団
体
た

る
地
方
公
共
団
体 

１ 

法
第
三
条
第
三

項
（
同
条
第
七
項

に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、

会
社
の
高
速
道
路

の
新
設
等
に
つ
い

て
協
議
し
、
又
は

同
意
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
地
方
道
路

公
社
の
有
料
道
路

の
新
設
等
に
つ
い

て
同
意
す
る
こ
と
。 

 

路
の
管
理
に
関
す

る
費
用
の
一
部
を

負
担
さ
せ
る
こ
と
。 

１ 

法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
道
路
の
整
備
に
関
す
る
基
本
計

画
の
変
更
に
つ
い
て
同
意
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
定
款
の
変
更
に
係
る
国
土
交
通

大
臣
へ
の
認
可
の
申
請
に
つ
い
て
同

意
す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ 

１ 

法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
法
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
た
道
路
の
工
事
方
法
の
変
更
そ

の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と

を
命
ず
る
こ
と
。 

２ 

法
第
二
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
工
事
方
法
の
変
更
そ
の
他

必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
旨
の
勧
告

を
す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
二
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
検
査
結
果
等
を
国
土
交
通

大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
。 

４ 

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
兼
用
工
作
物
の
管
理
費
用

に
関
す
る
分
担
金
額
及
び
分
担
方
法

に
つ
い
て
、
会
社
等
又
は
機
構
と
協

議
す
る
こ
と
。 

５ 

法
第
三
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
兼
用
工
作
物

の
費
用
の
分
担
に
つ
い
て
、
国
土
交

通
大
臣
等
に
裁
定
を
申
請
し
、
又
は

意
見
を
述
べ
る
こ
と
。 

 

 



 

 

                                  

 
 

則
（
昭
和
四
十
五

年

建

設

省

令

第

二
十
一
号
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て

「
施
行
規
則
」
と

い
う
。
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

 

の
変
更
に
つ
い
て
、

道
路
公
社
と
共
同

し
て
国
土
交
通
大

臣
に
認
可
の
申
請

を
す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
理
事
長
及

び
監
事
を
任
命
す

る
こ
と
。 

４ 

法
第
十
六
条
の

規
定
に
基
づ
き
、

役
員
を
解
任
す
る

こ
と
。 

 

き
、
道
路
の
整
備
に
関
す
る
基
本
計

画
の
変
更
に
係
る
定
款
の
変
更
に
つ

い
て
、
道
路
公
社
と
共
同
し
て
国
土

交
通
大
臣
に
認
可
の
申
請
を
す
る
こ

と
。 

４ 

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
副
理
事
長
及
び
理
事
の
任
命

に
つ
い
て
認
可
す
る
こ
と
。 

５ 

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
業
務
の
認
可
を
す
る
こ
と
。 

６ 

法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
業
務
方
法
書
の
変
更
に
つ

い
て
同
意
す
る
こ
と
。 

７ 
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
並

び
に
そ
の
変
更
を
承
認
す
る
こ
と
。 

８ 

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

道
路
公
社
の
債
務
に
つ
い
て
保
証
契

約
を
す
る
こ
と
。 

９ 

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

役
員
及
び
職
員
に
対
す
る
給
与
等
の

支
給
基
準
に
つ
い
て
承
認
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
報
告
を
さ
せ
、
又
は
職
員

に
立
入
検
査
を
さ
せ
る
こ
と
。 

 
 

法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を

す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
道
路
公
社
が
国
土
交
通
大
臣

に
提
出
す
る
申
請
書
そ
の
他
の
書
類

に
意
見
を
付
す
る
こ
と
。 

 
 

施
行
規
則
第
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
予
算
の
流
用
又
は
予 

 

12 11 10 13 



 

 

     

 

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
道
路
政
策
課
の
項
を
削
り
、
同
表
道
路
環
境
課
の
項
第
六
号
知

事
決
裁
事
項
の
欄
２
中
「
第
七
十
六
条
の
七
」
を
「
第
七
十
六
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同

表
河
川
砂
防
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
５
を
６
と
し
、
４
を
５
と
し
、
３
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

４ 

法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
河
川
工
事
の
代
行
に
つ
い
て
、
国

土
交
通
大
臣
に
要
請
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
河
川
砂
防
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
三
条

の
三
」
を
「
第
三
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
中 

を 

と
し
、
９
か
ら 

ま
で
を 

か

ら 

ま
で
と
し
、
８
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

９ 

法
第
十
五
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
を

組
織
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
水
辺
再
生
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
５
を
６
と

し
、
４
を
５
と
し
、
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

４ 

法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
河
川
工
事
の
代
行
に
つ
い
て
、
国

土
交
通
大
臣
に
要
請
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
水
辺
再
生
課
の
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三

号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

            

 
 

 
 

 

 

 

備
費
の
使
用
を
承
認
す
る
こ
と
。 

 
 

施
行
規
則
第
十
四
条
た
だ
し
書
の

規
定
に
基
づ
き
、
予
算
の
繰
越
を
承

認
す
る
こ
と
。 

 

二 

独
立
行
政
法
人

水

資

源

機

構

法

（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
法
」
と

い
う
。
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

１ 

法
第
十
九
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
特
定
河
川
工
事

の
代
行
に
つ
い
て
、
独

立
行
政
法
人
水
資
源

機
構
に
要
請
す
る
こ

と
。 

２ 

法
第
十
九
条
の
四

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
独
立
行
政
法
人

水
資
源
機
構
が
行
う  

 

14 

13 

12 

12 

11 

10 



 

 

     

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。 

                  

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
建
築
安
全
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
４
中
「
又
は
第

十
三
項
た
だ
し
書
」
を
「
、
第
十
三
項
た
だ
し
書
又
は
第
十
四
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
号

部
長
専
決
事
項
の
欄 

中
「
又
は
第
十
三
項
た
だ
し
書
」
を
「
、
第
十
三
項
た
だ
し
書
又
は
第

十
四
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
及
び
２
中
「
及
び
」
を
「
又

は
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
当
該
許
可
」
を
「
許
可
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
及
び
」
を
「
又

は
」
に
改
め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

５ 

法
第
五
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事

業
者
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
。 

 

６ 

法
第
五
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事

業
者
に
対
し
、
業
務
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

７ 

法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
の
登
録
を
取
り

 
 

 

特
定
河
川
工
事
の
廃

止
に
つ
い
て
同
意
す

る
こ
と
。 

 

 

１ 

法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
設
置
又
は
管
理
の
期
間
を
定
め

る
こ
と
。 

２ 

法
第
五
条
の
二
第
一
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
識
経
験
者
の

意
見
を
聴
き
、
公
募
設
置
等
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
、
及
び
こ
れ
を
公
示

す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
五
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
募
設
置
等
計
画
を
審
査
及
び
評
価
し
、
学
識

経
験
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
設
置
等
予
定
者
を
選
定
し
、
そ
の
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す

る
こ
と
。 

４ 

法
第
五
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
募
対
象
公
園
施
設
の
場
所
を
指
定
し
、
公
募

設
置
等
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
し
、
認
定
日
等
を
公
示
す
る
こ
と
。 

５ 

法
第
五
条
の
六
第
二
項
及
び
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
募
設
置
等
計
画
の
変
更
を
認
定
し
、
認
定
日
等
を
公
示
す
る

こ
と
。 

６ 

法
第
五
条
の
八
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
計
画
提
出
者
の
地
位
の
承
継
を
承
認
す
る

こ
と
。 

７ 

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
。 
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消
す
こ
と
。 

 

８ 

法
第
五
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
規
模
不
動
産
特
定
共
同
事

業
者
に
対
し
、
業
務
管
理
者
の
解
任
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

９ 
法
第
六
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
格
特
例
投
資
家
限
定
事
業
者
に
対
し
、

必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
六
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
格
特
例
投
資
家
限
定
事
業
者
に
対
し
、

業
務
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
住
宅
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
第
十
二
条
」

を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

                         

十
一 

住
宅
確
保
要

配
慮
者
に
対
す
る

賃
貸
住
宅
の
供
給

の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
九

年
法
律
第
百
十
二

号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施

行
に
関
す
る
事
務  

法
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
確

保
要
配
慮
者
に
対
す
る

賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促

進
に
関
す
る
計
画
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
県
賃

貸
住
宅
供
給
促
進
計
画
」

と
い
う
。
）
を
作
成
し
、

又
は
変
更
す
る
こ
と
。 

１ 

法
第
五
条
第
五
項
（
同
条
第
十
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
県
賃
貸
住
宅
供

給
促
進
計
画
に
記
載
す
る
公
社
に
よ

る
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
当
該
公
社
の
同
意
を
得
る
こ

と
。 

２ 

法
第
五
条
第
八
項
（
同
条
第
十
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
県
賃
貸
住
宅
供

給
促
進
計
画
に
つ
い
て
、
市
町
村
に

協
議
す
る
こ
と
並
び
に
住
宅
確
保
要

配
慮
者
居
住
支
援
協
議
会
及
び
地
域

住
宅
協
議
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
。 

３ 

法
第
五
条
第
九
項
（
同
条
第
十
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
県
賃
貸
住
宅
供

給
促
進
計
画
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、

国
土
交
通
大
臣
及
び
市
町
村
に
そ
の

写
し
を
送
付
す
る
こ
と
。 

４ 

法
第
二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
事
業
の

登
録
を
取
り
消
す
こ
と
。 

５ 

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に 
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                               第
二
条 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
１
中
「
開
設
者
」

を
「
そ
の
開
設
者
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄 

中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十

 
 

 
 

基
づ
き
、
指
定
登
録
機
関
を
指
定
す

る
こ
と
。 

６ 

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

指
定
登
録
機
関
に
対
し
、
監
督
上
必

要
な
命
令
を
す
る
こ
と
。 

７ 

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
事
務
の
休
止
又
は
廃

止
を
許
可
す
る
こ
と
。 

８ 

法
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
登
録
機

関
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
登
録

事
務
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。 

９ 

法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
債
務
保
証
業
務
の
う
ち
債

務
の
保
証
の
決
定
以
外
の
業
務
の
全

部
又
は
一
部
を
金
融
機
関
等
に
委
託

す
る
こ
と
を
認
可
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
債
務
保
証
業
務
規
程
を
認

可
し
、
又
は
当
該
規
程
の
変
更
を
認

可
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
四
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
債
務
保
証
業
務
規
程
を
変

更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。 

 
 

法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
支
援
法
人
に
対
し
、
監
督
上
必

要
な
命
令
を
す
る
こ
と
。 

 
 

法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
支
援
法
人
の
指
定
を
取
り
消

す
こ
と
。 
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四
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

第
三
条 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
観
光
課
の
項
第
四
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
平
成
二
十
九
年
法

律
第
六
十
五
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
号
部

長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

         
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

第
二
条
の
規
定 

医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）

の
施
行
の
日 

二 

第
三
条
の
規
定 

平
成
三
十
年
六
月
十
五
日 

１ 

法
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
の
全
部
又

は
一
部
の
停
止
若
し
く
は
住
宅
宿
泊
事
業
の
廃
止
を
命
じ
、
及
び
そ
の
旨
を
通
知
す
る

こ
と
。 

２ 

法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
同
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
処
分
を
す
べ
き
旨
を
要
請
す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
を
処

理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
保
健
所
設
置
市
等
の
長
か
ら
協
議
を
受
け
る
こ
と
。 

 



規

則 

 

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

第
一
条 

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規

則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
主
任
工
事
検
査
員
」
の
下
に
「
、
主
任
研
究
員
」
を
加
え
る
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
中
第

四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
東
部
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、

西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

所
長
及
び
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
二
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
五
条
第
一
項
」

を
「
第
五
条
」
に
、
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、
「
登
録
す
る
」
を
「
登
録
し
、
そ
の
旨
を
申

請
者
に
通
知
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
」
に
、
「
更
新
を

す
る
」
を
「
更
新
の
登
録
を
し
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第

五
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
」
に
、
「
変
更
登
録
を
す
る
」
を
「
変
更
登
録
を
し
、
そ
の
旨
を

申
請
者
に
通
知
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
旅
行
業
者
等
」
を
「
旅
行
業
者
又
は
旅
行
業
者

代
理
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
７
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」

に
、
「
旅
行
業
者
等
」
を
「
旅
行
業
者
又
は
旅
行
業
者
代
理
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
８
中
「
旅

行
業
者
等
」
を
「
旅
行
業
者
又
は
旅
行
業
者
代
理
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
９
中
「
及
び
」
を
「
又

は
」
に
、
「
旅
行
業
者
等
」
を
「
旅
行
業
又
は
旅
行
業
者
代
理
業
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
二
十
六
条
第
五
項
」
を
「
第
七
十
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄 

を

同
欄 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
七
十
条
第
三
項
」
に
、
「
旅
行
業

者
等
」
を
「
旅
行
業
者
、
旅
行
業
者
代
理
業
者
又
は
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
」
に
改
め
、
同

欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
第
一
項
」
に
、
「
旅

行
業
者
等
」
を
「
旅
行
業
者
、
旅
行
業
者
代
理
業
者
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
又
は
法
第
六

十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
団
体
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
登
録
簿
に
登
録
し
、
そ

の
旨
を
申
請
者
に
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
の
登
録
事
項
の
変
更
の

14 

13 

13 

12 

19 

20 
12 

11 

11 12 

18 

11 

17 

10 



届
出
を
受
理
し
、
登
録
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
の
事
業
の
廃
止
等
の
届

出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

 
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
に
対
し
業
務
の
改
善
を

命
ず
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
の
登
録
を
抹
消
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
者
登
録
簿
を
公
衆
の
閲
覧

に
供
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
中 

を 
 

と
し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 
ま
で
と
し
、
同
欄 

中
「
特
定
粉
じ
ん
排
出
者
」
の
下
に

「
、
水
銀
排
出
施
設
設
置
者
」
を
加
え
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
銀
排
出
施
設
の
設
置
の
届
出
を

受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
経
過
措
置
に
よ
る
水
銀
排
出
施
設

の
使
用
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
十
八
条
の
二
十
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
銀
排
出
施
設
の
構
造
等
の
変
更

の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
十
八
条
の
三
十
一
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
水
銀
排
出
施
設
の
設
置
又
は
構
造
等
の
変
更
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
法
第
十
八

条
の
二
十
七
に
規
定
す
る
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
十
八
条
の
三
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

水
銀
排
出
施
設
に
係
る
届
出
事
項
の
変
更
又
は
使
用
の
廃
止
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
十
八
条
の
三
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
水
銀
排
出
施
設
に
係
る
届
出
を
し
た
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。 

 
 

 

施
行
規
則
第
十
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
銀
排
出
施
設
の
設
置
等
の
届
出
に
係
る

受
理
書
を
交
付
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
一
号
専
決
事
項
の
欄
中 

を 
 

と
し
、 

を 

と
し
、 

を 

と
し
、 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
十
八
条
の
二
十
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
銀
排
出
施
設
の
設
置
又
は
構
造
等
の
変

更
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
水
銀
排
出
施
設
の
構
造
等
に
関
す
る
計
画
の
変
更
又
は
水

銀
排
出
施
設
の
設
置
に
関
す
る
計
画
の
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
。 
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法
第
十
八
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
銀
排
出
者
に
対
し
、
水
銀
排
出

施
設
の
構
造
等
の
改
善
又
は
水
銀
排
出
施
設
の
使
用
の
一
時
停
止
等
を
勧
告
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
十
八
条
の
二
十
九
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
者
に
対
し
、
同

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
委
任
事
務
の
欄
中 

を 
 

と
し
、
７
か
ら 
ま
で
を
８
か
ら 

ま
で
と
し
、
同
欄
６
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条

第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
６
を
同
欄
７
と
し
、
同
欄
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

６ 

法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
の
状
況
の
調
査
結
果
の
提
出
を
受
理
す
る

こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第

四
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
委
任
事
務
の
欄
中 

を 

と
し
、 

 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、 
を 

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

施
行
令
第
十
六
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
に
係
る
事
業
の
廃
止
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

 

施
行
規
則
第
五
条
の
五
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
熱
回
収
に
関
す
る
報
告
書

を
受
理
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
八
号
委
任
事
務
の
欄
中 

を 
 

と
し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
有
害
使
用
済
機
器
保
管
等
業
の
届
出
及

び
当
該
届
出
事
項
の
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
又
は
処
分
を
業
と
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ

と
。 

 
 

 

法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

職
員
に
事
業
場
等
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
試
験
の

用
に
供
す
る
の
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
有
害
使
用
済
機
器
等
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ

と
（
本
庁
に
お
い
て
当
該
事
務
を
所
掌
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。 

 
 

 

法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、

有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
及
び
処
分
の
基
準
に
適
合
し
な
い
有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
又

は
処
分
を
行
つ
た
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
又
は
処

分
の
方
法
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
八
号
専
決
事
項
の
欄
中 

を 
 

と
し
、 

を 

と
し
、 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

施
行
令
第
五
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
熱
回
収
を
行
わ
な
く
な
つ
た
と
き
、
又
は
熱
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回
収
施
設
の
廃
止
、
休
止
、
再
開
若
し
く
は
設
備
の
変
更
を
し
た
と
き
の
届
出
を
受
理
す

る
こ
と
。 

 
別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
三
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
、
第
十

四
条
の
二
及
び
第
十
四
条
の
三
」
を
「
か
ら
第
十
四
条
の
三
ま
で
」
に
改
め
、
「
川
口
市
、
」

を
削
り
、
同
項
第
八
号
専
決
事
項
の
欄
１
、
８
、 

及
び 

中
「
川
口
市
、
」
を
削
り
、
同
項

第
九
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
川
口
市
、
」
を
削
り
、
「 

」
を
「 

」
に
改
め
、
同
欄
中 

及

び 

を
削
り
、 

を 
と
し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
医
療
院
の
開
設
を
許
可
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
百
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
医
療
院
の
変
更
許
可
を
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
九
号
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と

し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
百
七
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
関
係
市
町
村
長
に
対
し
通
知
し
、
意
見
を
求

め
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
百
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
医
療
院
の
許
可
の
更
新
を
行
う
こ
と
。 

 
 

 

法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
医
療
院
の
管
理
者
と
な
る
医
師
の
承
認

を
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
百
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
師
以
外
の
者
に
介
護
医
療
院
を
管
理
さ
せ

る
こ
と
の
承
認
を
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
の
住
所
等
の
変
更
等
の
届

出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
中 

を
削
り
、 
を 

 

と
し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、
同
表
川
口
保
健
所
長
、
春
日
部
保
健
所
長
、

狭
山
保
健
所
長
及
び
熊
谷
保
健
所
長
の
項
地
域
機
関
の
長
の
欄
中
「 

 
 

 
 

 

」
を

「 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
表
病
害
虫
防
除
所
長
の
項
第
一
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
八
十
二
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
」
を

加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

       

１ 

法
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
販
売
者
か
ら
の
届
出
を
受
理
す

る
こ
と
。 

２ 

法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
薬
使
用
者
、
販
売
者
又
は

水
質
汚
濁
性
農
薬
の
使
用
者
に
対
し
、
報
告
を
命
じ
、
又
は
職
員
に
検
査
の
た
め
必
要

な
数
量
の
農
薬
等
を
集
取
さ
せ
、
若
し
く
は
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、
農
薬
の
販
売

若
し
く
は
使
用
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ 

 

 
川

口
保

健
所
長

 
 

 
南

部
保

健
所
長
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別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
一
号
専
決
事
項
の
欄
７
中
「
基

づ
き
」
の
下
に
「
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

四
十
三
条
第
一
項
の
都
道
府
県
機
構
の
意
見
を
聴
い
て
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
専
決
事
項
の

欄
３
中
「
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
」
を
削
り
、
同
項
第
十
二
号
事
務
の
種
類
の

欄
中
「
農
林
物
資
の
規
格
化
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
」
に

改
め
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
二
十
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
五
条
第
四
項
」
に
、
「
製

造
業
者
等
」
を
「
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
七

十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
二
項
」

に
改
め
、
同
項
中
第
十
五
号
を
削
り
、
第
十
六
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
七
号
を
第
十
六
号

と
し
、
同
項
第
十
八
号
専
決
事
項
の
欄 

中
「
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
百
十
三
条

の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
中
第
十
九
号
を
第
十
八
号
と
し
、

第
二
十
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
二
十
四
号
専
決
事
項
の
欄

中
「
第
十
七
条
の
二
十
七
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
十
六
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
二
十
三
号
と
し
、
同
項
第
二
十
五
号
を
同
項
第
二
十
四
号
と
し
、
同
表
農
林
振
興
セ
ン
タ

ー
所
長
（
さ
い
た
ま
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
及
び
本
庄
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
を
除
く
。
）
の
項
第
一
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
埼
玉
県
営
土
地
改
良

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
」
を
「
埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
及
び
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例
」

に
改
め
、
同
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、

同
欄
４
を
削
り
、
同
欄
５
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
を

同
欄
４
と
し
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

５ 

条
例
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
徴

収
す
る
特
別
徴
収
金
の
額
そ
の
他
当
該
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
関
し
必
要
な
事
項
を
通
知

す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
（
さ
い
た
ま
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、

川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
及
び
本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
を
除
く
。
）
の
項
第
二
号

委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

欄
２
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
七
項
又
は
第
八
十
八
条
第
六

項
若
し
く
は
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、 

か
ら 

ま
で
を 

 

か
ら 

ま
で
と
し
、
同
欄 

中
「
第
百
十
三
条
の
三
」
を
「
第
百
十
三
条
の
四
」
に
改
め
、

同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

中
「
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
百
十
三
条
の
三
第

三
項
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
百
十
三
条
の
二
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
営
土
地
改
良
事
業
に

 

と
。 
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お
い
て
み
な
し
三
条
資
格
者
等
か
ら
代
表
者
の
選
任
通
知
又
は
解
任
通
知
を
受
理
す
る
こ

と
。 

 
別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
村
整
備
計
画
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中

「
埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
」
を
「
埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
及
び

特
別
徴
収
金
徴
収
条
例
」
に
改
め
、
同
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」

を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
削
り
、
同
欄
５
中
「
第
八
条
第
一
項
又
は
」
を
「
第
七
条

第
一
項
及
び
」
に
改
め
、
同
欄
５
を
同
欄
４
と
し
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

５ 

条
例
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
徴

収
す
る
特
別
徴
収
金
の
額
そ
の
他
当
該
特
別
徴
収
金
の
徴
収
に
関
し
必
要
な
事
項
を
通
知

す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
第
八
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第
五
十

八
条
の
十
二
」
を
「
第
五
十
八
条
の
十
三
」
に
改
め
、
同
表
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
、
北
本

県
土
整
備
事
務
所
長
、
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
、
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
、
東
松
山
県
土

整
備
事
務
所
長
、
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
、
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
、
行
田
県
土
整
備
事

務
所
長
及
び
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
及
び
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
を
削
り
、
同

表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
三
号
委
任
事
務
の
欄
３
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第

十
五
号
ハ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五
号
ハ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十

四
号
ハ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
ハ
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
三
十
一
条
の

二
第
二
項
第
十
六
号
ニ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
六
号
ニ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二

第
二
項
第
十
五
号
ニ
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
五
号
ニ
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。 

             

長所務事園公・繕営 

一 

都
市
公
園
法
（
昭

和
三
十
一
年
法
律

第
七
十
九
号
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す
る

事
務 

１ 

法
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
公
園

管
理
者
以
外
の
者
に
公

園
施
設
の
設
置
又
は
管

理
の
許
可
を
し
、
及
び

許
可
事
項
の
変
更
を
許

可
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
五
条
の
十
の
規

定
に
基
づ
き
、
工
作
物

の
管
理
に
つ
い
て
協
議

し
、
管
理
方
法
を
定
め
、

そ
の
内
容
を
公
示
す
る 

 

 



                                  

  

二 

埼
玉
県
都
市
公

園
条
例
（
昭
和
三
十

六
年
埼
玉
県
条
例

第
三
十
八
号
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て

「
条
例
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す
る

事
務 

 

１ 

条
例
第
九
条
第
一
項

及
び
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
行
為
を

許
可
し
、
許
可
事
項
の

変
更
を
許
可
し
、
及
び

許
可
に
係
る
行
為
に
つ

い
て
条
件
を
付
す
こ

と
。 

２ 

条
例
第
十
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
利
用
を
許

可
し
、
許
可
事
項
の
変

更
を
許
可
し
、
許
可
に 

 

こ
と
。 

３ 

法
第
六
条
第
一
項
及

び
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
都
市
公
園
の
占

用
を
許
可
し
、
及
び
許

可
事
項
の
変
更
を
許
可

す
る
こ
と
。 

４ 

法
第
九
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
国
の
行
う
事

業
の
た
め
の
都
市
公
園

の
占
用
に
つ
い
て
協
議

す
る
こ
と
。 

５ 

法
第
十
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
都
市

公
園
の
原
状
の
回
復
等

に
つ
い
て
必
要
な
指
示

を
す
る
こ
と
。 

６ 

法
第
二
十
七
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
監
督
処

分
を
す
る
こ
と
。 

  

 



                                  

 
 

 

係
る
利
用
に
つ
い
て
条

件
を
付
し
、
並
び
に
供

用
日
及
び
供
用
時
間
を

定
め
る
こ
と
。 

３ 

条
例
第
十
二
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
遵
守
事

項
を
定
め
、
及
び
管
理

上
必
要
な
指
示
を
す
る

こ
と
。 

４ 
条
例
第
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、

条
例
第
九
条
第
一
項

及
び
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
許
可
に

係
る
行
為
若
し
く
は
利

用
の
条
件
を
変
更
し
、

若
し
く
は
行
為
若
し
く

は
利
用
を
停
止
し
、
又

は
当
該
許
可
を
取
り
消

す
こ
と
。 

５ 

条
例
第
十
六
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
立
入
り

を
禁
止
し
、
又
は
退
去

を
命
ず
る
こ
と
。 

６ 

条
例
第
十
八
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
使
用
料

を
減
額
し
、
又
は
免
除

す
る
こ
と
。 

７ 

条
例
第
二
十
四
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
指
定
管
理
者
の
名

称
又
は
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
の
変
更
の
届

出
を
受
理
す
る
こ
と
。 

 

 

 



                                  

  

三 
高
齢
者
、
障
害
者

等
の
移
動
等
の
円

滑
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
以
下
こ

の

項

に

お

い

て

「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す
る

事
務 

 

１ 

法
第
三
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、

計
画
を
作
成
し
、
都
市

公
園
特
定
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
。 

２ 
法
第
三
十
四
条
第
三

項
（
同
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
意
見
を
聴
く
こ

と
。 

３ 

法
第
三
十
四
条
第
四

項
（
同
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
協
議
す
る
こ
と
。 

４ 

法
第
三
十
四
条
第
五

項
（
同
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
表
し
、
送
付

す
る
こ
と
。 

５ 

法
第
三
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、

通
知
（
都
市
公
園
特
定

事
業
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
受
理
す
る
こ

と
。 

６ 

法
第
三
十
八
条
第
三 

８ 

条
例
第
三
十
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
利
用
料

金
の
減
額
又
は
免
除
の

承
認
を
す
る
こ
と
。 

  

 



              

別
表
第
二
公
の
施
設
の
表
大
宮
公
園
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
２
中
「
第
五
条

の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
五
条
の
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
委
任
事
務
の
欄
１
中

「
（
戸
田
公
園
漕
艇
場
に
お
い
て
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四

十
二
号
）
に
基
づ
く
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
技
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
欄
２
か

ら
４
ま
で
の
規
定
中
「
（
戸
田
公
園
漕
艇
場
に
お
い
て
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
に
基
づ
く
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
技
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）
」
を
削
る
。 

第
二
条 

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
児
童
相
談
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄 

中
「
第
三
十

三
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
欄 

中
「
第
三
十
三
条
第
九
項
」
を

「
第
三
十
三
条
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。 

第
三
条 

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
中 

を 

と
し
、 

 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、
同
欄 

中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
、

第
二
十
四
条
の
二
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄
中 

を 

と
し
、 

を 

と
し
、 

 

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
の
開
設

者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
設
者
に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
、

そ
の
開
設
す
る
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る

 
 

 

項
の
規
定
に
基
づ
き
、

勧
告
（
都
市
公
園
特
定

事
業
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
す
る
こ
と
。 

７ 

法
第
三
十
八
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
、

移
動
等
円
滑
化
の
た
め

に
必
要
な
措
置
（
都
市

公
園
特
定
事
業
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
を
と

る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
。 
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22 

20 

20 

24  
 

26  
  
 

21  
 

19  
 

19  
 

18  
 

19  
 

17  
 

25  
 

22  
 

23  
 

16  
 17  

  
 

18  
  
  
 



こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
一
号
専
決
事
項
の
欄
１
及
び
２
中
「
行
つ

た
」
を
「
し
た
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、
「
命
ず
る
」
を
「
命

じ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
当
該
病
院
、
診
療
所
若
し
く
は
助
産
所
の
開
設
者
の
事
務
所
そ
の
他

当
該
病
院
、
診
療
所
若
し
く
は
助
産
所
の
運
営
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類

そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
」
に
改
め
る
。 

第
四
条 

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
四
号
委
任
事
務
の
欄 

中
「
第
七
条
の

二
」
を
「
第
七
条
の
二
第
一
項
」
に
、
「
営
業
の
」
を
「
旅
館
業
の
」
に
改
め
、
同
欄
中 

を 

 

と
し
、 

を 

と
し
、
同
欄 

中
「
対
し
、
」
の
下
に
「
一
年
以
内
の
」
を
加
え
、
「
営
業

の
」
を
「
旅
館
業
の
全
部
又
は
一
部
の
」
に
改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄 

の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
営
業
者
に
対
し
、
公
衆
衛
生
上
又
は
善
良

の
風
俗
の
保
持
上
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
館
業
を
営
む
者
（
営
業
者
を
除
く
。
）

に
対
し
、
旅
館
業
の
停
止
そ
の
他
公
衆
衛
生
上
又
は
善
良
の
風
俗
の
保
持
上
必
要
な
措
置

を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
四
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。 

        

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

      

１ 

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
営
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
必
要
な
報
告

を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
旅
館
業
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関

係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
。 

２ 

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
館
業
を
営
む
者
（
営
業
者
を
除
く
。
）
そ

の
他
の
関
係
者
か
ら
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
旅
館
業
の
施
設
に
立
ち

入
り
、
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
。 

 

四
十
五 

住
宅
宿
泊

事
業
法
（
平
成
二
十

九
年
法
律
第
六
十

五
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と  

１ 

法
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
に
対
し
、

業
務
の
方
法
の
変
更
そ
の
他
業

務
の
運
営
の
改
善
に
必
要
な
措

置
（
法
第
五
条
に
規
定
す
る
措
置 

 

10  
 

10  
 

13  
 

13  
 

11  
 

11  
 

14  
 

12  
 

12  
 

11  
 

15  
 



                     
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

第
二
条
の
規
定 

平
成
三
十
年
四
月
二
日 

二 

第
三
条
の
規
定 

医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）

の
施
行
の
日 

三 

第
四
条
の
規
定 

平
成
三
十
年
六
月
十
五
日 

 

い
う
。
）
の
施
行
に

関
す
る
事
務 

 
 

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
と
る

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。 

２ 

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
住
宅
宿
泊
事
業
者
に

対
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を

求
め
、
又
は
職
員
に
届
出
住
宅
そ

の
他
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
検
査

さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問

さ
せ
る
こ
と
（
法
第
五
条
に
規
定

す

る

措

置

に

係

る

も

の

に

限

る
。
）
。 

３ 

法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
住
宅
宿
泊
管
理
業

者
に
対
し
、
業
務
の
方
法
の
変
更

そ
の
他
業
務
の
運
営
の
改
善
に

必
要
な
措
置
（
法
第
五
条
に
規
定

す
る
措
置
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
。 

 



規

則 

埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
埼
玉
県

条
例
第
四
十
一
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。 

 

（
条
例
別
表
第
一
の
規
則
で
定
め
る
事
務
） 

第
二
条 

条
例
別
表
第
一
の
一
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
私
立
の
高
等
学
校
等
（
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
に
規
定

す
る
高
等
学
校
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
除
く
。
）
の
生
徒

等
（
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
保
護
者
等
（
同
法
第
三

条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
保
護
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
奨
学
の
た
め
の

給
付
金
の
支
給
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に

対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務
と
す
る
。 

第
三
条 

条
例
別
表
第
一
の
二
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と
す

る
。 

一 

高
等
学
校
等
を
退
学
し
た
後
、
私
立
の
高
等
学
校
等
に
改
め
て
入
学
し
た
生
徒
等
に
対
す

る
支
援
金
の
支
給
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申

請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

二 

高
等
学
校
等
を
退
学
し
た
後
、
私
立
の
高
等
学
校
等
に
改
め
て
入
学
し
た
生
徒
等
に
対
す

る
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
保
護
者
等
の
収
入
の
状
況
の
届
出
の
受
理
、
そ
の
届
出
に
係
る

事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
届
出
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

第
四
条 

条
例
別
表
第
一
の
三
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
私
立
の
小
学
校
、
中
学
校
又
は

高
等
学
校
等
（
各
種
学
校
を
除
く
。
）
の
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
等
に
係
る
授
業
料
等
の
軽

減
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

に
関
す
る
事
務
と
す
る
。 

第
五
条 

条
例
別
表
第
一
の
四
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と
す

る
。 

一 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ

て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保
護
の
実
施
に
関
す
る
事
務 



二 

生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対

す
る
保
護
の
開
始
若
し
く
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人

に
対
す
る
保
護
の
変
更
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ

の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

三 

生
活
保
護
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対

す
る
職
権
に
よ
る
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る

外
国
人
に
対
す
る
職
権
に
よ
る
保
護
の
変
更
に
関
す
る
事
務 

四 

生
活
保
護
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保

護
の
停
止
又
は
廃
止
に
関
す
る
事
務 

五 

生
活
保
護
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
関

す
る
資
料
の
提
供
等
の
求
め
に
関
す
る
事
務 

六 

生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人

に
対
す
る
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の

審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

七 

生
活
保
護
法
第
六
十
三
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保

護
に
要
す
る
費
用
の
返
還
に
関
す
る
事
務 

八 

生
活
保
護
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に

準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
徴
収
金
の
徴
収
（
同
法
第
七
十
八
条
の
二

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
徴
収
金
の

徴
収
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
務 

第
六
条 

条
例
別
表
第
一
の
五
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と
す

る
。 

一 

療
育
手
帳
（
知
的
障
害
者
（
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
を
含
む
。
）
に
対
し
て
交
付
す
る
手

帳
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
障
害
の
程
度
そ
の
他
の
事
項
の
記
載
が
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
の
交
付
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申

請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

二 

療
育
手
帳
の
返
還
に
関
す
る
事
務 

三 

療
育
手
帳
の
交
付
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
台
帳
の
整
備
に
関
す
る
事
務 

四 

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
の
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
、
若
し
く
は
居
住
地
を
移
し
た

と
き
の
届
出
の
受
理
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
届
出
に
対
す
る

応
答
に
関
す
る
事
務 

五 

療
育
手
帳
の
再
交
付
に
関
す
る
事
務 

第
七
条 

条
例
別
表
第
一
の
六
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と
す

る
。 



一 

肝
炎
対
策
基
本
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
肝

炎
患
者
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
肝
炎
患
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
肝
炎
治
療
の

た
め
の
医
療
費
助
成
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
肝
炎
治
療
医
療
費
助
成
」
と
い
う
。
）
に

係
る
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
事
務 

二 

肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
肝
炎
治
療
医
療
費
助
成
の
支
給
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係

る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

三 

肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
肝
炎
治
療
医
療
費
助
成
に
係
る
受
給
者
証
の
交
付
、
再
交
付
又
は

返
還
に
関
す
る
事
務 

四 

肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
肝
炎
治
療
医
療
費
助
成
の
申
請
内
容
の
変
更
の
届
出
の
受
理
、
そ

の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
届
出
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

五 

肝
炎
患
者
等
に
対
す
る
肝
炎
検
査
の
た
め
の
検
査
費
用
助
成
の
請
求
の
受
理
、
そ
の
請
求

に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
請
求
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

第
八
条 

条
例
別
表
第
一
の
七
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料

等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
）
第
八
条
の
授
業
料
又
は
入
学

料
の
減
免
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す

る
応
答
に
関
す
る
事
務
と
す
る
。 

第
九
条 

条
例
別
表
第
一
の
八
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と
す

る
。 

一 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）

に
よ
る
奨
学
金
の
貸
与
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ

の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

二 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
奨
学
金
の
返
還
の
期
限
の
猶
予
の
申

請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関

す
る
事
務 

第
十
条 

条
例
別
表
第
一
の
九
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
国
立
及
び
公
立
の
高
等
学
校
等

（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
除
く
。
）
の
生
徒
等
の
保
護
者
等
に
対
す
る
奨
学
の
た
め
の
給

付
金
の
支
給
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対

す
る
応
答
に
関
す
る
事
務
と
す
る
。 

第
十
一
条 

条
例
別
表
第
一
の
十
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と

す
る
。 

一 

高
等
学
校
等
を
退
学
し
た
後
、
県
立
の
高
等
学
校
等
に
改
め
て
入
学
し
た
生
徒
等
に
対
す

る
支
援
金
の
支
給
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申

請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

二 

高
等
学
校
等
を
退
学
し
た
後
、
県
立
の
高
等
学
校
等
に
改
め
て
入
学
し
た
生
徒
等
に
対
す



る
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
保
護
者
等
の
収
入
の
状
況
の
届
出
の
受
理
、
そ
の
届
出
に
係
る

事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
届
出
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務 

第
十
二
条 

条
例
別
表
第
一
の
十
一
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
埼
玉
県
高
等
学
校
定
時
制

課
程
及
び
通
信
制
課
程
生
徒
修
学
奨
励
費
貸
与
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
七

号
）
に
よ
る
修
学
奨
励
費
の
貸
与
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務
と
す
る
。 

第
十
三
条 

条
例
別
表
第
一
の
十
二
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
県
立
の
中
学
校
に
お
け
る

学
校
給
食
費
（
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定

す
る
学
校
給
食
費
を
い
う
。
）
に
係
る
援
助
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い

て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務
と
す
る
。 

第
十
四
条 

条
例
別
表
第
一
の
十
三
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学

の
た
め
必
要
な
経
費
（
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
算
定
に
必
要
な
資
料
の
受
理
、
そ
の
資
料
に
係

る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
資
料
の
提
出
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務
と
す
る
。 

 

（
条
例
別
表
第
二
の
規
則
で
定
め
る
事
務
及
び
情
報
） 

第
十
五
条 

条
例
別
表
第
二
の
一
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
私
立
の
高
等
学
校
等
（
特
別

支
援
学
校
の
高
等
部
を
除
く
。
）
の
生
徒
等
の
保
護
者
等
に
対
す
る
奨
学
の
た
め
の
給
付
金
の

支
給
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務
と
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情

報
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。 

一 

生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
一
項
の
保
護
の
実
施
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
保
護
の
開

始
若
し
く
は
同
条
第
九
項
の
保
護
の
変
更
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
職
権
に
よ
る
保
護

の
開
始
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
職
権
に
よ
る
保
護
の
変
更
又
は
同
法
第
二
十
六
条
の
保
護

の
停
止
若
し
く
は
廃
止
に
関
す
る
情
報
（
以
下
「
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
と
い
う
。
） 

二 

生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す

る
保
護
の
実
施
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国

人
に
対
す
る
保
護
の
開
始
若
し
く
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る

外
国
人
に
対
す
る
保
護
の
変
更
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に

困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
職
権
に
よ
る
保
護
の
開
始
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
準

じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
職
権
に
よ
る
保
護
の
変
更
又
は
同
法
第
二
十

六
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保
護
の
停
止
若
し
く
は
廃

止
に
関
す
る
情
報
（
以
下
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
と
い
う
。
） 

第
十
六
条 

条
例
別
表
第
二
の
二
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
私
立
の
小
学
校
、
中
学
校
又

は
高
等
学
校
等
（
各
種
学
校
を
除
く
。
）
の
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
等
に
係
る
授
業
料
等
の

軽
減
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務
と
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情



報
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
の
保
護
者
等
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。 

一 

生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

二 

外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

第
十
七
条 

条
例
別
表
第
二
の
三
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と

し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

定
め
る
情
報
と
す
る
。 

一 

生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す

る
保
護
の
実
施
に
関
す
る
事
務 

同
法
第
六
条
第
二
項
の
要
保
護
者
に
準
じ
る
者
で
あ
る
外

国
人
又
は
同
条
第
一
項
の
被
保
護
者
に
準
じ
る
者
で
あ
っ
た
外
国
人
（
以
下
こ
の
条
及
び
第

二
十
条
に
お
い
て
「
外
国
人
要
保
護
者
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る
情
報 

イ 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
小
児

慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
情
報 

ロ 

児
童
福
祉
法
第
二
十
条
第
一
項
の
療
育
の
給
付
の
支
給
に
関
す
る
情
報 

ハ 

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
に
関
す
る
情
報 

ニ 

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
十
三

条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
附
則
第
三
条

若
し
く
は
第
六
条
の
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
情
報 

ホ 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
六
条
の
自
立
支
援
給
付
の
支
給
に
関
す
る
情
報 

へ 

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
第

五
条
第
一
項
の
特
定
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
情
報 

ト 

生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
就
労
自
立
給

付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報 

チ 

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
に
関
す
る
情
報 

リ 

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
三
十
一
条
（
同
法
第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報 

ヌ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）

第
十
七
条
の
障
害
児
福
祉
手
当
、
同
法
第
二
十
六
条
の
二
の
特
別
障
害
者
手
当
又
は
国
民

年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
附
則
第
九
十
七

条
第
一
項
の
福
祉
手
当
の
支
給
に
関
す
る
情
報 

ル 

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
に
関
す
る
情
報 

ヲ 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及



び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条

第
一
項
及
び
第
三
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の

促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。
以
下
「
平
成
十
九
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
四
条

第
一
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及

び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
百
六
号
。
以
下
「
平
成
二
十
五
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
改
正
法
に
よ
る
改

正
前
の
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
、
平
成
二
十
五

年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧

法
第
十
四
条
第
三
項
の
支
援
給
付
及
び
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
支

援
給
付
の
支
給
の
実
施
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項

（
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
開
始
若
し
く
は
同
条
第
九
項
の

変
更
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
職
権
に
よ
る
開
始
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
職
権
に

よ
る
変
更
又
は
同
法
第
二
十
六
条
の
停
止
若
し
く
は
廃
止
に
関
す
る
情
報 

二 

生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対

す
る
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対

す
る
保
護
の
変
更
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護

者
等
に
係
る
前
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ
る
情
報 

三 

生
活
保
護
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対

す
る
職
権
に
よ
る
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る

外
国
人
に
対
す
る
職
権
に
よ
る
保
護
の
変
更
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護
者
等
に
係
る

第
一
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ
る
情
報 

四 

生
活
保
護
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保

護
の
停
止
又
は
廃
止
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護
者
等
に
係
る
第
一
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で

に
掲
げ
る
情
報 

五 

生
活
保
護
法
第
六
十
三
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保

護
に
要
す
る
費
用
の
返
還
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護
者
等
に
係
る
第
一
号
イ
か
ら
ヲ

ま
で
に
掲
げ
る
情
報 



六 

生
活
保
護
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に

準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
徴
収
金
の
徴
収
（
同
法
第
七
十
八
条
の
二

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
徴
収
金
の

徴
収
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護
者
等
に
係
る
第
一
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
に

掲
げ
る
情
報 

第
十
八
条 

条
例
別
表
第
二
の
四
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と

し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

定
め
る
情
報
と
す
る
。 

一 

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
の
申
請
に
係
る
事

実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
に
係
る
障
害
児
の
保
護
者
又
は
当
該
保
護

者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

二 

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
六
第
一
項
の
高
額
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
の
申
請
に
係

る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
に
係
る
障
害
児
の
保
護
者
又
は
当
該

保
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

三 

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
二
十
五
条
の
七
第
七

項
の
申
請
内
容
の
変
更
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
届
出

に
係
る
障
害
児
の
保
護
者
又
は
当
該
保
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
外
国
人
生

活
保
護
実
施
関
係
情
報 

四 

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
負
担
能
力
の
認
定
に
関
す
る
事
務 
当
該
認
定
に
係

る
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
措
置
に
係
る
児
童
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て
「
措
置
児
童
」
と
い
う
。
）
又
は
当
該
措
置
児
童
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
外

国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

五 

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
（
同
法
第
五
十
条
第
五

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

当
該
徴
収
に
係
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
療
育
の
給
付
を

受
け
る
児
童
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
療
育
給
付
児
童
」
と
い
う
。
）
又
は
当
該
療
育
給

付
児
童
の
扶
養
義
務
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

六 

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
（
同
法
第
五
十
条
第
六

号
及
び
第
六
号
の
二
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

当
該
徴
収
に
係
る
同
法
第
二
十
二
条
第
一

項
の
助
産
施
設
に
お
け
る
助
産
の
実
施
に
係
る
妊
産
婦
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
助
産
妊

産
婦
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
当
該
助
産
妊
産
婦
の
扶
養
義
務
者
又
は
同
法
第
二
十
三
条
第

一
項
の
母
子
生
活
支
援
施
設
に
お
け
る
保
護
を
受
け
る
児
童
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
四

号
に
お
い
て
「
保
護
児
童
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
当
該
保
護
児
童
の
扶
養
義
務
者
に
係
る

外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

七 

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
（
同
法
第
五
十
条
第
七



号
及
び
第
七
号
の
二
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

当
該
徴
収
に
係
る
措
置
児
童
又
は
当
該
措

置
児
童
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

八 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
三
十
一
条
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務 

同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
さ
せ
た
精
神
障
害
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
措
置
入

院
者
」
と
い
う
。
）
、
当
該
措
置
入
院
者
の
扶
養
義
務
者
又
は
当
該
措
置
入
院
者
と
同
一
の

世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

九 

生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
一
項
の
保
護
の
実
施
に
関
す
る
事
務 

同
法
第
六
条
第
二
項
の

要
保
護
者
若
し
く
は
同
条
第
一
項
の
被
保
護
者
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
一

条
に
お
い
て
「
要
保
護
者
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は

生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に

対
す
る
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
外
国
人
就
労

自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報
」
と
い
う
。
） 

十 

生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
九
項
の
保
護
の
変
更
の
申

請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

要
保
護
者
等
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護

実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

十
一 

生
活
保
護
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
職
権
に
よ
る
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
二
項
の
職

権
に
よ
る
保
護
の
変
更
に
関
す
る
事
務 

要
保
護
者
等
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係

情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

十
二 

生
活
保
護
法
第
二
十
六
条
の
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
に
関
す
る
事
務 

要
保
護
者
等
に

係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

十
三 

生
活
保
護
法
第
六
十
三
条
の
保
護
に
要
す
る
費
用
の
返
還
に
関
す
る
事
務 

要
保
護
者

等
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

十
四 

生
活
保
護
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
徴
収

金
の
徴
収
（
同
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
徴
収
金
の
徴
収
を
含
む
。
）
に

関
す
る
事
務 

要
保
護
者
等
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自

立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

十
五 

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
七
十
二
条
の
六
十
二
の
個
人

の
事
業
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務 

納
税
義
務
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

十
六 

公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
六
条
第
五
項
（
同
法
第
二

十
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
九
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
家
賃
若
し
く
は
金
銭
又
は
同
法
第
十
八
条
第
二
項
の
敷
金
の
減
免
の
申
請
に
係
る

事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
を
し
た
同
法
第
二
条
第
二
号
の
公
営
住

宅
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
公
営
住
宅
」
と
い
う
。
）
の
入
居
者
又
は
そ
の
同



居
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情

報 

十
七 

公
営
住
宅
法
第
十
九
条
（
同
法
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
九
条

第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
家
賃
、
敷
金
又
は
金
銭
の
徴
収
猶
予
の
申

請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
を
し
た
公
営
住
宅
の
入
居
者

又
は
そ
の
同
居
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金

支
給
関
係
情
報 

十
八 

公
営
住
宅
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
入
居
の
申
込
み
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に

関
す
る
事
務 

当
該
申
込
み
を
し
た
者
又
は
そ
の
者
と
同
居
し
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
外
国

人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

十
九 

公
営
住
宅
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
事
業
主
体
の
承
認
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
を
し
た
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同
居
者
に
係
る

外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
に
係

る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

二
十 

公
営
住
宅
法
第
二
十
七
条
第
六
項
の
事
業
主
体
の
承
認
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
に
係
る
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同
居
者
に
係
る

外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

二
十
一 

公
営
住
宅
法
第
二
十
九
条
第
八
項
の
明
渡
し
に
係
る
期
限
の
延
長
の
申
出
に
係
る
事

実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
出
を
し
た
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同

居
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情

報 

二
十
二 

公
営
住
宅
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
明
渡
し
の
請
求
に
関
す
る
事
務 

当
該
請
求
に

係
る
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同
居
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は

外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

二
十
三 

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項

又
は
第
三
十
三
条
第
一
項
の
便
宜
の
供
与
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る

事
務 

当
該
申
請
を
行
う
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

二
十
四 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
支
援
給

付
の
支
給
の
実
施
、
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施

並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
、
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
三
項
の
支

援
給
付
及
び
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施
に
関



す
る
事
務 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦

人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
支

援
給
付
、
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改

正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十

四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
、
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
三
項
の
支
援
給
付
及
び
平
成
二
十
五

年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
支
援
給
付
の
支
給
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
者
又
は
支

給
を
受
け
て
い
た
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
一
条
に
お
い
て
「
要
支
援
者
等
」
と
い
う
。
）

に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

二
十
五 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第

二
十
四
条
第
一
項
の
開
始
又
は
同
条
第
九
項
の
変
更
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

に
関
す
る
事
務 

要
支
援
者
等
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労

自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

二
十
六 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第

二
十
五
条
第
一
項
の
職
権
に
よ
る
開
始
又
は
同
条
第
二
項
の
職
権
に
よ
る
変
更
に
関
す
る
事

務 

要
支
援
者
等
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金

支
給
関
係
情
報 

二
十
七 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第

二
十
六
条
の
停
止
又
は
廃
止
に
関
す
る
事
務 

要
支
援
者
等
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施

関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

二
十
八 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第

六
十
三
条
の
費
用
の
返
還
に
関
す
る
事
務 

要
支
援
者
等
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関



係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

二
十
九 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第

七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
徴
収
金
の
徴
収
（
同
法
第
七
十

八
条
の
二
第
一
項
の
徴
収
金
の
徴
収
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
務 

要
支
援
者
等
に
係
る
外

国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報 

三
十 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
十
三
条

第
一
項
の
支
給
認
定
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
を

行
う
障
害
者
若
し
く
は
当
該
申
請
に
係
る
障
害
児
又
は
支
給
認
定
基
準
世
帯
員
（
障
害
者
の

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令

第
十
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
支
給
認
定
基
準
世
帯
員
を
い
う
。
次
号
及
び
第
三
十
二
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

三
十
一 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
十
六

条
第
二
項
の
支
給
認
定
の
変
更
に
関
す
る
事
務 

当
該
変
更
に
係
る
障
害
者
若
し
く
は
障
害

児
又
は
支
給
認
定
基
準
世
帯
員
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

三
十
二 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
第

三
十
二
条
第
一
項
の
申
請
内
容
の
変
更
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事

務 

当
該
届
出
を
行
う
障
害
者
若
し
く
は
当
該
申
請
に
係
る
障
害
児
又
は
支
給
認
定
基
準
世

帯
員
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

第
十
九
条 

条
例
別
表
第
二
の
五
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と

し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

定
め
る
情
報
と
す
る
。 

一 

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
の
申
請
に
係
る
事

実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
に
係
る
障
害
児
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付

に
関
す
る
情
報 

二 

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
負
担
能
力
の
認
定
に
関
す
る
事
務
（
同
法
第
二
十
七

条
第
一
項
第
三
号
の
障
害
児
入
所
施
設
に
係
る
部
分
を
除
く
。
） 

措
置
児
童
又
は
当
該
措

置
児
童
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
に
関
す
る
情
報 

三 

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
負
担
能
力
の
認
定
に
関
す
る
事
務
（
同
法
第
二
十
七

条
第
一
項
第
三
号
の
障
害
児
入
所
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

措
置
児
童
と
同
一
の
世

帯
に
属
す
る
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
に
関
す
る
情
報 

四 

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
（
同
法
第
五
十
条
第
六



号
及
び
第
六
号
の
二
並
び
に
第
五
十
一
条
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

保
護
児
童
又

は
当
該
保
護
児
童
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
に
関
す
る
情
報 

五 

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
（
同
法
第
五
十
条
第
七

号
（
障
害
児
入
所
施
設
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

措
置
児
童
又

は
当
該
措
置
児
童
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
に
関
す
る
情
報 

六 

児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
（
同
法
第
五
十
条
第
七

号
（
障
害
児
入
所
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
七
号
の
二
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

 
 

措
置
児
童
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
に
関
す
る
情
報 

七 

地
方
税
法
第
七
十
二
条
の
六
十
二
の
個
人
の
事
業
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務 

納
税
義
務

者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

八 

地
方
税
法
第
百
二
十
八
条
の
自
動
車
取
得
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務 

納
税
義
務
者
に
係

る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

九 

地
方
税
法
第
百
六
十
二
条
の
自
動
車
税
の
減
免
に
関
す
る
事
務 

納
税
義
務
者
に
係
る
療

育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

十 

公
営
住
宅
法
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第

四
項
の
家
賃
の
決
定
に
関
す
る
事
務 

当
該
決
定
に
係
る
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同

居
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

十
一 

公
営
住
宅
法
第
十
六
条
第
五
項
（
同
法
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二

十
九
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
家
賃
若
し
く
は
金
銭
又
は
同
法
第

十
八
条
第
二
項
の
敷
金
の
減
免
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当

該
申
請
を
し
た
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同
居
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の

障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

十
二 

公
営
住
宅
法
第
十
九
条
（
同
法
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
九
条

第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
家
賃
、
敷
金
又
は
金
銭
の
徴
収
猶
予
の
申

請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
を
し
た
公
営
住
宅
の
入
居
者

又
は
そ
の
同
居
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

十
三 

公
営
住
宅
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
入
居
の
申
込
み
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に

関
す
る
事
務 

当
該
申
込
み
を
し
た
者
又
は
そ
の
者
と
同
居
し
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
療
育

手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

十
四 

公
営
住
宅
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
事
業
主
体
の
承
認
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
を
し
た
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同
居
者
及
び
同

項
の
規
定
に
よ
り
同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程

度
に
関
す
る
情
報 

十
五 

公
営
住
宅
法
第
二
十
七
条
第
六
項
の
事
業
主
体
の
承
認
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て



の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
に
係
る
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同
居
者
に
係
る

療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

十
六 

公
営
住
宅
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
明
渡
し
の
請
求
に
関
す
る
事
務 

当
該
請
求
に
係

る
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同
居
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度

に
関
す
る
情
報 

十
七 

公
営
住
宅
法
第
二
十
九
条
第
八
項
の
明
渡
し
に
係
る
期
限
の
延
長
の
申
出
に
係
る
事
実

に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
出
を
し
た
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同
居

者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

十
八 

公
営
住
宅
法
第
三
十
条
第
一
項
の
あ
っ
せ
ん
等
に
関
す
る
事
務 

当
該
あ
っ
せ
ん
等
に

係
る
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同
居
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程

度
に
関
す
る
情
報 

十
九 

公
営
住
宅
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
明
渡
し
の
請
求
に
関
す
る
事
務 

当
該
請
求
に
係

る
公
営
住
宅
の
入
居
者
又
は
そ
の
同
居
者
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度

に
関
す
る
情
報 

二
十 

児
童
扶
養
手
当
法
第
六
条
の
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
及
び
そ
の
額
の
認
定
の
請
求

に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
請
求
に
係
る
児
童
に
係
る
療
育
手
帳

の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

二
十
一 

児
童
扶
養
手
当
法
第
八
条
第
一
項
の
手
当
の
額
の
改
定
の
請
求
に
係
る
事
実
に
つ
い

て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
請
求
に
係
る
児
童
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障

害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

二
十
二 

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
十
一
号
）
第
三
条
の

四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
一
部
支
給
停
止
の
適
用
除
外
に
関
す
る
届
出
に
係
る
事
実
に

つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
届
出
を
行
う
者
又
は
当
該
届
出
に
係
る
児
童
に
係
る

療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

二
十
三 

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
第
四
条
の
現
況
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

に
関
す
る
事
務 

当
該
届
出
に
係
る
児
童
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度

に
関
す
る
情
報 

二
十
四 

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
障
害
の
状
態
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
届
出
に
係
る
児
童
に
係
る
療
育
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の

障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報 

 

（
条
例
別
表
第
三
の
規
則
で
定
め
る
事
務
及
び
情
報
） 

第
二
十
条 

条
例
別
表
第
三
の
一
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と

し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

定
め
る
情
報
と
す
る
。 



一 

生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す

る
保
護
の
実
施
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護
者
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
情
報 

イ 

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
経
費
の
支
弁
に
関
す
る
情
報 

ロ 
学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
二
十
四
条
の
援
助
の
実
施

に
関
す
る
情
報 

ハ 

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
の
た
め
必
要
な
経
費
（
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
支
弁
に
関
す
る
情
報
（
次
条
に
お
い
て
「
特
別
支

援
学
校
就
学
奨
励
支
弁
関
係
情
報
」
と
い
う
。
） 

二 

生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対

す
る
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対

す
る
保
護
の
変
更
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護

者
等
に
係
る
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
情
報 

三 

生
活
保
護
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対

す
る
職
権
に
よ
る
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る

外
国
人
に
対
す
る
職
権
に
よ
る
保
護
の
変
更
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護
者
等
に
係
る

第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
情
報 

四 

生
活
保
護
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保

護
の
停
止
又
は
廃
止
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護
者
等
に
係
る
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で

に
掲
げ
る
情
報 

五 

生
活
保
護
法
第
六
十
三
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保

護
に
要
す
る
費
用
の
返
還
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護
者
等
に
係
る
第
一
号
イ
か
ら
ハ

ま
で
に
掲
げ
る
情
報 

六 

生
活
保
護
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に

準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
徴
収
金
の
徴
収
（
同
法
第
七
十
八
条
の
二

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
徴
収
金
の

徴
収
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
務 

外
国
人
要
保
護
者
等
に
係
る
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
情
報 

第
二
十
一
条 

条
例
別
表
第
三
の
二
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務

と
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号

に
定
め
る
情
報
と
す
る
。 

一 

生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
一
項
の
保
護
の
実
施
に
関
す
る
事
務 

要
保
護
者
等
に
係
る
特

別
支
援
学
校
就
学
奨
励
支
弁
関
係
情
報 

二 

生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
九
項
の
保
護
の
変
更
の
申

請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

要
保
護
者
等
に
係
る
特
別
支
援
学
校
就



学
奨
励
支
弁
関
係
情
報 

三 

生
活
保
護
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
職
権
に
よ
る
保
護
の
開
始
又
は
同
条
第
二
項
の
職
権

に
よ
る
保
護
の
変
更
に
関
す
る
事
務 

要
保
護
者
等
に
係
る
特
別
支
援
学
校
就
学
奨
励
支
弁

関
係
情
報 

四 

生
活
保
護
法
第
二
十
六
条
の
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
に
関
す
る
事
務 

要
保
護
者
等
に
係

る
特
別
支
援
学
校
就
学
奨
励
支
弁
関
係
情
報 

五 

生
活
保
護
法
第
六
十
三
条
の
保
護
に
要
す
る
費
用
の
返
還
に
関
す
る
事
務 

要
保
護
者
等

に
係
る
特
別
支
援
学
校
就
学
奨
励
支
弁
関
係
情
報 

六 

生
活
保
護
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
徴
収
金

の
徴
収
（
同
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
徴
収
金
の
徴
収
を
含
む
。
）
に
関

す
る
事
務 

要
保
護
者
等
に
係
る
特
別
支
援
学
校
就
学
奨
励
支
弁
関
係
情
報 

七 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
支
援
給
付
の

支
給
の
実
施
、
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施
並
び

に
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
、
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
旧
法
第
十
四
条
第
三
項
の
支
援
給

付
及
び
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
支
援
給
付
の
支
給
の
実
施
に
関
す
る

事
務 

要
支
援
者
等
に
係
る
特
別
支
援
学
校
就
学
奨
励
支
弁
関
係
情
報 

八 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正

法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
二
十

四
条
第
一
項
の
開
始
又
は
同
条
第
九
項
の
変
更
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関

す
る
事
務 

要
支
援
者
等
に
係
る
特
別
支
援
学
校
就
学
奨
励
支
弁
関
係
情
報 

九 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正

法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
二
十

五
条
第
一
項
の
職
権
に
よ
る
開
始
又
は
同
条
第
二
項
の
職
権
に
よ
る
変
更
に
関
す
る
事
務 

 

 

要
支
援
者
等
に
係
る
特
別
支
援
学
校
就
学
奨
励
支
弁
関
係
情
報 

十 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改
正

法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た



旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
二
十

六
条
の
停
止
又
は
廃
止
に
関
す
る
事
務 

要
支
援
者
等
に
係
る
特
別
支
援
学
校
就
学
奨
励
支

弁
関
係
情
報 

十
一 
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改

正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

た
旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
六

十
三
条
の
費
用
の
返
還
に
関
す
る
事
務 

要
支
援
者
等
に
係
る
特
別
支
援
学
校
就
学
奨
励
支

弁
関
係
情
報 

十
二 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
四
項
並
び
に
平
成
二
十
五
年
改

正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

た
旧
法
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
第
七

十
七
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
徴
収
金
の
徴
収
（
同
法
第
七
十
八

条
の
二
第
一
項
の
徴
収
金
の
徴
収
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
務 

要
支
援
者
等
に
係
る
特
別

支
援
学
校
就
学
奨
励
支
弁
関
係
情
報 

第
二
十
二
条 

条
例
別
表
第
三
の
三
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
埼
玉
県
立
高
等
学
校
の
授

業
料
等
に
関
す
る
条
例
第
八
条
の
授
業
料
及
び
入
学
料
の
減
免
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査
に
関
す
る
事
務
と
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
の
保
護

者
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
六
条
の
保
護
者
を
い
う
。
）
及

び
当
該
保
護
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
情
報
（
当
該
申
請
を
行
う
者

が
、
入
学
日
に
成
年
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
及
び
そ
の
配
偶
者
（
当
該
申
請

を
行
う
者
と
生
計
を
一
に
す
る
者
に
限
る
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る
情
報
）
と
す
る
。 

一 

生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

二 

外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

第
二
十
三
条 

条
例
別
表
第
三
の
四
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務

と
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号

に
定
め
る
情
報
と
す
る
。 

一 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
奨
学
金
の
貸
与
の
申
請
に
係
る
事
実

に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
を
行
う
者
の
保
護
者
（
当
該
申
請
を
行
う
者

を
地
方
税
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
八
号
の
扶
養
親
族
と
し
て
い
る
者
を
い
う
。
）
及
び
当

該
保
護
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
情
報
（
当
該
申
請
を
行
う
者
が

成
年
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
及
び
そ
の
配
偶
者
（
当
該
申
請
を
行
う
者
と

生
計
を
一
に
す
る
者
に
限
る
。
）
に
係
る
次
に
掲
げ
る
情
報
） 



イ 

生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

ロ 

外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

二 

埼
玉
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
奨
学
金
の
返
還
の
期
限
の
猶
予
の
申

請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

当
該
申
請
を
行
う
者
に
係
る
前
号
イ
及

び
ロ
に
掲
げ
る
情
報 

第
二
十
四
条 

条
例
別
表
第
三
の
五
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
国
立
及
び
公
立
の
高
等
学

校
等
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
除
く
。
）
の
生
徒
等
の
保
護
者
等
に
対
す
る
奨
学
の
た
め

の
給
付
金
の
支
給
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務
と
し
、
同
項
の
規
則

で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。 

一 

生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

二 

外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

第
二
十
五
条 

条
例
別
表
第
三
の
六
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学

の
た
め
必
要
な
経
費
（
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）

の
算
定
に
必
要
な
資
料
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務
と
し
、
同
項
の
規
則
で

定
め
る
情
報
は
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
保
護
者
等

又
は
当
該
保
護
者
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。 

一 

生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

二 

外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

第
二
十
六
条 

条
例
別
表
第
三
の
七
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務

と
し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号

に
定
め
る
情
報
と
す
る
。 

一 

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
奨
励
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
経
費
の
算
定
に
必
要
な
資
料
に

係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務 

同
法
第
二
条
第
一
項
の
保
護
者
等
又
は
当
該

保
護
者
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報 

二 

学
校
保
健
安
全
法
第
二
十
四
条
の
援
助
の
対
象
と
な
る
者
の
認
定
に
関
す
る
事
務 

同
条

の
保
護
者
又
は
当
該
保
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
に
係
る
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関

係
情
報 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
十
三
号 

 
 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則
（
昭

和
四
十
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
号
中
「
、
部
長
」
の
下
に
「
、
支
所
長
」
を
加
え
、
第
四
号
中
「
、
岩
槻
診
療
所
長
」
を

削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
十
四
号 

 
 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
の
一
部 

 
 

 

 
 

 

を
改
正
す
る
規
則 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
四

年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
号
中
「
、
岩
槻
診
療
所
長
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

知
事
の
所
管
に
属
す
る
特
例
民
法
法
人
の
監
督
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
十
五
号 

 
 

 

知
事
の
所
管
に
属
す
る
特
例
民
法
法
人
の
監
督
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則 

 

知
事
の
所
管
に
属
す
る
特
例
民
法
法
人
の
監
督
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
規
則
第

九
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

埼
玉
県
庁
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
庁
舎
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
庁
舎
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

別
表
武
蔵
浦
和
合
同
庁
舎
の
項
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

働
課
長
」
 

「
産
業
労
働
部
就
業
支
援
課
長
」
 
「
産
業
労
働
部
雇
用
労

 



規

則 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

一 

青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
七
十
九
号
。
次
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
た

だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
保
護
者
が
当
該
青
少
年
の
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
役
務
の
利
用
状

況
を
適
切
に
把
握
す
る
等
に
よ
り
、
当
該
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

二 

法
第
十
六
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
有
効
化
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を

希
望
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
保
護
者
が
当
該
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
役
務
の
利
用
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る
等
に
よ
り
当
該
青
少
年
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
有
害
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
又
は
保
護
者
が
当
該
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
有
効
化
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

条
例
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と

す
る
。 

 

一 

電
子
計
算
機
又
は
そ
の
周
辺
機
器
を
使
用
し
、
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
正

当
な
理
由
及
び
前
項
に
掲
げ
る
事
項
を
入
力
又
は
確
認
し
た
保
護
者
の
署
名
が
電
磁
的
記
録

と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
を
提
出
す
る
方
法 

 

二 

第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
正
当
な
理
由
及
び
前
項
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
を
ス
キ
ャ
ナ
（
こ
れ
に
準
ず
る
画
像
読
取
装
置
を
含
む
。
）
に
よ
り
電
磁
的
記
録
に

変
換
し
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
す
る
方
法 

 

三 

前
二
号
に
類
す
る
方
法
と
し
て
知
事
が
定
め
る
方
法 

 

第
六
条
の
見
出
し
中
「
説
明
す
べ
き
事
項
」
を
「
交
付
す
る
説
明
書
の
記
載
事
項
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

一 

携
帯
電
話
端
末
等
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
青
少
年
が
有
害
情
報
の
閲
覧

を
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。 



 

二 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
必
要
性
及
び
内
容
並
び
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
有
効

化
措
置
の
必
要
性
及
び
内
容 

 
三 

保
護
者
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
旨
の
申
出
又
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

有
効
化
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
と
き
は
、
条
例
第
二
十
一
条

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。 

 

第
六
条
第
二
項
中
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
」
を
「
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

事
業
者
等
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
四
第

五
項
第
二
号
」
に
、
「
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
」
を
「
電
磁
的
記
録
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。 

３ 

条
例
第
二
十
一
条
の
四
第
五
項
第
三
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
条
例
第
二
十

一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
及
び
第
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。 

 

第
八
条
を
削
り
、
第
九
条
を
第
八
条
と
し
、
第
十
条
を
第
九
条
と
す
る
。 

 

様
式
第
六
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
裏
中 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者

 
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
等

 

（
第
１
０
条
関
係
）
 

（
第
９
条
関
係
）

 
「
携

 



規

則 

 

埼
玉
県
震
災
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上

田

清

司 

埼
玉
県
規
則
第
十
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
震
災
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
震
災
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

  

様
式
第
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 
」
に
、 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
震
災
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様

式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
届
出
者

 
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

 

 
 

 
 

 
名
称

 

 
 

 
 

 
代
表
者
の
氏
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 

 
 

 
個
人
に
あ
っ
て
は
、
住
所
及
び

 

 
 

 
 

 
氏
名
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）

 
 

 
 

 
 

 
 
」

 

 

「
届
出
者

 
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

 

 
 

 
 

 
そ
の
代
表
者
の
氏
名

 

 
 

 
 

 
 
印

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
」

 あ
て
先

 
宛
先

 



規

則

埼
玉
県
土
採
取
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
十
九
号

埼
玉
県
土
採
取
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
土
採
取
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
に
注
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

あ
て

先
宛

先

注
届

出
者

が
個

人
の

場
合

は
、

氏
名

を
自

署
す

る
こ

と
に

よ
り

、
押

印
を

省
略

す
る

こ
と

が

で
き

る
。



様式第２号（第４条関係）

土 採 取 計 画 認 可 申 請 書

収 入 証 紙

貼 付 け 欄

(消印をし
ないこと｡)

※整 理 番 号

※認可年月日 年 月 日

※認 可 番 号 第 号

年 月 日

（宛先）

埼玉県知事

住 所

申請者 氏名又は名称及び法人にあ

つては、その代表者の氏名 ◯印

（電話番号 ）

埼玉県土採取条例第５条第１項の規定により、次のとおり採取計画の認可を申請し

ます。

１ 土採取場の区域

市町村名 大 字 字 番 地
土 地の

現 況

登 記 簿

上の地目

登記簿上の

面積（㎡）
備 考

合 計 ㎡



２ 採取する土の数量及び採取期間

採取する土の

数 量
採 取 期 間 稼 働 時 間 備 考

ｍ3

自 年 月 日

至 年 月 日
午前 時～午後 時

３ 土の採取の方法及び採取のための設備その他の施設

(１) 採取の方法

掘削する高さ 掘 削の 勾配 ベンチの高さ
掘削面に設ける

小 段 の 幅

隣 地 等 と の

保 安 距 離

ｍ 度 ｍ ｍ ｍ

(２) 採取のための設備

採 取（積込みを含む。）機 械

機械の

名 称

能 力

(ｍ3/時間)
台数

１日平均

稼働時間

１ か 月

平均稼働

日 数

機械の

名 称

能 力

(ｍ3/時間)
台数

１日平均

稼働時間

１ か 月

平均稼働

日 数

４ 土の採取に伴う土砂の崩壊等の防止のための方法及び施設

掘削時における土砂等の崩壊の

防止の方法及び施設

土砂等の流出の防止方法及び

施設並びに雨水排水の処理方法

及び施設

粉じん発生の防止方法

土砂等の搬出に伴う土採取場内

及び当該土採取場から公道に

至るまでの搬路の整備の方法

その他の災害の防止方法及び

施設



５
のり

法面保護のための方法及び施設

(１)
のり

法面保護の方法

植 樹 植 草 種 ま き 種 吹 付 け そ の 他

上記についての具体的方法

(２)
のり

法面保護のための施設

のり

法面保護の施設

注１ 申請者が個人の場合は、氏名を自署することにより、押印を省略することができ

る。

２ 添付書類

(１) 土採取場の位置を示す地図で縮尺 １ 以上のもの
50,000

(２) 土採取場及びその周辺の状況を示す見取図

(３) 土採取場及び土採取場に隣接する土地の公図の写し

(４) 土採取場の採取計画を示す実測平面図、実測縦断面図及び実測横断面図

(５) 土採取場での土採取を行うことについて申請者が権原を有すること又は権原

を取得する見込みが十分であることを示す書面

(６) 土の採取に係る行為に関し、他の行政庁の許可、認可その他の処分を受ける

ことを必要とするときは、その処分を受けていることを示す書面又は受ける見

込みに関する書面

(７) 土採取場からの土の搬出の方法及び土の運搬の経路を記載した書面

(８) その他知事が特に必要と認める書類



「

「

様
式
第
三
号
中

を

に
、
「

」
を
「

」

」

」

に
改
め
、
同
様
式
の
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式

に
注
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
六
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
に
注
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

あ
て

先
宛

先

注
届

出
者

が
個

人
の

場
合

は
、

氏
名

を
自

署
す

る
こ

と
に

よ
り

、
押

印
を

省
略

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

あ
て

先
宛

先
と

つ
た

採
つ

た

宛
先

注
届

出
者

が
個

人
の

場
合

は
、

氏
名

を
自

署
す

る
こ

と
に

よ
り

、
押

印
を

省
略

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

注
１

申
請

者
が

個
人

の
場

合
は

、
氏

名
を

自
署

す
る

こ
と

に
よ

り
、

押
印

を
省

略
す

る
こ

と

が
で

き
る

。

２
変

更
の

内
容

が
「

採
取

期
間

の
延

期
」

で
あ

る
場

合
は

、
認

可
採

取
計

画
及

び
現

在
ま

で
の

採
取

状
況

を
明

確
に

示
し

た
平

面
図

及
び

断
面

図
を

添
付

す
る

こ
と

。

収
入

証
紙

は
り

つ
け
欄

(
消

印
を

し
な

い
こ
と
｡
)

収
入

証
紙

貼
付

け
欄

(
消

印
を

し
な

い
こ
と
｡
)



規

則 

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
号 

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次 

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
三
第
七
号
ホ
中
「
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
（
同
法
第
百 

五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
八
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
四
条
第
一
項 

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

埼
玉
県
立
児
童
養
護
施
設
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
児
童
養
護
施
設
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
立
児
童
養
護
施
設
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
四
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 
 

」
に
、
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

」
に
、
「
歯 

牙が

」

を
「
歯 

牙
」
に
、
「 

 

」
を
「 

 
」
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 

項こ
う

」
に
、
「 

 
 

 
 

」

を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
六
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 
宛
先

 

医
師
氏
名

 

あ
て
先

 
あ
て
先

 

あ
て
先

 
宛
先

 

医
師
氏
名
（
自
署
又
は
記
名
押
印
）

 

 

四
 
肢

し
 

四
 
肢

 

咽 い
ん

 
喉 こ
う

 
咽

 
喉

 

せ
き
柱

 
脊

 
柱

 

う
し

 
う
歯

 



 

規

則 

埼
玉
県
立
障
害
者
歯
科
診
療
所
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
障
害
者
歯
科
診
療
所
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
立
障
害
者
歯
科
診
療
所
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

                  

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 

あ
て
先

 
宛
先

 
氏

 
 
名

 

あ
て
先

 
宛
先

 

印
）

 

氏
名
（
自
署
又
は
記
名
押

 



規

則 

障
害
者
の
利
用
に
係
る
公
の
施
設
の
使
用
料
及
び
利
用
料
金
の
減
免
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
三
号 

 
 

 

障
害
者
の
利
用
に
係
る
公
の
施
設
の
使
用
料
及
び
利
用
料
金
の
減
免
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

障
害
者
の
利
用
に
係
る
公
の
施
設
の
使
用
料
及
び
利
用
料
金
の
減
免
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
四
号 

 
 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定 

 
 

 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
二
号
の
付
表
七
共
同
生
活
援
助
事
業
所
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
指
定
に
係
る
記
載
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
加
え
る
。 

 

様
式
第
二
号
の
付
表
七
―
二
共
同
生
活
援
助
事
業
所
（
地
域
移
行
型
ホ
ー
ム
）
の
指
定
に
係
る 

    
 

     

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
形
態
 

（
該

当
部

分
に

○
）
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 

 
有
（
月

 
 
 
時
 
）
 
・

 
無
 

 
 

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
事
業
を
行
う
事
業
所
 

の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
事
業
者
の
名
称
及
び
所
 

別
紙

の
 

と
お

り
 

 

項
そ
の
一
中 

「 」 

を 

「 」 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
形
態
 

（
該

当
部

分
に

○
）
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 
 
有
（
月

 
 
 
 
間
）

 
・

 
無
 

 
 

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
事
業
を
行
う
事
業
 
 

名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
事
業
者
の
名
称
及
び
所
 
 

別
紙

の
 

と
お

り
 

 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
形
態
 

（
該

当
部

分
に

○
）
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 
 
有
（
月

 
 
 
時
間
）

 
・
 
無
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 
 
有
（
月

 
 
 
時
間
）

 
・
 
無
 

 
 

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
事
業
を
行
う
 
業
所
の

名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
事
業
者
の
名
称
及

 
所
在
地
 

別
紙

の
 

と
お

り
 

 

に
改
め
、
「 

 
 

 
 

」
の
次
に
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
形
態
 

（
該

当
部

分
に

○
）
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 
 
有
（
月

 
 
 
時
間
）

 
・

 
無
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 
 
有
（
月

 
 
 
時
間
）

 
・

 
無
 

 
 

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
事
業
を
行

 
事
業
所
の

名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
事
業
者
の
名
称
 
び
所
在
地
 
別

紙
の
 

と
お

り
 

措
置

の
概

要
 

概
要

 

ー
ビ

ス
支

援
型
の

場
合

は
、

協
議

会
等

へ
の

報
告

・
協

議
会

等
か

ら
の

評
価

等
に

関
す

る
措

置
の

 

記
載
事
項
そ
の
一
中 

「 
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
形
態
 

（
該

当
部

分
に

○
）
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 
 
有
（
月
 
 
 
時
間
）
 
・

 
無
 

 
 

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
事
業
を
行
う
事
業
所
の

名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地
 
別

紙
の
 

と
お

り
 

 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
形
態
 

（
該

当
部

分
に

○
）
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 

 
有
（
月
 
 
 
時
間
）

 
・
 
無
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 

 
有
（
月
 
 
 
時
間
）

 
・
 
無
 

 
 

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
事
業

 
行
う
事
業
所
の

名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
事
業
者
の

 
称
及
び
所
在
地
 
別

紙
の
 

と
お

り
 

 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
形
態
 

（
該

当
部

分
に

○
）
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 
 
有
（
月

 
 
 
時
間
）

 
・

 
無
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 
 
有
（
月

 
 
 
時
間
）

 
・

 
無
 

 
 

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
事
業
を
行
う
事
業
所
の

名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地
 

別
紙

の
 

と
お

り
 

 サ
ー
ビ
ス
の
提
供
形
態
 

（
該

当
部

分
に

○
）
 

 
 

生
活
支
援
員
の
外
部
委
託
の
予
定
 
 
有
（
月

 
 
 
時
間
）

 
・

 
無
 

 
 

受
託
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
事
業
を
行
う
事
業
所
 

の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
事
業
者
の
名
称
及
び
所
 

別
紙

の
 

と
お

り
 

 

」 

を 

「 」 

に
改
め
、
「 

 
 

 
 

」
の
次
に
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

措
置

の
概

要
 

、
サ

ー
ビ

ス
の
提

供
形

態
が

日
中

  

、
サ

ー
ビ

ス
の
提

供
形

態
が

日
中

サ
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

」
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  中
サ

ー
ビ

ス
支
援

型
の

場
合

は
、

協
議

会
等

へ
の

報
告

・
協

議
会

等
か

ら
の

評
価

等
に

関
す

る
措

 

 

  

 主
た

る
対

象
者

 

 

 

 

 

 

 

特
定

な
し

 

 

細
分

な
し

 

 

 

肢
体
不
自
由
  

 

  

 主
た

る
対

象
者

 

 

 

 

 

 

 

特
 

な
し

 

 

細
分

な
し

 

 

 

  

 主
た

る
対

象
者

 

 

 

 

 

 

 

 
定

な
し

 

 

細
分

な
し

 

身
体

障
害

者
 

 

肢
体
不
自
由
 

 

視
覚

障
害
 

 

聴
覚
・
言
語
 

 

内
部

障
害
 

 

難
病
等
対
象
者
 

  

 

 

様
式
第
二
号
の
付
表
九
及
び
付
表
九
―
二
中 

」 

を 

   

  

  主
た

る
対

象
者

 

  

  

 

  

 

 

知
的
障
害
者
 

 

特
定

な
し

 

 

精
神
障
害
者
 

 

細
分

な
し

 

身
体

障
害

者
 

 

難
病
等
対
 
者
 

 

肢
体
不
自
由
 

 

 

視
覚

障
害

 

 

聴
覚
・
言
語
 

   

  

  主
た

る
対

象
者

 

  

  

 

  

 

 

知
的
障
害
者
 

 

特
定

な
し

 

 

精
神
障
害
者
 

 

細
分

な
し

 

身
体

障
害

者
 

 

難
病
等
 
象
者
 

 

肢
体
不

 
由
 

 

 

視
覚

障
害
 

 

聴
覚
・
言
語
 

  

内
部

障
害
 

 

 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 

  

 主
た

る
対

象
者

 

 

 

 

 

 

 

特
定

な
し

 

 

細
分

な
し

 

 

 

肢
体
不
自
由
 

 

視
覚

障
害
 

 

聴
覚
・
言
語
 

 

内
部

障
害
 

 

難
病
等
対
象
者
 

  

 

 

様
式
第
二
号
の
付
表
十
及
び
付
表
十
―
二
中 

  
主

た
る

対
象

者
 

 

 

 

精
神
障
害
者
 

  
主

た
る

対
象

者
 

 

知
的
障
害
者
 

 

精
神
障
害
者
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  主
た

る
対

象
者

 

  

  

 

  

 

 

知
的
障
害
者
 

 

特
定

な
し

 

 

精
神
障
害
者
 

 

細
分

な
し

 

身
体

障
害

者
 

 

難
病
等
対
 
者
 

 

肢
体
不
自
由
 

 

 

視
覚

障
害
 

 

聴
覚
・
言
語
 

  
主

た
る

対
象

者
 

 

知
的
障
害
者
 

 

精
神
障
害
者
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 」 を 「 

 

 

「 

」 

「 
「 

置
の

概
要

 



      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

様
式
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

                          
 

 
 

   

  

  主
た

る
対

象
者

 

  

  

 

  

 

 

知
的
障
害
者
 

 

特
定

な
し

 

 

精
神
障
害
者
 

 

細
分

な
し

 

身
体

障
害

者
 

 

難
病
等
 
象
者
 

 

不
自

由
 

 

 

視
覚

障
害
 

 

聴
覚
・
言
語
 

  

内
部

障
害
 

 

 

 

 

 

」 

に
改
め
る
。 



付表１５ 就労定着支援事業所の指定に係る記載事項 

受付番号  

 

事

業

所 

フリガナ  

名 称  

所 在 地 

（郵便番号    －    ） 

  埼玉県 

 

連 絡 先 電 話 番 号  ＦＡＸ番号  

管

理

者 

フリガナ  
住 所 

（郵便番号   －    ） 

氏 名  

当該就労定着支援事業所で兼務する他の職種（兼務の場合のみ記入）  

他の事業所又は施設の従業

者との兼務（兼務の場合記

入） 

事業所等の名称  

兼務する職種及び

勤務時間等 

 

 

当該事業の実施について定めてある定款・寄附行為等又は条例等 第  条 第  項 第  号 

サービス管理責任者 
フリガナ  

住 所 
（郵便番号  ―   ） 

氏 名   

前年度の平均利用者数（人）             人 

一体的に運営する事業所の前年度の平均利用者数（人）             人 

従業者の職種・員数 
サービス管理責任者 就労定着支援員  

専従 ※兼務 専従 ※兼務   

 
従業者数 

常勤（人）       

非常勤（人）       

主な掲示事項  

 

 

 

営業日  

営業時間  

主たる対象者 

特定なし 
身体障害者  

細分なし 肢体不自由 視覚障害 聴覚・言語 内部障害  

       

知的障害者 精神障害者 難病等対象者     

       

利用料  

その他の費用  

通常の事業実施地域  

その他参考となる事項 
苦情解決の措置概要 窓口（連絡先）  担当者  

その他  

添付書類 

別添のとおり（定款、寄附行為及び登記簿謄本又は条例等、事業所

平面図、運営規程、経歴書、利用者からの苦情を解決するために講

ずる措置の概要、勤務体制・形態一覧表、資産状況（貸借対照表・

財産目録）） 

  備考 

   １ 記入欄が不足する場合は、適宜欄を設けて記載するか又は別葉に記載した書類を添付してくださ

い。 

   ２ 「受付番号」欄には、記載しないでください。 

   ３ 新設の場合には、「前年度の平均利用者数」欄は推定数を記載してください。 

   ４ 「※兼務」欄には、２以上の障害福祉サービス等を兼務する職員について記載してください。 

   ５ 「主な掲示事項」欄には、その内容を簡潔に記載してください。 

   ６ 「その他の費用」欄には、利用者に直接金銭の負担を求める場合のサービス内容について記載し

てください。 

   ７ 「通常の事業の実施地域」欄には、市区町村名を記載することとし、当該区域の全部又は一部の

別を記載してください。なお、一部の地域が実施地域である場合は適宜地図を添付してください。 

   ８ 主たる対象者を特定する場合は、「主たる対象者を特定する理由書」も併せて添付してください。 

   ９ 一体的に運営する生活介護等に係る指定障害福祉サービスを行う事業所の過去３年間の一般就労

の移行実績を別紙に記載し、それを証する書類を添付してください。 



別紙 

  年  月  日 
一般就労移行実績 

 
 

 氏名 就職日 就職先事業所名 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

16    

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

 注 １ 申請日から遡って３年間において、一般就労に移行した者について記載
してください。 

   ２ 指定を申請する事業所ごとに作成し、指定申請書に添付してください。 
   ３ 記入欄が不足する場合は、適宜欄を設けて記載するか又は別葉に記載し 
    た書類を添付してください。 

 

 

 

 

 

  



付表１６ 自立生活援助事業所の指定に係る記載事項 
 

受付番号  

 

事

業

所 

フリガナ  

名   称  

所 在 地 

（郵便番号    －    ） 

  埼玉県 

 

連絡先 電話番号  ＦＡＸ番号  

管

理

者 

フリガナ  
住 所 

（郵便番号   －    ） 

氏 名  

当該自立生活援助事業所で兼務する他の職種（兼務の場合のみ記入）  

他の事業所又は施設の従

業者との兼務（兼務の場合

記入） 

事業所等の名称  

兼務する職種及び 

勤務時間等 

 

 

当該事業の実施について定めてある定款・寄附行為等又は条例等 第  条第  項第  号 

サービス管理責任者 
フリガナ  

住 所 
（郵便番号  ―   ） 

氏 名   

前年度の平均利用者数（人）             人 

従業者の職種・員数 
サービス管理責任者 地域生活支援員  

専従 ※兼務 専従 ※兼務   

 
従業者数 

常勤（人）       

非常勤（人）       

主な掲示事項  

 

 

 

営業日  

営業時間   

主たる対象者 

特定なし 
身体障害者  

細分なし 肢体不自由 視覚障害 言語・聴覚障害 内部障害  

       

知的障害者 精神障害者 難病等対象者     

       

利用料  

その他の費用  

通常の事業実施地域  

その他参考となる事項 
苦情解決の措置概要 窓口（連絡先）  担当者  

その他  

添付書類 

別添のとおり（定款、寄附行為及び登記簿謄本又は条例等、事業所

平面図、運営規程、経歴書、利用者からの苦情を解決するために講

ずる措置の概要、勤務体制・形態一覧表、資産状況（貸借対照表・

財産目録）） 

 備考 

  １ 記入欄が不足する場合は、適宜欄を設けて記載するか又は別葉に記載した書類を添付してくださ

い。 

  ２ 「受付番号」欄には、記載しないでください。 

  ３ 新設の場合には、「前年度の平均利用者数」欄は推定数を記載してください。 

  ４ 「※兼務」欄には、２以上の障害福祉サービス等を兼務する職員について記載してください。 

  ５ 「主な掲示事項」欄には、その内容を簡潔に記載してください。  

  ６ 「その他の費用」欄には、利用者に直接金銭の負担を求める場合のサービス内容について記載し

てください。 

  ７ 「通常の事業の実施地域」欄には、市区町村名を記載することとし、当該区域の全部又は一部の

別を記載してください。なお、一部の地域が実施地域である場合は適宜地図を添付してください。 

  ８ 主たる対象者を特定する場合は、「主たる対象者を特定する理由書」も併せて添付してください。 

 



 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
等
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る

様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



規

則 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
五
号 

 
 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
三
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五

の
二
十
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
一
項
」
を
「
第
二
十

一
条
の
五
の
二
十
第
三
項
」
に
、
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
の
十
三
」
を
「
第
二
十
四
条
の
十
三
第
三
項
」
に
改

め
る
。 

 

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
」
に

改
め
る
。 

 

第
十
九
条
中
「
第
三
十
三
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
の
二
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
条
中
「
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
八
号
の
三
中
付
表
五
を
付
表
六
と
し
、
付
表
四
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



付表５ 居宅訪問型児童発達支援事業所の指定に係る記載事項 

 
受付番号   

 

事
業
所 

フリガナ   

名 称   

所 在 地 
(郵便番号     －      ) 

連 絡 先 電話番号  ＦＡＸ番号   

管
理
者 

フリガナ   

住所 

 (郵便番号    －    )    

氏 名 
    

当該事業所の他の職務又は同一敷地内

の他の事業所若しくは施設の従業者と

の兼務（兼務の場合記入）  

事業所等の名称   

兼務する職種及
び勤務時間等 

  

  

当該事業の実施について定めてある定款又は条例等 第  条第  項第  号 

児童発達支
援管理責任

者 

フリガナ   
住所 

(郵便番号  －    ) 

氏名 
   

  

  
  
  

  
  

従業者の職種・員数 
訪問支援員 児童発達支援管理責任者      

専従 兼務 専従 兼務         

従業者数 
常勤(人)                 

非常勤(人)                 

備 考         

基準上の必要人数(人)         

設備 専用の区画 有 ・ 無 

  
  
  

  
  
  

  
  
  

 主な掲示事項   

営業日   

営業時間   

利用料   

その他の費用   

通常の事業の実施地域  

その他参考となる事項 第三者評価の実施状況 している・していない   
苦情解決の措置概要  窓口 (連絡先 )   担当者    

その他   

協力医療機関 名称   主な診療科名   

多機能型実施の有無 有 ・ 無 

添付書類 

別添のとおり（定款及び登記事項証明書又は条例等、事業所平面図、経歴書（管理

者、児童発達支援管理責任者）、運営規程、障害児等からの苦情を解決するために

講ずる措置の概要、勤務体制・形態一覧表、資産状況（貸借対照表・財産目録等）、

設備・備品等一覧表、協力医療機関との契約内容が分かるもの、利用者負担の受領

等に関する保護者向け資料、内規その他参考になるもの、障害児通所給付費の請求

に関する事項、誓約書、役員の氏名・生年月日・住所が分かるもの）  

 備考 １ 「受付番号」及び「基準上の必要人数」欄には、記載しないでください。 

    ２ 記入欄が不足する場合は、適宜欄を設けて記載するか又は別葉に記載した書類を添付してく  

     ださい。 

    ３ 「主な掲示事項」欄には、その内容を簡潔に記載してください。  

    ４ 「その他の費用」欄には、保護者等に直接金銭の負担を求める場合のサービス内容について  

     記載してください。 

    ５ 「通常の事業の実施地域」欄には、市町村名を記載することとし、当該区域の全部又は一部  

     の別を記載してください。なお、一部の地域が実施地域である場合は、適宜地図を添付してく 

     さい。 

 



 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
十

九
条
及
び
第
二
十
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



規

則

母
子
福
祉
資
金
及
び
父
子
福
祉
資
金
並
び
に
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
規
則
第
二
十
六
号

母
子
福
祉
資
金
及
び
父
子
福
祉
資
金
並
び
に
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

母
子
福
祉
資
金
及
び
父
子
福
祉
資
金
並
び
に
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

四
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
印
鑑
証
明
書
」
を
「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
に
改
め
る
。

生
年

月
日

個
人

番
号

年
月

日
生

（
歳
）

電
話

（
自
宅

）
（

）

（
携

帯
）

（
）

収
入

額
円
（
年

収
円
）

勤
務

先

所
在

地

電
話

（
）

「

申請者

ふ
り

が
な

生
年

個
人

番

氏
名

年
月

ふ
り

が
な

住
所

〒

（（

職
業

収
入

月
円

（
年
収

勤
務

先
名

勤
務

先

所
在

地

電
話

」

「

様
式
第
一
号
（
一
）
中

申請者

ふ
り

が
な

生
年

月
日

氏
名

年
月

日
生

（
歳

Ｄ
Ｖ

、
虐

待
等

の
被
害

を
受

け
て

避
難
さ

れ
て

い
る
方

に
つ
い

て
は

、
所

在
地
に

つ
な

が
る
情

報
（

町
村

名
）
を

秘
匿
す

る
こ
と

が
で
き

ま
す

。
希

望
す

る
場
合

は
、
右

の
秘
匿

希
望

欄
に

✓
印

を
記
入

※
秘

匿
希
望

の
有
無

は
、

マ
イ

ナ
ン
バ

ー
制

度
に
お

い
て
上

記
情

報
を

秘
匿
す

る
措

置
を
と

る
た
め

に
の

み

す
。

ふ
り

が
な

住
所

〒

電
話

（

職
業

収
入

月
額

勤
務

先
名

勤
務

先

所
在

地

を



生
年

月
日

個
人

番
号

年
月

日
生

（
歳
）

さ
れ

て
い

る
方

に
つ
い

て
は
、
所

在
地
に

つ
な

が
る
情

報
（
都

道
府

県
名

又
は
市

す
る

こ
と

が
で
き

ま
す

。
希

望
す

る
場
合

は
、
右

の
秘
匿

希
望

欄
に

✓
印

を
記
入

し
て
く

だ
さ
い
。

マ
イ

ナ
ン
バ

ー
制

度
に
お

い
て
上

記
情

報
を

秘
匿
す

る
措

置
を
と

る
た
め

に
の

み
使

用
し
ま

秘
匿

希
望

電
話

（
自
宅

）
（

）

（
携

帯
）

（
）

収
入

月
額

円
（
年

収
円
）

勤
務

先

所
在

地

電
話

（
）

申請者

ふ
り

が
な

生
年

月
日

氏
名

年
月

日
生

（
歳

Ｄ
Ｖ

、
虐

待
等

の
被
害

を
受

け
て

避
難
さ

れ
て

い
る
方

に
つ
い

て
は

、
所

在
地
に

つ
な

が
る
情

報

町
村

名
）
を

秘
匿
す

る
こ
と

が
で
き

ま
す

。
希

望
す

る
場
合

は
、
右

の
秘
匿

希
望

欄
に

✓
印

を
記
入

※
秘

匿
希
望

の
有
無

は
、

マ
イ

ナ
ン
バ

ー
制

度
に
お

い
て
上

記
情

報
を

秘
匿
す

る
措

置
を
と

る
た
め

に
の

み

す
。

ふ
り

が
な

住
所

〒

電
話

学
校

名
学

校
所
在

地

」

申請者

ふ
り

が
な

生
年

日
個

人
番

氏
名

年
月

日
生

（
歳
）

ふ
り

が
な

住
所

〒

電
話

（
自
宅

）
（

（
携

帯
）

（

学
校

名
学

校
所
在

地

電
話

様
式
第
一
号
（
二
）
中

「

生
年

月
日

個
人

番
号

年
日

生

（
歳
）

電
話

（
自
宅

）
（

）

（
携

帯
）

（
）

学
校

所
在

電
話

（
）

を
」

「

に
改
め
る
。



生
年

月
日

個
人

番
号

年
月

日
生

（
歳
）

さ
れ

て
い

る
方

に
つ
い

て
は
、
所

在
地
に

つ
な

が
る
情

報
（
都

道
府

県
名

又
は
市

す
る

こ
と

が
で
き

ま
す

。
希

望
す

る
場
合

は
、
右

の
秘
匿

希
望

欄
に

✓
印

を
記
入

し
て
く

だ
さ
い
。

マ
イ

ナ
ン
バ

ー
制

度
に
お

い
て
上

記
情

報
を

秘
匿
す

る
措

置
を
と

る
た
め

に
の

み
使

用
し
ま

秘
匿

希
望

電
話

（
自
宅

）
（

）

（
携

帯
）

（
）

学
校

所
在

地

電
話

（
）

様
式
第
二
十
八
号
注
意
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
母
子
福
祉
資
金
及
び
父
子
福
祉
資
金
並
び
に
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
付
け
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
に
改
め
る
。

印
鑑

証
明

書
印

鑑
登

録
証

明
書



規

則 

埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
の
表
第
一
号
調
査
審
議
事
項
の
欄
中
３
を
削
り
、
４
を
３
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を 

改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
八
号 

 
 

 

公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一 

 
 

 

部
を
改
正
す
る
規
則 

 

公
立
大
学
法
人
埼
玉
県
立
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二 

十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 

（
監
査
報
告
の
作
成
） 

第
一
条
の
二 

監
事
は
、
法
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次 

 

に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報
の
収
集
及
び
監
査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ 

 

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。
第
一
号
並
び
に
第
四
項
第
三
号 

 

及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
監
事
の
職
務
の
執
行
の
た
め
の
必
要
な
体
制
の
整
備
に 

 

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

法
人
の
役
員
及
び
職
員 

 

二 

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
監
事
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図 

 
 

る
べ
き
者 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
監
事
が
公
正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な 

 

く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

監
事
は
、
法
第
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
必
要
に
応
じ
、
法
人 

 

の
他
の
監
事
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
者
と
の
意
思
疎
通
及
び
情
報
の
交
換
を
図
る
よ
う
努
め 

 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

法
第
十
三
条
第
四
項
後
段
の
監
査
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら 

 

な
い
。 

 

一 

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容 

 

二 

法
人
の
業
務
が
、
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
及
び
中
期
目
標 

 
 

の
着
実
な
達
成
に
向
け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意 

 
 

見 

 

三 

法
人
の
役
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
そ
の 

 
 

他
法
人
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
及
び
運
用
に
つ
い
て
の
意
見 

 

四 

法
人
の
役
員
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、
不
正
の
行
為
又
は
法
令
等
に
違
反
す
る
重
大
な
事 



 
 

実
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実 

 

五 

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由 

 
六 

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日 

 

（
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
） 

第
一
条
の
三 
法
第
十
三
条
第
六
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
基 

 

づ
き
知
事
に
提
出
す
る
書
類
と
す
る
。 

 

第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で 
削
除 

 

第
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
事
業
報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら 

 

な
い
。 

 

一 

法
人
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報 

 
 

イ 

目
標
、
業
務
内
容
、
沿
革
、
設
立
に
係
る
根
拠
法
、
設
立
団
体
、
組
織
図
そ
の
他
の
法 

 
 

 

人
の
概
要 

 
 

ロ 

事
務
所
（
従
た
る
事
務
所
を
含
む
。
）
の
所
在
地 

 
 

ハ 

資
本
金
の
額
（
前
事
業
年
度
末
か
ら
の
増
減
を
含
む
。
） 

 
 

ニ 

在
学
す
る
学
生
の
数 

 
 

ホ 

役
員
の
氏
名
、
役
職
、
任
期
、
担
当
及
び
経
歴 

 
 

ヘ 

常
勤
職
員
の
数
（
前
事
業
年
度
末
か
ら
の
増
減
を
含
む
。
）
及
び
平
均
年
齢
並
び
に
法 

 
 

 

人
へ
の
出
向
者
の
数 

 
 

ト 

非
常
勤
職
員
の
数 

 

二 

財
務
諸
表
の
要
約 

 

三 

財
務
情
報 

 
 

イ 

財
務
諸
表
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
概
要 

 
 

ロ 

重
要
な
施
設
等
の
整
備
等
の
状
況 

 
 

ハ 

予
算
及
び
決
算
の
概
要 

 

四 

事
業
に
関
す
る
説
明 

 
 

イ 

財
源
の
内
訳 

 
 

ロ 

財
務
情
報
及
び
事
業
の
実
績
に
基
づ
く
説
明 

 

五 

そ
の
他
事
業
に
関
す
る
事
項 

 

第
十
一
条
中
「
第
三
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次 

の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
会
計
監
査
報
告
の
作
成
） 

第
十
一
条
の
二 

会
計
監
査
人
は
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
を
適
切
に
遂
行
す 



 

る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報
の
収
集
及
び
監
査
の
環
境
の
整
備
に 

 

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
会
計
監
査
人
が
公
正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を 

 
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解 

 

し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一 

法
人
の
役
員
（
監
事
を
除
く
。
）
及
び
職
員 

 

二 

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
会
計
監
査
人
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎 

 
 

通
を
図
る
べ
き
者 

２ 

会
計
監
査
人
は
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規 

 

定
す
る
事
業
報
告
書
及
び
決
算
報
告
書
を
受
領
し
た
と
き
に
作
成
す
る
法
第
三
十
五
条
第
一
項 

 

後
段
の
会
計
監
査
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

会
計
監
査
人
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容 

 

二 

財
務
諸
表
（
利
益
の
処
分
又
は
損
失
の
処
理
に
関
す
る
書
類
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び 

 
 

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
人
の
財
政
状
態
、
運
営
状
況
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状 

 
 

況
等
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見
が 

 
 

あ
る
と
き
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
意
見
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で 

 
 

に
定
め
る
事
項 

 
 

イ 

無
限
定
適
正
意
見 

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
財
務
諸
表
が
地
方
独
立
行
政
法
人
会
計
基 

 
 

 

準
（
地
方
独
立
行
政
法
人
会
計
基
準
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
会
計
基
準
注
解
を
定
め
る 

 
 

 

件
第
一
章
に
規
定
す
る
会
計
基
準
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
他
の
一
般
に
公 

 
 

 

正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
の
慣
行
に
準
拠
し
て
、
法
人
の
財
政
状
態
、
運
営
状
況
、
キ 

 
 

 

ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
等
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表
示
し
て
い
る
と 

 
 

 

認
め
ら
れ
る
旨 

 
 

ロ 

除
外
事
項
を
付
し
た
限
定
付
適
正
意
見 

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
財
務
諸
表
が
除
外
事 

 
 

 

項
を
除
き
地
方
独
立
行
政
法
人
会
計
基
準
そ
の
他
の
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会 

 
 

 

計
の
慣
行
に
準
拠
し
て
、
法
人
の
財
政
状
態
、
運
営
状
況
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状 

 
 

 

況
等
を
全
て
の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表
示
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
旨
及
び
除
外 

 
 

 

事
項 

 
 

ハ 

不
適
正
意
見 

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
財
務
諸
表
が
不
適
正
で
あ
る
旨
及
び
そ
の
理
由 

 

三 

前
号
の
意
見
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由 

 

四 

追
記
情
報 

 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
利
益
の
処
分
又
は
損
失
の
処
理
に
関
す
る
書
類
、
事
業 

 
 

報
告
書
（
会
計
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
決
算
報
告
書
に
関
し
て
必
要
な
報
告 

 

六 

会
計
監
査
報
告
を
作
成
し
た
日 

３ 

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
の
う
ち
、 



 

会
計
監
査
人
の
判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
る
必
要
が
あ
る
事
項
又
は
財
務
諸
表
の
内
容
の
う 

 

ち
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
事
項
と
す
る
。 

 
一 

正
当
な
理
由
に
よ
る
会
計
方
針
の
変
更 

 

二 
重
要
な
偶
発
事
象 

 

三 

重
要
な
後
発
事
象 

 

第
十
四
条
中
「
第
四
十
条
第
六
項
」
を
「
第
四
十
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
七
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。 

 

（
内
部
組
織
） 

第
十
八
条 

法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
号
に
規
定
す
る
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
法
人
の 

 

内
部
組
織
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
現
に
存
す
る
理
事
長
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
（
平 

 

成
三
十
年
四
月
一
日
以
後
の
も
の
に
限
る
。
）
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
再
就
職
者 

 

（
離
職
後
二
年
を
経
過
し
た
者
を
除
く
。
）
が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
と
す
る
。 

 

一 

役
員
（
理
事
長
を
除
く
。
） 

 

二 

埼
玉
県
立
大
学 

 

（
管
理
又
は
監
督
の
地
位
） 

第
十
九
条 

法
第
五
十
六
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
と
し
て
規
則
で
定 

 

め
る
も
の
は
、
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
八
年
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十 

 

四
号
―
一
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
職
員
が
就
い
て
い
る
職
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
法
人 

 

が
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
業
務
実
績
等
報
告
書
） 

第
二
十
条 

法
第
七
十
八
条
の
二
第
二
項
の
報
告
書
に
は
、
当
該
報
告
書
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る 

 

報
告
書
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
項
目
ご
と
に
自
ら
評
価
を
行 

 

っ
た
結
果
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を 

 
 

明
ら
か
に
し
た
報
告
書 

当
該
事
業
年
度
に
係
る
年
度
計
画
に
定
め
た
項
目 

 

二 

中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及 

 
 

び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
並
び
に
中
期
目 

 
 

標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明 

 
 

ら
か
に
し
た
報
告
書 

中
期
計
画
に
定
め
た
項
目 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す 

る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
百
七 

十
八
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
号 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
規
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
埼
玉
県
条
例

第
十
七
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
以
下
「
協
議

会
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
組
織
） 

第
二
条 

協
議
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
委
員
を
も
っ
て
組
織
し
、
そ
の
定
数
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
数
と
す
る
。 

 

一 

被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員 

四
人 

 

二 

保
険
医
又
は
保
険
薬
剤
師
を
代
表
す
る
委
員 

四
人 

 

三 

公
益
を
代
表
す
る
委
員 

四
人 

 

四 

被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員 

三
人 

２ 

委
員
は
、
知
事
が
委
嘱
す
る
。 

３ 

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
会
長
） 

第
三
条 

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
協
議
会
を
代
表
す
る
。 

 

（
会
議
） 

第
四
条 

協
議
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。 

２ 

協
議
会
は
、
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
委
員
各
一
人
以
上
を
含
む
過
半
数
の
委
員
の
出

席
が
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３ 

会
議
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

４ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
委
員
と
し
て
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
会
議
の
公
開
） 

第
五
条 

協
議
会
の
会
議
は
、
公
開
す
る
。
た
だ
し
、
出
席
し
た
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数

で
議
決
し
た
と
き
は
、
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
議
事
録
） 

第
六
条 

議
長
は
、
議
事
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

議
事
録
に
は
、
議
長
の
ほ
か
、
出
席
し
た
委
員
の
う
ち
か
ら
議
長
が
指
名
す
る
二
人
の
委
員



が
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
庶
務
） 

第
七
条 

協
議
会
の
庶
務
は
、
保
健
医
療
部
国
保
医
療
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。 

 

（
委
任
） 

第
八
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が

協
議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



 

規

則 

埼
玉
県
が
ん
登
録
審
議
会
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
が
ん
登
録
審
議
会
規
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
埼
玉
県
条
例 

 

第
十
七
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
が
ん
登
録
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い 

 

う
。
）
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
組
織
） 

第
二
条 

審
議
会
は
、
委
員
三
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

 

（
委
員
） 

第
三
条 

委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事
が
委
嘱
す
る
。 

 

一 

が
ん
、
が
ん
医
療
等
又
は
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
学
識
経
験
の
あ
る
者 

 

二 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
学
識
経
験
の
あ
る
者 

２ 

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間 

 

と
す
る
。 

３ 

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
会
長
） 

第
四
条 

審
議
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。 

２ 

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。 

３ 

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理 

 

す
る
。 

 

（
会
議
） 

第
五
条 

審
議
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。 

２ 

審
議
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で 

 

き
な
い
。 

３ 

審
議
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決 

 

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
関
係
者
の
出
席
） 

第
六
条 

審
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
者
の
出
席
を
求
め
て
、
意
見
を
聴 

 

く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
会
議
の
公
開
） 



 

第
七
条 

審
議
会
の
会
議
は
、
公
開
す
る
。
た
だ
し
、
出
席
し
た
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数 

 

で
議
決
し
た
と
き
は
、
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

 
（
議
事
録
） 

第
八
条 
議
長
は
、
議
事
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

議
事
録
に
は
、
議
長
の
ほ
か
、
出
席
し
た
委
員
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な 

 

ら
な
い
。 

 

（
庶
務
） 

第
九
条 

審
議
会
の
庶
務
は
、
保
健
医
療
部
疾
病
対
策
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。 

 

（
委
任
） 

第
十
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が 

 

審
議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



規

則 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ 

に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
二
号 

 
 

 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第 

六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
一
条
第
三
項
中
「
入
院
費
負
担
金
決
定
通
知
書
」
を
「
措
置
入
院
費
負
担
金
決
定
通
知
書
」 

に
改
め
る
。 

 

第
十
二
条
第
二
項
中
「
入
院
費
負
担
金
減
免
申
請
書
」
を
「
措
置
入
院
費
負
担
金
減
免
申
請
書
」 

に
改
め
る
。 

 

第
二
十
条
の
見
出
し
を
「
（
無
断
退
去
者
探
索
依
頼
書
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
第 

三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
探
索
の
依
頼
に
係
る
通
知
は
、
様
式
第
二
十
五
号
の 

 

二
の
無
断
退
去
者
探
索
依
頼
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

       

様
式
第
五
号
（
表
）
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同
様 

      

式
（
裏
）
記
載
上
の
留
意
事
項
４
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
六
号
（
表
）
中
「 

 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
記
載
上
の
留

意
事
項
４
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
三
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

強
姦

 
強
制
性
交
等

 

す
べ
て

 
全
て

 

入
院
費
負
担
金
決
定
通
知
書

 

 

1
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1
4
 

 

1
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1
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1
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1
0
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８
 

７
 

６
 

 

５
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２
 

１
 

企
 

 
図

 

自
 

 
殺

 

問
題

行
動

 

経
済

的
な

 

詐
欺

等
の

 

侵
 

 
入

 

家
 

 
宅

 

失
火

０
０

 

弄
火

又
は

 

損
 

 
壊

 

器
 

 
物

 

窃
 

 
盗

 

脅
 

 
迫

 

恐
 

 
喝

 

暴
 

 
行

 

傷
 

 
害

 

せ
つ

０
０

 

強
制

わ
い

 

強
 

 
姦

 

強
 

 
盗

 

放
 

 
火

 

殺
 

 
人

 

 

Ａ
 

  

Ａ
 

 

Ａ
 

 

Ａ
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Ａ
 

Ａ
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Ａ
 

Ａ
 

 

Ａ
 

Ａ
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Ａ
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Ｂ
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Ｂ
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Ｂ
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Ｂ
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Ｂ
 

 

「 

」 
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1
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２
 

１
 

企
 

 
図

 

自
 

 
殺

 

問
題

行
動

 

経
済

的
な

 

詐
欺

等
の

 

侵
 

 
入

 

家
 

 
宅

 

失
火

０
０

 

弄
火

又
は

 

損
 

 
壊

 

器
 

 
物

 

窃
 

 
盗

 

脅
 

 
迫

 

恐
 

 
喝

 

暴
 

 
行

 

傷
 

 
害

 

せ
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０
０

 

強
制

わ
い

 

等
０

０
０

 

強
制

性
交

 

強
 

 
盗

 

放
 

 
火

 

殺
 

 
人

 

 

Ａ
 

  

Ａ
 

 

Ａ
 

 

Ａ
 

 

Ａ
 

Ａ
 

Ａ
 

Ａ
 

Ａ
 

Ａ
 

 

Ａ
 

 

Ａ
 

Ａ
 

Ａ
 

Ａ
 

 

Ｂ
 

  

Ｂ
 

 

Ｂ
 

 

Ｂ
 

 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

 

Ｂ
 

 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

 

「 
」 

措
置
入
院
費
負
担
金
決
定
通
知
書

 

す
べ
て

 
全
て

 



に
、
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
十
四
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
一
号
（
表
）
中
「 

 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
記
載
上 

の
留
意
事
項
４
中
「 

 
 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

                            

宛
先

 
あ
て
先

 

入
院
費
負
担
金
減
免
申
請
書

 
措
置
入
院
費
負
担
金
減
免
申
請
書

 

入
院
費
負
担
金

 
措
置
入
院
費
負
担
金

 

強
姦

 
強
制
性
交
等

 

原
病
歴

 
現
病
歴

 

入
院
費
用

 
措
置
入
院
に
係
る
費
用

 



  様式第２５号の２（第２０条関係） 

無 断 退去 者探 索依 頼 書  

 （宛先）                           年  月  日 

       警察署長  

                          病 院 名 

                          所 在 地 

                          管理者名        ㊞ 

 

 下記の者が無断退去し、その行方が不明となつたので、精神保健及び精神障害者福祉に

関する法律第３９条第１項の規定により探索を依頼します。○○○○○○○○○○○○○ 

 

記 

 

１ 退去した精神障害者 

氏   名  性別 男・女 生年月日 年  月  日 

住   所  

入院年月日 年   月   日 

２ 退去状況 

退去年月日 

及び時刻 
年   月   日    時   分 

退去当時の 

症状の概要 
 

退去者を発 

見するため 

に参考とな 

るべき人相、 

服装その他 

の 事 項 

 

３ 家族等又はこれに準ずる者 

氏   名  

住   所  

４ 障害福祉サービスに係る事業を行う者（入院前に障害福祉サービスを利用していた 

 場合） 

名   称  連 絡 先  

所  在  地  

   

 



   
様
式
第
二
十
六
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 

    

を
、 

 
 

 
 

 
 

 
に
改
め
る
。 

   
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
五
号
、
様
式
第 

 

六
号
及
び
様
式
第
二
十
一
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
に

定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

   

「 

」 

「 

」 

退
去

日
時

 

 

退
去

年
月

日
 

及
び

時
刻

 

 

発
見

す
る

た
 

め
に

参
考

と
 

な
る

べ
き

人
 

相
・

服
装

そ
 

の
他

の
事

項
 

 

退
去

者
を

発
 

見
す

る
た

め
 

に
参

考
と

な
 

る
べ
き
人
相
、
 

服
装

そ
の

他
 

の
事

項
 

 

「 

」 

「 

」 



規

則 

埼
玉
県
自
家
用
水
道
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
自
家
用
水
道
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
自
家
用
水
道
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
及
び
「 

 
 

 

 
 

」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

あ
て
先

 
宛
先

 
年

 
 
月

 
 
日
生

 
、
生
年

 

月
日

 



規

則 

と
畜
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
四
号 

 
 

 

と
畜
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

と
畜
場
法
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正 

す
る
。 

 

別
表
川
口
食
肉
荷
受
株
式
会
社
の
項
及
び
越
谷
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
越
谷
食
肉
セ
ン
タ
ー 

の
項
を
削
る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  



規

則 

埼
玉
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

 

様
式
第
一
号
中 

 
 

 
 

を 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

   

様
式
第
二
号
中 

 
 

 
 

を 
 

 
 

に
改
め
、 

 
 

 
 

の
次
に 

 
 

 
 

を
加
え
、

同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   

様
式
第
三
号
中 

 
 

 
 

を 
 

 
 

に
改
め
、 

 
 

 
 

の
次
に 
 

 
 

 

を
加
え
、 

同
様
式
の
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
前
の
埼
玉
県
家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
備

 
考

 
開
設
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
、
押
印
を
省
略
す
る
こ

 

 
 

 
 
と
が
で
き
ま
す
。

 

 
備

 
考

 
届
出
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
、
押
印
を
省
略
す
る
こ

 

 
 

 
 
と
が
で
き
ま
す
。

 

 
 

 
種
畜
飼
養
者
（
家
畜
人
工
授
精
所
開
設
者
）
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と

 

 
 
に
よ
り
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

４
 

「
あ
て
先
」

 
「
宛
先
」

 

 
 

 
 

 
 

 
「
あ
て
先
」

 
「
宛
先
」

 
 

 
 
「
第
５
条
」

 
 

 
「
の
規
定
」

 

「
あ
て
先
」

 
「
宛
先
」

 
 

 
 
「
第
７
条
」

 
 

 
「
の
規
定
」

 



規

則 

養
鶏
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
六
号 

 
 

 

養
鶏
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

養
鶏
振
興
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
中 

 
 

 
 

を 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

   

様
式
第
三
号
中 

 
 

 
 

を 
 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
前
の
養
鶏
振
興
法
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調

整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

   
備
考

 
届
出
人
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と

 

 
 

 
が
で
き
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 
申
請
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
、
押
印
を
省
略
す
る

 

 
 

 
 

 
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

３
 

 
 

 

申請者が個人の場合は、氏名を自署することにより押印を省略することがで
 

 
 

きます。
 

「
あ
て
先
」

 
「
宛
先
」

 

「
あ
て
先
」

 
「
宛
先
」

 



規

則 

埼
玉
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
規
則
第
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
及
び
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例
施
行
規
則 

 

第
一
条
中
「
埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
」
を
「
埼
玉
県
営
土
地
改
良
事
業
分

担
金
及
び
特
別
徴
収
金
徴
収
条
例
」
に
、
「
第
五
十
四
条
」
を
「
第
五
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め

る
。 

 

第
六
条
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四

項
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
中
「
第
七
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  



規

則 

埼
玉
県
道
路
占
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
道
路
占
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
道
路
占
用
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

様
式
第
二
号
中
「 

 
 

 
を
「 

 
 

に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

 
 

  

様
式
第
三
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

  

様
式
第
四
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

  

様
式
第
五
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

  

様
式
第
六
号
中
「 

 
 

 

を
「 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

  

様
式
第
七
号
中
「 

 
 

 

を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

  

様
式
第
八
号
中
「 

 
 

 

を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

備
考

 
提
出
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が

 

 
 
で
き
る
。

 

 
 

 
 

 

あ
て
先
」

 
宛
先
」

 

備
考

 
申
請
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が

 

 
 
で
き
る
。

 

 備
考

 
申
請
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が

 

 
 
で
き
る
。

 

 備
考

 
申
請
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が

 

 
 
で
き
る
。

 

  備
考

 
申
請
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が

 

 
 
で
き
る
。

 

 備
考

 
申
請
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が

 

 
 
で
き
る
。

 

 

あ
て
先

 
宛
先

 

あ
て
先

 
宛
先

 

あ
て
先

 
宛
先

 

あ
て
先
」

 
宛
先

 

あ
て
先
」

 
宛
先

 

あ
て
先
」

 
宛
先

 



 
 

  
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
道
路
占
用
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分 

 

の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

備
考

 
届
出
者
が
個
人
の
場
合
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
こ
と
に
よ
り
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が

 

 
 
で
き
る
。

 

 



規

則 

埼
玉
県
砂
防
指
定
地
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
砂
防
指
定
地
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
砂
防
指
定
地
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

様
式
第
二
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
砂
防
指
定
地
管
理
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ 

 

 

る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

備
考

 
申
請
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
の
記
載
を
自
署
で
行
う

 

 
 
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

備
考

 
申
請
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
の
記
載
を
自
署
で
行
う

 

 
 
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

あ
て
先

 
宛
先

 

宛
先

 
あ
て
先

 



「
埼

 

 
県
土

 

 
大
宮

 

「
埼

玉
県

知
事

 

 
大
宮
公
園
事
務
所
長
 

 
営
繕
・
公
園
事
務
所
長
」

 

 
玉

県
知

事
 

 
整
備
事
務
所
長

 

 
公
園
事
務
所
長
」

 

「
埼

玉
県

知
事
 

 
県
土
整
備
事
務
所
長

 

 
大
宮
公
園
事
務
所
長
」

 

 
 
埼

玉
県

知
事

 

 
 
大
宮
公
園
事
務
所
長
 

 
 

 

規

則 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
、
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
、
川
越
県
土
整
備

事
務
所
長
、
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
、
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
、
秩
父
県
土
整
備
事
務
所

長
、
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
、
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
、
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
、
杉
戸

県
土
整
備
事
務
所
長
若
し
く
は
大
宮
公
園
事
務
所
長
（
以
下
「
所
長
」
と
い
う
。
）
」
を
「
大
宮

公
園
事
務
所
長
若
し
く
は
営
繕
・
公
園
事
務
所
長
」
に
、
「
総
称
す
る
」
を
「
い
う
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
、
第
五
条
並
び
に
第
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
所
長
」
を
「
知
事
等
」
に

改
め
る
。 

  

様
式
第
一
号
、
様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
二
号
の
三
中
「 

 
 

」
を
「 
 

」
に
、 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

  

様
式
第
四
号
及
び
様
式
第
五
号
中 

 
 

 

」
を
「 

 

」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。  

 
 
「
県
土
整
備
事
務
所
長

 
 

 
 

 
 
大
宮
公
園
事
務
所
長

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
指
定
管
理
者
」

 

「
あ
て
先
」
 

「
埼

玉
県

知
事

 

 
大
宮
公
園
事
務
所
長
 

 
営
繕
・
公
園
事
務
所
長

 

 
 

 
 
 
 
 
指
定
管
理
者

 
」

 

「
宛
先
」

 

「
埼

玉
県
 

 
大
宮
公
園
事
務

 

 
営
繕
・
公
園
事

 

 
 

 
 

 
指
定

 

あ
て
先

 
宛
先

 

知
 
事

 

所
 
長

 

務
所
長

 

管
理
者
」

 

に
改
め
る
。 

「
あ
て
先

 
 
宛
先

 

様
式
第
三
号
中 

を 

に
、 

を 



 
埼

玉
県
 

 
大
宮
公
園
事

 

 
営
繕
・
公
園

 

 
 
埼

玉
県

知
事

 

 
 
大
宮
公
園
事
務
所
長

 

 
 
営
繕
・
公
園
事
務
所
長
」

 

知
事
 
 

務
所

長
 

事
務
所
長
」

 

 
埼

玉
県

知
事
 

 
県
土
整
備
事
務
所
長

 
 

 
大
宮
公
園
事
務
所
長
」

 

「
埼

玉
県

知
事
 

 
県
土
整
備
事
務
所
長

 

 
大
宮
公
園
事
務
所
長
」

 

 
 
営
繕
・
公
園
事
務
所
長
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 

 
様
式
第
六
号
及
び
様
式
第
七
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に 

 

改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 

 

様
式
第
十
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 
」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
（
次 

 

項
に
お
い
て
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
使
用
の
許
可
の
申
請
そ

の
他
の
行
為
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
よ

り
さ
れ
た
使
用
の
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 

３ 

改
正
前
の
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
「
県
土
整
備
事
務
所
長

 
 

 
 
大
宮
公
園
事
務
所
長

 

 
 

 
 

 
指
定
管
理
者
」

 

あ
て
先

 
宛
先

 

「
埼

玉
県

知
事
 

 
大
宮
公
園
事
務
所
長

 

 
営
繕
・
公
園
事
務
所
長

 

 
 

 
 

 
指
定
管
理
者
」

 

様
式
第
八
号
中 

を 

に
改
め
る
。 



規

則 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

第
一
条 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一 

 
 

 

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
」
を
「
埼
玉
県
個

人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
」
に
、
「
個
人
番
号
利
用
条
例
」
を
「
番
号
利
用
条
例
」
に
、

「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
個
人
番
号

利
用
条
例
第
四
条
第
二
項
」
を
「
番
号
利
用
条
例
第
四
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
十
条
た
だ
し
書
、
第
十
条
の
七
第
一

項
た
だ
し
書
、
第
十
一
条
た
だ
し
書
、
第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
三
条
の
七
第
一
項

た
だ
し
書
、
第
十
四
条
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
十
四
条
の
二
の
十
三
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
十

四
条
の
七
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
、

第
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
十
条
た
だ
し
書
、
第
二
十

条
の
二
第
二
項
た
だ
し
書
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
個
人
番
号
利
用
条
例
第

四
条
第
二
項
」
を
「
番
号
利
用
条
例
第
四
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
表
中
一
三
〇
の
項
を
削
り
、
一
二
九
の
項
を
一
三
〇
の
項
と
し
、
一
〇
一
の
項
か
ら
一
二

八
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
一
〇
〇
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   
 

別
表
中
三
二
六
の
項
を
三
二
七
の
項
と
し
、
一
八
九
の
項
か
ら
三
二
五
の
項
ま
で
を
一
項
ず

つ
繰
り
下
げ
、
一
八
八
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

第
二
条 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 

 
 

別
表
中
三
二
七
の
項
を
三
二
八
の
項
と
し
、
三
二
〇
の
項
か
ら
三
二
六
の
項
ま
で
を
一
項
ず

つ
繰
り
下
げ
、
三
一
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
年

一
〇
一 

川
口
安
行
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア
住

宅 

川
口
市
大
字
安
行

藤
八 

中
層
耐
火 

四
九
・
九
〇 

二
〇 

 

一
八
九 

上
尾
沼
南
ヒ
ル
ズ
住
宅 

上
尾
市
大
字
原
市 

中
層
耐
火 

五
〇
・
一
六 

二
〇 

 

三
二
〇 

コ
ン
フ
ォ
ー
ル
宮
代
中
島
住

宅 

南
埼
玉
郡
宮
代
町

字
中
島 

中
層
耐
火 

五
〇
・
五
二 

二
〇 

 



五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

埼
玉
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
平
成
六
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
埼
玉
県
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
」
を
「
埼
玉
県
個
人

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
」
に
、
「
個
人
番
号
利
用
条
例
」
を
「
番
号
利
用
条
例
」
に
、
「
第

四
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
個
人
番
号
利
用
条

例
第
四
条
第
二
項
」
を
「
番
号
利
用
条
例
第
四
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
二
の
二
の
項
中
「
五
五
、
〇
〇
〇
」
を
「
四
八
、
〇
〇
〇
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書

及
び
第
二
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 第

三
条
の
二
第
一
項
中
「
局
長
」
の
下
に
「
、
支
所
長
」
を
加
え
る
。 

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
八
十
条
第
七
号
中
「
第
百
三
条
第
一
項
第
五

号
」
を
「
第
百
三
条
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。 

第
百
三
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
一
項
各
号
」
を
「
第
二
項

各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
随
意
契
約
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
予
定
価
格

を
定
め
、
契
約
の
相
手
方
か
ら
見
積
書
を
徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
」
を
「
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を

加
え
る
。 

随
意
契
約
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
予
定
価
格
を
定
め
、
そ
の
後
に
契
約
の
相
手
方
か
ら

見
積
書
を
徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
は
、
予
定
価
格
を

定
め
る
前
に
見
積
書
を
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
百
四
十
条
第
一
号
中
「
よ
る
も
の
」
の
下
に
「
並
び
に
別
に
定
め
る
も
の
」
を
加
え
る
。 

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
教
育
局
福
利
課
、
県
立
学
校
人
事
課
、
高
校
教
育
指
導
課
、
特
別
支

援
教
育
課
、
小
中
学
校
人
事
課
、
義
務
教
育
指
導
課
、
家
庭
地
域
連
携
課
及
び
人
権
教
育
課
の
項

中
「
、
家
庭
地
域
連
携
課
」
を
削
り
、
同
表
営
繕
工
事
事
務
所
の
項
中
「
営
繕
工
事
事
務
所
」
を

「
営
繕
・
公
園
事
務
所
」
に
改
め
、
同
表
南
部
教
育
事
務
所
、
北
部
教
育
事
務
所
及
び
東
部
教
育

事
務
所
の
項
中
「
南
部
教
育
事
務
所
、
北
部
教
育
事
務
所
及
び
東
部
教
育
事
務
所
」
を
「
教
育
事

務
所
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
所
轄
所
（
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
、
東
部
環
境
管
理
事
務
所
、

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
、
高
等
看
護
学
院
、
花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
、
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
、

営
繕
工
事
事
務
所
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
江
南
支
所
、
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
、
県
立
の
学
校

（
川
越
特
別
支
援
学
校
、
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
、
草
加
か
が
や
き
特
別
支
援
学
校
及
び
け
や
き

特
別
支
援
学
校
を
除
く
。
）
及
び
警
察
学
校
並
び
に
次
の
項
か
ら
警
察
署
の
項
ま
で
の
も
の
を
除

く
。
）
の
項
中
「
営
繕
工
事
事
務
所
」
を
「
営
繕
・
公
園
事
務
所
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
二
の
備
考
２
中
「 

 

」
の
次
に
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
加
え
、
「 

 
 

」
を
「 

 
 

 

」

う
ち

 
、
委
託
料
（
場
外
車
券
売
場
の
管
理
運
営
に
要
す

 

負
担
金

 
負
担
金
、

 
る
経
費
の
う
ち
、
資
金
前
渡
す
る
も
の
に
限
る
。
）

 



に
改
め
る
。 

 

様
式
第
九
号
（
五
）
を
様
式
第
九
号
（
八
）
と
し
、
様
式
第
九
号
（
四
）
を
様
式
第
九
号
（
七
） 

と
し
、
様
式
第
九
号
（
三
）
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。 



様式第９号（４）（第１４条関係） 

 

決

裁

区

分 

知 事 

部 長 

副部長 

課所長 

 

知 事 副 知 事 部 長 副 部 長 課 所 長 副課所長 

  
      

(

合
議)

 

企画財政部長    副部長    財 政 課 長 

会計管理者           出納総務課長    出納員 

 

起案者 

執行伺い（委託） 
 

本書のとおり執行してよいか伺います。 

 

件        名 

 

年     度 執        行        課        所 

   

執 行 伺 番 号 入 札 予 定 年 月 日 予 算 内 容 

    

金 額 計 

 
 
 
事 業 
 
会 計 

款 
項 
目 
節 

説 明 
支 出 理 由 
 
 
 
予 算 元 課 
委任令達元課 
 
 
金 額 
 
 

支出負担行為の状況 
議 決 予 算 額 
配 当 予 算 額 
支 出 負 担 行 為 済 額 
支 出 負 担 行 為 未 済 額 
今 回 執 行 額 

 
 
 

 
 
 
事 業 
 
会 計 

款 
項 
目 
節 

説 明 
支 出 理 由 
 
 
 
予 算 元 課 
委任令達元課 
 
 
金 額 
 
 

支出負担行為の状況 
議 決 予 算 額 
配 当 予 算 額 
支 出 負 担 行 為 済 額 
支 出 負 担 行 為 未 済 額 
今 回 執 行 額 

 
 
 

その他内訳   件      

契
約
方
法 

 
根 拠 法 令 

入 札 不 調 対 応 

前 払 金  理 由  ％ 

部 分 払  理 由  回 

入 札 保 証 金  理 由  ％ 

特
定
財
源
内
訳 

款      名 予  算  額 内示額及び調定済額 収 入 済 額          収 入 未 済 額          

     

     

     

 

 備考 本様式は、その他委託に係る伺いをするときに使用する。 
 



様式第９号（５）（第１４条関係） 

 

決

裁

区

分 

知 事 

部 長 

副部長 

課所長 

 

知 事 副 知 事 部 長 副 部 長 課 所 長 副課所長 

  
      

(

合
議)
 

企画財政部長    副部長    財 政 課 長 

会計管理者           出納総務課長    出納員 

 

起案者 

執行取消伺い（委託） 
 

本書のとおり取り消してよいか伺います。 

 

件        名 

 

取  消  理  由 

 

年     度 執        行        課        所 

   

執 行 伺 番 号 入 札 予 定 年 月 日 予 算 内 容 

    

金 額 計 

 
 
 
事 業 
 
会 計 

款 
項 
目 
節 

説 明 
支 出 理 由 
 
 
 
予 算 元 課 
委任令達元課 
 
 
金 額 
 
 

支出負担行為の状況 
議 決 予 算 額 
配 当 予 算 額 
支 出 負 担 行 為 済 額 
支 出 負 担 行 為 未 済 額 
今 回 執 行 額 

 
 
 

 
 
 
事 業 
 
会 計 

款 
項 
目 
節 

説 明 
支 出 理 由 
 
 
 
予 算 元 課 
委任令達元課 
 
 
金 額 
 
 

支出負担行為の状況 
議 決 予 算 額 
配 当 予 算 額 
支 出 負 担 行 為 済 額 
支 出 負 担 行 為 未 済 額 
今 回 執 行 額 

 
 
 

その他内訳   件      

契
約
方
法 

 
根 拠 法 令 

入 札 不 調 対 応 

前 払 金  理 由  ％ 

部 分 払  理 由  回 

入 札 保 証 金  理 由  ％ 

特
定
財
源
内
訳 

款      名 予  算  額 内示額及び調定済額 収 入 済 額          収 入 未 済 額          

     

     

     

 

 備考 本様式は、既に行つたその他委託に係る伺いを取り消すときに使用する。 



様式第９号（６）（第１４条関係） 

 

決

裁

区

分 

知 事 

部 長 

副部長 

課所長 

 

知 事 副 知 事 部 長 副 部 長 課 所 長 副課所長 

  
      

(

合
議)

 

企画財政部長    副部長    財 政 課 長 

会計管理者           出納総務課長    出納員 

 

起案者 

執行変更伺い（委託） 
 

本書のとおり変更してよいか伺います。 

 

件        名 

 

変  更  理  由 

 

年     度 執        行        課        所 

   

執 行 伺 番 号 入 札 予 定 年 月 日 予 算 内 容 

    

金 額 計 （ 変 更 前 ）                  金 額 計 （ 変 更 後 ） 

 
 
 
事 業 
 
会 計 

款 
項 
目 
節 

説 明 
支 出 理 由 
 
 
 
予 算 元 課 
委任令達元課 

 
金  額（ 変 更 前 ） 
金  額（ 変 更 後 ） 
 

支出負担行為の状況 
議 決 予 算 額 
配 当 予 算 額 
支 出 負 担 行 為 済 額 
支 出 負 担 行 為 未 済 額 
今 回 執 行 額 

 

 
 
 
事 業 
 
会 計 

款 
項 
目 
節 

説 明 
支 出 理 由 
 
 
 
予 算 元 課 
委任令達元課 
 
金  額（ 変 更 前 ） 
金  額（ 変 更 後 ） 
 

支出負担行為の状況 
議 決 予 算 額 
配 当 予 算 額 
支 出 負 担 行 為 済 額 
支 出 負 担 行 為 未 済 額 
今 回 執 行 額 

 

その他内訳   件      

契
約
方
法 

 
根 拠 法 令 

入 札 不 調 対 応 

前 払 金  理 由  ％ 

部 分 払  理 由  回 

入 札 保 証 金  理 由  ％ 

特
定
財
源
内
訳 

款      名 予  算  額 内示額及び調定済額 収 入 済 額          収 入 未 済 額          

     

     

     

 

 備考 本様式は、既に行つたその他委託に係る伺いを変更するときに使用する。 



 

様
式
第
五
十
七
号
（
一
）
及
び
様
式
第
五
十
七
号
（
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 県 税 決 算 計 算 書                    

 

項 目 

 

税 目 

調    定    額 収   入   済   額 過 誤 納 金 還 付 充 当 未 済 

現年課税分 滞納繰越分 計 現年課税分 滞納繰越分 計 現年課税分 滞納繰越分 

税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 

県 

民 

税 

個 

人 

均等割及び所得割                 

配 当 割                 

株式等譲渡所得割                 

計                 

法 人                 

利 子 割                 
事
業
税 

個 人                 

法 人                 

消
費
税 

地

方 

譲 渡 割                 

貨 物 割                 

不 動 産 取 得 税 
（  ） （  ） （  ） （  ） （  ） （  ） 

          

県 た ば こ 税                 

ゴ ル フ 場 利 用 税                 

自 動 車 取 得 税 
（  ） （  ）   （  ） （  ） （  ） （  ）   （  ） （  ）  

   

軽 油 引 取 税                 

自 動 車 税 
（  ） （  ）   （  ） （  ） （  ） （  ）   （  ） （  ）  

   

鉱 区 税                 

狩 猟 税 
（  ） （  ）   （  ） （  ） （  ） （  ）   （  ） （  ）  

   

合 計 
（  ） （  ）   （  ） （  ） （  ） （  ）   （  ） （  ）  

   

延 滞 金 

 

  

 

  

 
過 少 申 告 加 算 金     

不 申 告 加 算 金     

重 加 算 金     

合 計        

総 合 計        

注１ 調定額及び収入済額の「件数」は、納期を２期に分けて徴収する税（例、個人事業税）については２件とし、申告納付又は納入に係る税（例、法人事業税）については申告書の提出があつたもの（修正 

 ２ 分割納付（入）となつた場合の件数は、最終の納付（入）があつたときに１件とすること。 

 ３ （ ）内には、証紙特別会計繰入金を内書きすること。 

 ４ 「不動産取得税」欄の（ ）には、徴収猶予（生前贈与分）額及び件数を記載すること。 
  

様式第５７号（１）（第７１条関係） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（単位 円） 

事 務 所 

額 不  納  欠  損  額 収  入  未  済  額 
収 入 歩 合 

 

計 現年課税分 滞納繰越分 計 現年課税分 滞納繰越分 計 

税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 税 額 件数 現 滞 計 

              ％ ％ ％ 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

  

 

  

 

  

 

 

       

       

       

          

          

、更正、決定を含む。）についてそれぞれ１件として記載すること。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第５７号（２）（第７１条関係） 

年 度 県 税 等 歳 入 決 算 調 書                    

 

款 項 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 
予算現額と収入済額 

との比較 

 

① 県 税   円 円 円 円 円 円 

 

１ 県 民 税       

２ 事 業 税       

３ 地 方 消 費 税       

４ 不 動 産 取 得 税       

５ 県 た ば こ 税       

６ ゴ ル フ 場 利 用 税       

７ 自 動 車 取 得 税       

８ 軽 油 引 取 税       

９ 自 動 車 税       

10 鉱 区 税       

11 狩 猟 税       

② 地方消費税

清 算 金 

        

 １ 地方消費税清算金       

③ 地方譲与税         

 
１ 地 方 道 路 譲 与 税       

２ 石 油 ガ ス 譲 与 税       

⑧ 使用料及び

手 数 料 

        

 ２ 手 数 料       

⑭ 諸 収 入         

 
１ 

延 滞 金 、 加 算 金 
及 び 過 料 等 

      

６ 利子割精算金収入       
 

 



 
 

 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

技
能
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件
そ
の
他
勤
務
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号 

 
 

 

技
能
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件
そ
の
他
勤
務
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改 

 

 
 

 

正
す
る
規
則 

 

技
能
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件
そ
の
他
勤
務
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
中
「
本
則
の
表
に
掲
げ
る
主
任
、
主
事
及
び
技
師
」
を
「
に
規
定
す
る
技
能
職
員
（
一 

 

種
）
及
び
技
能
職
員
（
二
種
）
」
に
、
「
に
掲
げ
る
技
能
主
任
、
業
務
主
任
、
技
能
主
事
及
び
業

務
主
事
の
職
に
あ
る
も
の
と
す
る
」
を
「
及
び
埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉

県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号
）
第
十
四
条
の
表
に
掲
げ
る
技
能
職
員
を
い
う
」
に
改
め
る
。 

 

 
 

 

附 

則 
 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



規

則 

技
能
職
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号 

 
 

 

技
能
職
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

技
能
職
員
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

本
則
第
一
号
の
表
主
任
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

   
 

 

本
則
第
三
号
の
表
主
任
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   
 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

上
席
主
任 

上
司
の
命
を
受
け
、
事
務
の
補
助
、
自
動
車
の
運
転
、
土
木
作
業
、
農
林
作
業
、

畜
産
作
業
、
営
繕
作
業
等
の
業
務
で
困
難
な
も
の
に
従
事
す
る
。 

   

上
席
主
任 

上
司
の
命
を
受
け
、
庁
務
、
炊
事
、
清
掃
の
業
務
で
困
難
な
も
の
に
従
事
す
る
。 

   



「 

「 

」 

第
八
条
第
三
項
の
表
中 

を 

規

則 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
及
び
埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
及
び
埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則 

 

（
埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

     

 

技
能
主
任 

 

上
司
の
命
を
受
け
、
自
動
車
の 

林
作
業
、
畜
産
作
業
、
園
芸
作 

等
の
業
務
で
相
当
困
難
な
も
の 

る
。 

 

 

   

運
転
、
農 

業
、
介
助 

に
従
事
す 

  

 

 

技
能
主
任 

上
席
業
務

主
任
●
● 

上
席
技
能

主
任
●
● 

  
 

 

上
司
の
命
を
受
け
、
自
動
車
の
運
転 

林
作
業
、
畜
産
作
業
、
園
芸
作
業
、 

等
の
業
務
で
相
当
困
難
な
も
の
に
従 

る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
炊
事
の
業
務
、 

の
整
備
そ
の
他
の
用
務
で
困
難
な
も 

従
事
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
自
動
車
の
運
転 

林
作
業
、
畜
産
作
業
、
園
芸
作
業
、 

等
の
業
務
で
困
難
な
も
の
に
従
事
す 

  

 

      

、
農
、

介
助 

事
す 

  

環
境 

の
に 

、
農 

介
助 

る
。 

 

 

 



に
改
め
る
。 

」 

第
十
四
条
の
表
中 「 

」 

を 「 

」 

  
 

 

      

（
埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

         

  

   

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 

業
務
主
任 

上
席
業
務

主
任 

  

上
司
の
命
を
受
け
、
炊
事
の
業
務
、
環
境

の
整
備
そ
の
他
の
用
務
で
相
当
困
難
な
も

の
に
従
事
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
炊
事
の
業
務
、
環
境

の
整
備
そ
の
他
の
用
務
で
困
難
な
も
の
に

従
事
す
る
。 

 

 

   

環
境 

な
も 

 

 

 

業
務
主
任 

●

● 

上
司
の
命
を
受
け
、
炊
事
の
業
務
、 

の
整
備
そ
の
他
の
用
務
で
相
当
困
難 

の
に
従
事
す
る
。 

 

 

      

、
農

介
助 

事
す 

   

環
境 

の
に 

、
農 

介
助 

る
。 

 

 

 

 



規 
 

則 

 
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
〇
五 

 
 

 

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
税
務
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

別
表
第
一
知
事
部
局
の
部
中
「
税
務
局
長
」
を 

ス
ポ
ー
ツ
局
長 

 
 

に
改
め
、
「
ス
ポ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
域
包
括
ケ
ア
局
長
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

ツ
局
長
」
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
局
長
」
、
「
環
境
管
理
事
務
所
長
（
西
部
）
」
及
び
「
総
合
リ
ハ
ビ 

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
」
を
削
り
、
「
川
口
」
を
「
南
部
」
に
、
「
、
春
日
部
、
鴻
巣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

家
畜
保
健
衛
生
所
長
（
中
央
）
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
総
合
調
整
幹
（
人
事
委
員 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

政
策
幹 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

行
政
監
察
幹 

 
 

 
 

 

会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、
「
感
染
症
対
策
幹
」
を 

 
 

 
 

 
 

 

に
、
「
発
達
障 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
、
「
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
局
副
局
長
」
を
削
り
、
「
営
繕
工
事
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
調
整
幹 

 
 

 
 

 
 

 

務
所
長
」
を
「
営
繕
・
公
園
事
務
所
長
」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 

を 

企
画
幹 

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

主
席
県
民
相
談
員
」 

 
 

「
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究
所
技
術
・
事
業
化
支
援
室
長
」
を
「
産
業
技
術
総
合
セ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
農
業
技
術
研
究
セ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

病
害
虫
防
除
所
副
所 

タ
ー
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
営
繕
・
公
園
事
務
所
副
所
長
」
に
改
め
、
同
表
教
育
委
員
会
事
務
局
の
部
中
「
教
育
指
導
幹
」 

総
合
調
整
幹
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
） 

行
政
監
察
幹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「
調
整
幹 

 
 

 

 

主
席
県
民
相
談
員
」 

を
「
、
鴻
巣
」
に
、
「
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を

 

害
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長
」
を 

に
改
め
、
「
水
産
研
究
所
副
所
長
」
を
削
り
、
「
営
繕
工
事
事
務
所
副
所
長
」
を 

「
感
染
症
対
策
幹 

 

次
世
代
産
業
幹
」 

タ
ー
北
部
研
究
所
副
所
長
」
に
、
「
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
部
長
」
を 

 

「 

「
発
達
障
害
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長

 

 

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長 

」 

」 



 

「
教
育
指
導
幹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
域
教
育
幹
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
捜
査
室
長
」
に
改
め
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
警 

備
対
策
室
長
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 
則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

を 

に
改
め
、
同
表
警
察
本
部
の
部
中
「
環
境
犯
罪
対
策
室
長
」
を
「
生
活
経
済 



規 
 

則 

 
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
〇
八 

 
 

 

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
九
七
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
保
健
所
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

障
害
者
支
援
課 

 

看
護
師
（
公
益
的
法
人
等
に
派
遣
さ
れ
る
者
に
限
る
。
） 

 

医
師
（
公
益
的
法
人
等
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派 

 

遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十 

 

二
号
）
第
二
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
団
体
を
い
う
。 

 
 

 

以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
派
遣
さ
れ
る
者
に
限 

 

る
。
） 

 

者
に
限
る
。
） 
 
 

 

二 

   

二
・
五 



規 
 

則 

 
給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
〇
六 

 
 

 

給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
六
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
医
師
の
項
中
「
総
務
部
（
地
方
職
員
共
済
組
合
埼
玉
県
支
部
の
業
務
に
従
事
す
る
者 

に
限
る
。
）
」
を 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別
表
第
二
栄
養
士
の
項
中
「
農
業
大
学
校
」
を
削
る
。 

 

別
表
第
三
看
護
師
の
項
中
「
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
障
害
者
支
援
課
（
公 

 
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー 

益
的
法
人
等
に
派
遣
さ
れ
る
者
に
限
る
。 

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

」 
 

） 

「
総
務
部
（
地
方
職
員
共
済
組
合
埼
玉
県
支
部
の
業
務
に
従
事
す
る
者
に
限 

 

障
害
者
支
援
課
（
公
益
的
法
人
等
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に 

遣

等

に

関

す

る

条

例 

る
。
） 

 

関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
団
体

う

。

以

下

別 

 

二

号

）

第

二

条

第

一

項

各

号

に

規

定

す

る

団

体

を

い

う

。 

 

を
い
う
。
以
下
別
表
第
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
派
遣
さ
れ
る
者
に
限
る
。 

） 

」 



規 
 

則 

 
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
〇
七 

 
 

 

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
二
一
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
イ
の
表
中
「
副
報
道
長
」
を 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

を 

 
 

に
、
「
危
機
対
策
幹
」
を 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
、
「
（
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
を
除
く
。
）
」
、
「
地
域
機
関
の
副
局
長
」
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

及 

び
「
地
域
機
関
の
事
務
局
長
（
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
に
限
る
。
） 

を
削
り
、
「
税
務
局
長
」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、
「
教
育
指
導
幹
」
を 

 

に
、 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 

別
表
第
一
ハ
の
表
中
「
技
術
・
事
業
化
支
援
室
長
」
を
削
る
。 

 

別
表
第
二
ロ
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

備
考 

人
事
交
流
等
に
よ
り
引
き
続
い
て
職
員
と
な
つ
た
者
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る

者
に
対
す
る
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
人

事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

「
副
報
道
長 

 
企
画
幹 

」 

「
本
庁
の
所 

 

総
合
調
整 

 

政
策
幹 

長 幹 

 

」 
「
本
庁
の
所
長 

 

総
合
調
整
幹
」 

「
危
機
対
策
幹 

 

次
世
代
産
業
幹
」 

「
ス
ポ
ー
ツ
局
長 

 
地
域
包
括
ケ
ア
局
長
」 

「
税
務
局
長 

 

ス
ポ
ー
ツ
局
長 

 

地
域
包
括
ケ
ア
局
長
」 

「
教
育
指
導
幹 

 

地
域
教
育
幹
」 

「
支
所
長 

 

企
画
幹
」 

「
支
所
長 

 

企
画
幹
（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
企
画
幹
に
限
る
。
）
」 

」 



規 
 

則 

 
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
二
四
―
二 

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
二
四
―
一
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
四
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
別
表
第

五
に
定
め
る
職
務
の
級
四
級
の
職
（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
職
に
つ
い
て
は
、

学
校
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平

成
二
十
八
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
学
校
職
員
の
初
任
給
、

昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二

号
。
以
下
「
旧
学
校
職
員
初
任
給
規
則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
に
定
め
る
職
務
の
級
四
級

の
職
）
（
県
立
の
高
等
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
の
校
長
の
職
に
限
る
。
） 

三 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
別
表
第
六
に
定
め
る
職
務
の
級
四
級
の
職
（
平
成
二
十

八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
職
に
つ
い
て
は
、
旧
学
校
職
員
初
任
給
規
則
別
表
第
二
に
定
め

る
職
務
の
級
四
級
の
職
）
（
県
立
中
学
校
の
校
長
の
職
に
限
る
。
） 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

 
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 
 

 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
一
三
二 

 
 

 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
六
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
調
整
幹 

 

別
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者
本
庁
の
項
職
の
欄
中 

 
 

 
 

 
 

を 

政
策
幹 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

行
政
監
察
幹
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
感
染
症
対
策
幹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

次
世
代
産
業
幹
」 

業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
職
の
欄
中
「
副
室
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 

「
副
室
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
部
研
究
所
副
所
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
教
育
指
導
幹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
地
域
教
育
幹
」 

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
感
染
症
対
策
幹
」
を 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
、
同
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者
地
域
機
関
産 

「
調
整
幹 

 

行
政
監
察
幹
」 

に
限
る
。
）
」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改 

 

め
、
同
表
教
育
委
員
会
教
育
局
本
局
の
項
職
の
欄
中
「
教
育
指
導
幹
」
を 
 

 
 

 
 

 

に
改 



訓

令 

埼
玉
県
訓
令
第
一
号 

本 
 

 
 

 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

地

域

機

関 
 

 
 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
訓
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
先
端
産
業
課
の
項
を
削
り
、
同
表
勤
労
者
福
祉
課
の
項
中
「 

 
 

 
 

 

」
を 

 
 

 

」
に
改
め
、
「 

 
 

 

」
の
次
に
「 

 
 

 
 

 

」
を
加
え
、
同
表
就
業
支
援
課
の

項
を
削
る
。 

別
表
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
の
項
職
員
の
欄
中
「 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
勤
労
者
福
祉
課

 
 

 
労
働
課

 
 
労
働
相
談

 
 

 
又
は
就
業
相
談

 
 

「
雇
用

 

 
上
に
同
じ
。

 
 

 
就
業
相
談
の
業
務
に
従
事

 
 

す
る
職
員

 
 



訓

令 

埼
玉
県
訓
令
第
二
号 

本

庁 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地

域

機

関 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
秘
書
課
長
を
除
く
。
）
」
の
下
に
「
、
部
の
政
策
幹
」
を
加
え
、

「
及
び
消
防
防
災
政
策
幹
」
を
「
、
消
防
防
災
政
策
幹
、
次
世
代
産
業
幹
及
び
部
の
企
画
幹
」
に

改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
の
長
」
の
下
に
「
、
部
の
政
策
幹
」
を
、
「
行
政
監
察
幹
」
の
下
に
「
、

次
世
代
産
業
幹
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



訓

令 

埼
玉
県
訓
令
第
三
号 

本 
 

 
 

 

庁 

地 

域 

機 

関 

職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 
 

 

職
員
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

職
員
被
服
貸
与
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

        
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

別
表
第
三
十
八
号
中 

ゴ

ム

長

靴 

 

ゴ

ム

長

靴 

 

ゴ

ム

長

靴 

 

  

「 

」 

を 

ズ

ボ

ン 

一 

一 

「 

ズ

ボ

ン 

靴 

」 

に
改
め
る
。 

ズ

ボ

ン 

靴 

一 

一 一 

二 



訓

令 

埼
玉
県
訓
令
第
四
号 

本 
 

 
 
 
 
 

庁 

地 

域 

機 

関 

 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

 
 

職務の級 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

号　給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 円

1 128,900 180,300 202,000 249,100 278,400

2 129,800 181,800 203,400 250,300 280,300

3 130,800 183,300 204,800 251,400 282,100

4 131,700 184,800 206,100 252,600 283,900

5 132,700 186,100 207,400 253,500 285,700

6 133,700 187,600 208,800 254,800 287,500

7 134,700 189,000 210,200 255,900 289,200

8 135,700 190,300 211,600 257,100 291,000

9 136,500 191,700 213,000 258,200 292,600

10 137,500 192,900 214,600 259,300 294,400

11 138,500 194,200 216,200 260,500 296,100

12 139,600 195,300 217,600 261,700 297,900

13 140,400 196,500 218,900 262,700 299,400

14 141,400 197,600 220,400 263,800 301,100

15 142,400 198,700 221,900 264,800 302,700

16 143,400 199,800 223,200 265,800 304,200

17 144,500 200,900 224,100 266,900 305,700

18 145,700 202,000 224,900 268,100 307,300

19 146,900 203,000 225,800 269,200 308,900

20 148,100 204,000 226,800 270,100 310,600

21 149,200 205,000 227,700 271,100 311,700

22 150,400 206,100 229,200 272,200 313,100

23 151,600 207,200 230,500 273,300 314,500

24 152,800 208,200 231,600 274,300 316,000

25 154,000 209,100 233,100 275,200 317,200

26 155,500 210,000 234,400 276,300 318,700

27 157,000 210,700 235,700 277,400 320,100

28 158,500 211,600 237,000 278,500 321,500

29 159,900 212,500 238,000 279,400 323,100

30 161,400 213,700 239,200 280,500 324,300

31 162,900 214,700 240,500 281,500 325,600

32 164,400 215,600 241,700 282,500 326,800

33 165,900 216,300 242,800 283,300 327,900

34 167,700 217,500 244,100 284,200 328,800

35 169,500 218,600 245,200 285,100 329,900

36 171,300 219,800 246,400 286,200 331,000

別表第１（第２条関係）

給　料　表

職員の

区分



 

     

 

37 173,100 220,500 247,700 286,800 332,100

38 174,800 221,700 248,900 287,700 333,200

39 176,500 222,900 250,200 288,600 334,200

40 178,200 224,000 251,500 289,500 335,200

41 179,800 224,900 252,500 290,200 336,200

42 181,200 226,100 253,800 291,200 337,200

43 182,600 227,100 254,900 292,200 338,200

44 184,000 228,200 256,200 293,100 339,200

45 185,500 229,300 257,100 293,800 340,100

46 186,900 230,400 258,200 294,700 341,100

47 188,300 231,500 259,400 295,600 342,100

48 189,700 232,500 260,400 296,500 343,100

49 191,000 233,500 261,600 297,200 344,000

50 192,200 234,600 262,800 297,800 344,900

51 193,300 235,700 264,000 298,500 345,800

52 194,500 236,900 264,900 299,300 346,600

53 195,600 238,000 265,900 299,900 347,400

54 196,700 239,000 267,000 300,700 348,200

55 197,800 239,900 268,200 301,400 349,000

56 198,900 240,700 269,400 302,100 349,700

57 200,000 241,600 270,200 302,800 350,400

58 201,000 242,600 271,200 303,500 351,200

59 202,000 243,600 272,300 304,300 352,000

再任用 60 203,000 244,500 273,300 305,000 352,700

職員以

外の職 61 204,100 245,400 274,400 305,600 353,400

員 62 205,000 246,300 275,500 306,300 354,100

63 205,900 247,200 276,300 307,000 354,800

64 206,800 248,100 277,400 307,700 355,500

65 207,500 248,900 278,200 308,200 356,100

66 208,300 249,700 279,000 308,700 356,600

67 209,000 250,500 279,800 309,300 357,100

68 209,800 251,200 280,600 309,900 357,600

69 210,200 252,000 281,300 310,500 358,000

70 210,800 252,600 282,100 310,900

71 211,100 253,000 282,900 311,400

72 211,700 253,400 283,600 311,900

73 211,900 253,600 284,400 312,200

74 212,500 254,000 285,100 312,700

75 213,000 254,500 285,900 313,200

76 213,800 255,000 286,700 313,600

77 214,000 255,400 287,300 313,800

78 214,700 255,800 287,800 314,100

79 215,200 256,300 288,300 314,400

80 215,800 256,800 288,700 314,700

81 216,500 257,100 289,100 315,000

82 217,000 257,400 289,500 315,300

83 217,600 257,700 290,000 315,600

84 218,300 258,000 290,500 315,900

85 218,900 258,200 290,900 316,100

86 219,400 258,400 291,500 316,500

87 219,900 258,700 292,100 316,800

88 220,600 259,000 292,700 317,000

89 221,100 259,200 293,000 317,200

90 221,700 259,400 293,500 317,500

91 222,300 259,800 294,000 317,800

92 222,800 260,000 294,400 318,100

93 223,200 260,300 294,800 318,300

94 223,700 260,700 295,300 318,600

95 224,200 261,000 295,800 318,900

96 224,700 261,300 296,300 319,100

97 225,200 261,500 296,600 319,300

98 225,700 261,800 297,000 319,600

99 226,200 262,000 297,500 319,900

100 226,700 262,300 298,000 320,100

101 227,100 262,600 298,400 320,300

102 227,600 262,800 298,800

103 228,200 263,100 299,100

104 228,800 263,400 299,400

105 229,200 263,600 299,700

106 229,700 263,800 300,100

107 230,000 264,100 300,500

108 230,400 264,300 300,900

109 230,600 264,600 301,200

110 231,000 264,900 301,600

111 231,500 265,200 302,000

112 232,000 265,400 302,300

113 232,200 265,600 302,500

114 232,700 265,900 302,800

115 233,200 266,100 303,100

116 233,700 266,300 303,300

117 234,000 266,600 303,500

118 234,400 266,900 303,800

119 234,800 267,200 304,100

120 235,200 267,500 304,300



 
 

   

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   

 
 

121 235,600 267,600 304,500

122 267,900 304,800

123 268,200 305,100

124 268,500 305,300

125 268,600 305,500

126 268,900 305,800

127 269,200 306,100

128 269,500 306,300

129 269,600 306,500

130 269,900 306,800

131 270,200 307,100

132 270,500 307,300

133 270,600 307,500

134 270,900

135 271,200

136 271,500

137 271,600

再任用
職員

193,200 204,300 222,800 243,600 274,300

 
別

表
第

２
（

第
３

条
関

係
)

技
 
能

 
職

 
員

（
一

種
）

技
 
能

 
職

 
員

（
二

種
）

１
　

　
級

主
事

、
技

師
又

は
専

門
員

の
職

務
主

事
又

は
専

門
員

の
職

務

３
　

　
級

主
任

又
は

主
任

専
門

員
の

職
務

主
任

の
職

務

４
　

　
級

困
難

な
業

務
に

従
事

す
る

主
任

の
職

務
困

難
な

業
務

に
従

事
す

る
主

任
の

職
務

５
　

　
級

上
席

主
任

の
職

務
上

席
主

任
の

職
務

職
務

の
級

基
　

準
　

と
　

な
　

る
　

職
　

務

２
　

　
級

級
 
別

 
基

 
準

 
職

 
務

 
表

困
難

な
業

務
に

従
事

す
る

主
事

、
技

師
又

は
専

門
員

の
職

務
困

難
な

業
務

に
従

事
す

る
主

事
又

は
専

門
員

の
職

務



 

別
表
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

  

 

        

 

  

別表第４（第４条関係）

２級 ３級 ４級 ５級

1 1 1 1 1

2 1 1 1 1

3 1 1 1 1

4 1 1 1 1

5 1 1 1 1

6 1 1 1 1

7 1 1 1 1

8 1 1 1 1

9 1 1 1 1

10 1 2 1 1

11 1 3 1 1

12 1 4 1 1

13 1 5 1 1

14 1 6 1 1

15 1 7 1 1

16 1 8 1 1

17 1 9 1 1

18 1 10 1 2

19 1 11 1 3

20 1 12 1 4

21 1 13 1 5

22 1 14 1 6

23 1 15 1 7

24 1 16 1 8

25 1 17 1 9

26 1 18 1 10

27 1 19 1 11

28 1 20 1 12

29 1 21 1 13

30 1 22 2 13

31 1 23 3 14

32 1 24 4 14

33 1 25 5 15

34 1 26 6 15

35 1 27 7 16

36 1 28 8 16

37 1 29 9 17

38 2 29 10 17

39 3 30 11 18

40 4 30 12 18

昇格した日の
前日に受けて
いた号給

昇 格 後 の 号 給

昇 格 時 号 給 対 応 表
41 5 31 13 19

42 6 31 14 19

43 7 32 15 20

44 8 32 16 20

45 9 33 17 21

46 10 34 18 22

47 11 35 19 23

48 12 36 20 24

49 13 37 21 25

50 14 38 22 25

51 15 39 23 25

52 16 40 24 26

53 17 41 25 26

54 18 42 26 26

55 19 43 27 27

56 20 44 28 27

57 21 45 29 27

58 22 46 30 28

59 23 47 31 28

60 24 48 32 28

61 25 49 33 29

62 26 49 34 29

63 27 50 35 30

64 28 50 36 30

65 29 51 37 31

66 30 51 38 31

67 31 52 39 32

68 32 52 40 32

69 33 53 41 33

70 34 53 42 33

71 35 54 43 33

72 36 54 44 34

73 37 55 45 34

74 38 55 46 34

75 39 56 47 35

76 40 56 48 35

77 41 57 49 35

78 42 57 50 36

79 43 58 51 36

80 44 58 52 36

81 45 59 53 37

82 45 59 54 37

83 46 60 55 37

84 46 60 56 37



                                  

85 47 61 57 37

86 47 61 58 37

87 48 61 59 37

88 48 61 60 38

89 49 62 61 38

90 49 62 61 38

91 50 62 62 38

92 50 62 62 38

93 51 63 63 38

94 51 63 63 38

95 52 63 64 39

96 52 63 64 39

97 53 64 65 39

98 53 64 65 39

99 54 64 66 39

100 54 64 66 39

101 55 65 67 39

102 55 65 67

103 56 65 68

104 56 65 68

105 56 66 69

106 57 66 70

107 57 66 71

108 57 66 72

109 58 67 73

110 58 67 73

111 58 67 74

112 59 67 74

113 59 68 75

114 59 68 75

115 60 68 76

116 60 68 76

117 61 69 76

118 61 69 76

119 62 69 76

120 62 69 76

121 63 69 76

122 69 76

123 69 76

124 70 76

125 70 76

126 70 76

127 70 76

128 70 76

129 70 76

130 70 76

131 71 76

132 71 76

133 71 76

134 71

135 71

136 71

137 71



 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
職
務
の
級
の
切
替
え
） 

２ 

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
属
し

て
い
た
職
務
の
級
が
附
則
別
表
の
旧
級
欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
職
務
の
級
で
あ
っ
た
技
能
職
員

の
施
行
日
に
お
け
る
職
務
の
級
は
、
同
表
の
旧
級
欄
に
対
応
す
る
同
表
の
新
級
欄
に
定
め
る
職

務
の
級
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
欄
に
二
の
職
務
の
級
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、

知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
職
務
の
級
と
す
る
。 

 

（
号
給
の
切
替
え
） 

３ 

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
給
与
規
程
」
と
い

う
。
）
別
表
第
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
技
能
職
員
の
施
行
日
に
お
け
る
号
給
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
属
す
る
こ
と
と
な
る
職
務
の
級
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新

級
」
と
い
う
。
）
の
号
給
の
う
ち
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
号
給
」
と
い
う
。
）
に
対
応
す
る
給
料
月
額
と
同
一
の
給
料
月
額
の

号
給
（
同
一
の
給
料
月
額
の
号
給
が
な
い
と
き
は
、
直
近
下
位
の
給
料
月
額
の
号
給
）
と
し
、

旧
号
給
に
対
応
す
る
給
料
月
額
が
新
級
の
最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該

最
高
の
号
給
と
す
る
。 

 

（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
） 

４ 

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
で
、
そ
の
者
の

受
け
る
給
料
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
切
替
後
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
同
日
に
お

い
て
受
け
て
い
た
給
料
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
切
替
前
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に

達
し
な
い
こ
と
と
な
る
技
能
職
員
（
知
事
が
定
め
る
技
能
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
切
替
後
給

料
月
額
の
ほ
か
、
切
替
前
給
料
月
額
と
切
替
後
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と

し
て
支
給
す
る
。 

５ 

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
（
前
項
に
規
定
す
る
技

能
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
と
の
権

衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
技
能
職
員
に
は
、
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。 

６ 

施
行
日
以
降
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
技
能
職
員
に
つ
い
て
、
任

用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
と
の
権
衡
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
技
能
職
員
に
は
、
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。 

７ 

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
に
関
す
る
給
与
規
程
第
五
条
第
二
項



（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
技
能
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
平
成
三
十
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
附

則
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。 

 

（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
退
職
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

８ 

施
行
日
の
前
日
に
在
職
す
る
技
能
職
員
及
び
施
行
日
以
降
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
技
能
職
員
が
施
行
日
以
後
に
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
施
行
日

の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一
の
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者

の
同
日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
同
日
に
お
け
る
給
料
月
額
を
基
礎
と
し
て
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
。
以
下
「
退
職
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）

の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
額
が
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
給
与
規
程
に
基
づ

く
給
料
月
額
を
基
礎
と
し
て
退
職
手
当
条
例
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
額
よ
り
も

多
い
と
き
は
、
給
与
規
程
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
い
額
を
も
っ
て
そ
の
者
に

支
給
す
べ
き
同
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
額
と
す
る
。 

 

（
補
則
） 

９ 

附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
訓
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事 

項
は
、
知
事
が
定
め
る
。 

   

附
則

別
表

 
 
 
職

務
の

級
の

切
替

表
（

附
則

第
２

項
関

係
）

２
 
 
 
級

３
 
 
 
級

５
 
 
 
級

５
 
 
 
級

４
 
 
 
級

旧
 
 
 
級

新
 
 
 
級

１
 
 
 
級

１
 
 
 
級

４
 
 
 
級

２
 
 
 
級

３
 
 
 
級



訓

令 

埼
玉
県
訓
令
第
五
号 

本 
 

 
 

 

庁 

地 

域 

機 

関 

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 
 

 

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
訓
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改 

正
す
る
。 

 

別
表
課
の
文
書
記
号
の
表
中 

エ
コ
タ
ウ
ン
環
境
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

エ
コ
環 

 
 

 

を 

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

エ
ネ
環 

 
 

に
、 

勤
労
者
福
祉
課 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勤 
 

 
 

 

を 

雇
用
労
働
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雇 

労 
 

 
 

に
改
め
、
同
表
就
業
支
援
課
の
項
及
び
道
路
政
策
課
の
項
を
削
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

別
表
所
の
文
書
記
号
の
表
中 

埼
玉
県
川
口
保
健
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川
口
保 

 
 

 
 

を 

埼
玉
県
南
部
保
健
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
保 

 
 

 
に
、 

埼
玉
県
営
繕
工
事
事 

 

務
所 

 
 

 
 

 
 

 

営
工 

 
 

 

を 

埼
玉
県
営
繕
・
公
園
事
務
所 
 

 
 

 
 

 

営 

公 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

」 

「 

 
 

 

 
 

 

「 

」 

 

 

「 

 

 

 

 

 

 

」 

「 

    

 

 」 

「 
 

 

 」 

「 

 

 

 」 

「 

 

 

 

 

 」 

「 

 

 

 

 

 」 



訓

令 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号 

埼
玉
県
教
育
局 

県
立
教
育
機
関 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
被
服
貸
与
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
十
八
号
中
「
生
涯
学
習
文
化
財
課
」
を
「
文
化
資
源
課
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   



訓

令 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号 

埼
玉
県
教
育
局 

県
立
教
育
機
関 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 
 

 
 

 
 

 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

 
 

別表第１（第２条関係）

職務の級 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 円
128,900 180,300 202,000 249,100 278,400
129,800 181,800 203,400 250,300 280,300
130,800 183,300 204,800 251,400 282,100
131,700 184,800 206,100 252,600 283,900

132,700 186,100 207,400 253,500 285,700
133,700 187,600 208,800 254,800 287,500
134,700 189,000 210,200 255,900 289,200
135,700 190,300 211,600 257,100 291,000

136,500 191,700 213,000 258,200 292,600
137,500 192,900 214,600 259,300 294,400
138,500 194,200 216,200 260,500 296,100
139,600 195,300 217,600 261,700 297,900

140,400 196,500 218,900 262,700 299,400
141,400 197,600 220,400 263,800 301,100
142,400 198,700 221,900 264,800 302,700
143,400 199,800 223,200 265,800 304,200

144,500 200,900 224,100 266,900 305,700
145,700 202,000 224,900 268,100 307,300
146,900 203,000 225,800 269,200 308,900
148,100 204,000 226,800 270,100 310,600

149,200 205,000 227,700 271,100 311,700
150,400 206,100 229,200 272,200 313,100
151,600 207,200 230,500 273,300 314,500
152,800 208,200 231,600 274,300 316,000

154,000 209,100 233,100 275,200 317,200
155,500 210,000 234,400 276,300 318,700
157,000 210,700 235,700 277,400 320,100
158,500 211,600 237,000 278,500 321,500

159,900 212,500 238,000 279,400 323,100
161,400 213,700 239,200 280,500 324,300
162,900 214,700 240,500 281,500 325,600
164,400 215,600 241,700 282,500 326,800

165,900 216,300 242,800 283,300 327,900
167,700 217,500 244,100 284,200 328,800
169,500 218,600 245,200 285,100 329,900
171,300 219,800 246,400 286,200 331,000

給　　　　　料　　　　　表

職員の
区　分

号　給

1
2

9
10
11
12

13
14

3
4

5
6
7
8

21
22
23
24

25
26

15
16

17
18
19
20

33
34
35
36

27
28

29
30
31
32



 
 

 
 

 
 

 
 

173,100 220,500 247,700 286,800 332,100
174,800 221,700 248,900 287,700 333,200
176,500 222,900 250,200 288,600 334,200
178,200 224,000 251,500 289,500 335,200

179,800 224,900 252,500 290,200 336,200
181,200 226,100 253,800 291,200 337,200
182,600 227,100 254,900 292,200 338,200
184,000 228,200 256,200 293,100 339,200

185,500 229,300 257,100 293,800 340,100
186,900 230,400 258,200 294,700 341,100
188,300 231,500 259,400 295,600 342,100
189,700 232,500 260,400 296,500 343,100

191,000 233,500 261,600 297,200 344,000
192,200 234,600 262,800 297,800 344,900
193,300 235,700 264,000 298,500 345,800
194,500 236,900 264,900 299,300 346,600

195,600 238,000 265,900 299,900 347,400
196,700 239,000 267,000 300,700 348,200
197,800 239,900 268,200 301,400 349,000
198,900 240,700 269,400 302,100 349,700

200,000 241,600 270,200 302,800 350,400
201,000 242,600 271,200 303,500 351,200
202,000 243,600 272,300 304,300 352,000
203,000 244,500 273,300 305,000 352,700

204,100 245,400 274,400 305,600 353,400
205,000 246,300 275,500 306,300 354,100
205,900 247,200 276,300 307,000 354,800
206,800 248,100 277,400 307,700 355,500

207,500 248,900 278,200 308,200 356,100
208,300 249,700 279,000 308,700 356,600
209,000 250,500 279,800 309,300 357,100

再任用 209,800 251,200 280,600 309,900 357,600
職員以

外の職 210,200 252,000 281,300 310,500 358,000
 員   210,800 252,600 282,100 310,900

211,100 253,000 282,900 311,400
211,700 253,400 283,600 311,900

211,900 253,600 284,400 312,200
212,500 254,000 285,100 312,700
213,000 254,500 285,900 313,200
213,800 255,000 286,700 313,600

214,000 255,400 287,300 313,800
214,700 255,800 287,800 314,100
215,200 256,300 288,300 314,400

37
38

45
46
47
48

49
50

39
40

41
42
43
44

57
58
59
60

61
62

51
52

53
54
55
56

75
76

77
78
79

69
70
71
72

73
74

63
64

65
66
67
68

215,800 256,800 288,700 314,700

216,500 257,100 289,100 315,000
217,000 257,400 289,500 315,300
217,600 257,700 290,000 315,600
218,300 258,000 290,500 315,900

218,900 258,200 290,900 316,100
219,400 258,400 291,500 316,500
219,900 258,700 292,100 316,800
220,600 259,000 292,700 317,000

221,100 259,200 293,000 317,200
221,700 259,400 293,500 317,500
222,300 259,800 294,000 317,800
222,800 260,000 294,400 318,100

223,200 260,300 294,800 318,300
223,700 260,700 295,300 318,600
224,200 261,000 295,800 318,900
224,700 261,300 296,300 319,100

225,200 261,500 296,600 319,300
225,700 261,800 297,000 319,600
226,200 262,000 297,500 319,900
226,700 262,300 298,000 320,100

227,100 262,600 298,400 320,300
227,600 262,800 298,800
228,200 263,100 299,100
228,800 263,400 299,400

229,200 263,600 299,700
229,700 263,800 300,100
230,000 264,100 300,500
230,400 264,300 300,900

230,600 264,600 301,200
231,000 264,900 301,600
231,500 265,200 302,000
232,000 265,400 302,300

232,200 265,600 302,500
232,700 265,900 302,800
233,200 266,100 303,100
233,700 266,300 303,300

234,000 266,600 303,500
234,400 266,900 303,800
234,800 267,200 304,100
235,200 267,500 304,300

235,600 267,600 304,500
267,900 304,800

91
92

81
82
83
84

85
86

80

111
112

105
106
107
108

109
110

99
100

101
102
103
104

93
94
95

118
119

117

113
114
115
116

96

97
98

87
88

89
90

120

121
122



 
 

 

 

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 

 

別
表
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

268,200 305,100
268,500 305,300

268,600 305,500
268,900 305,800
269,200 306,100
269,500 306,300

269,600 306,500
269,900 306,800
270,200 307,100
270,500 307,300

270,600 307,500
270,900
271,200
271,500

271,600

再任用
職員員

193,200 204,300 222,800 243,600 274,300

125
126
127
128

123
124

134
135
136

137

129
130
131
132

133

教
育

局
教

育
機

関
（

県
立

学
校

を
除

く
。

）
県

立
学

校

１
 
 
級

主
事

、
技

師
又

は
専

門
員

の
職

務
技

能
主

事
、

業
務

主
事

又
は

専
門

員
の

職
務

２
 
 
級

困
難

な
業

務
に

従
事

す
る

主
事

、
技

師
又

は
専

門
員

の
職

務

困
難

な
業

務
に

従
事

す
る

技
能

主
事

、
業

務
主

事
又

は
専

門
員

の
職

務

３
 
 
級

主
任

の
職

務
技

能
主

任
又

は
業

務
主

任
の

職
務

４
 
 
級

困
難

な
業

務
に

従
事

す
る

主
任

の
職

務
困

難
な

業
務

に
従

事
す

る
技

能
主

任
又

は
業

務
主

任
の

職
務

５
 
 
級

上
席

主
任

の
職

務
上

席
技

能
主

任
又

は
上

席
業

務
主

任
の

職
務

別
表

第
２

（
第

３
条

関
係

）

職
務

の
級

基
準

と
な

る
職

務

級
別

基
準

職
務

表

備
考
あ
１
あ
上
席
主
任
、
主
任
、
主
事
及
び
技
師
は
、
技
能
職
員
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
4
8
年
埼
玉
県

あ
あ
あ
あ
教
育
委
員
会
規
則
第
1
4
号
）
本
則
の
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

あ
あ
あ
２
あ
上
席
技
能
主
任
、
上
席
業
務
主
任
、
技
能
主
任
、
業
務
主
任
、
技
能
主
事
及
び
業
務
主
事

あ
あ
あ
あ
は
、
埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
3
2
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
）
第
８

あ
あ
あ
あ
条
第
３
項
の
表
又
は
埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
（
平
成
1
5
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第

あ
あ
あ
あ
2
5
号
）
第
14
条
の
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

あ
あ
あ
３
あ
専
門
員
は
、
技
能
職
員
に
関
す
る
規
則
本
則
の
表
又
は
埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
第

あ
あ
あ
あ
８
条
第
４
項
の
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



  

 

別表第4（第4条関係）

２級 ３級 ４級 ５級
1 1 1 1 1
2 1 1 1 1
3 1 1 1 1
4 1 1 1 1
5 1 1 1 1
6 1 1 1 1
7 1 1 1 1
8 1 1 1 1
9 1 1 1 1
10 1 2 1 1
11 1 3 1 1
12 1 4 1 1
13 1 5 1 1
14 1 6 1 1
15 1 7 1 1
16 1 8 1 1
17 1 9 1 1
18 1 10 1 2
19 1 11 1 3
20 1 12 1 4
21 1 13 1 5
22 1 14 1 6
23 1 15 1 7
24 1 16 1 8
25 1 17 1 9
26 1 18 1 10
27 1 19 1 11
28 1 20 1 12
29 1 21 1 13
30 1 22 2 13
31 1 23 3 14
32 1 24 4 14
33 1 25 5 15

昇　格　時　号　給　対　応　表

昇格した日の前日
に受けていた号給

昇   格   後   の   号   給

34 1 26 6 15
35 1 27 7 16
36 1 28 8 16
37 1 29 9 17
38 2 29 10 17
39 3 30 11 18
40 4 30 12 18
41 5 31 13 19
42 6 31 14 19
43 7 32 15 20
44 8 32 16 20
45 9 33 17 21
46 10 34 18 22
47 11 35 19 23
48 12 36 20 24
49 13 37 21 25
50 14 38 22 25
51 15 39 23 25
52 16 40 24 26
53 17 41 25 26
54 18 42 26 26
55 19 43 27 27
56 20 44 28 27
57 21 45 29 27
58 22 46 30 28
59 23 47 31 28
60 24 48 32 28
61 25 49 33 29
62 26 49 34 29
63 27 50 35 30
64 28 50 36 30
65 29 51 37 31
66 30 51 38 31
67 31 52 39 32
68 32 52 40 32
69 33 53 41 33
70 34 53 42 33



 

 

 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
職
務
の
級
の
切
替
え
） 

２ 

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
属
し

て
い
た
職
務
の
級
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
級
」
と
い
う
。
）
が
附
則
別
表
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
職
務
の
級
で
あ
っ
た
技
能
職
員
の
施
行
日
に
お
け
る
職
務
の
級
は
、
旧
級
に
対
応
す
る

同
表
の
新
級
欄
に
定
め
る
職
務
の
級
と
す
る
。 

71 35 54 43 33
72 36 54 44 34
73 37 55 45 34
74 38 55 46 34
75 39 56 47 35
76 40 56 48 35
77 41 57 49 35
78 42 57 50 36
79 43 58 51 36
80 44 58 52 36
81 45 59 53 37
82 45 59 54 37
83 46 60 55 37
84 46 60 56 37
85 47 61 57 37
86 47 61 58 37
87 48 61 59 37
88 48 61 60 38
89 49 62 61 38
90 49 62 61 38
91 50 62 62 38
92 50 62 62 38
93 51 63 63 38
94 51 63 63 38
95 52 63 64 39
96 52 63 64 39
97 53 64 65 39
98 53 64 65 39
99 54 64 66 39
100 54 64 66 39
101 55 65 67 39
102 55 65 67
103 56 65 68
104 56 65 68
105 56 66 69
106 57 66 70
107 57 66 71

108 57 66 72
109 58 67 73
110 58 67 73
111 58 67 74
112 59 67 74
113 59 68 75
114 59 68 75
115 60 68 76
116 60 68 76
117 61 69 76
118 61 69 76
119 62 69 76
120 62 69 76
121 63 69 76
122 69 76
123 69 76
124 70 76
125 70 76
126 70 76
127 70 76
128 70 76
129 70 76
130 70 76
131 71 76
132 71 76
133 71 76
134 71
135 71
136 71
137 71



 

（
号
給
の
切
替
え
） 

３ 

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
給
与
規
程
」
と
い

う
。
）
別
表
第
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
技
能
職
員
の
施
行
日
に
お
け
る
号
給
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
属
す
る
こ
と
と
な
る
職
務
の
級
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新

級
」
と
い
う
。
）
の
号
給
の
う
ち
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
号
給
」
と
い
う
。
）
の
額
と
同
じ
額
の
号
給
（
同
じ
額
の
号
給
が
な

い
と
き
は
、
直
近
下
位
の
額
の
号
給
）
と
し
、
旧
号
給
の
額
が
新
級
の
最
高
の
号
給
の
額
を
超

え
る
と
き
は
、
当
該
最
高
の
号
給
と
す
る
。 

（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
） 

４ 

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
で
、
そ
の
者
の
受
け
る

給
料
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
切
替
後
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
同
日
に
お
い
て
受

け
て
い
た
給
料
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
切
替
前
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に
達
し
な

い
こ
と
と
な
る
技
能
職
員
（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
定

め
る
技
能
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
切
替
後
給
料
月
額
の
ほ
か
、
切
替
前
給
料
月
額
と
切
替
後

給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。 

５ 

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
（
前
項
に
規
定
す
る
技

能
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
と
の
権

衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
技
能
職
員
に
は
、
教
育
委
員
会
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。 

６ 

施
行
日
以
降
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
技
能
職
員
に
つ
い
て
、
任

用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
と
の
権
衡
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
技
能
職
員
に
は
、
教
育
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。 

７ 

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
に
関
す
る
給
与
規
程
第
五
条
第
二
項

（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
と
技
能
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
平
成
三
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令

第
三
号
）
附
則
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。 

 

（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
退
職
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

８ 

施
行
日
の
前
日
に
在
職
す
る
技
能
職
員
が
施
行
日
以
後
に
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

者
が
施
行
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一
の
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
と
し
、
か

つ
、
そ
の
者
の
同
日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
同
日
に
お
け
る
給
料
月
額
を
基
礎
と
し
て
職
員
の

退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
。
以
下
「
退
職
手
当
条
例
」

と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
額
が
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
給
与



規
程
に
基
づ
く
給
料
月
額
を
基
礎
と
し
て
退
職
手
当
条
例
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当

の
額
よ
り
も
多
い
と
き
は
、
給
与
規
程
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
い
額
を
も
っ

て
そ
の
者
に
支
給
す
べ
き
同
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
額
と
す
る
。 

 

（
補
則
） 

９ 

附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
訓
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事 

項
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。 

 
 

旧
　

級
新

　
級

１
　

級
１

　
級

２
　

級

３
　

級

４
　

級
３

　
級

５
　

級
４

　
級

２
　

級

附
則
別
表
　
職
務
の
級
の
切
替
表
（
附
則
第
２
項
関
係
）



訓

令 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号 

埼
玉
県
教
育
局 

県
立
教
育
機
関 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和

五
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
中
「
学
校
評
価
幹
」
の
下
に
「
、
地
域
教
育
幹
」
を
加
え
る
。 

 

別
表
第
四
市
町
村
支
援
部
の
表
義
務
教
育
指
導
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

    
 

                

一 

埼
玉
県
生
涯

学
習
審
議
会
条

例
（
平
成
四
年
埼

玉
県
条
例
第
四

十
七
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

 

埼
玉
県
生
涯
学
習
審

議
会
条
例
第
三
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生

涯
学
習
審
議
会
委
員
の

任
命
に
当
た
り
、
知
事
の

意
見
を
聴
く
こ
と
。 

 

二 

社
会
教
育
法

（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百

七
号
）
の
施
行
に

関
す
る
事
務 

 

社
会
教
育
法
第
四
十

条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
法
人
の
設
置
す
る

公
民
館
に
対
し
、
そ
の
事

業
又
は
行
為
の
停
止
を

命
ず
る
こ
と
。 

１ 

社
会
教
育
法
第
十
三
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
社
会
教
育
団
体
へ

の
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
、
社

会
教
育
委
員
の
会
議
の
意
見
を

求
め
る
こ
と
。 

２ 

社
会
教
育
法
第
四
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
管
理
に

属
す
る
学
校
に
対
し
、
社
会
教
育

の
た
め
の
講
座
の
実
施
を
求
め

る
こ
と
。 

生
涯

学
習

推
進

課 

三 

県
立
図
書
館

及
び
県
立
げ
ん

き
プ
ラ
ザ
に
関

す
る
事
務 

１ 

手
続
条
例
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
審
査
基
準
を
定

め
る
こ
と
。 

２ 

手
続
条
例
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
処
分
基
準
を

定
め
る
こ
と
。 

１ 

埼
玉
県
立
図
書
館
管
理
規
則

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
図
書

館
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

二
項
及
び
埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ

ラ
ザ
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
」

と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
休
館
日
の
変
更
及
び

臨
時
の
休
館
日
を
承
認
す
る
こ

と
。 



        
 

     
 

                     

一 

埼
玉
県
生
涯

学
習
審
議
会
条

例
（
平
成
四
年
埼

玉
県
条
例
第
四

十
七
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

 

埼
玉
県
生
涯
学
習
審

議
会
条
例
第
三
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生

涯
学
習
審
議
会
委
員
の

任
命
に
当
た
り
、
知
事
の

意
見
を
聴
く
こ
と
。 

 

二 

社
会
教
育
法

（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百

七
号
）
の
施
行
に

関
す
る
事
務 

 

社
会
教
育
法
第
四
十

条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
法
人
の
設
置
す
る

公
民
館
に
対
し
、
そ
の
事

業
又
は
行
為
の
停
止
を

命
ず
る
こ
と
。 

１ 

社
会
教
育
法
第
十
三
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
社
会
教
育
団
体
へ

の
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
、
社

会
教
育
委
員
の
会
議
の
意
見
を

求
め
る
こ
と
。 

２ 

社
会
教
育
法
第
四
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
管
理
に

属
す
る
学
校
に
対
し
、
社
会
教
育

の
た
め
の
講
座
の
実
施
を
求
め

る
こ
と
。 

生
涯

学
習

推
進

課 

三 

県
立
図
書
館

及
び
県
立
げ
ん

き
プ
ラ
ザ
に
関

す
る
事
務 

１ 

手
続
条
例
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
審
査
基
準
を
定

め
る
こ
と
。 

２ 

手
続
条
例
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
処
分
基
準
を

定
め
る
こ
と
。 

１ 

埼
玉
県
立
図
書
館
管
理
規
則

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
図
書

館
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

二
項
及
び
埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ

ラ
ザ
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
」

と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
休
館
日
の
変
更
及
び

臨
時
の
休
館
日
を
承
認
す
る
こ

と
。 

２ 

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
第
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事

業
計
画
を
承
認
す
る
こ
と
。 

３ 

図
書
館
規
則
第
二
十
一
条
及

び
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
第
十
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ

と
。 

四 

大
学
、
県
立
学

校
等
開
放
事
業

に
関
す
る
事
務 

 
 

開
放
事
業
を
行
う
大
学
、
県
立
学

校
等
を
決
定
す
る
こ
と
。 

文
化

資
源

課 

一 

文
化
財
保
護

法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百

十
四
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す

る
事
務 

 

 

１ 

法
第
百
五
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
県
に
帰
属
し
た
所
有

者
の
判
明
し
な
い
埋
蔵
文
化
財

の
発
見
者
及
び
そ
の
発
見
さ
れ

た
土
地
所
有
者
に
支
給
す
る
報

償
金
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
百
四
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
関
す
る
都
市
計

画
に
つ
い
て
の
知
事
か
ら
の
意
見

聴
取
に
対
し
、
意
見
の
申
出
を
す

る
こ
と
。 

３ 

法
第
百
八
十
四
条
第
五
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
法
第
百
八
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
教
育

委
員
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事

務
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
者
に

対
す
る
損
失
の
補
償
の
額
を
決



      
 

                            

生
涯

学
習

推
進

課 

三 

県
立
図
書
館

及
び
県
立
げ
ん

き
プ
ラ
ザ
に
関

す
る
事
務 

１ 

手
続
条
例
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
審
査
基
準
を
定

め
る
こ
と
。 

２ 

手
続
条
例
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
処
分
基
準
を

定
め
る
こ
と
。 

１ 

埼
玉
県
立
図
書
館
管
理
規
則

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
図
書

館
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

二
項
及
び
埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ

ラ
ザ
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
」

と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
休
館
日
の
変
更
及
び

臨
時
の
休
館
日
を
承
認
す
る
こ

と
。 

２ 

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
第
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事

業
計
画
を
承
認
す
る
こ
と
。 

３ 

図
書
館
規
則
第
二
十
一
条
及

び
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
第
十
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ

と
。 

 

四 

大
学
、
県
立
学

校
等
開
放
事
業

に
関
す
る
事
務 

 
 

開
放
事
業
を
行
う
大
学
、
県
立
学

校
等
を
決
定
す
る
こ
と
。 

一 

文
化
財
保
護

法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百

十
四
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す

る
事
務 

 

 

１ 

法
第
百
五
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
県
に
帰
属
し
た
所
有

者
の
判
明
し
な
い
埋
蔵
文
化
財

の
発
見
者
及
び
そ
の
発
見
さ
れ

た
土
地
所
有
者
に
支
給
す
る
報

償
金
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
百
四
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
関
す
る
都
市
計

画
に
つ
い
て
の
知
事
か
ら
の
意
見

聴
取
に
対
し
、
意
見
の
申
出
を
す

る
こ
と
。 

３ 

法
第
百
八
十
四
条
第
五
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
法
第
百
八
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
教
育

委
員
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事

務
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
者
に

対
す
る
損
失
の
補
償
の
額
を
決

定
す
る
こ
と
。 

 

条
例
第
五
条
第
二
項
（
第
二
十

六
条
第
二
項
、
第
三
十
一
条
第
二

項
、
第
三
十
七
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
指
定
に
当
た
り
所

有
者
等
の
同
意
を
得
る
こ
と
。 

 

二 
埼
玉
県
文
化

財
保
護
条
例
（
昭

和
三
十
年
埼
玉

県
条
例
第
四
十

六
号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
条

例
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す

る
事
務 

文
化

資
源

課 

三 

県
立
歴
史
と

民
俗
の
博
物
館
、

県
立
史
跡
の
博

物
館
、
県
立
近
代

美
術
館
、
県
立
自

然
と
川
の
博
物

館
及
び
県
立
文

書
館
に
関
す
る

事
務 

１ 

手
続
条
例
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
審
査
基
準
を
定

め
る
こ
と
。 

２ 

手
続
条
例
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
処
分
基
準
を

定
め
る
こ
と
。 

１ 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博

物
館
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二

項
、
埼
玉
県
立
史
跡
の
博
物
館
管

理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
史
跡
の
博
物
館
規
則
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
二
項
、
埼
玉
県

立
近
代
美
術
館
管
理
規
則
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
近
代
美
術
館

規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二

項
、
埼
玉
県
立
自
然
と
川
の
博
物

館
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
自
然
と
川
の
博
物
館
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項

及
び
埼
玉
県
立
文
書
館
管
理
規

則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
文

書
館
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
休
館

日
の
変
更
及
び
臨
時
の
休
館
日

を
承
認
す
る
こ
と
。 

２ 

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
規
則

第
二
十
二
条
第
一
項
、
史
跡
の
博

物
館
規
則
第
十
七
条
第
一
項
、
近

代
美
術
館
規
則
第
二
十
四
条
第



        
 

                          

文
化

資
源

課 

三 

県
立
歴
史
と

民
俗
の
博
物
館
、

県
立
史
跡
の
博

物
館
、
県
立
近
代

美
術
館
、
県
立
自

然
と
川
の
博
物

館
、
県
立
文
書
館

に
関
す
る
事
務 

１ 

手
続
条
例
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
審
査
基
準
を
定

め
る
こ
と
。 

２ 

手
続
条
例
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
処
分
基
準
を

定
め
る
こ
と
。 

１ 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博

物
館
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二

項
、
埼
玉
県
立
史
跡
の
博
物
館
管

理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
史
跡
の
博
物
館
規
則
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
二
項
、
埼
玉
県

立
近
代
美
術
館
管
理
規
則
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
近
代
美
術
館

規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二

項
、
埼
玉
県
立
自
然
と
川
の
博
物

館
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
自
然
と
川
の
博
物
館
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
、

埼
玉
県
立
文
書
館
管
理
規
則
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
文
書
館
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
休
館
日
の
変

更
及
び
臨
時
の
休
館
日
を
承
認

す
る
こ
と
。 

２ 

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
規
則

第
二
十
二
条
第
一
項
、
史
跡
の
博

物
館
規
則
第
十
七
条
第
一
項
、
近

代
美
術
館
規
則
第
二
十
四
条
第

一
項
、
自
然
と
川
の
博
物
館
規
則

第
十
七
条
第
一
項
及
び
文
書
館

規
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
事
業
計
画
を
承
認
す

る
こ
と
。 

３ 

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
規
則

第
二
十
三
条
、
史
跡
の
博
物
館
規

則
第
十
八
条
、
近
代
美
術
館
規
則

第
二
十
五
条
、
自
然
と
川
の
博
物

館
規
則
第
二
十
三
条
及
び
文
書

館
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
を
承
認
す
る
こ
と
。 

４ 

文
書
館
規
則
第
六
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
文
書
を
指
定
す
る
こ

と
。 

５ 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博

物
館
条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県

条
例
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第

二
項
、
埼
玉
県
立
史
跡
の
博
物
館

条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
条
例

第
百
二
十
二
号
）
第
三
条
第
二

項
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
条
例

（
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
条
例

第
五
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
及

び
埼
玉
県
立
自
然
と
川
の
博
物

館
条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
特
別
の
資
料
を
展

示
し
た
場
合
の
観
覧
料
の
額
を

定
め
る
こ
と
。 



 

別
表
第
四
市
町
村
支
援
部
の
表
生
涯
学
習
文
化
財
課
の
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

    



訓

令 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号 

埼
玉
県
教
育
局 

県
立
教
育
機
関 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

   

別
表
第
一
本
局
の
項
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
」
を
「 

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

   
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

教

育

政

策

課 

教 

政 

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
課 

教 

魅 

教

育

政

策

課 

教 

政 

教

育

政

策

課 

教 

政 

高

校

教

育

指

導

課 
教
高
指 

高

校

教

育

指

導

課 

教
高
指 

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
課 

高

校

教

育

指

導

課 

教
高
指 

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
課 

教 

魅 

家

庭

地

域

連

携

課 

教 
連 

生

涯

学

習

文

化

財

課 

教
生
文 

文

化

資

源

課 

教
文
資 

生

涯

学

習

推

進

課 

生

涯

学

習

推

進

課 

教
生
推 

文

課

資

源

課 

」 

」 

」 

」 
を 

」 

「 

「 

「 

「 

「 

「 

」 

に
改
め
る
。 



訓

令 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
三
号 

埼
玉
県
教
育
局 

県
立
教
育
機
関 

 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
長
の
職
務
の
特
例
を
定
め
る
訓
令
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
長
の
職
務
の
特
例
を
定
め
る
訓
令
を
廃
止
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
長
の
職
務
の
特
例
を
定
め
る
訓
令
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
教

育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



訓

令 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
局 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
の
二
人
事
委
員
会
事
務
全
般
に
関
す
る
事
務
の
項
人
事
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
４
中

「
及
び
」
を
「
、
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
一
の
三
人
事
委
員
会
に
対
す
る
情
報
公
開
、
個
人
情
報
に
係
る
審
査
請
求
等
に
関
す
る

事
務
の
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄
５
中
「
第
五
十
一
条
」
を
「
第
七
十
七
条
」
に
し
、
「
第
三

十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
、
第
四
十
条
及
び
第
四
十
六
条
か
ら
第
四
十
八
条

ま
で
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
」
を
「
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
個
人
情
報
保
護

委
員
会
の
権
限
及
び
同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
所
管
大
臣
又
は

金
融
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
権
限
に
属
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
６
を
削
る
。 

 

別
表
第
二
の
四
事
務
局
職
員
の
服
務
等
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄

27
中

「
第
三
十
七
条
」
を
「
第
三
十
六
条
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
三
の
二
職
員
の
給
与
に
関
す
る
事
務
の
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄
中
７
を
削
り
、
８

を
７
と
し
、
９
を
８
と
し
、
同
欄
10
中
「
派
遣
条
例
」
の
下
に
「
及
び
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
二
号
）
」
を
加
え
、
同
欄
10
を
同

欄
９
と
し
、
同
欄
11
中
「
第
四
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
」
に
改
め
、
同
欄
中
11

を
10
と
し
、
12
を
11
と
し
、
13
を
12
と
し
、
14
を
削
り
、
15
を
13
と
し
、
16
か
ら
18
ま
で
を
14

か
ら
16
ま
で
と
し
、
同
欄
19
中
「
。
以
下
「
単
身
赴
任
手
当
規
則
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
同
欄

19
を
同
欄
17
と
し
、
同
欄
20
中
「
震
動
」
を
「
振
動
」
に
改
め
、
同
欄
20
を
同
欄
18
と
し
、
同

欄
21
中
「
蓄
ふ
ん
」
を
「
畜
ふ
ん
」
に
改
め
、
同
欄
中
21
を
19
と
し
、
22
か
ら
27
ま
で
を
20
か

ら
25
ま
で
と
し
、
同
欄
28
中
「
特
殊
勤
務
手
当
実
績
簿
」
を
「
特
殊
勤
務
実
績
簿
」
に
改
め
、
同

欄
中
28
を
26
と
し
、
29
か
ら
35
ま
で
を
27
か
ら
33
ま
で
と
し
、
同
欄
36
中
「
第
三
条
第
五
項
」

を
「
第
三
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
欄
中
36
を
34
と
し
、
37
か
ら
40
ま
で
を
35
か
ら
38
ま
で
と

す
る
。 

 

別
表
第
三
の
七
職
員
の
任
用
に
関
す
る
事
務
の
項
人
事
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
４
、
12
及
び
19

中
「
初
任
給
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
の
」
を
「
職
務
の
級
が
初
任
給
規

則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
務
の
級
で
あ
る
」
に
改



め
、
同
項
事
務
局
長
専
決
事
項
の
欄
３
、
８
及
び
28
中
「
初
任
給
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
職
務
の
級
の
」
を
「
職
務
の
級
が
初
任
給
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の

級
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
務
の
級
で
あ
る
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
三
の
八
勤
務
延
長
及
び
再
任
用
に
関
す
る
事
務
の
項
人
事
委
員
会
決
裁
事
項
の
欄
１
中

「
同
条
同
項
」
を
「
同
項
」
に
、
「
初
任
給
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
の

者
又
は
教
育
長
の
職
に
あ
る
」
を
「
職
務
の
級
が
初
任
給
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る

職
務
の
級
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
務
の
級
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
初
任
給
規
則
第
十

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
の
」
を
「
職
務
の
級
が
初
任
給
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一

号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
務
の
級
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
項
事
務
局
長
専

決
事
項
の
欄
１
中
「
同
条
同
項
」
を
「
同
項
」
に
、
「
初
任
給
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
職
務
の
級
の
者
及
び
教
育
長
の
職
に
あ
る
」
を
「
職
務
の
級
が
初
任
給
規
則
第
十
条
第
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
務
の
級
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
初

任
給
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
の
」
を
「
職
務
の
級
が
初
任
給
規
則
第
十

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
務
の
級
で
あ
る
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
の
課
長
専
決
事
項
の
欄
27
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
情
報
公
開
条
例
第
二
十
五
条
」

に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
の
任
用
審
査
課
長
専
決
事
項
の
欄
５
中
「
初
任
給
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
職
務
の
級
の
」
を
「
職
務
の
級
が
初
任
給
規
則
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級

又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
職
務
の
級
で
あ
る
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



訓

令 

訓
令
第
一
号 

本

庁 
 

 
 

地

域

機

関 
 

 
 

埼
玉
県
議
会
事
務
局 

 
 

 

埼

玉

県

教

育

局 
 

 
 

埼

玉

県

警

察

本

部 
 

 
 

埼
玉
県
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼

玉

県

知

事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼

玉

県

議

会

議

長 

齊 

藤 

正 

明 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 
 

 
 

埼
玉
県
公
安
委
員
会
委
員
長 
松 

本 

輝 

夫 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼

玉

県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼

玉

県

議

会

議

長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
安
委
員
会 

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別
表
第
一
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼

玉

県 
埼

玉

県

議

会 

埼
玉
県
教
育
委
員
会 

埼
玉
県
公
安
委
員
会 

 

埼
玉
県
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
規
程
（
昭
和
五
十
年 

 
 

 
 

 
 

 

訓
令
第
一
号
）
の 

営
繕
工
事

 

事
務
所
長

 

   

「 

」 

営
繕
・
公
園

 

事
務
所
長

 

   

「 

」 



管

理

規

程 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
二
号 

 
埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

立 

川 

吉 

朗 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

埼
玉
県
地
域
整
備
事
務
所
に
、
そ
の
所
掌
事
務
の
一
部
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
支
所
を
置
く
。 

３ 

支
所
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

   

第
九
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

  

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

支
所 

支
所
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
支
所
の
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の

事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

埼
玉
県
地
域
整
備
事
務
所
北
部
支
所 

名 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

称 

鴻
巣
市 

位 
 

 

置 

 



管

理

規

程 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
三
号 

埼
玉
県
企
業
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日  

 
 

 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

立 

川 

吉 

朗 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管

理
規
程
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
三
条
第
一
項
中
「
副
場
長
」
の
下
に
「
、
支
所
長
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管

理

規

程 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
四
号 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日  

 
 

 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

立 

川 

吉 

朗 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

 

別表第２（第２条関係）

職務の級 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 円

128,900 180,300 202,000 249,100 278,400

129,800 181,800 203,400 250,300 280,300

130,800 183,300 204,800 251,400 282,100

131,700 184,800 206,100 252,600 283,900

132,700 186,100 207,400 253,500 285,700

133,700 187,600 208,800 254,800 287,500

134,700 189,000 210,200 255,900 289,200

135,700 190,300 211,600 257,100 291,000

136,500 191,700 213,000 258,200 292,600

137,500 192,900 214,600 259,300 294,400

138,500 194,200 216,200 260,500 296,100

139,600 195,300 217,600 261,700 297,900

140,400 196,500 218,900 262,700 299,400

141,400 197,600 220,400 263,800 301,100

142,400 198,700 221,900 264,800 302,700

143,400 199,800 223,200 265,800 304,200

144,500 200,900 224,100 266,900 305,700

145,700 202,000 224,900 268,100 307,300

146,900 203,000 225,800 269,200 308,900

148,100 204,000 226,800 270,100 310,600

149,200 205,000 227,700 271,100 311,700

150,400 206,100 229,200 272,200 313,100

151,600 207,200 230,500 273,300 314,500

152,800 208,200 231,600 274,300 316,000

154,000 209,100 233,100 275,200 317,200

155,500 210,000 234,400 276,300 318,700

157,000 210,700 235,700 277,400 320,100

158,500 211,600 237,000 278,500 321,500

159,900 212,500 238,000 279,400 323,100

161,400 213,700 239,200 280,500 324,300

162,900 214,700 240,500 281,500 325,600

164,400 215,600 241,700 282,500 326,800

165,900 216,300 242,800 283,300 327,900

167,700 217,500 244,100 284,200 328,800

169,500 218,600 245,200 285,100 329,900

171,300 219,800 246,400 286,200 331,000

173,100 220,500 247,700 286,800 332,100

174,800 221,700 248,900 287,700 333,200

37

38

32

33

34

35

36

27

28

29

30

31

22

23

24

25

26

17

18

19

20

21

13

14

15

16

8

9

10

11

12

3

4

5

6

7

企業職給料表（二）

職員
の区

分 号　給

1

2



  

176,500 222,900 250,200 288,600 334,200

178,200 224,000 251,500 289,500 335,200

179,800 224,900 252,500 290,200 336,200

181,200 226,100 253,800 291,200 337,200

182,600 227,100 254,900 292,200 338,200

184,000 228,200 256,200 293,100 339,200

185,500 229,300 257,100 293,800 340,100

186,900 230,400 258,200 294,700 341,100

188,300 231,500 259,400 295,600 342,100

189,700 232,500 260,400 296,500 343,100

191,000 233,500 261,600 297,200 344,000

192,200 234,600 262,800 297,800 344,900

193,300 235,700 264,000 298,500 345,800

194,500 236,900 264,900 299,300 346,600

195,600 238,000 265,900 299,900 347,400

196,700 239,000 267,000 300,700 348,200

197,800 239,900 268,200 301,400 349,000

198,900 240,700 269,400 302,100 349,700

200,000 241,600 270,200 302,800 350,400

201,000 242,600 271,200 303,500 351,200

202,000 243,600 272,300 304,300 352,000

203,000 244,500 273,300 305,000 352,700

204,100 245,400 274,400 305,600 353,400

205,000 246,300 275,500 306,300 354,100

205,900 247,200 276,300 307,000 354,800

206,800 248,100 277,400 307,700 355,500

207,500 248,900 278,200 308,200 356,100

208,300 249,700 279,000 308,700 356,600

209,000 250,500 279,800 309,300 357,100

209,800 251,200 280,600 309,900 357,600

210,200 252,000 281,300 310,500 358,000

210,800 252,600 282,100 310,900

211,100 253,000 282,900 311,400

211,700 253,400 283,600 311,900

211,900 253,600 284,400 312,200

212,500 254,000 285,100 312,700

213,000 254,500 285,900 313,200

213,800 255,000 286,700 313,600

214,000 255,400 287,300 313,800

214,700 255,800 287,800 314,100

215,200 256,300 288,300 314,400

215,800 256,800 288,700 314,700

216,500 257,100 289,100 315,000

217,000 257,400 289,500 315,30082

77

78

79

80

81

73

74

75

76

68

69

70

71

72

63

64

65

66

67

58

59

60

61

62

再任

用職

員以

外の

職員

51

52

53

54

55

56

57

46

47

48

49

50

41

42

43

44

45

39

40

217,600 257,700 290,000 315,600

218,300 258,000 290,500 315,900

218,900 258,200 290,900 316,100

219,400 258,400 291,500 316,500

219,900 258,700 292,100 316,800

220,600 259,000 292,700 317,000

221,100 259,200 293,000 317,200

221,700 259,400 293,500 317,500

222,300 259,800 294,000 317,800

222,800 260,000 294,400 318,100

223,200 260,300 294,800 318,300

223,700 260,700 295,300 318,600

224,200 261,000 295,800 318,900

224,700 261,300 296,300 319,100

225,200 261,500 296,600 319,300

225,700 261,800 297,000 319,600

226,200 262,000 297,500 319,900

226,700 262,300 298,000 320,100

227,100 262,600 298,400 320,300

227,600 262,800 298,800

228,200 263,100 299,100

228,800 263,400 299,400

229,200 263,600 299,700

229,700 263,800 300,100

230,000 264,100 300,500

230,400 264,300 300,900

230,600 264,600 301,200

231,000 264,900 301,600

231,500 265,200 302,000

232,000 265,400 302,300

232,200 265,600 302,500

232,700 265,900 302,800

233,200 266,100 303,100

233,700 266,300 303,300

234,000 266,600 303,500

234,400 266,900 303,800

234,800 267,200 304,100

235,200 267,500 304,300

235,600 267,600 304,500

267,900 304,800

268,200 305,100

268,500 305,300

268,600 305,500

268,900 305,800

125

126

121

122

123

124

116

117

118

119

120

111

112

113

114

115

106

107

108

109

110

101

102

103

104

105

97

98

99

100

92

93

94

95

96

87

88

89

90

91

83

84

85

86



 

 

別
表
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

別
表
第
四
（
第
二
条
関
係
） 

 

企
業
職
給
料
表
（
二
）
級
別
基
準
職
務
表 

             

269,200 306,100

269,500 306,300

269,600 306,500

269,900 306,800

270,200 307,100

270,500 307,300

270,600 307,500

270,900

271,200

271,500

271,600

再任
用職

員

193,200 204,300 222,800 243,600 274,300

135

136

137

130

131

132

133

134

127

128

129
五
級 

四
級 

三
級 

二
級 

一
級 

職
務
の
級 

上
席
主
任
の
職
務 

困
難
な
業
務
に
従
事
す
る
主
任
の
職

務 主
任
の
職
務 

困
難
な
業
務
に
従
事
す
る
主
事
又
は

技
師
の
職
務 

主
事
又
は
技
師
の
職
務 

技
能
職
員
（
一
種
） 

基
準
と
な
る
職
務 

上
席
主
任
の
職
務 

困
難
な
業
務
に
従
事
す
る
主
任
の
職

務 主
任
の
職
務 

困
難
な
業
務
に
従
事
す
る
主
事
の
職

務 主
事
の
職
務 

技
能
職
員
（
二
種
） 

 



 

別
表
第
五
地
域
整
備
事
務
所
の
項
中
「
副
所
長
」
を
「
副
所
長 

 

支
所
長
」
に
改
め
る
。 

 
別
表
第
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

別
表
第
六
（
第
二
条
関
係
） 

 

企
業
職
給
料
表
（
二
）
級
別
職
務
区
分
表 

 
 

 
 

             

備
考 

現
に
上
位
の
級
に
決
定
さ
れ
て
い
る
職
に
つ
い
て
は
、
本
表
に
か
か
わ
ら
ず
、
従
前
の

例
に
よ
る
。 

 

別
表
第
七
職
の
項
中
「
副
所
長
」
を
「
副
所
長 

 

支
所
長
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
職
務
の
級
の
切
替
え
） 

２ 

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
属
し

て
い
た
職
務
の
級
が
附
則
別
表
の
旧
級
欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
職
務
の
級
で
あ
っ
た
技
能
職
員

の
施
行
日
に
お
け
る
職
務
の
級
は
、
同
表
の
旧
級
欄
に
対
応
す
る
同
表
の
新
級
欄
に
定
め
る
職

務
の
級
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
欄
に
二
の
職
務
の
級
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、

別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
職
務
の
級
と
す
る
。 

 

（
号
給
の
切
替
え
） 

３ 

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
（
以
下
「
給
与
規
程
」
と
い
う
。
）

別
表
第
二
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
技
能
職
員
の
施
行
日
に
お
け
る
号
給
は
、
前
項
の

各
機
関 

共
通 

 
 

職
務
の
級 

機
関
の 

区
分 

技
能
職 

員
（
二 

種
） 

技
能
職 

員
（
一 

種
） 

上
席
主
任 

上
席
主
任 

五
級 

主
任 

主
任 

四
級 

主
任 

主
任 

主
任
専
門

員 三
級 

主
事 

専
門
員 

主
事 

技
師 

 

専
門
員 

二
級 

主
事 

専
門
員 

主
事 

技
師 

 

専
門
員 

一
級 

 



規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
属
す
る
こ
と
と
な
る
職
務
の
級
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
級
」
と

い
う
。
）
の
号
給
の
う
ち
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
旧
号
給
」
と
い
う
。
）
に
対
応
す
る
給
料
月
額
と
同
一
の
給
料
月
額
の
号
給

（
同
一
の
給
料
月
額
の
号
給
が
な
い
と
き
は
、
直
近
下
位
の
給
料
月
額
の
号
給
）
と
し
、
旧
号

給
に
対
応
す
る
給
料
月
額
が
新
級
の
最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
最
高

の
号
給
と
す
る
。 

 

（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
） 

４ 

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
で
、
そ
の
者
の

受
け
る
給
料
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
切
替
後
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
同
日
に
お

い
て
受
け
て
い
た
給
料
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
切
替
前
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に

達
し
な
い
こ
と
と
な
る
技
能
職
員
（
別
に
定
め
る
技
能
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
切
替
後
給
料

月
額
の
ほ
か
、
切
替
前
給
料
月
額
と
切
替
後
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と
し

て
支
給
す
る
。 

５ 

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
（
前
項
に
規
定
す
る
技

能
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
と
の
権

衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
技
能
職
員
に
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。 

６ 

施
行
日
以
降
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
技
能
職
員
に
つ
い
て
、
任

用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
と
の
権
衡
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
技
能
職
員
に
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。 

 

（
補
則
） 

７ 

附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事 

項
は
、
別
に
定
め
る
。 

 

 

  附
則
別
表
　
　
職
務
の
級
の
切
替
表
（
附
則
第
二
項
関
係
）

旧
　
 級

新
　
 級

１
　
 級

１
　
 級

２
　
 級

３
　
 級

４
　
 級

３
　
 級

４
　
 級

５
　
 級

５
　
 級

２
　
 級



 
 

管

理

規

程 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

立 

川 

吉 

朗 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
六
号
中
「
地
域
機
関
」
の
下
に
「
（
支
所
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
第
十
六
号
を
第
十

七
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
五
号
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。 七 

支
所
長 

地
域
機
関
（
支
所
）
の
長
を
い
う
。 

 

第
四
条
第
二
項
表
財
務
課
長
の
項
下
欄
中
「
財
務
課
の
出
納
を
担
当
す
る
主
幹
」
を
「
中
欄
の 

事
務
を
担
当
す
る
財
務
課
の
主
幹
」
に
改
め
、
第
四
項
中
「
第
二
項
及
び
前
項
」
を
「
前
三
項
」

に
改
め
、
同
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
中
「
総
務
を
担
当
す
る
担
当
部
長
」
を
「
所
長
が
あ
ら

か
じ
め
指
定
す
る
職
員
」
に
改
め
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

第
二
項
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
整
備
事
務
所
に
お
い
て
は
、
支
所
長
を
も
つ
て
企
業

出
納
員
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
企
業
出
納
員
が
不
在
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
支
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
職
員
が
当
該
企
業
出
納
員
の
事
務
を
代
決
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

第
八
条
の
四
中
「
副
場
長
」
の
下
に
「
、
支
所
長
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
四
条
第
二
項
第
五
号
中
「
所
長
」
の
下
に
「
及
び
支
所
長
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
調
定
の
通
知
等
） 

第
二
十
四
条 

収
入
徴
収
権
者
は
、
収
入
の
調
定
を
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
納
入
義
務
者
に
対
し

て
、
納
入
通
知
書
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
、
収
入
を
確
認
し
た
後
に
調
定
を
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
、
納
入

通
知
書
の
送
付
は
要
し
な
い
。 

 

第
百
三
十
八
条
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、 

第
一
項
中
「
随
意
契
約
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
予
定
価
格
を
定
め
、
契
約
の
相
手
方
か
ら
見

積
書
を
徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
」
を
「
前
項
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
、
」
に
改
め
、
同

項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

随
意
契
約
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
予
定
価
格
を
定
め
、
そ
の
後
に
契
約
の
相
手
方
か
ら



見
積
書
を
徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
場
合
は
、
予
定
価
格

を
定
め
る
前
に
見
積
書
を
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
百
四
十
条
の
表
支
出
負
担
行
為
の
項
中
「
副
場
長
、
副
所
長
」
の
下
に
「
、
支
所
長
」
を
加 

「 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

え
、 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
、
支
出
命
令
の
項
中
「
副
場
長
、
副
所
長
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 

「 

の
下
に
「
、
支
所
長
」
を
加
え
、 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 

第
百
四
十
八
条
第
一
項
第
五
号
中
「
予
算
執
行
」
の
下
に
「
（
予
算
の
流
用
及
び
予
備
費
充
当 

を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「 

 

別
表
第
七
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 

様
式
第
二
五
号
（
一
）
中 

「 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を 「 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
る
。 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

年
月

日
摘

要
受

入
額
払

出
額
残

額

年
月

日
摘

要
受

入
額
払

出
額
残

額
消
滅
予
定
日

５
　
支
出
予
算
の
配

　
当
と
異
な
る
執
行

５
　
支
出
予
算
の
配
当
と

　
　
異
な
る
執
行

（
予
算
の
流
用
及
び
予
備

　
費
充
当
を
除
く
。
）

副
所
長

副
所
長

支
所
長副

所
長

副
所
長

支
所
長



管

理

規

程 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
六
号 

 
埼
玉
県
企
業
局
公
文
例
及
び
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

立 

川 

吉 

朗 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
公
文
例
及
び
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
局
公
文
例
及
び
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
号
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
第
一
項
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管

理

規

程

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
二
号

埼
玉
県
病
院
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者

岩

中

督

埼
玉
県
病
院
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

埼
玉
県
病
院
事
業
財
務
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
及
び
診
療
所
」
を
削
り
、
第
二
項
の
表
中

「

」

を「

」

に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
十
五
号
中
「
補
填
財
源
明
細
書
」
を
「
補
塡
財
源
明
細
書
」
に
改
め
、
第

五
項
中
「
、
診
療
所
の
企
業
出
納
員
は
第
一
項
第
十
三
号
及
び
第
十
六
号
の
帳
簿
を
」
を
削
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
、
管
理
部
長
又
は
主
幹
」
を
「
又
は
管
理
部
長
」
に
改

め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
又
は
主
幹
」
を
削
り
、
第
二
項
中
「
、
管
理
部
長
又
は

岩
槻
診
療
所
長

診
療
所
の
主
幹

病
院
の
栄
養
部
長

診
療
用
の
薬
品
の
出
納
及
び
保
管

金
銭
の
収
納

物
品
の
出
納
及
び
保
管
（
他
の
企
業
出
納

員
の
つ
か
さ
ど
る
事
務
を
除
く
。
）

給
食
用
の
食
料
品
、
消
耗
備
品
及
び
消
耗

品
の
出
納
及
び
保
管

同 同 同

病
院
の
栄
養
部
長

給
食
用
の
食
料
品
、
消
耗
備
品
及
び
消
耗

品
の
出
納
及
び
保
管

同



主
幹
」
を
「
又
は
管
理
部
長
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
又
は
主
幹
」
を
削
る
。

第
七
十
一
条
中
「
）
及
び
診
療
所
の
企
業
出
納
員
（
」
を
削
る
。

第
九
十
八
条
第
二
項
中
「
管
理
者
」
を
「
執
行
予
定
額
に
よ
り
別
表
第
五
の
決
裁
区
分
（
病
院

の
長
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
者
」
に
改
め
る
。

第
九
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
固
定
資
産
の
用
途
の
開
始
、
変
更
、
廃
止
）

第
九
十
九
条
の
二

固
定
資
産
の
用
途
を
開
始
し
、
変
更
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
伺
書
に
よ
り
、
建
物
及
び
構
築
物
の
う
ち
、
重
要
又
は

異
例
な
も
の
に
つ
い
て
は
管
理
者
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
局
長
の
決
裁
を
、
建
物
及
び

構
築
物
以
外
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
課
長
又
は
病
院
の
長
の
決
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。た

だ
し
、
取
得
後
直
ち
に
用
途
を
開
始
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

土
地
に
つ
い
て
は
地
番
、
地
目
及
び
地
積
、
建
物
に
つ
い
て
は
所
在
地
、
構
造
及
び
床
面

積
、
そ
の
他
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
種
類
、
数
量
等

二

固
定
資
産
の
用
途
を
開
始
し
、
変
更
し
、
又
は
廃
止
す
る
理
由
及
び
そ
の
年
月
日

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
建
設
工
事
の
起
工
に
伴
い
固
定
資
産
の
用
途
を
廃
止
す
る
と

き
は
、
当
該
工
事
に
係
る
第
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
執
行
伺
に
、
同
条
第
二
項
及
び

第
三
項
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合
議
を
し
、

及
び
決
裁
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
決
裁
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
六
十
六
条
第
一
項
中
「
所
管
の
部
長
を
経
て
、
」
を
削
る
。

別
表
第
五
中
「
（
第
百
四
十
八
条
、
第
百
四
十
九
の
三
、
第
百
六
十
一
条
関
係
）
」
を
「
（
第

九
十
八
条
、
第
百
四
十
八
条
、
第
百
四
十
九
の
三
、
第
百
六
十
一
条
関
係
）
」
に
改
め
る
。

別
記
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記（第百七十九条関係）

番号 名称 条文 摘要

１ 収入伝票 ８、10、21

２ 支出伝票 ８、10、33、48、160

３ 振替伝票

８、10、13、21、31、

75、77、78、79、83、

97、113、160、170

４ 検査調書 ９、129

５ 総勘定元帳 11

６ 収入予算整理簿 11

７ 支出予算整理簿 11

８ 未収金整理簿 11

９ 未払金整理簿 11

10 経過勘定整理簿 11

11 物品受払簿 11、85

12 預り金整理簿 11

13 預り有価証券整理簿 11

14 固定資産台帳 11

15 企業債台帳 11

16 預金口座出納簿 11

17 貯蔵品出納簿 11、80、83

18 一時借入金出納簿 11

19 現金出納簿 11、41

19の２ 補塡財源明細表 11   

20
納入通知書兼領収書、納入

通知書
22、23

21 口座振替納付届 24

22 口座振替納入通知書 24

23 領収書 25、27、56、57、61

24 領収印 25、27

25 払込書兼領収書、払込書 26、41、58

26 収納事務受託者証明書 27



27 受託収入計算書 27

28 督促状兼領収書、督促状 30

29 収入額欠損調書 31

30 支払内訳書 33

31 小切手振出済通知書 34、51

32 支払証 34、37

33 支払依頼書 34、35、36、59

34 案内書 35、36、37、50、59

35 通知書
35、36、50、51、52、

58

36 削除

37 病院事業支払金日計表 48、55

38
病院事業支払済通知書（日

計表）
48

39 過誤納金還付（充当）通知書 49

40 小切手訂正通知書 50

41 小切手・通知書再発行請求書 51

42 送金取消依頼書 52

43 送金取消請求書 52

44 病院事業収納金日計表 55

45 病院事業支払金月計表 55

46 病院事業月末預金現在高表 55

47 隔地払・小切手未払通知書 58

48 小切手年度経過通知書 58

49 送金取消済通知書 62

50 預り証 68、69

51 入庫伝票 75、78、83、113

52 出庫伝票 77、79、83

53 たな卸表 81、83

54 標示票 87

55 物品所管換え請求書 88

56 物品受領書 88



57 器械備品購入依頼書 98

58 固定資産事故報告書 99

59 固定資産引継書 100

60 固定資産使用許可申請書 101、108の２

61 請書 117

62 予定価格調書 136

63 執行伺 160

64 支出負担行為決議書 161

65 予算流用計算書 163

66 予備費充当計算書 164

66の２ 当座借越請求書 169の２

67
予算繰越計算書、予算繰越

計算書（事故繰越し）
166

地方公営企業法施行規

則（昭和27年総理府令

第73号。以下「規則」

という。）別記第８号

による。

68 継続費繰越計算書 166 規則別記第６号による。

69 決算報告書 173 規則別記第９号による。

70 損益計算書 173 規則別記第10号による。

71 貸借対照表 173 規則別記第13号による。

72 剰余金計算書、欠損金計算書 173 規則別記第11号による。

73
剰余金処分計算書、欠損金

処理計算書
173 規則別記第12号による。

74 事業報告書 173 規則別記第14号による。

74の2 キャッシュ・フロー計算書 173 規則別記第15号による。

75 収益費用明細書 173 規則別記第16号による。

76 固定資産明細書 173 規則別記第17号による。

77 企業債明細書 173 規則別記第18号による。

78 継続費精算報告書 173 規則別記第７号による。

79 基金運用状況報告書 173

80 試算表 175



様
式
第
一
号
を
様
式
第
一
号
（
一
）
と
し
、
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 1号(1)

収入伝票

起案責任者
（内線電話 ）

起案日 収納日 決裁日

決

裁

審

査

年度 伝票番号

調定年度 年度 調定番号 未収計上

借 方 貸 方

所属

予
算
科
目

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

金額 金額

勘
定
科
目
１

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 金額

勘
定
科
目
２

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 金額

調定日 調定現額

セグメント 収納済額

摘要

相手方

住所

名称

郵便番号

備考



様
式
第
一
号
（
一
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



様式第 1号(2)

収入伝票

起案責任者
（内線電話 ）

起案日 調定兼収納日 決裁日

決

裁

審

査

年度 調定番号

伝票番号 未収計上

借 方 貸 方

所属

予
算
科
目

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

金額 金額

勘
定
科
目
１

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 金額

勘
定
科
目
２

款

項

目

節

細節

セグメント 金額

消費税区分 消費税 税抜額

調定現額 予算残額

収納済額 執行残額

摘要

相手方

住所

名称

郵便番号

備考

注 本様式は、事後調定に使用すること。



様
式
第
二
号
を
様
式
第
二
号
（
一
）
と
し
、
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 2号(1)

支出伝票

起案責任者
（内線電話 ）

起案日 支出命令日 決裁日

決

裁

審

査

年度 支出命令番号

伝票番号 未払計上 支払予定日

借 方 貸 方

所属

予
算
科
目

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

金額 金額

勘
定
科
目
１

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 金額

勘
定
科
目
２

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 セグメント

消費税区分 消費税額 税抜額

支出命令額 控除命令額 差引支払額

負担行為番号 予算残額 執行残額

支出区分 支払方法

請求日 請求番号

摘要

支払先

住所

名称

振込先口座

郵便番号

上記の金額を領収しました。 年 月 日

住所

名称

収 入

印 紙

支払済印



様
式
第
二
号
（
一
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



様式第 2号(2)

支出伝票

起案責任者
（内線電話 ）

起案日 還付命令日 決裁日

決

裁

審

査

年度 支出命令番号

伝票番号 振替有無 支払予定日

借 方 貸 方

所属

予
算
科
目

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

金額 金額

勘
定
科
目
１

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 金額

勘
定
科
目
２

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 セグメント

消費税区分 消費税額 税抜額

調定年度 調定番号 還付命令額

支払方法 予算残額

支出区分 執行残額

請求日 請求書番号

摘要

支払先

住所

名称

振込先口座

郵便番号

注 本様式は、還付に使用すること。

上記の金額を領収しました。 年 月 日

住所

名称

収 入

印 紙

支払済印



様
式
第
三
号
を
様
式
第
三
号
（
一
）
と
し
、
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 3号(1)

振替伝票

起案責任者
（内線電話 ）

起案日 振替日 決裁日

決

裁

審

査

年度 伝票番号

起案所属

起票処理種別

借 方 貸 方

所属 所属

予
算
科
目

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

金額 金額

勘
定
科
目
１

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 金額

勘
定
科
目
２

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 金額

消費税区分 消費税区分

消費税額 消費税額

税抜額 税抜額

予算残額 予算残額

セグメント セグメント

摘要

備考



様
式
第
三
号
（
一
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



様式第 3号(2)

振替伝票

起案責任者
（内線電話 ）

起案日 調定日 決裁日

決

裁

審

査

年度 調定番号

伝票番号 未収計上

借 方 貸 方

所属

予
算
科
目

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

金額 金額

勘
定
科
目
１

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 金額

勘
定
科
目
２

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

セグメント 金額

消費税区分 消費税額 税抜額

予算残額

執行残額

摘要

相手方

住所

名称

郵便番号

備考

注 本様式は、調定に使用すること。



様
式
第
三
号
（
二
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



様式第 3号(3)

振替伝票

起案責任者
（内線電話 ）

起案日 戻入命令日 決裁日

決

裁

審

査

年度 調定番号

伝票番号 未収計上

借 方 貸 方

所属

予
算
科
目

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

金額 金額

勘
定
科
目
１

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

金額 金額

勘
定
科
目
２

款

項

目

節

細節

款

項

目

節

細節

セグメント 金額

消費税区分 消費税額 税抜額

年度区分 支出命令番号 予算残額

執行残額

摘要

相手方

住所

名称

郵便番号

備考

注 本様式は、戻入に使用すること。



様
式
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 5 号

総 勘 定 元 帳

所属： 年 月 日 ～ 年 月 日

款 項 目 節 細節 （単位 円）

日 摘 要／事 由 伝票番号 相 手 方 残 高 借 方 貸 方 残 高 相 手 科 目



様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 6 号

収入予算整理簿
年度

病院事業会計

年 月分 ～ 年 月分

所属

予算区分 （単位 ： 円）

予算科目

款 項 目

節 細節

処理区分 番号 年月日 摘要 予算額
補正額

流用・充当額
計(A)

執行額

(B)

予算額と執行額

との差(A)－(B)

消費税額 備考



様
式
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 7 号

支出予算整理簿
年度

病院事業会計

年 月分 ～ 年 月分

所属

予算区分 （単位 ： 円）

予算科目

款 項 目

節 細節

処理区分 番号
負担行為

年月日

執行

年月日
摘要 予算額

補正額

流用・充当額

計

配当額(A)

予定額 (B)

予定残額(A)－(B)

支出負担行為額(C)

予算残額(A)－(C)

予定額 (D)

予定残額(A)－(D)
消費税額 備考



様
式
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 8 号

未 収 金 整 理 簿

年度

所属

年 月分

款 項 目 節 細節

日 伝票番号 調定番号 相手科目 相手方 摘要 残高 借方 貸方 残高



様
式
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 9 号

未 払 金 整 理 簿

年度

所属

年 月分

款 項 目 節 細節

日 伝票番号 相手科目 相手方 摘要 残高 借方 貸方 残高 支払予定日 支払日



様
式
第
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 12 号

預 り 金 整 理 簿

年度

所属

年 月分

款 項 目 節 細節

日 伝票番号 相手科目 相手方 摘要 残高 借方 貸方 残高



様
式
第
十
四
号
（
二
）
及
び
様
式
第
十
四
条
（
三
）
を
削
り
、
様
式
第
十
四
号
（
一
）
を
様
式

第
十
四
号
と
し
、
同
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 14 号

固定資産台帳
病院事業会計

資産番号 資産種類

資産名称 業者名 取得価格

構造・規格 取得年月日 現在帳簿原価

形状・寸法 取得数量 取得長期前受金

備考 取得課 現在長期前受金

所在

取得原因 年間償却額

償却方法 耐用年数

残存率 継続年数

残存価格 償却率

償却対象・対象外内訳

自己資金 企業債繰入対象 企業債 国庫補助金

他会計補助金 寄附金 受贈財産 繰入金

補助金

リース期間 ～ 償却期間 ～

セグメント内訳

（単位 ： 円）

年月日

異動種別
数量

帳簿原価／長期前受金 減価償却累計額／長期前受金戻入
帳簿価額

処分金額 損益

減損損失額借方 貸方 残高 借方 貸方 累計



様
式
第
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 16 号

預 金 口 座 出 納 簿

（ 年 月分）

所属

勘定科目コード 勘定科目名

年月日 伝票番号 摘 要 相 手 勘 定 借 方 貸 方 残 高



様
式
第
十
七
号
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考

こ
の
様
式
に
よ
り
が
た
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
に
こ
の
様
式
に
準
じ
て
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

様
式
第
十
九
号
の
二
（
一
）
及
び
様
式
第
十
九
号
の
二
（
二
）
中
「
填
」
及
び
「
て
ん
」
を
「
塡
」

に
改
め
る
。

様
式
第
五
十
一
号
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考

こ
の
様
式
に
よ
り
が
た
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
に
こ
の
様
式
に
準
じ
て
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

様
式
第
五
十
二
号
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考

こ
の
様
式
に
よ
り
が
た
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
に
こ
の
様
式
に
準
じ
て
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

様
式
第
六
十
三
号
を
様
式
第
六
十
三
号
（
一
）
と
し
、
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考

こ
の
様
式
に
よ
り
が
た
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
に
こ
の
様
式
に
準
じ
て
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

様
式
第
六
十
三
号
（
一
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



様式第 63 号(2)

執行変更伺

番 号 号

起 案 者 印

電 話 番

件名 起 案 年 月 日

決 裁 年 月 日

変更理由

決裁欄

合議欄

課又は病院名 年 度 会 計

款 項 目 節

変更前 変更後

支出負担行為額 円 円

（負担行為増減額） － （ 円）

消 費 税 等 額 円 円

税 抜 き 額 円 円

予 算 額 円 円

配 当 済 額 円 円

負 担 行 為 済 額 円 円

配 当 残 額 円 円

契 約 予 定 期 間 年 月 日 ～ 年 月 日 年 月 日 ～ 年 月 日

支 払 予 定 日 年 月 日 年 月 日

契
約
方
法

前 払 金 理由 ％

部 分 払 理由 回

入 札 保 証 金 理由 ％

そ

の

他

備考 この様式によりがたい場合は、この様式に準じて作成することができる。



様
式
第
六
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 64 号

支出負担行為決議書

起案責任者
（内線電話 ）

起案日 負担行為日 決裁日

決

裁

年度 負担行為番号

所属

予
算
科
目

予算区分

款

項

目

節

細節

細々節

セグメント 金額

消費税区分 消費税額 税抜額

負担行為額

予算現額

予算残額

摘要

債権者

住所

名称

郵便番号

備考



附

則

（
施
行
期
日
）

こ
の
規
程
は
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



管

理

規

程 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
三
号 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日  

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
八
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                 
 

 
 

 
 

 
 

       

循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー 

名
称 

循
環
器
内
科 

腎
臓
内
科 

心
臓
外
科 

血
管
外
科 

放
射
線
科 

呼
吸
器
内
科 

緩
和
ケ
ア
内
科 

呼
吸
器
外
科 

消
化
器
外
科 

脳
神
経
外
科 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科 

麻
酔
科 

病
理
診
断
科 

放
射
線
技
術
部 

検
査
技
術
部 

薬
剤
部 

栄
養
部 

実
験
検
査
部 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部 

部
科
室
及
び
セ
ン
タ

ー
名 

組
織 

 

担
当
名 

 



                 
 

 
 

 
 

 
 

                

が
ん
セ
ン
タ
ー  

血
液
内
科 

乳
腺
腫
瘍
内
科 

乳
腺
外
科 

緩
和
ケ
ア
科 

精
神
腫
瘍
科 

消
化
器
内
科 

内
視
鏡
科 

消
化
器
外
科 

呼
吸
器
内
科 

胸
部
外
科 

脳
神
経
外
科 

整
形
外
科 

形
成
外
科 

婦
人
科 

頭
頸
部
外
科 

皮
膚
科 

泌
尿
器
科 

歯
科
口
腔
外
科 

麻
酔
科 

放
射
線
治
療
科 

放
射
線
診
断
科 

病
理
診
断
科 

事
務
局 

地
域
医
療
連
携
室 

医
療
安
全
管
理
室 

看
護
部 

臨
床
工
学
部 管

理
部 

  

業
務
部 

 

総
務
・
職
員
担
当 

会
計
担
当 

管
財
担
当 

医
事
・
経
営
担
当 

用
度
担
当 

    

 



                 
 

 
 

 
 

 
 

                

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー 

 

総
合
診
療
科 

新
生
児
科 

代
謝
・
内
分
泌
科 

消
化
器
・
肝
臓
科 

腎
臓
科 

感
染
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ

ー
科 

血
液
・
腫
瘍
科 

遺
伝
科 

精
神
科 

神
経
科 

事
務
局 

図
書
館 

臨
床
腫
瘍
研
究
所 

緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー 

地
域
連
携
・
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー 

治
験
管
理
室 

医
療
安
全
管
理
室 

看
護
部 

腫
瘍
診
断
・
予
防
科 

放
射
線
技
術
部 

検
査
技
術
部 

臨
床
工
学
部 

薬
剤
部 

栄
養
部 

管
理
部 

  

業
務
部 

 

総
務
・
職
員
担
当 

会
計
担
当 

管
財
担
当 

医
事
・
経
営
担
当 

用
度
担
当 

        

 



                 
 

 
 

 
 

 
 

                

 

事
務
局 

地
域
連
携
・
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー 

治
験
管
理
室 

医
療
安
全
管
理
室 

看
護
部 

循
環
器
科 

放
射
線
科 

外
科 

整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科 

形
成
外
科 

脳
神
経
外
科 

心
臓
血
管
外
科 

皮
膚
科 

泌
尿
器
科 

眼
科 

耳
鼻
咽
喉
科 

麻
酔
科 

病
理
診
断
科 

歯
科 

集
中
治
療
科 

救
急
診
療
科 

外
傷
診
療
科 

臨
床
研
究
部 

保
健
発
達
部 

放
射
線
技
術
部 

検
査
技
術
部 

薬
剤
部 

栄
養
部 

臨
床
工
学
部 

管
理
部 

総
務
・
職
員
担
当 

会
計
担
当 

     

 



                 
 

 
 

 
 

 
 

          

第
九
条
第
二
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

      

    

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー 

 

事
務
局 

医
療
安
全
管
理
室 

看
護
部 

検
査
部 

薬
剤
部 

栄
養
部 

第
一
精
神
科 

第
二
精
神
科 

第
五
精
神
科 

第
六
精
神
科 

第
七
精
神
科 

依
存
症
治
療
研
究
部 

外
来
・
地
域
支
援
科 

療
養
援
助
部 

 

管
理
業

務
部 

 

業
務
部 

総
務
・
職
員
担
当 

管
財
担
当 

医
事
・
経
営
担
当 

会
計
担
当 

用
度
担
当 

    

管
財
担
当 

医
事
・
経
営
担
当 

用
度
担
当 

 

病
院 

組
織 

医
幹 職 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
処

理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、

病
院
長
を
助
け
、
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を
監
督

し
、
事
務
を
整
理
す
る
。 

職
務 

 



                
 

 
 

 
 

 
 

                 

部
（
事
務
局
の
部
を
除

く
。
） 

が
ん
セ
ン
タ
ー 

循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ

ン
タ
ー 

 

主
席
技

師
長 

通
院
治

療
部
長 

感
染
症

対
策
部

長 医
員 

主
査 

医
長 

主
幹 

副
室
長 

精
神
保

健
指
導

幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
極
め
て
高
度
の
知
識
、
経
験

等
を
必
要
と
す
る
特
に
困
難
な
診
療
放
射
線
技 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
行
う

事
務
に
従
事
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
担
任
す
る
事
務
を
掌
理
し
、

そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督

す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
高
度
の
医

療
技
術
を
必
要
と
す
る
診
療
等
の
事
務
に
従
事

す
る
と
と
も
に
、
診
療
等
の
事
務
の
総
括
の
事
務

に
従
事
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、

上
司
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
困
難
な
精

神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
療
養
に
関
す
る
援

助
の
事
務
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事

務
に
つ
い
て
、
病
院
長
を
助
け
、
職
員
の
担
任
す

る
事
務
を
監
督
し
、
事
務
を
整
理
す
る
。 

 



                
 

 
 

 
 

 
 

                 

科 

 

副
部
長 

部
長 

看
護
師

長 副
技
師

長 主
査 

技
師
長 

副
部
長 

 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
病
棟
、
外

来
診
療
棟
等
に
お
け
る
看
護
事
務
に
従
事
す
る

と
と
も
に
、
当
該
事
務
の
総
括
の
事
務
に
従
事
す

る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
相
当
高
度
の
知
識
、
経
験
等

を
必
要
と
す
る
特
に
困
難
な
栄
養
士
、
薬
剤
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
放
射
線
の

物
理
学
的
管
理
に
従
事
す
る
者
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
視
能
訓
練
士
、
臨
床
工
学
技
士
及

び
言
語
聴
覚
士
の
行
う
事
務
に
従
事
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
担
任
す
る
事
務
を
掌
理
し
、

そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督

す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
高
度
の
知
識
、
経
験
等
を
必

要
と
す
る
特
に
困
難
な
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
臨
床

検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
放
射
線
の
物
理

学
的
管
理
に
従
事
す
る
者
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
視
能
訓
練
士
、
臨
床
工
学
技
士
及
び
言 

語
聴
覚
士
の
行
う
事
務
に
従
事
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指 

揮
監
督
す
る
。 

師
又
は
臨
床
検
査
技
師
の
行
う
事
務
に
従
事
す

る
。 

 



                        
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

が
ん
セ
ン

タ
ー 

 

図
書
館 

臨
床
腫

瘍
研
究

所 

主
査 

主
幹 

専
門
研

究
員 

主
任
研

究
員 

主
幹 

主
席
主

幹 

 

上
司
の
命
を
受
け
、
担
任
す
る
事
務
を
掌
理
し
、 

そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督

す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
高
度
の
専
門
的
技
術
の
研
究

に
従
事
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
極
め
て
高
度
の
専
門
的
技
術

の
研
究
に
従
事
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

揮
監
督
す
る
。 

 



管

理

規

程 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
四
号 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日  

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部 

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

 

        

　ロ　病院企業職給料表(二)

職員の 職務の級 １       級 ２       級 ３       級 ４       級 ５       級

区分 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額

円 円 円 円 円

128,900 180,300 202,000 249,100 278,400

129,800 181,800 203,400 250,300 280,300

130,800 183,300 204,800 251,400 282,100

131,700 184,800 206,100 252,600 283,900

132,700 186,100 207,400 253,500 285,700

133,700 187,600 208,800 254,800 287,500

134,700 189,000 210,200 255,900 289,200

135,700 190,300 211,600 257,100 291,000

136,500 191,700 213,000 258,200 292,600

137,500 192,900 214,600 259,300 294,400

138,500 194,200 216,200 260,500 296,100

139,600 195,300 217,600 261,700 297,900

140,400 196,500 218,900 262,700 299,400

141,400 197,600 220,400 263,800 301,100

142,400 198,700 221,900 264,800 302,700

143,400 199,800 223,200 265,800 304,200

144,500 200,900 224,100 266,900 305,700

145,700 202,000 224,900 268,100 307,300

146,900 203,000 225,800 269,200 308,900

148,100 204,000 226,800 270,100 310,600

149,200 205,000 227,700 271,100 311,700

150,400 206,100 229,200 272,200 313,100

151,600 207,200 230,500 273,300 314,500

152,800 208,200 231,600 274,300 316,000

154,000 209,100 233,100 275,200 317,200

155,500 210,000 234,400 276,300 318,700

157,000 210,700 235,700 277,400 320,100

158,500 211,600 237,000 278,500 321,500

159,900 212,500 238,000 279,400 323,100

161,400 213,700 239,200 280,500 324,300

162,900 214,700 240,500 281,500 325,600

164,400 215,600 241,700 282,500 326,800

165,900 216,300 242,800 283,300 327,900

167,700 217,500 244,100 284,200 328,800

169,500 218,600 245,200 285,100 329,900

171,300 219,800 246,400 286,200 331,000

号      給

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36



 

 

  

 

 

173,100 220,500 247,700 286,800 332,100

174,800 221,700 248,900 287,700 333,200

176,500 222,900 250,200 288,600 334,200

178,200 224,000 251,500 289,500 335,200

179,800 224,900 252,500 290,200 336,200

181,200 226,100 253,800 291,200 337,200

182,600 227,100 254,900 292,200 338,200

184,000 228,200 256,200 293,100 339,200

185,500 229,300 257,100 293,800 340,100

186,900 230,400 258,200 294,700 341,100

188,300 231,500 259,400 295,600 342,100

189,700 232,500 260,400 296,500 343,100

191,000 233,500 261,600 297,200 344,000

192,200 234,600 262,800 297,800 344,900

193,300 235,700 264,000 298,500 345,800

194,500 236,900 264,900 299,300 346,600

再任用 195,600 238,000 265,900 299,900 347,400

職員以 196,700 239,000 267,000 300,700 348,200

外の職 197,800 239,900 268,200 301,400 349,000

員 198,900 240,700 269,400 302,100 349,700

200,000 241,600 270,200 302,800 350,400

201,000 242,600 271,200 303,500 351,200

202,000 243,600 272,300 304,300 352,000

203,000 244,500 273,300 305,000 352,700

204,100 245,400 274,400 305,600 353,400

205,000 246,300 275,500 306,300 354,100

205,900 247,200 276,300 307,000 354,800

206,800 248,100 277,400 307,700 355,500

207,500 248,900 278,200 308,200 356,100

208,300 249,700 279,000 308,700 356,600

209,000 250,500 279,800 309,300 357,100

209,800 251,200 280,600 309,900 357,600

210,200 252,000 281,300 310,500 358,000

210,800 252,600 282,100 310,900

211,100 253,000 282,900 311,400

211,700 253,400 283,600 311,900

211,900 253,600 284,400 312,200

212,500 254,000 285,100 312,700

213,000 254,500 285,900 313,200

213,800 255,000 286,700 313,600

214,000 255,400 287,300 313,800

214,700 255,800 287,800 314,100

215,200 256,300 288,300 314,400

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

215,800 256,800 288,700 314,700

216,500 257,100 289,100 315,000

217,000 257,400 289,500 315,300

217,600 257,700 290,000 315,600

218,300 258,000 290,500 315,900

218,900 258,200 290,900 316,100

219,400 258,400 291,500 316,500

219,900 258,700 292,100 316,800

220,600 259,000 292,700 317,000

221,100 259,200 293,000 317,200

221,700 259,400 293,500 317,500

222,300 259,800 294,000 317,800

222,800 260,000 294,400 318,100

223,200 260,300 294,800 318,300

223,700 260,700 295,300 318,600

224,200 261,000 295,800 318,900

224,700 261,300 296,300 319,100

225,200 261,500 296,600 319,300

225,700 261,800 297,000 319,600

226,200 262,000 297,500 319,900

226,700 262,300 298,000 320,100

227,100 262,600 298,400 320,300

227,600 262,800 298,800

228,200 263,100 299,100

228,800 263,400 299,400

229,200 263,600 299,700

229,700 263,800 300,100

230,000 264,100 300,500

230,400 264,300 300,900

230,600 264,600 301,200

231,000 264,900 301,600

231,500 265,200 302,000

232,000 265,400 302,300

232,200 265,600 302,500

232,700 265,900 302,800

233,200 266,100 303,100

233,700 266,300 303,300

234,000 266,600 303,500

234,400 266,900 303,800

234,800 267,200 304,100

235,200 267,500 304,300

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

120

119

117

118



 
 

 

                  

235,600 267,600 304,500

267,900 304,800

268,200 305,100

268,500 305,300

268,600 305,500

268,900 305,800

269,200 306,100

269,500 306,300

269,600 306,500

269,900 306,800

270,200 307,100

270,500 307,300

270,600 307,500

270,900

271,200

271,500

271,600

備考

再任用
職員

121

193,200 204,300 222,800 243,600 274,300

　この表は、技能職員に適用する。

122

123

124

125

126

127

134

135

136

137

128

129

130

131

132

133



 

別
表
第
四
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

ロ 

病
院
企
業
職
給
料
表
（
二
）
級
別
基
準
職
務
表 

   
 

  
 

 

          

 

別
表
第
七
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

ロ 

病
院
企
業
職
給
料
表
（
二
）
級
別
職
務
区
分
表 

 
 

ロ 

病
院
企
業
職
給
料
表
（
二
）
級
別
職
務
区
分
表 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     

技
能
職
員
（
二

種
） 

技
能
職
員
（
一

種
） 

区
分 

上
席
主
任 

 

上
席
主
任 

 

五
級 

主
任 

主
任 

 

四
級 

主
任 

主
任 

主

任

専

門

員 

 

三
級 

主
事 

専
門
員 

主
事 

技
師 

 

専
門
員 

二
級 

主
事 

専
門
員 

主
事 

技
師 

 

専
門
員 

一
級 

 

五
級 

四
級 

三
級 

二
級 

一
級 

職
務
の
級 

上
席
主
任
の
職
務 

困
難
な
業
務
に
従
事
す
る
主
任
の

職
務 

主
任
の
職
務 

困
難
な
業
務
に
従
事
す
る
主
事
又

は
技
師
の
職
務 

主
事
又
は
技
師
の
職
務 

技
能
職
員
（
一
種
） 

基
準
と
な
る
職
務 

上
席
主
任
の
職
務 

困
難
な
業
務
に
従
事
す
る
主
任
の

職
務 

主
任
の
職
務 

困
難
な
業
務
に
従
事
す
る
主
事
の

職
務 

主
事
の
職
務 

技
能
職
員
（
二
種
） 

 



 

別
表
第
九
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

イ 

病
院
医
療
職
給
料
表
（
一
）
級
別
職
務
区
分
表 

 
 

 

                               

別
表
第
十
二
の
職
の
欄
中
「
岩
槻
診
療
所
長
」
を
削
る
。 

 
区 

 
 

分 

 病 

院 

 

四 
 

 
 

級 

共 
 

 

通 

 

三 
 

 
 

級 

二 
 

 
 

級 

一 
 

 
 

級 

病
院
長 

 

副
病
院
長 

 

科
長 

 

科
長 

 

部
長 

 

副
部
長 

 

医
療
安
全
管
理 

 

室
長 

 

医
長 

 

医
員 

 

医
幹 

 

セ
ン
タ
ー
付 

 

セ
ン
タ
ー
付 

 

セ
ン
タ
ー
付 

 

循
環
器
・
呼 

 

吸
器
病
セ
ン 

 

タ
ー 

 

地
域
医
療
連
携 

 

室
長 

 

感
染
症
対
策
部 

 

長 

 

が
ん
セ
ン
タ

ー 

 

ー 

 

治
験
管
理
室
長 

 

地
域
連
携
・
相 

 

談
支
援
セ
ン
タ 

 

ー
長 

 

緩
和
ケ
ア
セ
ン 

 

タ
ー
長 

 

臨
床
腫
瘍
研
究 

 

所
長 

 

通
院
治
療
部
長 

 

副
室
長 

 

小
児
医
療
セ 

 

ン
タ
ー 

 

治
験
管
理
室
長 

 

地
域
連
携
・
相 

 

談
支
援
セ
ン
タ 

 

タ
ー
長 

 



 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 
こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
職
務
の
級
の
切
替
え
） 

２ 

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
属
し

て
い
た
職
務
の
級
が
附
則
別
表
の
旧
級
欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
職
務
の
級
で
あ
っ
た
技
能
職
員

の
施
行
日
に
お
け
る
職
務
の
級
は
、
同
表
の
旧
級
欄
に
対
応
す
る
同
表
の
新
級
欄
に
定
め
る
職

務
の
級
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
欄
に
二
の
職
務
の
級
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、

別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
職
務
の
級
と
す
る
。 

 

（
号
給
の
切
替
え
） 

３ 

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
（
以
下
「
給
与
規
程
」
と
い
う
。
）

別
表
第
一
ロ
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
技
能
職
員
の
施
行
日
に
お
け
る
号
給
は
、
前
項

の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
属
す
る
こ
と
と
な
る
職
務
の
級
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
級
」

と
い
う
。
）
の
号
給
の
う
ち
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
号
給
」
と
い
う
。
）
に
対
応
す
る
給
料
月
額
と
同
一
の
給
料
月
額
の
号

給
（
同
一
の
給
料
月
額
の
号
給
が
な
い
と
き
は
、
直
近
下
位
の
給
料
月
額
の
号
給
）
と
し
、
旧

号
給
に
対
応
す
る
給
料
月
額
が
新
級
の
最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
最

高
の
号
給
と
す
る
。 

 

（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
） 

４ 

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
で
、
そ
の
者
の

受
け
る
給
料
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
切
替
後
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
同
日
に
お

い
て
受
け
て
い
た
給
料
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
切
替
前
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に

達
し
な
い
こ
と
と
な
る
技
能
職
員
（
別
に
定
め
る
技
能
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
切
替
後
給
料

月
額
の
ほ
か
、
切
替
前
給
料
月
額
と
切
替
後
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と
し

て
支
給
す
る
。 

５ 

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
技
能
職
員
（
前
項
に
規
定
す
る
技

能
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
と
の
権

衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
技
能
職
員
に
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。 

６ 

施
行
日
以
降
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
技
能
職
員
に
つ
い
て
、
任

用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
技
能
職
員
と
の
権
衡
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
技
能
職
員
に
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

前
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。 

 

（
補
則
） 



７ 

附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事 

項
は
、
別
に
定
め
る
。 

 

 

 

附
則
別
表
　
職
務
の
級
の
切
替
表
（
附
則
第
二
項
関
係
）

旧
　
級

新
　
級

1
　
級

1
　
級

2
　
級

3
　
級

4
　
級

3
　
級

4
　
級

5
　
級

5
　
級

2
　
級



管

理

規

程 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
二
号 

埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

粟
生
田 

邦 

夫 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
下
水
道
局
組
織
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
六
条
の
表
埼
玉
県
荒
川
左
岸
北
部
下
水
道
事
務
所
の
項
中
「
行
田
市
」
を
「
桶
川
市
」
に
改

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



管

理

規

程 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
三
号 

 
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

粟
生
田 

邦 

夫 

 
 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
程
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
百
八
十
五
条
第
一
項
中
「
見
積
書
を
徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
下
に
「
（
管
理
者
が
別

に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

  
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号 

 
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
が
適
用
さ
れ
る
建
設
工
事
の
請
負
契
約
並
び
に
建
設
工
事

に
係
る
設
計
、
調
査
及
び
測
量
の
業
務
の
委
託
契
約
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
建
設
工
事
の
請
負
等
の

契
約
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
平
成
三
十
年
度
に
お
い
て
埼
玉
県
が
締
結
す
る
契
約
の
一
般
競
争

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
た
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格 

 
 

建
設
工
事
の
請
負
等
の
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
入
札
参

加
資
格
認
定
申
請
を
し
て
、
資
格
が
あ
る
旨
の
認
定
（
以
下
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、

被
認
定
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
と
す
る
。 

二 

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者 

 
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

イ 

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者 

 

ロ 

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ

り
、
埼
玉
県
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者 

 

ハ 

埼
玉
県
建
設
工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年
埼
玉

県
告
示
第
千
百
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
同
条
第
二
項
第
二

号
の
規
定
に
よ
り
資
格
者
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
、
当
該
抹
消
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者 

 

ニ 

入
札
公
告
日
か
ら
落
札
決
定
ま
で
の
期
間
に
、
埼
玉
県
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
停
止
等

の
措
置
要
綱
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付
け
入
審
第
五
百
十
三
号
）
に
基
づ
く
入
札

参
加
停
止
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

 

ホ 

入
札
公
告
日
か
ら
落
札
決
定
ま
で
の
期
間
に
、
埼
玉
県
の
契
約
に
係
る
暴
力
団
排
除
措
置

要
綱
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
付
け
入
審
第
九
十
七
号
）
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
措
置

を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

 

ヘ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

 
 

⑴ 

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

け
て
い
な
い
者 

 
 

⑵ 

入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七
月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日

と
す
る
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
に
関
す
る
客
観
的

事
項
に
つ
い
て
の
審
査
（
以
下
「
経
営
事
項
審
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
な
い
者 



 
 

⑶ 

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行

っ
て
い
な
い
者
（
当
該
届
出
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
） 

 
 

⑷ 

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
行
っ
て
い
な
い
者
（
当
該
届
出
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
） 

 
 

⑸ 

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行

っ
て
い
な
い
者
（
当
該
届
出
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
） 

 

ト 

測
量
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

 

チ 

建
築
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

 

リ 

暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
事

業
活
動
を
支
配
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
暴
力
団
員
と
の
関
係
が
特
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ

っ
て
、
知
事
が
不
適
格
で
あ
る
と
認
め
る
者 

三 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件 

 
 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
。 

 

イ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七

月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日
と
す
る
経
営
事
項
審
査
の
総
合
評
定
値 

 

ロ 

年
間
平
均
完
成
工
事
高
、
年
間
平
均
業
務
実
績
高
又
は
年
間
平
均
売
上
高 

 

ハ 

自
己
資
本
の
額 

四 

認
定
申
請
の
方
法
及
び
資
格
の
有
効
期
間 

 
 

入
札
公
告
に
お
い
て
定
め
る
。 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
特
例
認

定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
特
例
認
定
が
失
効
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ
，
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｌ
研
究
所 

二 

代
表
者
の
氏
名 

肥
後 

好
子 

三 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
北
有
楽
町
二
十
一
番
二
号 

四 

失
効
日 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
四
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号 

 
平
成
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
八
十
八
号
（
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

第
一
の
三
㈠
エ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                           

エ
 

調
査

等
の

方
法

の
選

定
 

 
 

事
業

者
等

は
、

調
査

等
の

方
法

を
選

定
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

次
に

定
め

る
事

項
に

 

 
留

意
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(
ｱ
)
 
事

業
特

性
及

び
地

域
特

性
を

勘
案

し
、

選
定

項
目

ご
と

に
第

２
各

論
に

定
め

る
方

 

 
 

法
を

基
準

と
し

て
選

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(
ｲ
)
 
調

査
等

の
方

法
を

選
定

す
る

に
当

た
り

、
次

に
掲

げ
る

要
件

の
い

ず
れ

か
に

該
当

 

 
 

す
る

と
判

断
さ

れ
る

場
合

は
、

必
要

に
応

じ
第

２
各

論
に

定
め

る
方

法
よ

り
詳

細
な

 

 
 

調
査

等
の

方
法

を
選

定
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

ａ
 

事
業

特
性

に
よ

り
、

調
査

等
の

項
目

に
関

す
る

環
境

影
響

の
程

度
が

著
し

い
も

 

 
 

 
の

と
な

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
。

 

 
 

ｂ
 

対
象

事
業

実
施

区
域

又
は

そ
の

周
囲

に
、

次
に

掲
げ

る
地

域
そ

の
他

の
対

象
が

 

 
 

 
存

在
し

、
か

つ
、

事
業

特
性

が
調

査
等

の
項

目
に

関
す

る
環

境
要

素
に

係
る

相
当

 

 
 

 
程

度
の

環
境

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
が

あ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

 
 

 
⒜

 
当

該
項

目
に

関
す

る
環

境
要

素
に

係
る

環
境

影
響

を
受

け
や

す
い

地
域

そ
の

 

 
 

 
 

他
の

対
象

 

 
 

 
⒝

 
当

該
項

目
に

関
す

る
環

境
要

素
に

係
る

環
境

の
保

全
を

目
的

と
し

て
法

令
等

 

 
 

 
 

に
よ

り
指

定
さ

れ
た

地
域

そ
の

他
の

対
象

 

 
 

 
⒞

 
当

該
項

目
に

関
す

る
環

境
要

素
に

係
る

環
境

が
既

に
著

し
く

悪
化

し
、

又
は

 

 
 

 
 

著
し

く
悪

化
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
地

域
 

 
(
ｳ
)
 
調

査
等

の
方

法
を

選
定

す
る

に
当

た
り

、
次

に
掲

げ
る

要
件

の
い

ず
れ

か
に

該
当

 

 
 

す
る

と
判

断
さ

れ
る

場
合

は
、

必
要

に
応

じ
第

２
各

論
に

定
め

る
方

法
よ

り
簡

略
化

 

 
 

さ
れ

た
調

査
等

の
方

法
を

選
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

ａ
 

調
査

等
の

項
目

に
関

す
る

環
境

影
響

の
程

度
が

小
さ

い
こ

と
が

明
ら

か
で

あ
る

 

 
 

 
こ

と
。

 

 
 

ｂ
 

対
象

事
業

実
施

区
域

又
は

そ
の

周
囲

に
、

調
査

等
の

項
目

に
関

す
る

環
境

影
響

 

 
 

 
を

受
け

る
地

域
そ

の
他

の
対

象
が

相
当

期
間

存
在

し
な

い
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
こ

 

 
 

 
と

。
 



          

第
一
の
三
㈡
ク
(イ)
中
「 

 
 

 
」
の
次
に
「 

  
 

 
 

 
 

」
を
加
え
る
。 

 

第
一
の
四
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

             
 

 

第
一
の
別
表
一
中 

 
 

 
 

    

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 
ｃ

 
類

似
の

事
例

に
よ

り
調

査
等

の
項

目
に

関
す

る
環

境
影

響
の

程
度

が
明

ら
か

で
 

 
 

あ
る

こ
と

。
 

 
ｄ

 
調

査
等

の
項

目
に

係
る

予
測

及
び

評
価

に
お

い
て

必
要

と
さ

れ
る

情
報

が
、

第
 

 
 

２
各

論
に

定
め

る
方

法
よ

り
簡

易
な

手
法

で
収

集
で

き
る

こ
と

が
明

ら
か

で
あ

る
 

 
 

こ
と

。
 

(
ｴ
)
 
埼

玉
県

戦
略

的
環

境
影

響
評

価
実

施
要

綱
（

平
成

1
4
年

３
月

2
7
日

知
事

決
裁

）
 

 
に

基
づ

く
戦

略
的

環
境

影
響

評
価

を
実

施
し

て
い

る
事

業
に

つ
い

て
は

、
戦

略
的

環
 

 
境

影
響

評
価

の
検

討
に

お
い

て
収

集
及

び
整

理
し

た
情

報
並

び
に

そ
の

結
果

を
最

大
 

 
限

に
活

用
す

る
も

の
と

す
る

。
 

項
目

に
つ

い
て

は
、

事
後

調
査

項
目

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
環

境
影

響
の

程
度

を
把

握
す

る
こ

と
 

が
望

ま
し

い
。

 

５
 

調
査

結
果

の
活

用
 

 
 

調
査

計
画

書
を

作
成

す
る

時
点

で
、

既
に

実
施

区
域

等
の

環
境

の
特

性
の

把
握

に
必

要
な

 

 
調

査
等

と
同

等
の

調
査

を
実

施
し

た
場

合
は

、
実

施
し

た
調

査
結

果
（

お
お

む
ね

過
去

５
年

 

 
の

間
に

実
施

し
た

調
査

に
限

る
。

）
に

つ
い

て
調

査
計

画
書

の
作

成
に

活
用

で
き

る
も

の
と

 

 
す

る
。

 

 
 

ま
た

、
こ

の
調

査
結

果
に

つ
い

て
は

、
対

象
事

業
の

実
施

区
域

等
の

環
境

の
変

化
に

つ
い

 

 
て

検
討

し
た

上
で

準
備

書
の

作
成

に
活

用
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

な
お

、
こ

の
調

査
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
あ

ら
か

じ
め

専
門

家
そ

の
他

の
環

境
影

響
に

 

 
関

す
る

知
見

を
有

す
る

者
の

助
言

を
受

け
る

も
の

と
し

、
調

査
を

行
っ

た
時

期
及

び
内

容
並

 

 
び

に
専

門
家

等
か

ら
の

助
言

の
内

容
を

調
査

計
画

書
又

は
準

備
書

に
記

載
す

る
も

の
と

す
る

。
 

大
気
質

 

 
 

そ
の
他
の
大
気
質
に
係
る
有
害
物
質
等

＊
１
 

粉
じ
ん
 

炭
化
水
素
（
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
に
限
る
。
以
 

下
同
じ
。
）
 

浮
遊
粒
子
状
物
質
 

二
酸
化
硫
黄
又
は
硫
黄
酸
化
物
 

二
酸
化
窒
素
又
は
窒
素
酸
化
物
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  」 

「 

「 

「 
大
気
質
 

そ
の
他
の
大
気
質
に
係
る
有
害
物
質
等
＊
１

 

水
銀
等
（
水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
）
 

粉
じ
ん
 

炭
化
水
素
（
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
に
限
る
。
以
 

下
同
じ
。
）
 

微
小
粒
子
状
物
質
 

浮
遊
粒
子
状
物
質
 

二
酸
化
硫
黄
又
は
硫
黄
酸
化
物
 

二
酸
化
窒
素
又
は
窒
素
酸
化
物
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
 

ふ
れ
あ
い
の
確
保
及
び
 

快
適
な
生
活
環
境
の
保
 

全
を
旨
と
し
て
調
査
、
 

予
則
及
び
評
価
さ
れ
る
 

べ
き
項
目
 

風
害
 

電
波
障
害
 

日
照
障
害
 

 史
跡
・
文
化
財
 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
 

景
観
 

で
き

る
。

 
な

お
、

３
⑴

エ
(
ｳ
)
で

簡
略

化
す

る
こ

と
と

し
た

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
、
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

表
の
備
考
１
中
「 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
４
中
「 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

第
一
の
別
表
三
―
一
か
ら
別
表
三
―
五
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

    

人
と

自
然
と
の
豊
か
な
 

ふ
れ

あ
い
の
確
保
及
び
 

快
適

な
生
活
環
境
の
保
 

全
を

旨
と
し
て
調
査
、
 

予
則

及
び
評
価
さ
れ
る
 

べ
き

項
目
 

光
害
 

風
害
 

電
波
障
害
 

日
照
阻
害
 

 史
跡
・
文
化
財
 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
 

景
観
 

人
工
光
又
は
工
作
物
に
よ
る
反
射
光
 

局
所
的
な
風
の
発
生
状
況
 

電
波
受
信
状
況
 

日
影
の
状
況
 

埋
蔵
文
化
財
 

指
定
文
化
財
等
 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
 

眺
望
景
観
 

景
観
資
源
（
自
然
的
景
観
資
源
及
び
歴
史
的
景
 

観
資
源
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

 
 

大
気
質

 

 

そ
の
他
の
大
気
質
に
係
る
有
害
物
質
等
＊
１
 

水
銀
等
（
水
銀
及
び
そ
の
化
合
物
）
 

粉
じ
ん
 

炭
化
水
素
（
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
に
限
る
。
以
 

下
同
じ
。
）
 

微
小
粒
子
状
物
質
 

浮
遊
粒
子
状
物
質
 

二
酸
化
硫
黄
又
は
硫
黄
酸
化
物
 

二
酸
化
窒
素
又
は
窒
素
酸
化
物
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

人
と
自
然
と
の

豊
か
な
 

ふ
れ
あ
い
の
確

保
及
び
 

快
適
な
生
活
環

境
の
保
 

全
を
旨
と
し
て

調
査
、
 

予
則
及
び
評
価

さ
れ
る
 

べ
き
項
目
 

風
害
 

電
波
障
害
 

日
照
障
害
 

 史
跡
・
文
化
財
 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
 

景
観
 

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
 

ふ
れ
あ
い
の
確
保
及
び
 

快
適
な
生
活
環
境
の
保
 

全
を
旨
と
し
て
調
査
、
 

予
則
及
び
評
価
さ
れ
る
 

べ
き
項
目
 

風
害
 

電
波
障
害
 

日
照
阻
害
 

 史
跡
・
文
化
財
 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
 

景
観
 

局
所
的
な
風
の
発
生
状
況
 

電
波
受
信
状
況
 

日
影
の
状
況
 

埋
蔵
文
化
財
 

指
定
文
化
財
等
 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
 

眺
望
景
観
 

景
観
資
源
（
自
然
的
景
観
資
源
及
び
歴
史
的
景
 

観
資
源
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

」 

「 

」 

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
 

ふ
れ
あ
い
の
確
保
及
び
 

快
適
な
生
活
環
境
の
保
 

全
を
旨
と
し
て
調
査
、
 

予
則
及
び
評
価
さ
れ
る
 

べ
き
項
目
 

光
害
 

風
害
 

電
波
障
害
 

日
照
障
害
 

 史
跡
・
文
化
財
 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
 

景
観
 

」 

大
気

質
 

そ
の

他
の

大
気

質
 

ゴ
ル

フ
場

 

で
使

用
さ

れ
る

農
薬

に
よ

る
水

質
汚

濁
の

防
止

に
係

る
暫

定
指

導
指

針
に

つ
い

て
（

平
成

２
年

環
 

水
土

第
7
7
号

環
境

庁
水

質
保

全
局

長
通

知
）

 

汚
濁

の
防

止
及

び
水

産
動

植
物

被
害

の
防

止
に

係
る

指
導

指
針

（
平

成
2
9
年

環
水

大
土

発
第

1
7
0
3
 

0
9
1
号

環
境

省
水

・
大

気
環

境
局

長
通

知
）

 

ゴ
ル

フ
場

で
使

用
さ

れ
る

農
薬

に
よ

る
水

質
 



別表３－１ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（道路） 

 

△＊１ △＊１ ○

○

○

○

○ ○

○ ○ ○

△＊３

振動 ○ ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量
○

浮遊物質量 ○ ○

窒素及び燐

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目

○ ○

土壌

地盤

○ ○ △＊５

○

○ △＊４ △＊５

動物 △＊２ △＊２

△＊２

△＊２

生態系 △＊２ △＊２

自 然と のふ

れあいの場
△＊２

日照阻害 ○

電波障害 ○

風害

光害

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊６ △＊６ △＊６ △＊６

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域（市街化が進行している地域又はこれに準ずる地域。以下同じ。）の場合

＊２：自然的地域（森林、湿地等多様な生物が生息・生育する地域その他自然環境の豊かな地域。以下同じ。）の場合

＊３：高架式で大型車の交通量が多い場合

＊４：盛土式の場合

＊５：堀割式の場合

＊６：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

騒 音・ 低周

波音

騒音

低周波音

振動

悪臭
臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

微小粒子状物質

自 動 車の

走行

事業の種類 道路

影響要因の区分 工事 存在・供用

休 憩 所の

供用

調査・予測・評価の項目

建 設 機械

の稼働

資 材 運搬

等 の 車両

の走行

切 土 工等

又 は 既存

の 工 作物

の除去

環境影響要因の例 工 事 用道

路 、 工事

ヤ ー ド等

の設置

工 事 用道

路 等 の跡

地の存在

水銀等（水銀及びその化合物）

○

表土の状況及び生産性

水質

公 共 用水

域の水質

底質

水象

河川等の流量、流速及び水位

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

土壌に係る有害項目

地盤沈下

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

△＊２ ○

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種 △＊２ ○

植物

保全すべき種 △＊２ ○

植生及び保全すべき群落 △＊２

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）
○

眺望景観 ○

自然とのふれあいの場 △＊２ ○

史 跡・ 文化

財

局所的な風の発生状況

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物 ○

残土 ○

雨水及び処理水

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

オゾン層破壊物質

放射線の量

道路等の存在

堀 割 式又

は地下式

嵩上式地表式

人工光又は工作物による反射光

指定文化財等 ○

埋蔵文化財 ○

日影の状況

電波受信状況

○

緑の量 △＊１

地域を特徴づける生態系



別表３―２ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（ダム又は放水路） 

 
放水路

△＊１ △＊１

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

振動 ○ ○ ○ ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量

浮遊物質量 ○ ○ ○ ○ ○ ○

窒素及び燐 ○

水温

水素イオン濃度 ○

溶存酸素量 ○

その他の生活環境項目

健康項目等

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目 ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

土壌

地盤 ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○

動物 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△＊１

生態系 ○ ○

○

○ ○

自 然と のふ

れあいの場
○ ○ ○

○

○

日照阻害

電波障害

風害

光害

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域の場合

＊２：大規模な発破工事のある場合

＊３：自然的地域の場合

＊４：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

調査・予測・評価の項目

事業の種類

影響要因の区分

環境影響要因の例

建設機械

の稼働

資材運搬

等の車両

の走行

ダムの堤

体等の工

事

原石の採

取

ダム又は放水路

付替え道

路の存在

原石採取

跡の存在

工事用道

路跡地等

の存在

貯水池の

存在

ダムの放

水

放水路の

存在・供

用

低周波音

振動

悪臭
臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

水質

公 共 用水

域の水質

底質

騒 音・ 低周

波音

騒音

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

地盤沈下

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

水象

河川等の流量、流速及び水位

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

土壌に係る有害項目

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

指定文化財等

埋蔵文化財

日影の状況

電波受信状況

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）

眺望景観

自然とのふれあいの場

史 跡・ 文化

財

オゾン層破壊物質

局所的な風の発生状況

放射線の量

工事 存在・供用

ダム 放水路 ダム

道路の付

替え工事

工事用道

路等の設

置工事

建設機械

の稼働

人工光又は工作物による反射光

緑の量

地域を特徴づける生態系

資材運搬

等の車両

の走行

放水路等

の工事

ダムの堤

体の存在

○

○

○ △＊３ ○

○

△＊２

△＊２

△＊２

○

○

○

△＊４ △＊４

○ ○

○

○

○

○

○

○ △＊３ ○

○

○



別表３―３ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（鉄道・軌道） 

 

△＊１ △＊１ △＊４

○ ○

○ ○ ○ △＊４

△＊３

振動 ○ ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量
○

浮遊物質量 ○

窒素及び燐

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目

○ ○

土壌

地盤

○ ○ △＊６

○ △＊５ △＊６

動物 △＊２ △＊２

生態系 △＊２ △＊２

自 然と のふ

れあいの場
△＊２

日照阻害 ○

電波障害 ○

風害

光害

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊７ △＊７ △＊７ △＊７

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域の場合

＊２：自然的地域の場合

＊３：列車が高速でトンネルに進入する場合（反対側のトンネル口への影響）又は高架式の場合

＊４：著しい交通量の増加が想定される場合

＊５：盛土式の場合

＊６：堀割式の場合

＊７：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

事業の種類 鉄道・軌道

影響要因の区分

列 車 の走

行

駅舎 等の 供用

（駅 周辺 の交

通量 の増 加を

含む。）

環境影響要因の例

工事 存在・供用

調査・予測・評価の項目

鉄道施設の存在

堀 割 式又

は地下式

嵩上式地表式

工 事 用道

路 、 工事

ヤ ー ド等

の設置

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目 温 室効 果ガ

ス等

廃棄物

残土廃棄物等

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

騒 音・ 低周

波音

悪臭
特定悪臭物質

水質

公 共 用水

域の水質

底質

水象

地象

表土の状況及び生産性

堤防、水門、ダム等の施設

土壌に係る有害項目

地盤沈下

臭気指数又は臭気の濃度

土地の安定性

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

△＊２ ○

植物

△＊２ ○

△＊２ ○

△＊１

△＊２

植生及び保全すべき群落

緑の量

地域を特徴づける生態系

保全すべき種

保全すべき種

○

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観
○

○

△＊２ ○

史 跡・ 文化

財

○

○

指定文化財等

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）

局所的な風の発生状況

埋蔵文化財

日影の状況

電波受信状況

人工光又は工作物による反射光

切 土 工等

又 は 既存

の 工 作物

の除去

資 材 運搬

等 の 車両

の走行

建 設 機械

の稼働

オゾン層破壊物質

雨水及び処理水

温室効果ガス

河川等の流量、流速及び水位

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

騒音

低周波音

○

○

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

振動

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

二酸化窒素又は窒素酸化物

○

放射線の量

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

眺望景観

自然とのふれあいの場



別表３－４ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（飛行場） 

 

飛行場 ヘリポート 飛行場 ヘリポート 飛行場

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

振動 ○ ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量
○

浮遊物質量 ○

窒素及び燐

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目

○

土壌

地盤

○

○

動物 ○ △＊２ △＊２

○ ○

○ ○

△＊１

生態系 ○ △＊２ △＊２

○

○

自 然と のふ

れあいの場
○ ○ ○

○

○

日照阻害

電波障害 ○

風害

光害

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊３ △＊３ △＊３

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域の場合

＊２：自然的地域の場合

＊３：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

飛行場施 設の 供用

（周辺交 通量 の増

加を含む。）

（飛行場の場合のみ）

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

航空機の運航

騒 音・ 低周

波音

騒音

低周波音

振動

炭化水素

粉じん

事業の種類 飛行場

影響要因の区分 工事 存在・供用

飛行場の存在

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

底質

悪臭
臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

水質

公 共 用水

域の水質

その他の大気質に係る有害物質等

調査・予測・評価の項目

建 設機 械の

稼働

環境影響要因の例 造 成等 の工

事

水象

河川等の流量、流速及び水位

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

土壌に係る有害項目

地盤沈下

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

埋蔵文化財

地域を特徴づける生態系 ○

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）

眺望景観

自然とのふれあいの場

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種 ○

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

緑の量

局所的な風の発生状況

オゾン層破壊物質

放射線の量

資 材運 搬等

の 車両 の走

行

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

日影の状況

電波受信状況

人工光又は工作物による反射光

○

史 跡・ 文化

財

指定文化財等



別表３―５ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（工場・廃棄物処 

     理施設・下水道終末処理場） 

 

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

△＊４ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

振動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量
○ △＊６ ○ △＊６ ○ ○

浮遊物質量 ○ △＊６ ○ △＊６ ○ ○

窒素及び燐 ○ △＊６ ○ △＊６ ○ ○

水温

水素イオン濃度 △＊３ △＊６ ○ △＊６ ○ ○

溶存酸素量 △＊６ ○ △＊６ ○ ○

その他の生活環境項目 △＊６ ○ △＊６ ○ ○

健康項目等 ○ △＊６ ○ △＊６ ○ ○

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等 ○ ○ ○ ○

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目 ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○

土壌 ○ ○ ○ ○

地盤

○ ○

○ ○ △＊２ ○

○

動物 ○ △＊２ ○

○ ○ △＊２ ○

○ ○ △＊２ ○

△＊１ △＊１

生態系 ○ △＊２ ○

○ △＊２ ○

○ ○ ○

自 然と のふ

れあいの場
○ △＊２ △＊２ △＊２ △＊２ △＊２ △＊２ △＊２

○ △＊２

○ △＊２

日照阻害 ○ ○

電波障害 ○ ○

風害

光害

○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△＊４ △＊５ △＊５

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊７ △＊７ △＊７ △＊７

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域の場合

＊２：立地条件による

＊３：沢部の廃棄物最終処分場の場合

＊４：業種による

＊５：フロン等を含む廃棄物を処理する場合

＊６：公共用水域に排水する場合

＊７：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

造 成 等 の 工 事

（工場 （施 行面

積20ha以上 ）及

び最終処分場）

事業の種類 工場・廃棄物処理施設・下水道終末処理場

影響要因の区分 工事 存在・供用

自 動 車等

の走行

調査・予測・評価の項目

建 設 機械

の稼働

環境影響要因の例 資 材 運搬

等 の 車両

の走行

工場（ 施行 面積

20ha以 上） 及び

最終処分場

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

騒 音・ 低周

波音

騒音

低周波音

振動

悪臭
臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

地象
地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

水質

公 共 用水

域の水質

底質

水象

河川等の流量、流速及び水位

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種 ○

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

緑の量

地域を特徴づける生態系 ○

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）

眺望景観

自然とのふれあいの場

史 跡・ 文化

財

指定文化財等

埋蔵文化財

日影の状況

局所的な風の発生状況

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

オゾン層破壊物質

放射線の量

施設の稼働造成地・施設の存在

廃 棄 物最

終処分場

下 水 道終

末処理場

産 業 廃棄

物 中 間処

理施設

し 尿 処理

施設

ご み 処理

施設

工場その他

電波受信状況

人工光又は工作物による反射光

○

土壌に係る有害項目

地盤沈下

土地の安定性



 

第
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の
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表
三
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別表３―５―２ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（太陽光発電 

       施設） 

 

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

振動 ○ ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量

浮遊物質量 ○ ○

窒素及び燐

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等 ○

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目

○

土壌 ○

地盤

○ ○ ○

○ △＊２ ○

○

動物 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

△＊１

生態系 ○ ○ ○ ○

○

○

自 然と のふ

れあいの場
△＊２ △＊２ △＊２

△＊２

△＊２

日照阻害 ○

電波障害 ○

風害

光害 ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊３ △＊３ △＊３

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域の場合

＊２：立地条件による

＊３：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

悪臭

事業の種類 太陽光発電施設

影響要因の区分 工事

環境影響要因の例 建 設 機 械

の稼働

資 材 運 搬

等 の 車 両

の走行

造 成 等 の

工事

調査・予測・評価の項目

供用終了後の影響

太 陽 光 パ

ネ ル 等 の

撤 去 ・ 廃

棄

太 陽 光 パ

ネ ル 等 の

撤 去 ・ 廃

棄 後 の 緑

化

水質

公 共 用水

域の水質

底質

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

微小粒子状物質

炭化水素

粉じん

水銀等（水銀及びその化合物）

その他の大気質に係る有害物質等

騒 音・ 低周

波音

騒音

低周波音

水象

河川等の流量、流速及び水位

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

緑の量

地域を特徴づける生態系

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）

眺望景観

自然とのふれあいの場

史 跡・ 文化

財

指定文化財等

埋蔵文化財

日影の状況

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

オゾン層破壊物質

放射線の量

造 成 地 ・

施 設 の 存

在

施 設 の 稼

働

農 薬 の 使

用

存在・供用

電波受信状況

局所的な風の発生状況

人工光又は工作物による反射光

○

○

○

地盤沈下

臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

土壌に係る有害項目

振動
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別表３―６ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（高層建築物） 

 

○ ○ ○

○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

振動 ○ ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量

浮遊物質量 ○

窒素及び燐

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等

地下水の

水質
地下水の水質に係る有害項目

○ ○

土壌

地盤

動物 △＊１

△＊１

△＊１

○

生態系 △＊１

△＊１

○

自然とのふ

れあいの場
△＊１

△＊１

△＊１

日照阻害 ○

電波障害 ○

風害 ○

光害 ○

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊２ △＊２ △＊２

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：立地条件による

＊２：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

敷 地及 び施

設の存在

事業の種類 高層建築物

影響要因の区分 工事 存在・供用

環境影響要因の例 施 設の 稼働

及 び人 の利

用

自 動車 交通

の発生

調査・予測・評価の項目

建 設機 械の

稼働

資 材運 搬等

の 車両 の走

行

造 成等 の工

事

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

騒音・低周

波音

騒音

土壌に係る有害項目

低周波音

振動

悪臭
臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

水質

公共用水

域の水質

底質

水象

河川等の流量、流速及び水位

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

地盤沈下

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）

眺望景観

自然とのふれあいの場

史跡・文化

財

指定文化財等

局所的な風の発生状況

温室効果ガス

オゾン層破壊物質

放射線の量

埋蔵文化財

日影の状況

電波受信状況

人工光又は工作物による反射光

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水

温室効果ガ

ス等

緑の量

地域を特徴づける生態系



別表３―７ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（住宅団地・区画 

     整理） 

 

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ △＊３ ○

振動 ○ ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量
○ ○

浮遊物質量 ○

窒素及び燐

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目

△＊２

土壌

地盤 △＊２

○ ○

○

○

動物 ○ △＊４

○ ○

○ ○

△＊１

生態系 ○ △＊４

○

自 然と のふ

れあいの場
○ ○ △＊４

○

○

日照阻害

電波障害

風害

光害

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊５ △＊５ △＊５

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域の場合

＊２：水田地帯に立地する場合

＊３：商業施設等、業務施設の内容による

＊４：騒音を生じる施設であって、自然的地域の場合

＊５：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

局所的な風の発生状況

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

造 成地 の存

在

事業の種類 住宅団地・区画整理

影響要因の区分 工事 存在・供用

環境影響要因の例 施設の存在 居 住施 設の

供用

業 務用 施設

の供用

自 動車 交通

の発生

調査・予測・評価の項目

建 設機 械の

稼働

資 材運 搬等

の 車両 の走

行

造 成等 の工

事

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

騒 音・ 低周

波音

騒音

低周波音

振動

悪臭
臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

水象

河川等の流量、流速及び水位 ○

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

水質

公 共 用水

域の水質

底質

土壌に係る有害項目

地盤沈下

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種 ○

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

緑の量

地域を特徴づける生態系 ○

眺望景観 ○

自然とのふれあいの場 ○

史 跡・ 文化

財

指定文化財等

埋蔵文化財

オゾン層破壊物質

放射線の量

日影の状況

電波受信状況

人工光又は工作物による反射光

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）



別表３―８ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（工業団地・流通 

     業務施設） 

 

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

△＊５

○

○ ○ ○ ○ ○

○

振動 ○ ○ ○ ○ ○

○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量
○ △＊４

浮遊物質量 ○

窒素及び燐 ○

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等 ○

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等 ○

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目 ○

△＊３

土壌 ○

地盤 △＊３

○ ○

○

○

動物 ○

○ ○

○ ○

△＊１

生態系 ○

○ ○

自 然と のふ

れあいの場
○ ○ △＊２ △＊２

○

○

日照阻害 ○

電波障害 ○

風害

光害

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△＊５

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊６ △＊６ △＊６

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域の場合

＊２：立地条件による

＊３：水田地帯に立地する場合

＊４：卸売市場等で相当程度の洗浄水等を使用する場合

＊５：業種による

＊６：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

造 成地 の存

在

事業の種類 工業団地・流通業務施設

影響要因の区分 工事 存在・供用

環境影響要因の例 施設の存在

調査・予測・評価の項目

建 設機 械の

稼働

資 材運 搬等

の 車両 の走

行

造 成等 の工

事

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

騒 音・ 低周

波音

騒音

低周波音

振動

悪臭

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

水象

河川等の流量、流速及び水位 ○

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

水質

公 共 用水

域の水質

底質

土壌に係る有害項目

地盤沈下

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種 ○

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

緑の量

地域を特徴づける生態系 ○

○

自然とのふれあいの場 ○

史 跡・ 文化

財

指定文化財等

埋蔵文化財

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）

眺望景観

オゾン層破壊物質

局所的な風の発生状況

放射線の量

自動車交通の発生施設の稼働

流 通業 務施

設

工業団地流 通業 務施

設

工業団地

日影の状況

電波受信状況

人工光又は工作物による反射光

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水



別表３－９ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（研究所・学校） 

 

○ ○ ○

○ ○ ○

△＊３

△＊３

○ ○ △＊３ ○

振動 ○ ○ △＊３ ○

△＊３

△＊３

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量
○

浮遊物質量 ○

窒素及び燐

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等 △＊３

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等 △＊３

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目 △＊３

△＊２

土壌 △＊３

地盤 △＊２

○ ○

○

○

動物 ○

○ ○

○ ○

△＊１

生態系 ○

○

自 然と のふ

れあいの場
○

○

○

日照阻害

電波障害

風害

光害

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊４ △＊４ △＊４

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域の場合

＊２：水田地帯に立地する場合

＊３：研究施設等の内容による

＊４：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

局所的な風の発生状況

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

造成地の存

在

事業の種類 研究所・学校

影響要因の区分 工事 存在・供用

環境影響要因の例 構造物の存

在

学校・研究

施設の稼働

自動車交通

の発生

調査・予測・評価の項目

建設機械の

稼働

資材運搬等

の車両の走

行

造成等の工

事

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

騒 音・ 低周

波音

騒音

低周波音

振動

悪臭
臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

水象

河川等の流量、流速及び水位 ○

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

水質

公 共 用水

域の水質

底質

土壌に係る有害項目

地盤沈下

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種 ○

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

緑の量

地域を特徴づける生態系 ○

眺望景観 ○

自然とのふれあいの場 ○

史 跡・ 文化

財

指定文化財等

埋蔵文化財

オゾン層破壊物質

放射線の量

日影の状況

電波受信状況

人工光又は工作物による反射光

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）



別表３―１０ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（スポーツ又は 

      レクリエーション施設、墓地又は墓園） 

 

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

振動 ○ ○ ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量
○

浮遊物質量 ○

窒素及び燐

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等 ○

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目 ○

土壌

地盤

○ ○

○

○

動物 ○ ○ ○

○ ○ △＊２ ○

○ ○ △＊２ ○

△＊１

生態系 ○ ○ ○

○

自 然と のふ

れあいの場
○ ○

○

○

日照阻害

電波障害

風害

光害

○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊３ △＊３ △＊３

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域の場合

＊２：自然的地域の場合

＊３：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

造 成 地の

存在

事業の種類 スポーツ又はレクリエーション施設、墓地又は墓園

影響要因の区分 工事 存在・供用

農 薬 の使

用

調査・予測・評価の項目

建 設 機械

の稼働

資 材 運搬

等 の 車両

の走行

　　　　　　　　　　　　　　　 環境影響要因の例 造 成 等の

工事 スポ ーツ 又は

レ ク リ エ ー

ション施設

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

騒 音・ 低周

波音

騒音

低周波音

振動

悪臭
臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

水質

公 共 用水

域の水質

底質

水象

河川等の流量、流速及び水位

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種 ○

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

緑の量

地域を特徴づける生態系 ○

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）

眺望景観 ○

自然とのふれあいの場 ○

史 跡・ 文化

財

指定文化財等

埋蔵文化財

局所的な風の発生状況

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

オゾン層破壊物質

放射線の量

自動車交通の発生施設の供用構造物の存在

墓 地 又は

墓園

スポ ーツ 又は

レ ク リ エ ー

ション施設

墓 地 又は

墓園

スポ ーツ 又は

レ ク リ エ ー

ション施設

墓 地 又は

墓園

日影の状況

電波受信状況

人工光又は工作物による反射光

土壌に係る有害項目

地盤沈下

○

地下水の水位及び水脈



別表３－１１ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（浄水施設、変 

      電所） 

 

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

振動 ○ ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量

浮遊物質量 ○

窒素及び燐

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目

土壌

地盤

○ ○

○

○

動物 ○

○ ○

○ ○

△＊１

生態系 ○

○

自 然と のふ

れあいの場
○

○

○

日照阻害

電波障害 ○

風害

光害

○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊２ △＊２ △＊２

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：都市的地域の場合

＊２：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

造 成地 の存

在

事業の種類 浄水施設、変電所

影響要因の区分 工事 存在・供用

環境影響要因の例

調査・予測・評価の項目

建 設機 械の

稼働

資 材運 搬等

の 車両 の走

行

造 成等 の工

事

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

騒 音・ 低周

波音

騒音

低周波音

振動

悪臭

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

水象

河川等の流量、流速及び水位 ○

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

水質

公 共 用水

域の水質

底質

土壌に係る有害項目

地盤沈下

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種 ○

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

緑の量

地域を特徴づける生態系 ○

○

自然とのふれあいの場 ○

史 跡・ 文化

財

指定文化財等

埋蔵文化財

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）

眺望景観

オゾン層破壊物質

局所的な風の発生状況

放射線の量

施設の稼働構造物の存在

変電所浄水施設変電所浄水施設

日影の状況

電波受信状況

人工光又は工作物による反射光

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水



別表３－１２ 環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表（土石の採取） 

 

○

○ ○

○

○ ○

振動 ○ ○

生物化学的酸素要求量又は化

学的酸素要求量

浮遊物質量 ○

窒素及び燐

水温

水素イオン濃度

溶存酸素量

その他の生活環境項目

健康項目等 ○

強熱減量

過マンガン酸カリウムによる

酸素消費量

底質に係る有害物質等

地 下 水の

水質
地下水の水質に係る有害項目

土壌 ○

地盤

○ ○

○

動物 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

生態系 ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

自 然と のふ

れあいの場
○ ○ ○

○

○

日照阻害

電波障害

風害

光害

○

○ ○

一般環境中 の放 射性

物質につい て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目

放射線の量 △＊１ △＊１

○：標準的に選定する項目　△：事業特性、地域特性により選定する項目

＊１：放射性物質が相当程度拡散・流出するおそれがある場合

局所的な風の発生状況

微小粒子状物質

水銀等（水銀及びその化合物）

採取 跡地 の存

在

事業の種類 土石の採取

影響要因の区分 存在・供用

　　　　　　　　　　　　　　　 環境影響要因の例

調査・予測・評価の項目

土石 等の 採取

場の存在

工作 物・ 機械

類の存在

土石の採取行

為（重機等の

稼働を含む｡)

土石 の運 搬車

両の走行

環境の良好 な状 態の

保 持 を 旨 と し て 調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

大気質

二酸化窒素又は窒素酸化物

二酸化硫黄又は硫黄酸化物

浮遊粒子状物質

炭化水素

粉じん

その他の大気質に係る有害物質等

騒 音・ 低周

波音

騒音

土壌に係る有害項目

低周波音

振動

悪臭
臭気指数又は臭気の濃度

特定悪臭物質

水質

公 共 用水

域の水質

底質

水象

河川等の流量、流速及び水位

地下水の水位及び水脈

温泉及び鉱泉

堤防、水門、ダム等の施設

生物の多様 性の 確保

及び自然環 境の 体系

的保全を旨 とし て調

査、予測及 び評 価さ

れるべき項目

保全すべき種

植物

保全すべき種

植生及び保全すべき群落

地盤沈下

地象

土地の安定性

地形及び地質（重要な地形及び地質を

含む。）

表土の状況及び生産性

景観

景観資源（自然的景観資源及び歴史的

景観資源）

眺望景観

自然とのふれあいの場

史 跡・ 文化

財

指定文化財等

埋蔵文化財

オゾン層破壊物質

放射線の量

日影の状況

電波受信状況

人工光又は工作物による反射光

環境への負 荷の 量の

程度により 予測 及び

評価されるべき項目

廃棄物等

廃棄物

残土

雨水及び処理水

温 室効 果ガ

ス等

温室効果ガス

緑の量

地域を特徴づける生態系

人と自然と の豊 かな

ふれあいの 確保 及び

快適な生活 環境 の保

全を旨とし て調 査、

予測及び評 価さ れる

べき項目
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第
二
の
一
㈠
中
カ
を
ク
と
し
、
オ
を
カ
と
し
、
カ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

第
二
の
一
㈠
中
エ
を
オ
と
し
、
ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

第
二
の
一
㈡
ア

（ア）
中
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」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
、 

同
イ

（ア）
ｂ
中
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を
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」
に 

改
め
、
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」
の
次
に
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」
を
加
え
、
同

（ア）
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
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第
二
の
一
㈢
ア
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
の
次
に
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
、
「 

 
 

」 

の
次
に
「 

 
 

 

」
を
加
え
る
。 

 

第
二
の
二
㈡
イ

（ア）
ｃ
⒝
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

       
 
 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
 

鳥
獣
保
護
 
区
 

  

「 

」 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
 

特
別
保
 
 

鳥
獣
保
 

首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
 

 
 

  

」 
首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
 

  

「 

キ
 

水
銀

等
（

水
銀

及
び

そ
の

化
合

物
）

 

エ
 

微
小

粒
子

状
物

質
 

ｅ
 

水
銀

等
 

 
 

「
排

ガ
ス

中
の

水
銀

測
定

法
（

平
成

2
8
年

環
境

省
告

示
第

9
4
号

）
」

に
定

め
る

 

 
測

定
方

法
 

⒝
 

在
来

鉄
道

騒
音

・
軌

道
騒

音
 

 
ⅰ

 
新

設
又

は
大

規
模

改
良

の
在

来
鉄

道
 

 
 

 
「

在
来

鉄
道

の
新

設
又

は
大

規
模

改
良

に
際

し
て

の
騒

音
対

策
の

指
針

に
 

 
 

つ
い

て
（

平
成

７
年

環
大

一
第

1
7
4
号

環
境

庁
大

気
保

全
局

長
通

知
）
」

に
定

 

 
 

め
る

測
定

方
法

 

 
ⅱ

 
既

設
の

在
来

鉄
道

 

 
 

 
「

在
来

鉄
道

騒
音

測
定

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

平
成

2
7
年

環
境

省
水

・
大

気
環

境
 

 
 

局
大

気
生

活
環

境
室

）
」

に
定

め
る

測
定

方
法

 

炭
化

水
素

 
微

小
粒

子
状

物
質

、
炭

化
水

素
、

水
銀

等
 

及
び

浮
遊

粒
子

状
物

質
 

大
気

の
汚

染
に

係
る

環
境

基
準

 

、
浮

遊
粒

子
状

物
質

及
び

微
小

粒
子

状
物

質
 

及
び

微
小

粒
子

状
物

質
に

よ
る

大
気

の
汚

 

浮
遊

粒
子

状
物

質
 

粉
じ

ん
 

、
水

銀
等

 

区
 

  

「 
護
地
区
 
 

護
区
 

  「 

」 

に
、 

近
郊
緑
地
保
全
区
域
 

  

  
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
 
 

近
郊
緑
地
保
全
区
域
 

  に
改
め
る
。 

」 

を 
第
一
の
別
表
四
中 

染
に

係
る

環
境

基
準

に
つ

い
て

（
平

成
2
1
年

環
境

省
告

示
第

3
3
号

）
 

、
微

小
粒

子
状

物
質

 



 

第
二
の
二
㈡
イ
（
ア
）
ｄ
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
（
ア
）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

    

第
二
の
九
㈡
ア

（イ）
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

第
二
の
九
㈢
ウ

（ウ）
中
ｃ
を
ｄ
と
し
、
ｂ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

第
二
の
二
十
一
を
第
二
の
二
十
二
と
し
、
第
二
の
二
十
㈢
イ
中
「 

 
 

 

」
を
削
り
、
第
二 

の
二
十
を
第
二
の
二
十
一
と
し
、
第
二
の
十
九
を
第
二
の
二
十
と
し
、
第
二
の
十
八
の
次
に
次
の 

よ
う
に
加
え
る
。 

                       

ｆ
 

建
設

作
業

騒
音

 

 
 

「
特

定
建

設
作

業
に

伴
つ

て
発

生
す

る
騒

音
の

規
制

に
関

す
る

基
準

（
昭

和
4
3
 

 
年

厚
生

省
・

建
設

省
告

示
第

１
号

）
に

定
め

る
測

定
方

法
 

1
9
 

光
害

 

 
⑴

 
対

象
と

す
る

調
査

・
予

測
・

評
価

の
項

目
 

 
 

 
人

工
光

又
は

工
作

物
に

よ
る

反
射

光
 

 
⑵

 
調

査
 

 
 

ア
 

調
査

内
容

 

 
 

 
(
ｱ
)
 
地

域
に

お
け

る
照

明
環

境
等

の
状

況
 

 
 

 
(
ｲ
)
 
そ

の
他

の
予

測
・

評
価

に
必

要
な

事
項

 

 
 

 
 

ａ
 

光
害

を
生

じ
さ

せ
て

い
る

地
形

、
工

作
物

等
の

状
況

 

 
 

 
 

ｂ
 

住
宅

、
学

校
、

病
院

等
の

分
布

状
況

 

 
 

 
 

ｃ
 

そ
の

他
の

土
地

利
用

状
況

 

 
 

イ
 

調
査

方
法

 

 
 

 
 

既
存

資
料

の
収

集
又

は
現

地
調

査
に

よ
り

行
う

。
 

 
 

ウ
 

調
査

地
域

・
地

点
 

 
 

 
(
ｱ
)
 
調

査
地

域
 

 
 

 
 

 
光

害
に

よ
る

影
響

が
及

ぶ
お

そ
れ

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
地

域
 

 
 

 
(
ｲ
)
 
調

査
地

点
 

 
 

 
 

 
光

害
に

よ
る

影
響

を
予

測
・

評
価

す
る

た
め

に
必

要
な

内
容

を
適

切
か

つ
効

果
的

 

 
 

 
 

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
地

点
 

 
 

エ
 

調
査

期
間

・
頻

度
 

 
 

 
 

光
害

に
よ

る
影

響
を

予
測

・
評

価
す

る
た

め
に

必
要

な
内

容
を

適
切

か
つ

効
果

的
に

 

 
 

 
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
期

間
・

頻
度

 

 
⑶

 
予

測
 

 
 

ア
 

予
測

内
容

 

ｃ
 

過
去

の
土

地
改

変
の

履
歴

 

ｃ
 

過
去

の
土

地
改

変
の

履
歴

 

排
出

量
の

 



                              

 
 

 
光

害
の

影
響

の
程

度
及

び
影

響
す

る
地

域
の

範
囲

並
び

に
必

要
に

応
じ

て
光

害
の

出
 

 
 

現
頻

度
 

 
イ

 
予

測
方

法
 

 
 

 
予

測
は

次
に

示
す

方
法

の
う

ち
適

切
な

方
法

を
用

い
て

行
う

。
 

 
 

(
ｱ
)
 
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

な
い

場
合

と
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

た
場

合
を

比
較

す
る

 

 
 

 
 

手
法

 

 
 

(
ｲ
)
 
類

似
事

例
又

は
既

存
知

見
に

基
づ

く
推

定
 

 
 

 
 

予
測

に
当

た
っ

て
は

、
対

象
事

業
等

に
係

る
工

作
物

等
と

周
囲

の
工

作
物

等
と

の
 

 
 

 
複

合
効

果
に

留
意

し
て

予
測

を
行

う
。

 

 
ウ

 
予

測
条

件
 

 
 

(
ｱ
)
 
事

業
特

性
に

係
る

条
件

 

 
 

 
 

土
地

の
形

状
の

変
更

及
び

設
置

す
る

工
作

物
等

の
規

模
、

配
置

等
 

 
 

(
ｲ
)
 
地

域
特

性
に

係
る

条
件

 

 
 

 
 

光
害

に
影

響
を

及
ぼ

す
大

き
な

建
築

物
等

の
状

況
 

 
 

(
ｳ
)
 
そ

の
他

の
予

測
・

評
価

に
必

要
な

条
件

 

 
 

 
ａ

 
住

宅
、

学
校

、
病

院
等

の
分

布
状

況
そ

の
他

の
土

地
利

用
状

況
 

 
 

 
ｂ

 
将

来
の

状
況

（
対

象
事

業
等

以
外

の
要

因
に

よ
る

変
化

)
 

 
エ

 
予

測
地

域
・

地
点

 

 
 

(
ｱ
)
 
予

測
地

域
 

 
 

 
 

光
害

に
よ

る
影

響
が

及
ぶ

お
そ

れ
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

地
域

 

 
 

(
ｲ
)
 
予

測
地

点
 

 
 

 
 

光
害

に
よ

る
影

響
を

的
確

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

る
地

点
 

 
オ

 
予

測
対

象
時

期
等

 

 
 

 
光

害
に

よ
る

影
響

を
的

確
に

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

時
期

 

⑷
 

評
価

 

 
 

次
に

示
す

そ
れ

ぞ
れ

の
観

点
か

ら
評

価
す

る
方

法
 

 
ア

 
光

害
に

よ
る

影
響

が
事

業
者

等
に

よ
り

実
行

可
能

な
範

囲
内

で
で

き
る

限
り

回
避

さ
 

 
 

れ
、

又
は

低
減

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

明
ら

か
に

す
る

。
 

 
イ

 
国

、
県

又
は

市
町

村
が

光
害

の
防

止
に

係
る

計
画

、
指

針
等

に
よ

り
定

め
た

基
準

、
 

 
 

目
標

等
と

予
測

結
果

と
の

間
に

整
合

が
図

ら
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

明
ら

か
に

す
る

。
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示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 
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形
質
変
更
時
要
届
出
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
行
田
市
富
士
見
町
一
丁
目
二
十
番
一
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
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告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
一
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
指
定
を
次
の
と
お
り
全
部
解

除
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 
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田 

清 
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要
措
置
区
域
と
し
て
の
指
定
を
解
除
す
る
区
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別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
蕨
市
北
町
五
丁
目
二
千
三
百
五
十
八
番
一
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物 

三 

講
じ
ら
れ
た
指
示
措
置
等 

 
 

基
準
不
適
合
土
壌
の
掘
削
に
よ
る
除
去 

 
 



  

起点

51°12′24″

2358番1

起点

起点は、埼玉県蕨市北町五丁目

2358番1の最北端とする

格子の回転角度 51°12′  24″

要措置区域の指定を解除する

区画

敷地境界

（対象地が１地番であるため、

敷地境界と地番境界は同一

である）

別図

10ｍ

10ｍ



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
六
十
一
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
指
定
を
次
の
と
お
り
全

部
解
除
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
と
し
て
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
蕨
市
北
町
五
丁
目
二
千
三
百
五
十
八
番
一
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

シ
ア
ン
化
合
物 

三 

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置 

 
 

基
準
不
適
合
土
壌
の
掘
削
に
よ
る
除
去 

 
 



  

起点

51°12′24″

2358番1

起点

起点は、埼玉県蕨市北町五丁目

2358番1の最北端とする

格子の回転角度 51°12′  24″

形質変更時要届出区域の指定

を解除する区画

敷地境界

（対象地が１地番であるため、

敷地境界と地番境界は同一

である）

別図

10ｍ

10ｍ



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
号 

 
北
本
市
か
ら
北
本
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、

次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  

エ
ム
ハ
ー
ト
薬
局 

 

幸
手
南
店 

カ
ワ
チ
薬
局 

 

加
須
店 

愛
の
家 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

 

白
岡 

埼
玉
医
療
生
活 

協
同
組
合 

 

行
田
ふ
れ
あ
い 

ク
リ
ニ
ッ
ク 

名
称 

幸
手
市
南 

二
―
六
―
一
一 

加
須
市
下
高
柳 

一
―
三 

白
岡
市
新
白
岡 

六
―
一
二
―
四 

行
田
市
持
田 

三
―
一
五
― 

二
三 所

在
地 

株
式
会
社 

 

ミ
ッ
ク 

株
式
会
社 

 

カ
ワ
チ
薬
品 

メ
デ
ィ
カ
ル
・ 

ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社 

埼
玉
医
療
生
活 

協
同
組
合 

開
設
者
名 

介
護
予
防
居
宅 

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養 

管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅 

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養 

管
理
指
導 

介
護
予
防 

認
知
症
対
応
型 

共
同
生
活
介
護 

介
護
予
防 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ 

テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ 

テ
ー
シ
ョ
ン 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
三
十
年 

四
月
一
日 

平
成
三
十
年 

三
月
一
日 

平
成
二
十
九
年 

十
一
月
一
日 

平
成
二
十
九
年 

八
月
一
日 

指
定
年
月
日 



     

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・ 

梅
こ
よ
み 

あ
お
ば
薬
局 

 

南
入
曽
店 

秩
父
郡
皆
野
町 

国
神 

八
五
四
―
六 

狭
山
市
南
入
曽 

五
一
一
―
四
〇 

医
療
法
人 

 

彩
清
会 

 

清
水
病
院 

株
式
会
社 

 

ア
レ
イ 

介
護
予
防 

認
知
症
対
応
型 

共
同
生
活
介
護 

認
知
症
対
応
型 

共
同
生
活
介
護 

介
護
予
防
居
宅 

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養 

管
理
指
導 

平
成
三
十
年 

三
月
一
日 

平
成
三
十
年 

三
月
一
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

加
須
市
社
協 

ヘ
ル
パ
ー 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

加
須
市
社
協 

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー 

い
き
い
き
訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
鵜
ノ
木 

名
称 

事
業
者 

所
在
地 

事
業
所 

所
在
地 

事
業
者 

所
在
地 

事
業
所 

所
在
地 

事
業
者 

名
称 

変
更
事
項 

加
須
市
下
三
俣 

三
〇
七 

加
須
市
下
三
俣 

三
〇
七 

加
須
市
下
三
俣 

三
〇
七 

加
須
市
下
三
俣 

三
〇
七 

医
療
法
人
財
団 

 

石
心
会 

変
更
前 

加
須
市
三
俣 

一
―
一
〇
―
四 

加
須
市
三
俣 

一
―
一
〇
―
四 

加
須
市
三
俣 

一
―
一
〇
―
四 

加
須
市
三
俣 

一
―
一
〇
―
四 

社
会
医
療 

法
人
財
団 
 

石
心
会 

変
更
後 

訪
問
介
護 

 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
看
護 

 

居
宅
介
護
支
援 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 



 
 

川
口
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン 

狭
山
市
医
師
会 

訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ひ
ま
わ
り
さ
ん
伊
奈 

一
般
社
団
法
人 

春
日
部
市
医
師
会
立 

訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
藤 

か
く
の
木
薬
局 

事
業
者 

所
在
地 

事
業
者 

名
称 

事
業
所 

所
在
地 

事
業
者 

名
称 

事
業
所 

所
在
地 

事
業
者 

所
在
地 

事
業
者 

名
称 

事
業
所 

名
称 

事
業
者 

所
在
地 

さ
い
た
ま
市 

中
央
区
新
中
里 

三
―
三
―
八 

社
団
法
人 

 

埼
玉
県
看
護 

協
会 

狭
山
市
狭
山
台 

三
―
二
四 

医
療
法
人 

 

一
心
会 

北
足
立
郡 

伊
奈
町
小
室 

九
四
一
九 

春
日
部
市
中
央 

六
―
六
―
一
一 

 

春
日
部
市
中
央

保
健
衛
生 

セ
ン
タ
ー
内 

社
団
法
人 

 

春
日
部
市 

医
師
会 

社
団
法
人 

春
日
部
市
医
師

会
立 

 

訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

藤 新
座
市
堀
ノ
内 

二
―
九
―
三
三 

さ
い
た
ま
市 

西
区
西
大
宮 

三
―
三 

公
益
社
団
法
人 

 

埼
玉
県
看
護 

協
会 

狭
山
市
狭
山
台 

一
―
二
一 

医
療
法
人
社
団 

 

愛
友
会 

北
足
立
郡 

伊
奈
町
本
町 

一
―
五
九 

春
日
部
市
南 

一
―
一
―
七 

 

東
部
地
域
振
興 

ふ
れ
あ
い
拠
点 

施
設
六
階 

一
般
社
団
法
人 

 

春
日
部
市 

医
師
会 

一
般
社
団
法
人 

春
日
部
市
医
師

会
立 

訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
藤 

新
座
市
石
神 

二
―
三
―
三 

訪
問
看
護 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

訪
問
看
護 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

訪
問
看
護 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

訪
問
看
護 

 

居
宅
介
護
支
援 

 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防 

居
宅
療
養
管
理
指
導 



  
 

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

リ
ズ
ム 

居
宅
介
護
支
援

事
業
所 

リ
ズ
ム 

エ
ー
ル
・
ケ
ア 

東
松
山 

久
喜
市
鷲
宮 

地
域
包
括
支
援 

セ
ン
タ
ー 

久
喜
市
栗
橋 

地
域
包
括
支
援 

セ
ン
タ
ー 

エ
ー
ル
・
ケ
ア 

事
業
所 

所
在
地 

事
業
所 

所
在
地 

事
業
者 

名
称 

事
業
者 

所
在
地 

事
業
者 

名
称 

事
業
者 

所
在
地 

事
業
者 

名
称 

事
業
者 

名
称 

川
口
市
前
川 

一
―
一
六
―

一
〇 

二
階 

川
口
市
前
川 

一
―
一
六
―

一
〇 

二
階 

有
限
会
社 

 

神
澤
商
店 

北

飾
郡 

鷲
宮
町
鷲
宮 

六
―
一
―
一 

鷲
宮
町 

北

飾
郡 

栗
橋
町
間
鎌 

二
五
一
―
一 

栗
橋
町 

有
限
会
社 

 

神
澤
商
店 

川
口
市
中
青
木 

一
―
五
―
一
七 

シ
ト
ラ
ス
六 

ビ
ル
一
〇
二 

川
口
市
中
青
木 

一
―
五
―
一
七 

 

シ
ト
ラ
ス
六 

ビ
ル
一
〇
二 

株
式
会
社 

 

ド
ゥ
・
エ
ー
ル 

久
喜
市
下
早
見 

八
五
―
三 

久
喜
市 

久
喜
市
下
早
見 

八
五
―
三 

久
喜
市 

株
式
会
社 

 

ド
ゥ
・
エ
ー
ル 

訪
問
介
護 

 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

福
祉
用
具
貸
与 

 

特
定
福
祉
用
具
販
売 

 
 

居
宅
介
護
支
援 

 

介
護
予
防 

福
祉
用
具
貸
与 

 

特
定
介
護
予
防 

福
祉
用
具
販
売 

 

介
護
予
防
支
援 

介
護
予
防
支
援 

福
祉
用
具
貸
与 

 

特
定
福
祉
用
具
販
売 

 

介
護
予
防 

福
祉
用
具
貸
与 

 

特
定
介
護
予
防 

福
祉
用
具
販
売 



 

共
創
未
来 

 

東
鴻
巣
薬
局 

共
創
未
来 

 

一
の
割
薬
局 

共
創
未
来 

 

桶
川
薬
局 

共
創
未
来 

 

鴻
巣
薬
局 

か
く
の
木
薬
局 

 

新
堀
店 

さ
い
か
い 

株
式
会
社 

ア
ス
モ
介
護 

サ
ー
ビ
ス
芝
富
士 

事
業
所 

名
称 

事
業
所 

名
称 

事
業
所 

名
称 

事
業
所 

名
称 

事
業
者 

所
在
地 

事
業
者 

所
在
地 

事
業
所 

所
在
地 

事
業
者 

所
在
地 

事
業
所 

所
在
地 

ハ
ー
ト
フ
ル 

薬
局 

 

東
鴻
巣
店 

み
ど
り
調
剤 

薬
局 

 

一
の
割
店 

桶
川
ロ
イ
ヤ
ル 

薬
局 

そ
よ
風
薬
局 

 

鴻
巣
店 

新
座
市
堀
ノ
内 

二
―
九
―
三
三 

比
企
郡
鳩
山
町 

今
宿 

五
三
二
―
七 

比
企
郡
鳩
山
町 

今
宿 

五
三
二
―
七 

大
阪
府
大
阪
市 

住
之
江
区 

北
加
賀
屋 

五
―
七
―
三
〇 

川
口
市
芝
富
士 

一
―
二
一
―
二 

芝
富
士
ハ
イ
ツ 

一
〇
七
号
室 

共
創
未
来 

 

東
鴻
巣
薬
局 

共
創
未
来 

 

一
の
割
薬
局 

共
創
未
来 

 

桶
川
薬
局 

共
創
未
来 
 

鴻
巣
薬
局 

新
座
市
石
神 

二
―
三
―
三 

比
企
郡
鳩
山
町 

小
用 

一
二
二
一
― 

一
二 

比
企
郡
鳩
山
町 

小
用 

一
二
二
一
― 

一
二 

東
京
都
新
宿
区 

西
新
宿 

二
―
四
―
一 

川
口
市
芝
富
士 

二
―
一
〇
― 

四
〇 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 
介
護
予
防 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

福
祉
用
具
貸
与 

 

特
定
福
祉
用
具
販
売 

 

介
護
予
防 

福
祉
用
具
貸
与 

 

特
定
介
護
予
防 

福
祉
用
具
販
売 

訪
問
介
護 

 

介
護
予
防
訪
問
介
護 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
六
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

    
 

入
間 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ 

そ
よ
風 

有
限
会
社 

 

オ
リ
ー
ブ
堂
薬
局 

久
喜
市
鷲
宮 

地
域
包
括
支
援 

セ
ン
タ
ー 

久
喜
市
栗
橋 

地
域
包
括
支
援 

セ
ン
タ
ー 名

称 

入
間
市
小
谷
田 

二
―
二
―
一
八 

狭
山
市
青
柳
六
三 

 

新
狭
山
ハ
イ
ツ
内 

久
喜
市
鷲
宮 

六
―
一
―
一 

久
喜
市
間
鎌 

二
五
一
―
一 

所
在
地 

介
護
予
防 

短
期
入
所
生
活
介
護 

短
期
入
所
生
活
介
護 

介
護
予
防 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
支
援 

介
護
予
防
支
援 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
三
十
年 

三
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年 

二
月
六
日 

平
成
三
十
年 

三
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年 

三
月
三
十
一
日 

廃
止
年
月
日 



 

杉
戸
ケ
ア
セ
ン
タ
ー 

そ
よ
風 

日
生
定
期
巡
回 

サ
ー
ビ
ス
八
潮 

北

飾
郡
杉
戸
町
下
高
野 

二
八
二
八
―
一 

八
潮
市
二
丁
目 

五
二
―
三
―
一
〇
三 

介
護
予
防 

認
知
症
対
応
型 

共
同
生
活
介
護 

介
護
予
防 

認
知
症
対
応
型 

通
所
介
護 

認
知
症
対
応
型 

共
同
生
活
介
護 

認
知
症
対
応
型 

通
所
介
護 

定
期
巡
回
・ 

随
時
対
応
型 

訪
問
介
護
看
護 

平
成
二
十
九
年 

十
一
月
三
十
日 

平
成
三
十
年 

三
月
三
十
一
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
七
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
又
は
施
術

を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司
上 

一 

指
定
医
療
機
関 

デ
ン
タ
ル
ケ
ア
あ
げ
お 

三
郷
ホ
ワ
イ
ト
歯
科 

医
院 

健
生
堂
医
院 

益
岡
医
院 

今
井
医
院 

医
療
法
人
社
団 

仁
悠

会 

な
か
の
小
児
科 

ク
リ
ニ
ッ
ク 

横
田
医
院 

名
称 

医
療
法
人 

あ
か
ぎ 

堀
井 

粛
文 

奥
野 

暁
子 

益
岡 

孝
之 

濱
田 

え
り
か 

医
療
法
人
社
団 

仁
悠
会 

曽
根 

依
子 

開
設
者
名 

上
尾
市
小
敷
谷
八
八
〇
―
六
二 

三
郷
市
釆
女
一
―
八
五
―
一 

秩
父
市
東
町
二
八
―
五 

深
谷
市
岡
部
一
二
四
九
―
一
〇 

深
谷
市
寿
町
五
二 

ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
六
―
四
―

三 春
日
部
市
中
央
一
―
一
五
―
一

〇 

所
在
地 

平
成
三
十
年 

二
月
一
日 

平
成
三
十
年 

二
月
一
日 

平
成
三
十
年 

一
月
二
十
九
日 

平
成
二
十
九
年

十
月
一
日 

平
成
二
十
九
年

十
月
一
日 

平
成
三
十
年 

一
月
一
日 

平
成
二
十
九
年

十
一
月
九
日 

指
定
年
月
日 



                                  

ク
オ
ー
ル
薬
局 

 

幸
手
西
口
店 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局 
 

坂
戸
八
幡
店 

た
か
さ
か
薬
局 

ス
ギ
薬
局 

 

東
松
山
新
宿
町
店 

ア
イ
セ
イ
薬
局 

 

草
加
吉
町
店 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局 

 

草
加
稲
荷
５
丁
目
店 

み
な
み
薬
局 

ハ
ロ
ー
薬
局 

 

西
川
口 

歯
科
嶋
田
医
院 

む
さ
し
台
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク 

市
川
歯
科
医
院 

ク
オ
ー
ル
株
式

会
社 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬

局
株
式
会
社 

株
式
会
社 
 

フ
ァ
ル
マ
シ
ア 

株
式
会
社 

 

ス
ギ
薬
局 

株
式
会
社 

 

ア
イ
セ
イ
薬
局 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬

局
株
式
会
社 

株
式
会
社 

 

シ
ャ
イ
ン 

株
式
会
社 

 

ハ
ロ
ー
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン 

嶋
田 

雅
夫 

平
尾 

大
介 

市
川 

博
之 

幸
手
市
南
三
―
一
六
―
一
五 

坂
戸
市
八
幡
二
―
一
―
三
三 

東
松
山
市
西
本
宿
一
六
九
五
―

二 東
松
山
市
新
宿
町
一
七
―
一 

ヤ
オ
コ
ー
東
松
山
新
宿
町
店
内 

草
加
市
吉
町
三
―
一
―
三
〇 

草
加
市
稲
荷
五
―
七
―
二
〇 

川
口
市
南
鳩
ヶ
谷
四
―
二
六
―

一 

ペ
ン
タ
・
エ
マ
ー
ブ
ル 

Ｔ
Ｋ
加
藤
ビ
ル
一
Ｆ 

川
口
市
西
川
口
一
―
五
―
二
一 

Ｍ
Ｓ
ビ
ル
一
階 

東
松
山
市
本
町
一
―
一
―
八 

比
企
郡
嵐
山
町
む
さ
し
台
三
―

二
七
―
一 

入
間
郡
越
生
町
越
生
九
八
一
―

一
四 

平
成
三
十
年

二
月
一
日 

平
成
三
十
年

三
月
一
日 

平
成
三
十
年

二
月
一
日 

平
成
三
十
年

三
月
一
日 

平
成
三
十
年

三
月
一
日 

平
成
三
十
年

二
月
一
日 

平
成
三
十
年

二
月
一
日 

平
成
三
十
年

二
月
一
日 

平
成
三
十
年

二
月
一
日 

平
成
三
十
年

二
月
一
日 

平
成
三
十
年

二
月
一
日 



 

二 

指
定
施
術
機
関 

な
か
だ
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン 

訪
問
看
護
ふ
く
し
の
ま

ち
熊
谷 

ラ
イ
フ
ケ
ア
訪
問
看
護

リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ふ
じ
み 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局 

 

鶴
ヶ
島
新
町
店 

医
療
法
人
社
団

弘
人
会 

株
式
会
社 

 

福
祉
の
街 

株
式
会
社 

 

ジ
ャ
パ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬

局
株
式
会
社 

加
須
市
元
町
七
―
二
九 

熊
谷
市
肥
塚
六
四
一
―
一 

富
士
見
市
東
み
ず
ほ
台
二
―
五

―
六 

マ
ロ
ン
ス
ト
リ
ー
ム

 
 

一
〇
五 

鶴
ヶ
島
市
新
町
一
―
六
―
二 

平
成
二
十
九
年

四
月
一
日 

平
成
二
十
九
年

十
月
一
日 

平
成
三
十
年 

三
月
一
日 

平
成
三
十
年 

二
月
一
日 

向
井 

幹
博 

飯
島 

和
也 

鈴
木 

一
真 

阿
部 

和
彦 

金
子 

尚
平 

氏
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 住

所 

千
石
駅
前
整
骨
院 

リ
プ
ル
高
田
鍼
灸

整
骨
院 

う
ら
わ
整
骨
院 

し
ょ
う
整
骨
院 

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
整
骨
院 

大
山
西
院 名

称 

施
術
所 

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
―
二

九
―
一
九
―
一
〇
四 

東
京
都
豊
島
区
高
田
一
―
二
三

―
三
三 

ト
リ
ム
面
影
橋
一
Ｆ 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
木
崎
四
―
一

六
―
九 

戸
田
市
上
戸
田
二
―
三
八
―
一

〇
―
一
Ｆ
・
Ｂ 

東
京
都
板
橋
区
大
山
西
町
六
四

―
一
二
―
一
〇
一 

所
在
地 

平
成
三
十
年

一
月
一
日 

平
成
三
十
年

三
月
一
日 

平
成
三
十
年

二
月
一
日 

平
成
三
十
年

三
月
一
日 

平
成
三
十
年

二
月
二
十
五

日 指
定
年
月
日 



 

髙
井 

修 

安 

美
淑 

新
井 

武
治 

中
野 

裕
次 

山
田 

英
資 

中
村 

道
紀 

髙
濵 

悠
生 

池
田 

清
文 

田
所 

大 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

和
み
治
療
院 

か
ら
だ
元
気
治
療
院 

所
沢
東
店 

訪
問
医
療
マ
ッ
サ
ー

ジ 
K
E
i
R
O
W

川
越
南

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
医
療
マ
ッ
サ
ー

ジ 
K
E
i
R
O
W

川
越
南

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

山
田
は
り
き
ゅ
う 

治
療
院 

か
ら
だ
元
気
治
療
院 

東
京
中
央
店 

Ｆ
Ｃ
Ｓ
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
治
療
院 

K
E
i
R
O
W
 

熊
谷
中
央

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ア
イ
保
健
整
骨
院 

蕨
市
塚
越
二
―
三
―
一 

所
沢
市
弥
生
町
一
七
八
一
―
七 

川
越
市
砂
新
田
一
―
一
二
―
一

六 

セ
イ
ン
ト
ハ
イ
ツ
一
〇
二 

川
越
市
砂
新
田
一
―
一
二
―
一

六 

セ
イ
ン
ト
ハ
イ
ツ
一
〇
二 

新
座
市
石
神
三
―
九
―
一
四 

東
京
都
中
央
区
築
地
四
―
四
―

一
五
―
二
〇
一 

東
京
都
府
中
市
宮
西
町
三
―
二

一
―
六 

リ
ン
デ
ン
ハ
イ
ム
府
中

二
階 

熊
谷
市
村
岡
三
〇
〇
―
五
―
一

〇
二 

草
加
市
松
原
二
―
四
―
二
一
―

一
〇
三 

平
成
三
十
年

三
月
七
日 

平
成
三
十
年

三
月
一
日 

平
成
三
十
年

三
月
一
日 

平
成
三
十
年

三
月
一
日 

平
成
三
十
年

四
月
一
日 

平
成
三
十
年

一
月
一
日 

平
成
三
十
年

三
月
一
日 

平
成
三
十
年

一
月
一
日 

平
成
三
十
年

三
月
一
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
医
療
機
関 

埼
玉
県
済
生
会 

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

き
ゅ
う
ぽ
ら 

川
口
訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

共
創
未
来 

東
鴻
巣
薬
局 

共
創
未
来 

鴻
巣
薬
局 

山
口
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク 

医
療
法
人
社
団 

順
孝
会 

新
白
岡
・
あ
だ
ち

眼
科 

医
療
法
人 

平
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

名

称 

所
在
地 

開
設
者 

名
称 

名
称 

所
在
地 

名
称 

所
在
地 

変
更
事
項 

川
口
市
西
川
口
五
―
一
一

―
五 

社
団
法
人 

埼
玉
県
看
護
協
会 

ハ
ー
ト
フ
ル
薬
局 

東
鴻
巣
店 

そ
よ
風
薬
局 

鴻
巣
店 

入
間
郡
三
芳
町
藤
久
保 

八
〇
四
―
三 

医
療
法
人
社
団 

順
孝
会 

新
白
岡
ば
ば
眼
科 

草
加
市
新
栄
町
七
三 

変

更

前 

川
口
市
西
川
口
六
―
四
―

一
四 

公
益
社
団
法
人 

埼
玉
県
看
護
協
会 

共
創
未
来 

東
鴻
巣
薬
局 

共
創
未
来 

鴻
巣
薬
局 

入
間
郡
三
芳
町
藤
久
保 

五
一
八
五 

医
療
法
人
社
団 

順
孝
会 

新
白
岡
・
あ
だ
ち
眼
科 

草
加
市
新
栄
一
―
四
八
―

一
一 

変

更

後 



 

二 

指
定
施
術
機
関 

狭
山
市
医
師
会 

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

入
間
川
訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

い
き
い
き
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

鵜
ノ
木 

在
宅
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
草
加 

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

ひ
ま
わ
り
さ
ん 

伊
奈 

一
般
社
団
法
人 

春
日
部
市
医
師
会

立 

訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

藤 
所
在
地 

開
設
者 

開
設
者 

所
在
地 

開
設
者 

名
称 

開
設
者 

名
称 

狭
山
市
狭
山
台
三
―
二
四 

医
療
法
人 

入
間
川
病
院 

医
療
法
人
財
団 

石
心
会 

草
加
市
旭
町
四
―
七
―
四 

メ
ゾ
ン
ウ
イ
ン
デ
ィ
Ｂ
一
〇

六 医
療
法
人 
一
心
会 

医
療
法
人 

一
心
会 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ひ
ま
わ
り
さ
ん
伊
奈 

社
団
法
人
春
日
部
市
医
師

会 社
団
法
人
春
日
部
市
医
師

会
立 

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

藤 

狭
山
市
狭
山
台
一
―
二
一 

社
会
医
療
法
人 

入
間
川

病
院 

社
会
医
療
法
人
財
団 

 

石
心
会 

草
加
市
金
明
町
六
〇
四
―

一
・
二
階 

医
療
法
人
社
団 

愛
友
会 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ひ
ま
わ
り
さ
ん
伊
奈 

一
般
社
団
法
人
春
日
部
市

医
師
会 

一
般
社
団
法
人
春
日
部
市

医
師
会
立 

訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

藤 

小
西 

誠 

氏

名 

施
術
所
所
在
地 

変
更
事
項 

所
沢
市
緑
町
一
―
二
一
―

二
五 

変

更

前 

所
沢
市
緑
町
一
―
一
―

一
一 

変

更

後 



  

宮
脇 

優
馬 

砂
田 

常
男 

施
術
所
所
在
地 

施
術
所
名
称 

施
術
所
所
在
地 

施
術
所
名
称 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
大

宮
四
―
二
六
―
三 

鯨
井

ビ
ル
二
〇
一 

 

株
式
会
社 

ア
メ
ニ
テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス 

埼
玉
営
業

所 （
追
加
） 

（
追
加
） 

蓮
田
市
蓮
田
一
―
二
七

七 

フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ポ

一
〇
一 

ブ
リ
ッ
ジ
合
同
会
社 

戸
田
市
上
戸
田
二
―
三

八
―
一
〇
―
一
Ｆ
・
Ｂ 

し
ょ
う
整
骨
院 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
九
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

一 

指
定
医
療
機
関 

        

デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
デ
ュ
オ

中
爪 

デ
ン
タ
ル
ケ
ア
あ
げ
お 

健
生
堂
医
院 

益
岡
医
院 

今
井
医
院 

医
療
法
人
社
団
仁
悠
会 

 

な
か
の
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

横
田
外
科
胃
腸
科
医
院 

落
合
眼
科
医
院 

名 

称 

比
企
郡
小
川
町
中
爪
九
五
―
三
一 

上
尾
市
小
敷
谷
八
八
〇
―
六
二 

秩
父
市
東
町
二
八
―
五 

深
谷
市
岡
部
一
二
四
三 

深
谷
市
寿
町
五
八 

ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
六
―
四
―
五 

 

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
上
福
岡
一
階
Ａ 

春
日
部
市
中
央
一
―
一
五
―
一
〇 

春
日
部
市
中
央
一
―
四
五
―
八 

所 

在 

地 

平
成
三
十
年 

一
月
十
五
日 

平
成
三
十
年 

一
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年 

一
月
二
十
八
日 

平
成
二
十
九
年

九
月
三
十
日 

平
成
二
十
九
年

九
月
三
十
日 

平
成
二
十
九
年

十
二
月
三
十
一

日 平
成
二
十
九
年

十
一
月
九
日 

平
成
三
十
年 

一
月
三
十
一
日 

廃
止
年
月
日 



 

二 

指
定
施
術
機
関 

ラ
イ
フ
ケ
ア
訪
問
看
護
リ
ハ 

ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ふ
じ
み 

ク
オ
ー
ル
薬
局 

エ
ン
ジ
ェ
ル

店 た
か
さ
か
薬
局 

く
す
り
箱
薬
局 

駅
前
店 

み
な
み
薬
局 

薬
局 

上
尾 

ハ
ロ
ー
薬
局 

西
川
口 

歯
科
島
田
医
院 

東
み
ず
ほ
台
二
―
五
―
六 

マ
ロ
ン
ス
ト
リ

ー
ム

一
〇
五 

幸
手
市
南
三
―
一
一
―
一
八 

東
松
山
市
西
本
宿
一
六
九
五
―
二 

入
間
市
豊
岡
一
―
二
―
二
三 

清
水
ビ
ル 

一
階 

川
口
市
南
鳩
ヶ
谷
四
―
二
六
―
一 

上
尾
市
地
頭
方
北
谷
四
一
八
―
六 

川
口
市
西
川
口
一
―
六
―
一 

一
階 

東
松
山
市
本
町
一
―
一
―
八 

平
成
三
十
年 

二
月
二
十
八
日 

平
成
三
十
年 

一
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年 

一
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年 

一
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年 

一
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年 

一
月
二
十
日 

平
成
三
十
年 

一
月
三
十
一
日 

平
成
三
十
年 

一
月
三
十
一
日 

石
川 

あ
ず
さ 

武
田 

仁 

氏

名 

 
 

 
 住

所 

足
立
た
ま
整
骨
院 

た
け
だ
整
骨
院 

名 

称 

施

術

所 

東
京
都
足
立
区
扇
二
―
二
五
―

一 

扇
橋
会
館
六
階 

春
日
部
市
南
一
―
一
七
―
一
〇 

中
田
第
一
ハ
イ
ツ
一
〇
三 

所

在

地 

平
成
三
十
年 

二
月
十
七
日 

平
成
三
十
年 

二
月
二
十
四
日 

廃

止

年

月

日

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
号 

 
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
医
師
を
指
定
し
た
の
で
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十

九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 
 



関 

博
之 

工
藤 

逸
大 

川
島 

晋
一 

庄
司 

拓
平 

鈴
木 

良
夫 

医
師
の
氏
名 

聴
覚
障
害
、
平
衡
機
能
障

害 聴
覚
障
害
、
平
衡
機
能
障

害
、
音
声
・
言
語
機
能
障

害
、
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害 

視
覚
障
害 

視
覚
障
害 

肢
体
不
自
由
、
心
臓
機
能

障
害
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
、

呼
吸
器
機
能
障
害 

指
定
障
害
区
分 

耳
鼻
咽
喉
科 

耳
鼻
咽
喉
科 

眼
科 

眼
科 

精
神
科 

診
療
科
名 

医
療
法
人
社
団
宗
山
会
関

医
院 

医
療
法
人
社
団
武
蔵
野
会

朝
霞
台
中
央
総
合
病
院 

久
喜
か
わ
し
ま
眼
科 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

医
療
法
人
社
団
翠
会
和
光

病
院 

医
療
機
関
の
名
称 

朝
霞
市
三
原
四
―
十
二
―

四
十
八 

朝
霞
市
西
弁
財
一
―
八
―

十 久
喜
市
久
本
寺
三
百
三
―

一 入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本

郷
三
十
八 

和
光
市
下
新
倉
五
―
十
九

―
七 医

療
機
関
の
所
在
地 

 
 

 
 

 

同 

 
 

 
 

 

同 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

平
成
三
十
年
一
月
一
日 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日 

指
定
年
月
日 



遠
藤 

大
輔 

上
野 

千
裕 

石
川 

昌
一 

新
井 

亜
希 

田 

康
平 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

平
衡
機
能
障
害
、

音
声
・
言
語
機
能

障
害
、
そ
し
ゃ
く

機
能
障
害
、
肢
体

不
自
由 

整
形
外
科 

形
成
外
科 

形
成
外
科 

神
経
内
科 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科 

医
療
生
協
さ
い
た
ま
生
活
協
同

組
合
埼
玉
協
同
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

朝
霞
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク 

川
口
市
木
曽
呂
千
三
百
十
七 

入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷

三
十
八 

入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷

三
十
八 

上
尾
市
西
貝
塚
百
四
十
八
―

一 朝
霞
市
大
字
岡
七
十
九
―
三 

同 同 同 同 同 



橋
本 

整 

豊
田 

富
勝 

遠
田 

泰
平 

清
水 

勇
三
郎 

菅
野 

温
子 

加
藤 

秀
高 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

整
形
外
科 

神
経
内
科 

医
療
法
人
社
団
協
友
会
八
潮
中

央
総
合
病
院 

豊
田
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

か
す
か
べ
整
形 

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生

会
支
部
埼
玉
県
済
生
会
川
口
総

合
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

医
療
法
人
社
団
東
光
会
戸
田
中

央
総
合
病
院 

八
潮
市
南
川
崎
八
百
四
十
五 

戸
田
市
新
曽
二
千
百
六
十
三

―
一 

春
日
部
市
粕
壁
東
二
―
一
―

三
十
五 

川
口
市
西
川
口
五
―
十
一
―

五 入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷

三
十
八 

戸
田
市
本
町
一
―
十
九
―
三 

同 同 同 同 同 同 



   
 

野
邊 

香
奈
子 

安
達 

進 

森 

秀
暁 

住
友 

直
方 

塩
見 

大
輔 

若
松 

太 

宮

 
春
野 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

心
臓
機
能
障
害 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

腎
臓
内
科 

透
析
科
、
内
科 

心
臓
血
管
外
科 

小
児
心
臓
科 

心
臓
血
管
外
科 

小
児
科 

形
成
外
科 

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
埼

玉
石
心
会
病
院 

秀
和
総
合
病
院
付
属
秀
和
透
析

ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
財
団
聖
蹟
会
埼
玉
県

央
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー 

医
療
法
人
財
団
明
理
会
イ
ム
ス

富
士
見
総
合
病
院 

防
衛
医
科
大
学
校
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

狭
山
市
入
間
川
二
―
三
十
七

―
二
十 

春
日
部
市
上
大
増
新
田
十
―

一 桶
川
市
坂
田
千
七
百
二
十
六 

日
高
市
山
根
千
三
百
九
十
七

―
一 

富
士
見
市
鶴
馬
千
九
百
六
十

七
―
一 

所
沢
市
並
木
三
―
二 

入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷

三
十
八 

同 同 同 同 同 同 同 



八
岡 

利
昌 

平
岡 

優 

尾
花 

和
子 

松
永 

伸
一 

平
山 

伸 

鈴
木 

章
一 

村
上 
徹 

ぼ
う
こ
う
又
は
直

腸
機
能
障
害
、
小

腸
機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直

腸
機
能
障
害
、
小

腸
機
能
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直

腸
機
能
障
害
、
小

腸
機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

じ
ん
臓
機
能
障
害 

消
化
器
外
科 

消
化
器
外
科 

小
児
外
科 

呼
吸
器
科 

呼
吸
器
外
科 

内
科
、
外
科
、
整
形

外
科 

外
科
、
内
科 

医
療
法
人
社
団
明
芳
会
イ
ム
ス

三
芳
総
合
病
院 

医
療
法
人
社
団
明
芳
会
イ
ム
ス

三
芳
総
合
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
病
院 

医
療
法
人
財
団
健
和
会
み
さ
と

健
和
ク
リ
ニ
ッ
ク 

埼
玉
医
療
生
活
協
同
組
合
羽
生

総
合
病
院 

医
療
法
人
章
敬
会
鈴
木
医
院 

南
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

入
間
郡
三
芳
町
藤
久
保
九
百

七
十
四
―
三 

入
間
郡
三
芳
町
藤
久
保
九
百

七
十
四
―
三 

入
間
郡
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷

三
十
八 

三
郷
市
鷹
野
四
―
五
百
十
―

一 羽
生
市
上
岩
瀬
五
百
五
十
一 

南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
須
賀

千
三
百
二
―
一 

坂
戸
市
南
町
十
三
―
二
十
一 

同 同 同 同 同 同 同 



 

      

坂
本 
信
之 

      

小
腸
機
能
障
害 

      

外
科 

      

医
療
法
人
財
団
明
理
会
イ
ム
ス

富
士
見
総
合
病
院 

      

富
士
見
市
鶴
間
千
九
百
六
十

七
―
一 

      同 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
一
号 

 
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
五
年
埼
玉
県
規
則
第

三
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 



木
村 

重
吉 

 

大
久
保 

忠
男 

古
平 

喜
一
郎 

三
ツ
林 

恭
子 

 

長
谷
川 

正
治 

奥
島 

健
太
郎 

横
山 

勝 

医
師
の
氏
名 

平
衡
機
能
障
害
、
音
声
・

言
語
機
能
障
害
、
そ
し
ゃ

く
機
能
障
害
、
肢
体
不
自

由 

 

肢
体
不
自
由 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能

障
害 

呼
吸
器
機
能
障
害 

 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能

障
害 

視
覚
障
害 

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能

障
害 

指
定
障
害
区
分 

医
療
法
人
財
団
明
理
会
春
日
部
中

央
総
合
病
院 

 

蓮
田
よ
つ
ば
病
院 

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ

ー さ
っ
て
西
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
医
療
法
人
社
団
明
芳
会
イ
ム
ス
三

芳
総
合
病
院 

え
の
き
眼
科 

公
益
社
団
法
人
東
松
山
医
師
会
東

松
山
医
師
会
病
院 

医
療
機
関
の
名
称 

春
日
部
市
緑
町
五
―
九
―
四 

 
蓮
田
市
馬
込
二
千
百
六
十
三 

日
高
市
山
根
千
三
百
九
十
七
―
一 

幸
手
市
千
塚
字
野
中
六
十
四 

 

入
間
郡
三
芳
町
藤
久
保
九
百
七
十

四
―
三 

狭
山
市
南
入
曽
五
百
六
十
五
―
十

一 東
松
山
市
神
明
町
一
―
十
五
―
十 

医
療
機
関
の
所
在
地 

 
 

 
 

同 

 

平
成
三
十
年
一
月
一
日 

 
 

 
 

同 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日 

 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日 

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日 

辞
退
年
月
日 



 

    

小
島 

圭
二 

大
原 

久
仁
子 

山
根 

宏
夫 

 

    

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能

障
害 

肢
体
不
自
由 

肢
体
不
自
由 

 

    

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
埼
玉
石
心

会
病
院 

医
療
法
人
社
団
東
光
会
戸
田
中
央
総
合

病
院 

医
療
法
人
社
団
宏
志
会
豊
岡
第
一
病
院 

 

    

狭
山
市
入
間
川
二
―
三
十
七
―
二

十 戸
田
市
本
町
一
―
十
九
―
三 

入
間
市
大
字
黒
須
千
三
百
六
十
九

―
三 

 

     
 

 
 

 

同 

平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日 

平
成
三
十
年
二
月
十
一
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
二
号 

 
平
成
三
十
年
埼
玉
県
告
示
第
百
四
十
二
号
（
埼
玉
県
虐
待
禁
止
条
例
第
二
条
第
六
号
の
規
定
に

よ
り
知
事
が
定
め
る
施
設
等
に
係
る
告
示
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三

十
年
四
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

第
二
号
ワ
中
「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
三
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

川
越
い
せ
は
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
伊
勢
原
町
三
丁
目
二
番
地 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
新
都
市
ラ
イ
フ 

代
表
取
締
役 
古
屋
雅
弘 

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
五
番
一
号 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
新
都
市
ラ
イ
フ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 
代
表
取
締
役 

安
達
勝 

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
八
番
一
号 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
い
な
げ
や 

代
表
取
締
役 

遠
藤
正
敏 

東
京
都
立
川
市
栄
町
六
丁
目
一
番
地
の
一 

外 

計
四
者 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
い
な
げ
や 

代
表
取
締
役 

成
瀬
直
人 

東
京
都
立
川
市
栄
町
六
丁
目
一
番
地
の
一 

外 

計
三
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
八
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
三
十
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 



 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 
対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 
意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
三
十
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
四
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

川
越
い
せ
は
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
伊
勢
原
町
三
丁
目
二
番
地 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
九
八
台 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
三
四
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

九
〇
台 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

九
〇
台 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
三
十
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
三
十
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
五
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
川
島
イ
ン
タ
ー
店 

 
 

 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
上
伊
草
字
五
反
田
百
九
十
一
番
地
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

（
変
更
前
）
一
万
千
三
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

（
変
更
後
）
一
万
二
千
四
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
一
〇
〇
台 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
一
八
三
台 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
三
十
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
東
松
山
事
務
所 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
三
十
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
六
号 

 
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要 

         

彦
久
保 

利
平 

髙
野 

彰
士 

齋
藤 

弘
昭 

岸 

重
義 

新
井 

健
次 

岡
部 

昭
十
郎 

新
井 

博
行 

氏
名
又
は
名
称 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
五
千
五
百
六
十
七

番
地 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
五
千
五
百
七
十
一

番
地 

埼
玉
県
秩
父
市
大
畑

町
二
番
地
十
五 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
五
千
四
百
七
十
四

番
地 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
五
千
七
百
八
十
九

番
地 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
六
百
五
十
七

番
地 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

平
塚
十
七
番
地 

住 
 

 

所 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
布
里
原
五
千
三

百
九
十
三
番
一
ほ
か

四
筆 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
布
里
原
五
千
三

百
九
十
四
番
ほ
か
三

筆 埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
釜
ノ
上
四
千
三

百
十
四
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
布
里
五
千
四
百

六
十
六
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
布
里
五
千
六
百

七
十
四
番 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
田
ハ
タ
二

百
八
十
一
番 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
向
井
八
百

五
十
四
番 

所 

在 

地 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地 

六
、
二
二
五 

六
、
五
五
五 

四
、
三
四
〇 

五
、
七
八
二 

一
、
〇
六
三 

一
、
三
〇
六 

二
、
六
三
四 

面
積
（
平
方 

メ
ー
ト
ル
） 



 

           

飯
塚 

眞
一 

新
井 

勝
二 

秋
山 

親
正 

秋
山 

茂 

青
山 

孝
雄 

青
鹿 

良
雄 

青
鹿 

益
雄 

横
田 

忠
男 

船
﨑 

米
夫 

舩
嵜 
大 

藤
元 

典
房 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

百
七
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

千
二
百
七
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

九
百
六
十
六
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

八
百
十
五
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

二
百
六
十
八
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

五
百
二
十
八
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

二
百
四
十
二
番
地 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
五
千
六
百
二
十
八

番
地
三 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
五
千
六
百
五
十
四

番
地
一 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
五
千
六
百
四
十
番

地 埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
五
千
六
百
三
十
四

番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
南
四
百
四
十

六
番
一
ほ
か
十
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
北
戸
羽
打
九
百
十

五
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
北
戸
羽
打
九
百
三

十
五
番
一
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
南
五
百
六
十

六
番
一
ほ
か
十
五
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
下
大
道
上
千
百
二

十
九
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
中
大
道
上
九
百
八

十
八
番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
中
大
道
下
千
六
十

八
番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
布
里
五
千
五
百

九
十
四
番 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
布
里
五
千
五
百

八
十
四
番 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
布
里
五
千
六
百

七
十
三
番 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
布
里
五
千
六
百

一
番 

八
、
九
四
七 

二
、
六
四
八 

三
、
九
二
七 

九
、
一
五
四 

四
、
五
五
八 

五
、
一
一
五 

六
、
六
四
四 

二
、
三
〇
一 

一
、
二
九
五 

二
、
八
五
一 

二
、
一
〇
六 



 
 

           

今
成 

正
芳 

今
成 

英
夫 

今
成 

宣
男 

今
成 

清
人 

稲
見 

愼
一
郎 

五
十
畑 

義
一 

石
川 

文
男 

石
川 

博 

石
川 

創 

石
川 
高
良 

飯
塚 

武 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

千
八
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

百
八
十
五
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

五
百
四
十
三
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

百
七
十
五
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
栄
千

八
百
二
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
柳
生

三
百
七
十
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

百
十
五
番
地
二 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

二
百
四
十
四
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

九
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

百
十
五
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

百
七
十
三
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
七
百
八
十

六
番
二
ほ
か
三
十
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
二
十

三
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
五
番

一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
四
十

五
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
二
百
二
十
一

番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
二
百
五
十
九

番
一
ほ
か
十
九
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
南
四
百
九
十

九
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
二
百
四
十
番

ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
百
一
番
一
ほ

か
十
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
百
二
十
五
番

一
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
南
五
百
四
十

一
番
ほ
か
七
筆 

三
四
、
八
〇
七 

二
、
八
八
九 

二
、
六
六
四 

一
、
二
九
七 

三
、
九
三
五 

一
九
、
〇
一
七 

三
、
九
九
二 

八
、
九
二
六 

一
二
、
三
〇
四 

四
、
一
九
四 

五
、
九
八
五 



 
 

           

小
野
田 

淳 

小
野
田 

重
勝 

小
野
田 

重
雄 

小
野
田 

幸
一
郎 

落
合 

一
夫 

小
川 

長
治 

岡
安 

晃
義 

塩
田 

邦
夫 

今
成 

芳
雄 

今
成 
吉
昭 

今
成 

幸
夫 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

十
三
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

五
百
九
十
二
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

二
百
四
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

百
九
十
八
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
小
野

袋
千
六
百
二
十
六
番

地 埼
玉
県
加
須
市
道
目

二
百
八
十
五
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

二
百
七
十
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

四
百
七
十
八
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

三
百
六
十
九
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

百
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

三
百
七
十
一
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
下
大
道
下
千
二
百

五
十
八
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
八
百
九
番

一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
中
大
道
下
千
十
二

番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
下
大
道
上
千
百
五

十
四
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
五
反
田
七
百
二
十

一
番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
下
大
道
上
千
二
百

九
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
下
大
道
上
千
百
二

十
七
番
一
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
八
百
八

十
九
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
十
七

番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
五
町
田
七
百
八
十

三
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
千
十
二
番

ほ
か
一
筆 

九
五
七 

三
、
一
三
九 

二
、
八
五
二 

二
、
八
三
〇 

六
、
一
一
六 

一
、
八
九
七 

七
、
三
一
六 

九
五
〇 

三
、
六
五
九 

二
、
八
四
八 

九
八
九 



 
 

           

金
子 

敏
一 

金
子 

隆 

加
藤 

貞
雄 

片
山 

礼
子 

片
山 

勲 

恩
田 

重
信 

小
野
原 

正
雄 

小
野
原 

新
吉 

小
野
田 

義
久 

小
野
田 
博
哲 

小
野
田 

昇 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
二
十
一
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
三
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

二
百
六
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

二
百
十
五
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
十
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

百
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

千
五
百
七
十
二
番
地

二 埼
玉
県
加
須
市
道
目

千
五
百
六
十
五
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

五
百
六
十
三
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

三
百
二
十
一
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

百
九
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
三
百
八
十

九
番
一
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
七
十
四
番
一

ほ
か
十
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
字
田
島
四
百
十
三

番
一
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
二
百
四
十
七

番
一 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
三
百
九
十

五
番
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
八
百
八

十
五
番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
八
百
十
三

番
一
ほ
か
三
十
五
筆 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
字
田
島
四
百
十
四

番
一
ほ
か
七
十
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
八
百
六
番

一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
中
大
道
下
千
四
十

八
番
一
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
下
大
道
上
千
百
二

十
八
番
一
ほ
か
六
筆 

七
、
二
八
七 

八
、
九
三
二 

一
一
、
三
〇
六 

一
、
五
五
三 

七
、
一
三
四 

三
、
八
〇
八 

三
六
、
三
一
六 

七
九
、
八
〇
九 

四
、
六
九
二 

一
〇
、
二
一
四 

四
、
八
九
五 



 
 

           

栗
原 

淳 

倉
上 

晃
子 

久
保
田 

純 

木
村 

達
夫 

川
島 

孝
夫 

株
式
会
社
は
ぎ
は

ら
農
園 

株
式
会
社
彩
北
ア

グ
リ
お
お
と
ね 

株
式
会
社
か
ぞ
農

業
公
社 

株
式
会
社
お
ぐ
ら

ラ
イ
ス 

株
式
会
社
お
お
や

農
園 

金
子 

操 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

三
百
六
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
柳
生

二
千
二
十
三
番
地
二 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

六
百
三
十
三
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

六
百
二
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
平
永

千
百
九
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
栄
二

千
四
百
八
十
八
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
北
大

桑
千
六
十
一
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
大
越

千
七
百
八
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
栄
二

千
四
百
二
十
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
栄
千

四
百
三
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
四
十
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
八
百
七

十
四
番
一
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
須
賀
二
百
八
十
二

番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
千
七
番
一

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
八
百
四
番

一 埼
玉
県
加
須
市
道
地

字
七
反
地
九
百
七
十

七
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
五
反
田
七
百
五
十

八
番
ほ
か
三
十
八
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
中
大
道
下
千
十
三

番
一 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
下
大
道
上
千
百
八

番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
百
二
十
五
番

四
ほ
か
五
十
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
三
百
六
十

二
番
一
ほ
か
二
十
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
三
百
二
十

六
番
一
ほ
か
十
三
筆 

七
、
七
一
〇 

二
、
九
六
七 

八
九
六 

九
六
一 

五
一
五 

三
〇
、
三
七
〇 

一
、
七
八
四 

八
、
三
四
九 

四
四
、
九
四
四 

一
四
、
二
八
二 

一
一
、
五
四
八 



 
 

           

齊
藤 

忠
衛 

齊
藤 

清 

齋
藤 

哲 

斎
藤 

貞
子 

小
谷
野 

好
正 

小
室 

正
明 

小
室 

常
八 

小
室 

辰
雄 

小
島 

光
雄 

栗
原 
肇 

栗
原 

積
也 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

五
百
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

百
十
三
番
地
二 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

六
百
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
旗
井

千
百
七
十
五
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
百
五
十
番
地
二 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
番
地
二 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
十
六
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

百
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

千
百
十
八
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

七
百
五
十
五
番
地
三 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
五
町
田
七
百
七
十

二
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
五
町
田
七
百
九
十

六
番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
三
十

八
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
平
野
道
上
千
六
十

八
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
字
田
島
四
百
番
一

ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
南
六
百
五
十

六
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
南
五
百
十
三

番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
七
十
六
番
一

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
下
大
道
上
千
百
九

十
二
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
八
百
六

十
四
番
一
ほ
か
二
十

七
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
七
百
八
十

六
番
一
ほ
か
二
筆 

二
、
四
四
八 

三
、
五
八
九 

九
九
五 

一
、
七
九
六 

四
、
四
六
七 

二
、
四
四
七 

二
、
八
九
五 

一
、
八
八
四 

二
、
〇
五
〇 

二
五
、
三
三
四 

一
、
八
四
九 



 
 

           

篠
﨑 

一
重 

篠
﨑 

栄
次 

篠
﨑 

明 

眞
田 

進
一 

佐
藤 

充
宏 

佐
藤 

博 

佐
藤 

忠
一 

佐
藤 

高
雄 

佐
藤 

昭
雄 

齊
藤 
真 

齊
藤 

唯
男 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

六
百
六
十
八
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

五
百
九
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

六
百
九
十
二
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
中
種

足
千
百
八
十
六
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

四
百
七
十
五
番
地
二 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

四
百
五
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

三
百
八
十
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

五
百
六
十
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

五
百
六
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
旗
井

一
丁
目
三
番
地
四 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

三
百
四
十
六
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
九
百
十

八
番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
九
百
二

番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
九
百
四

十
九
番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
中
種

足
四
千
十
七
番 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
北
悪
戸
三
十
七
番

ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
二
百
九
十

二
番
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
須
賀
三
百
十
番 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
山
越
五
百
二
番
一

ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
山
越
五
百
十
七
番

一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
八
百
十
五

番
一
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
五
十

六
番
一
ほ
か
四
筆 

三
、
七
五
一 

三
、
五
〇
九 

四
、
一
八
一 

一
、
七
五
三 

二
、
三
二
九 

七
、
二
二
四 

六
九
七 

六
、
二
三
二 

一
、
五
四
五 

五
、
九
一
七 

四
、
九
七
五 



 
 

           

須
藤 

福
市 

須
藤 

秀
雄 

鈴
木 

幸
雄 

鈴
木 

昭
二 

杉
山 

榮
一 

下
山 

房
巳 

島
田 

久
史 

柴
田 

健
二 

篠
﨑 

次 

篠
崎 
俊
彦 

篠
﨑 

一
男 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

四
百
七
番
地
二 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
三
十
五
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
琴
寄

二
百
八
十
七
番
地
三 

埼
玉
県
加
須
市
下
種

足
五
百
八
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
柳
生

二
千
七
百
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
柳
生

四
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

四
百
九
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

九
十
六
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

六
百
二
十
番
地
三 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

六
百
四
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

六
百
四
十
二
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
三
百
十
九

番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
四
百
二
番

一 埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
字
田
島
三
百
九
十

八
番
一
ほ
か
三
十
三

筆 埼
玉
県
加
須
市
中
種

足
三
千
七
百
九
十
九

番 埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
南
四
百
三
十

四
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
東
千
三
百
五

十
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
八
百
八

十
番
二
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
九
十
一
番
一

ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
九
百
四

十
一
番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
九
百
二

十
九
番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
七
百
七
十

六
番
一
ほ
か
三
筆 

三
、
八
一
二 

七
六
七 

三
一
、
七
四
八 

八
五
七 

三
、
五
一
二 

一
、
九
七
五 

五
、
九
九
三 

三
、
六
四
二 

七
、
四
七
九 

五
、
四
五
〇 

三
、
三
三
九 



 
 

           

髙
橋 

雅
一 

髙
澤 

光
雄 

 

正
知 

 

祀
夫 

 

髙
治 

 

健
二 

染
谷 

博 

染
谷 

昇 

須
長 

勇
一 

須
長 
稔 

須
藤 

泰
広 

埼
玉
県
加
須
市
駒
場

四
百
六
十
四
番
地
三 

埼
玉
県
加
須
市
砂
原

五
百
四
十
二
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

三
百
二
十
六
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
下
種

足
三
十
六
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

五
百
十
八
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

三
百
二
十
四
番
地
三 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
二
百
二
十
三
番
地

一 埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
二
百
七
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
十
二
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
十
二
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
七
十
五
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
駒
場

字
駒
場
十
七
番
一
ほ

か
十
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
字
田
島
三
百
九
十

二
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
十
三

番
一 

埼
玉
県
加
須
市
下
種

足
千
四
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
五
十

一
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
上
八
百
四

十
七
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
字
田
島
三
百
九
十

番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
字
田
島
三
百
九
十

七
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
三
百
九
十

四
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
四
百
十
番

一
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
三
百
三
十

番
一
ほ
か
十
筆 

一
三
、
三
一
二 

一
、
八
九
六 

三
六
八 

一
〇
、
〇
一
二 

九
六
二 

二
、
一
〇
六 

五
、
六
八
二 

四
、
七
六
七 

一
、
五
一
〇 

九
、
〇
四
九 

九
、
六
〇
二 



 
 

           

野
中 

保
志 

野
中 

浩 

根
岸 

哲
夫 

中
野 

雄
司 

長
塚 

可
也 

中
澤 

薫 

内
藤 

武 

鳥
海 

実 

鳥
海 

一
男 

田
代 
地
都
子 

田
口 

長
正 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

三
百
八
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

三
百
八
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

四
百
四
十
七
番
地
三 

埼
玉
県
加
須
市
栄
千

九
百
三
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

六
百
八
十
二
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

二
百
七
十
三
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
川
口

二
丁
目
十
六
番
四
十

六
号 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

四
百
三
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
百
八
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

六
十
五
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
小
野

袋
千
八
十
三
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
須
賀
二
百
七
十
七

番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
中
新
田
千
百
八
十

七
番
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
加
須
市
外
川

字
松
原
三
百
二
十
四

番 埼
玉
県
加
須
市
栄
字

中
二
千
二
百
二
十
九

番 埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
中
新
田
千
六
十
一

番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
千
三
十
五

番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
三
十

一
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
中
大
道
上
九
百
九

十
二
番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
字
田
島
四
百
三
十

四
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
中
大
道
上
九
百
八

十
七
番
二 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
東
千
四
百
番

一 

二
、
六
五
三 

六
、
二
八
三 

九
九
五 

八
八
九 

一
、
七
二
一 

三
、
九
八
八 

一
、
四
四
四 

八
、
三
四
〇 

二
、
二
五
四 

三
八
四 

一
、
二
一
七 



 
 

           

宮
田 

勝
行 

松
本 

愼
一 

松
村 

馨 

平
井 

榮 

平
井 

喜
一
朗 

針
ヶ
谷 

敏
雄 

針
ヶ
谷 

誠
一 

羽
鳥 

正
司 

羽
鳥 

久
江 

橋
本 
房
子 

野
原 

秀
次 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

二
百
五
十
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
砂
原

千
七
十
三
番
地
三 

埼
玉
県
加
須
市
中
種

足
二
千
百
九
十
七
番

地
一 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

千
九
十
六
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

千
百
八
十
五
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

六
百
三
十
四
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

七
百
一
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

六
百
九
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

五
百
五
十
三
番
地
三 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
三
百
六
十
一
番
地

四 埼
玉
県
加
須
市
砂
原

二
千
百
三
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
三
十

四
番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
平
野
道
上
千
六
十

九
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
中
種

足
三
千
九
百
七
十
一

番 埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
南
五
百
九
十

五
番
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
南
戸
羽
打
千
二
百

二
十
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
上
八
百
五

十
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
八
百
五

十
五
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

字
山
越
五
百
八
十
番 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
二
百
九
十
番

一 埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
字
田
島
四
百
二
十

九
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
九
百
四
十

三
番
一
ほ
か
二
筆 

五
、
〇
九
一 

八
一
二 

四
、
三
三
一 

四
、
八
〇
七 

一
、
一
六
二 

一
、
八
二
三 

二
、
三
八
一 

三
三
七 

四
六
四 

九
五
四 

一
、
三
五
一 



 
 

           

若
山 

幸
夫 

若
林 

清 

吉
田 

健
一 

吉
澤 

安
夫 

横
島 

要
子 

山
下 

達
男 

山
岸 

義
治 

山
岸 

光
二 

山
岸 

和
男 

柳
田 
浩 

森
戸 

政
己 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

千
百
七
十
四
番
地
四 

埼
玉
県
加
須
市
上
高

柳
九
百
六
十
七
番
地

一 埼
玉
県
加
須
市
阿
佐

間
四
百
七
十
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

千
九
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

二
百
七
十
一
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

百
八
十
二
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

九
百
七
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

二
百
十
二
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

三
百
四
十
四
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

五
百
八
十
三
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

千
七
百
七
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

字
十
一
番
八
百
十
五

番
二 

埼
玉
県
加
須
市
上
高

柳
字
柳
下
千
四
番
二

ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
八
百
九

十
五
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
上
大
道
下
八
百
五

十
二
番
二
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
下
大
道
上
千
百
六

十
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
中
大
道
下
千
十
八

番
一
ほ
か
三
十
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
築
道
千
九
十
三
番

一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
七
十
七
番
二

ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
二
百
八
十
七

番
一
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
加
須
市
道
目

字
新
堀
外
七
百
七
十

五
番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
南
六
百
三
十

八
番
一
ほ
か
十
七
筆 

三
二
二 

一
、
五
一
七 

九
四
九 

八
、
九
二
二 

八
三
四 

二
二
、
八
四
四 

一
、
九
九
五 

六
、
七
五
六 

九
、
七
三
一 

八
、
〇
〇
〇 

九
、
三
一
八 



 
 

           

荻
野 

浩 

小
賀
野 

昇 

小
賀
野 

進 

小
賀
野 

啓
一 

小
賀
野 

勝
男 

粳
田 

平
一
郎 

池
田 

道
保 

渡
邉 

祐
吉 

渡
邉 

源
四
郎 

渡
辺 
憲
一 

渡
辺 

和
野 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
蛭
川
九
十
七
番
地

一 埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
八
百
八
十

四
番
地 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
五
百
七
十

四
番
地
二 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
七
百
二
十

番
地
二 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
九
百
十
番

地 埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
六
百
五
十

一
番
地 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
吉
田
林
三
百
七
番

地
三 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

五
百
四
十
七
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

八
百
五
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

五
百
五
十
番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
飯
積

五
百
三
十
三
番
地
一 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
字
南
田
二

十
五
番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
字
西
田
五

百
三
十
七
番
ほ
か
七

筆 埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
字
西
ノ
前

七
百
八
十
番
一
ほ
か

四
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
字
竹
ノ
越

十
二
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
字
日
延
千

百
五
十
一
番
ほ
か
十

五
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
字
柳
ノ
町

七
十
二
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
上
真
下
字
向
田
十

二
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
二
百
九
十

七
番
一
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
加
須
市
細
間

字
野
新
田
八
百
八
十

九
番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
三
百
六
番

一
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
加
須
市
麦
倉

字
本
村
上
三
百
一
番

ほ
か
九
筆 

二
二
、
四
一
一 

一
三
、
七
三
四 

七
、
八
六
九 

九
、
九
五
八 

二
四
、
七
四
七 

二
、
一
七
八 

三
、
七
一
八 

五
、
七
四
九 

三
、
三
四
九 

四
、
六
七
〇 

六
、
八
三
四 



 
 

           

ひ
び
き
の
農
産
株

式
会
社 

日
向 

正
悟 

関
根 

安
男 

坂
爪 

裕 

齊
藤 

勇 

小
林 

誠 

久
保 

信 

木
村 

雅
之 

木
村 

教
悟 

木
村 
保 

小
沢 

昭
次
郎 

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲

田
の
杜
一
丁
目
十
四

番
一
号 

埼
玉
県
本
庄
市
柏
二

丁
目
二
番
地
十
五 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
四
百
五
十

三
番
地 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
蛭
川
百
五
十
三
番

地 埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
四
百
四
十

八
番
地
三 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
高
関
二
十
八
番
地

一 埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
六
百
八
十

九
番
地
一 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
蛭
川
千
百
八
十
四

番
地
四 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
蛭
川
九
百
七
十
六

番
地
三 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
九
百
十
三

番
地
一 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
蛭
川
九
百
六
十
六

番
地
一 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
字
南
田
一

番
ほ
か
百
九
十
五
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
字
西
ノ
前

五
百
九
十
番
ほ
か
一

筆 埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
字
竹
ノ
越

二
十
九
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
字
日
延
千

百
五
十
三
番
二
ほ
か

二
十
六
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
字
中
カ
田

九
十
五
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
蛭
川
字
金
鑚
林
千

四
十
三
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
下
浅
見
字
竹
ノ
越

三
十
七
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
字
日
延
千

百
四
十
三
番
ほ
か
七

筆 埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
字
四
丁
町

六
百
六
十
六
番
一
ほ

か
十
三
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
字
南
田
一

番
ほ
か
百
十
六
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
字
日
延
千

百
五
十
五
番
二
ほ
か

七
筆 

三
一
五
、
九
九
九 

三
、
四
二
三 

七
、
一
〇
四 

五
四
、
三
九
一 

五
、
九
一
〇 

九
、
〇
九
三 

五
、
七
一
五 

一
九
、
八
一
二 

一
四
、
四
四
四 

一
七
八
、
九
六
八 

一
六
、
五
七
〇 



 
 

           

今
成 

英
二 

イ
オ
ン
ア
グ
リ
創

造
株
式
会
社 

飯
塚 

輝
雄 

飯
塚 

準
一 

荒
川 

廣
之 

新
井 

勇
二 

新
井 

雅
雄 

野
口 

文
夫 

分
須 

政
士 

山
本 

道
雄 

山
本 

博 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
九
十
九
番
地

一 千
葉
県
千
葉
市
美
浜

区
中
瀬
一
丁
目
五
番

地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
九
百
四
十
六
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
七
百
四
十
四
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

藤
井
上
組
千
二
百
八

十
七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
八
百
七
十
二

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
五
百
二
十
五
番

地 埼
玉
県
春
日
部
市
立

野
七
百
二
十
四
番
地

一 埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
蛭
川
百
八
十
九
番

地
一 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
九
百
二
十

六
番
地
一 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
九
百
十
五

番
地
三 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
字
沖
前
千
七

百
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
字
沖
前
千
六

百
九
十
六
番
一
ほ
か

二
百
五
十
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
鶴
指
百
三
十

番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
干
谷
七
百
五

十
七
番
一
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
字
稲
子
前
二
百

四
十
四
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
村
君
字
西
田
七
百

五
十
四
番
一
ほ
か
三

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
字
稲
子
前
百
五

十
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
春
日
部
市
榎

字
川
端
六
十
四
番
ほ

か
二
十
七
筆 

埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
蛭
川
字
南
街
道
四

百
四
十
五
番
ほ
か
二

筆 埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
字
伊
勢
谷

百
七
十
番
一
ほ
か
五

筆 埼
玉
県
本
庄
市
児
玉

町
入
浅
見
字
壱
丁
田

四
百
四
十
九
番
ほ
か

十
四
筆 

一
、
九
一
八 

一
七
六
、
六
一
六 

二
、
九
九
四 

五
、
六
九
六 

一
、
六
六
六 

二
、
九
二
八 

五
、
三
九
二 

八
八
、
〇
六
〇 

一
〇
、
二
八
四 

七
、
七
九
〇 

二
四
、
九
七
七 



 
 

           

木
村 

武
司 

尾
花 

幸
男 

落
合 

幸
男 

落
合 

基
男 

大
塚 

浩
貴 

大
谷 

淳
次 

大
澤 

寛
利 

大
澤 

平
次 

大
澤 

建
一 

大
風 
一
郎 

江
森 

滋
男 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
二
千
二
百
六
十

三
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
五
百
八
十

九
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
百
二
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
百
六
十
五

番
地
二 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
百
二
十
七

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
三
百
二
十
六
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

本
川
俣
八
百
八
十
四

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
四
千
四
百
八

十
三
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
千
三
百
三
十
四

番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
岩
瀬
九
百
五
十
八

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
二
十
五
番

地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
干
谷
八
百
二

十
七
番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
字
宝
蔵
寺

五
百
九
十
二
番
ほ
か

二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
沖
前
千
七

百
六
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
寄
居
六
百

二
十
五
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
稲
荷
七
百

二
十
二
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
字
稲
子
前
二
百

六
十
三
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
大
門
千
五

十
一
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
字
堀
返
シ
千

九
十
二
番
一
ほ
か
十

三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
字
稲
子
前
二
百

五
十
八
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
上
り
田
四
百

十
七
番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
字
本
村
六

十
八
番
一
ほ
か
六
筆 

五
、
七
〇
一 

五
、
二
三
五 

一
、
六
八
四 

三
、
五
五
一 

七
、
八
三
六 

三
、
四
四
一 

二
、
〇
五
〇 

四
、
三
七
三 

三
、
二
二
八 

五
、
七
三
〇 

三
、
四
六
六 



 
 

           

須
永 

利
春 

鈴
木 

孝 

渋
生
田 

博
崇 

五
月
女 

進
一 

合
同
会
社
グ
リ
ー

ン
リ
ー
フ 

小
林 

容
彰 

小
林 

孝
充 

小
菅 

夏
江 

黒
田 

正
巳 

栗
原 

貞
夫 

草
野 

正
明 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
千
四
百
十
一
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
南
羽

生
四
丁
目
二
十
番
地

四 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
九
十
九
番
地

一 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

今
泉
三
十
一
番
地 

埼
玉
県
行
田
市
大
字

須
加
三
百
十
八
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
千
二
百
二
十
八

番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
八
百
五
十
一

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

今
泉
五
百
二
十
一
番

地
二 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
九
百
三
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
二
百
二
十
三

番
地
三 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

今
泉
二
百
六
十
四
番

地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
干
谷
八
百
六

十
七
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

須
影
字
下
川
田
二
百

七
十
四
番
一
ほ
か
四

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
字
野
合
四
百

番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

今
泉
字
西
原
六
十
四

番
一
ほ
か
八
十
九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
五
十

七
番
ほ
か
八
十
七
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
字
稲
子
前
百
二

十
八
番
一
ほ
か
三
十

一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
字
保
井
六
百

四
十
四
番
一
ほ
か
五

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

今
泉
字
大
口
二
百
二

十
四
番
ほ
か
三
十
二

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
北
尾
崎
七
百

九
十
一
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
字
沖
前
千
六

百
八
十
九
番
一
ほ
か

五
十
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
芝
原
五
百
五

十
七
番
一
ほ
か
十
七

筆 

三
、
八
二
四 

三
、
一
六
六 

一
八
、
六
八
七 

五
八
、
〇
三
九 

九
五
、
八
四
七 

四
一
、
六
二
二 

六
、
〇
〇
〇 

八
、
二
五
六 

九
九
八 

四
〇
、
二
〇
七 

一
〇
、
三
九
〇 



 
 

           

関
根 

宏 

関
根 

敏
郎 

関
根 

達
夫 

関
根 

伸
一 

関
口 

光
男 

関
口 

正
夫 

関
口 

房
男 

関
口 

貞
雄 

関
口 

耕
市 

関
口 
克
雄 

諏
訪 

哲
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
千
七
百
三
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
百
十
五
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
二
百
四
番
地

一 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
九
十
八
番
地

一 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
四
百
十
四

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
四
百
四
十

一
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
四
百
十
二

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
百
十
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
九
十
七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
九
十
一
番

地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
千
二
百
八
十
六

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
字
中
新
田
西

八
百
七
十
四
番
ほ
か

四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
字
野
分
二
百

九
十
四
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
字
野
分
二
百

四
十
一
番
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
字
野
分
三
百

三
十
七
番
ほ
か
十
三

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
十
七

番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
百
三

十
七
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
十
六

番
一
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
四
番

ほ
か
十
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
九
十

五
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
寄
居
五
百

八
十
五
番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
字
稲
子
前
二
百

六
十
一
番
ほ
か
一
筆 

六
、
九
六
八 

八
、
五
〇
〇 

一
五
、
六
七
二 

一
八
、
七
三
六 

六
、
一
〇
九 

六
、
三
九
二 

二
三
、
〇
三
一 

二
〇
、
〇
二
六 

二
、
六
四
七 

八
、
七
三
九 

一
、
八
三
七 



 
 

           

長
澤 

栄
一 

戸
山 

正
孝 

富
岡 

丈
治 

出
井 

稔 

田
部
井 

政
明 

田
沼 

恒
春 

夛
田 

美
秋 

武
村 

幸
男 

田
口 

政
夫 

髙
田 
保 

関
根 

ゆ
り
子 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
五
百
八
十
五
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

今
泉
九
百
十
三
番
地

一 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
二
十
九
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
千
九
百
四
十

七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
六
十
九
番
地

一 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
千
二
百
二
十
二

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
百
三
十
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
三
百
七
十

八
番
地
二 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
五
百
四
十
八

番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

小
須
賀
九
百
五
十
二

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
六
十
八
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
字
稲
子
前
百
十

八
番
一
ほ
か
五
十
二

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
芝
原
五
百
八

十
九
番
一
ほ
か
十
五

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
字
野
分
三
百

六
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
干
谷
九
百
十

七
番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
上
り
田
四
百

十
二
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
鶴
指
百
八
十

四
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
干
谷
八
百
五

十
七
番
一
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
六
十

四
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
寄
居
五
百

四
十
四
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
六
十

一
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
字
野
分
三
百

十
五
番
ほ
か
十
五
筆 

五
八
、
二
六
七 

八
、
六
七
五 

八
、
九
九
九 

三
、
七
二
一 

四
、
七
二
四 

三
、
三
五
七 

四
、
二
八
二 

四
、
二
〇
九 

九
、
四
五
九 

三
、
三
五
八 

二
八
、
二
八
〇 



 
 

           

平
井 

煌
一 

原
口 

敏
男 

早
川 

美
佐
男 

早
川 

周
一 

長
谷
川 

善
広 

長
谷
川 

憲
史 

萩
原 

堅
治 

根
岸 

秀
明 

根
岸 

一
文 

西
田 
昭
一 

中
村 

猛 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
村
君
二
千
二
百
七

十
二
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
千
三
百
十
一
番

地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
五
百
三
番
地

一 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
五
百
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
八
百
九
十
一
番

地
三 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
五
百
二
十
九
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
八
百
四
十
四
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
百
六
十
五

番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

今
泉
四
百
六
十
九
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

藤
井
上
組
千
百
十
九

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

今
泉
千
百
三
十
四
番

地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
村
君
字
砂
田
千
四

百
十
九
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
字
稲
子
前
二
百

五
十
二
番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
寄
居
五
百

八
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
百
七

十
六
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
干
谷
七
百
七

十
八
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
字
稲
子
前
百
三

十
四
番
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
北
尾
崎
七
百

九
十
五
番
一
ほ
か
一

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
寄
居
六
百

十
四
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

今
泉
字
大
口
二
百
三

十
番
一
ほ
か
百
十
二

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
字
稲
子
前
二
百

四
十
五
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

今
泉
字
大
房
千
七
百

七
十
二
番
ほ
か
一
筆 

五
、
〇
〇
〇 

五
、
四
六
九 

三
、
三
九
三 

九
、
四
三
二 

三
、
七
七
一 

一
一
、
二
八
五 

一
、
一
四
〇 

五
、
七
八
六 

七
九
、
四
五
七 

一
、
一
四
〇 

一
、
一
一
六 



 
 

           

松
井 

広
文 

松
井 

茂 

増
田 

政
男 

増
田 

久
雄 

増
田 

敏
彦 

増
田 

利
雄 

増
田 

一
幸 

増
田 

彰
男 

間
篠 

仁
史 

堀
口 
倉
由 

保
髙 

近
松 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
千
二
百
一
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
千
百
五
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
三
百
八
十

三
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
百
五
十
九

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
二
百
八
十
四

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
百
七
十
七

番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
千
四
百
六
番

地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
二
百
三
十
五

番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

南
羽
生
三
丁
目
二
十

六
番
二 

四
百
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
四
百
七
十
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
二
千
十
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
干
谷
七
百
十

三
番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
原
四
百
三
十

四
番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
五
番

ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
寄
居
六
百

一
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
五
十

五
番 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
寄
居
五
百

五
十
七
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
百
三

十
五
番
一
ほ
か
二
十

五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
村
君
字
沖
前
千
七

百
八
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
手
子
林
字
辻
七
百

五
十
四
番
一
ほ
か
三

百
十
五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
寄
居
五
百

四
十
二
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
原
二
百
七
十

四
番
一
ほ
か
九
筆 

三
、
八
六
七 

二
、
八
二
一 

二
二
、
四
八
五 

八
、
七
〇
四 

九
九
四 

三
、
二
九
一 

五
六
、
四
五
七 

三
、
八
〇
七 

一
五
八
、
二
一
八 

八
、
一
〇
四 

六
、
六
九
二 



 
 

           

市
川 

和
宏 

飯
塚 

正
章 

飯
塚 

孝
弘 

飯
塚 

貴
夫 

飯
塚 

定
由 

飯
塚 

榮
一 

山
田 

和
男 

山
下 

直
助 

山
﨑 

登 

山
﨑 
信
一 

松
井 

栄
次
郎 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
八
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

三
百
五
十
九
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

三
百
六
十
五
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

四
百
三
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

三
百
五
十
八
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

四
百
四
番
地 

福
島
県
双
葉
郡
双
葉

町
大
字
山
田
字
北
田

百
四
十
八
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
七
百
六
十
一
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
四
百
六
十
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
八
百
七
十
三
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
六
百
二
十

二
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
牛
蒡
ケ
谷
戸
百

六
十
四
番
一
ほ
か
十

八
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
魔
利
支
天
九
十
三

番
一
ほ
か
十
二
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
牛
蒡
ケ
谷
戸
百

五
十
一
番
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
東
谷
田
三
百
九
十

九
番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
東
谷
田
四
百
十
一

番 埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
西
谷
田
四
百
八
十

六
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
手
子
林
字
北
耕
地

二
千
四
百
七
十
九
番

一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
北
尾
崎
七
百

八
十
二
番
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
百
六

十
四
番
一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

尾
崎
字
北
尾
崎
七
百

九
十
六
番
一
ほ
か
一

筆 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

弥
勒
字
才
塚
七
十
六

番
ほ
か
三
筆 

一
九
、
三
六
六 

一
二
、
四
一
六 

一
〇
、
一
一
八 

八
、
九
二
〇 

一
、
〇
四
二 

二
、
九
三
六 

二
、
九
三
〇 

三
、
二
七
三 

三
、
七
三
五 

一
、
三
三
一 

五
、
三
六
一 



 
 

           

尾
島 

利
正 

岡 

昌
之 

大
島 

清 

大
澤 

充 

江
森 

斎 

江
黒 

治
男 

江
黒 

昇 

江
黒 

一 

江
黒 

邦
夫 

浦
野 
俊
光 

市
川 

武
邦 

埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
千
八
十
四
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

三
百
七
十
九
番
地
三 

埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
八
百
九
十
六
番

地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

百
五
十
六
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

三
百
四
十
四
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
三
十
九
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

百
四
十
四
番
地 

埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
八
百
九
十
一
番

地 埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
千
百
十
四
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

二
百
三
十
七
番
地
十 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
十
一
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
三
十
二
番

二 埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
前
久
保
五
百
三

十
一
番
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
四
十
六
番

一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
東
富
士
宮
二
百
八

十
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
二
十
二
番

ほ
か
十
五
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
牛
蒡
ケ
谷
戸
百

八
十
一
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

字
堀
向
三
番
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
四
十
九
番

一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
魔
利
支
天
六
十
八

番
一 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

字
堀
向
九
番
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
四
十
番
ほ

か
十
一
筆 

七
五
六 

八
七 

三
、
一
八
四 

三
、
六
九
〇 

一
四
、
八
五
八 

四
、
四
七
二 

三
八
六 

一
、
三
七
七 

六
八
五 

五
一
三 

一
四
、
七
六
四 



 
 

           

小
暮 

友
也 

小
暮 

賢
一 

小
暮 

彰 

河
野 

和
功 

栗
原 

茂
則 

倉
上 

康
弘 

倉
上 

実 

株
式
会
社
ヨ
シ
ミ

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス 

掛
川 

進 

小
田 
勉 

尾
島 

宏 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
六
十
七
番
地
二 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
六
十
七
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
蓮
沼

三
百
九
十
九
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

四
百
五
十
九
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

二
百
三
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

二
百
四
十
六
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

二
百
四
十
三
番
地 

埼
玉
県
熊
谷
市
問
屋

町
二
丁
目
四
番
十
八

号
ソ
シ
オ
熊
谷
情
報

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
五
Ｆ 

埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
千
四
百
八
十
七

番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

二
千
百
六
十
九
番
地 

埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
千
八
十
九
番
地

一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
十
二
番
ほ

か
八
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
六
番
ほ
か

八
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
東
谷
田
四
百
九
番 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

字
後
四
百
二
番
ほ
か

二
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
西
谷
田
四
百
七
十

二
番
二 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
三
番
一
ほ

か
四
十
三
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
十
三
番
ほ

か
十
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

字
宿
千
八
百
五
十
二

番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
九
番
ほ
か

三
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

字
北
篠
場
三
千
百
二

十
一
番
二
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
四
十
五
番

一 

一
三
、
四
〇
七 

一
二
、
四
七
九 

八
七
一 

六
、
三
九
四 

一
、
三
九
九 

五
一
、
一
九
九 

一
五
、
八
二
二 

三
、
二
四
四 

三
、
五
五
二 

三
、
〇
四
五 

一
、
七
七
一 



 
 

           

坂
田 

克
司 

斉
藤 

公
治 

小
林 

芳
子 

小
林 

盛
吾 

小
林 

均 

小
林 

秀
夫 

小
林 

敏
男 

小
林 

正
嗣 

小
林 

髙
二 

小
林 
敬
正 

小
林 

章
夫 

埼
玉
県
深
谷
市
石
塚

五
百
七
十
八
番
地 

埼
玉
県
熊
谷
市
間
々

田
六
百
九
十
三
番
地

一 埼
玉
県
深
谷
市
江
原

三
百
六
十
三
番
地
二 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

八
百
九
十
六
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

八
百
七
十
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

七
十
四
番
地
三 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

二
百
四
十
九
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

八
百
七
十
一
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

八
百
七
十
三
番
地
三 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

八
百
九
十
五
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

三
千
七
百
七
十
二
番

地
四 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
魔
利
支
天
百
二
十

一
番
三
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
十
一
番
ほ

か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
前
久
保
五
百
五

十
九
番 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
北
牛
蒡
ケ
谷
戸
百

九
十
四
番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
北
牛
蒡
ケ
谷
戸
二

百
十
八
番 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
魔
利
支
天
八
十
二

番
二
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
東
富
士
宮
二
百
六

十
四
番 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
魔
利
支
天
百
十
八

番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
魔
利
支
天
七
十
番

ほ
か
十
九
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
魔
利
支
天
九
十
七

番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

字
前
平
方
二
千
六
百

十
四
番
ほ
か
七
筆 

一
、
〇
四
七 

二
、
三
二
五 

九
七
一 

五
、
三
〇
〇 

一
、
四
五
七 

三
、
一
二
三 

九
二
三 

一
〇
、
七
三
三 

一
四
、
二
五
三 

四
、
六
七
二 

九
、
七
八
九 



 
 

           

清
水 

茂 

島
田 

功 

渋
沢 

文
雄 

柴
﨑 

文
雄 

柴
﨑 

友
和 

柴
﨑 

永
雄 

澤
田 

正
行 

坂
田 

良
造 

坂
田 

正
行 

坂
田 
忠
司 

坂
田 

金
雄 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

八
百
八
十
四
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

三
百
六
十
七
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

二
百
三
十
七
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

八
百
八
十
五
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
五
十
二
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
五
十
四
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
蓮
沼

三
百
九
十
六
番
地
二 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
四
十
九
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
十
五
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
十
七
番
地
一 

埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
千
八
十
五
番
地

一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
西
豆
柄
八
百
七
十

九
番
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
前
久
保
五
百
二

十
七
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
十
番
一
ほ

か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
二
十
六
番

ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
二
十
九
番

ほ
か
十
三
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
五
十
八
番

ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
前
久
保
五
百
五

十
七
番 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
五
十
六
番

一
ほ
か
十
四
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
魔
利
支
天
七
十
七

番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
三
番
二
ほ

か
八
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
十
番
二
ほ

か
一
筆 

二
〇
〇 

二
、
〇
一
四 

一
、
九
一
五 

八
、
三
五
五 

一
四
、
二
九
四 

六
、
七
七
九 

一
、
一
二
七 

一
五
、
八
八
三 

三
、
五
九
二 

八
、
一
一
八 

八
四
七 



 
 

           

中
野 

英
子 

冨
田 

実 

田
部
谷 

安
夫 

田
沼 

淳
一 

髙

 

義
治 

髙

 

正
樹 

髙
橋 

久
雄 

髙
橋 

昭
夫 

須
藤 

修
身 

杉
本 
公
一 

霜
田 

明
彦 

埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
千
五
十
六
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
長
在

家
千
五
百
九
十
七
番

地
一 

埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
千
百
六
十
四
番

地 埼
玉
県
熊
谷
市
間
々

田
四
十
七
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

二
百
四
十
八
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

二
百
四
十
八
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

八
百
九
十
一
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

五
百
二
十
四
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

二
百
十
一
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
東
方

三
千
二
百
九
十
三
番

地
一
―
三 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

三
百
九
十
八
番
地
三 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
六
十
一
番 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
牛
蒡
ケ
谷
戸
百

七
十
九
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
三
十
九
番

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
北
牛
蒡
ケ
谷
戸
二

百
三
十
四
番
ほ
か
一

筆 埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
一
番
ほ
か

十
七
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
五
番
ほ
か

四
十
七
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
三
十
八
番

ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
前
久
保
五
百
十

五
番
七
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
牛
蒡
ケ
谷
戸
百

五
十
三
番
一
ほ
か
十

五
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

字
三
ツ
井
五
百
二
番 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
前
久
保
五
百
六

十
一
番
一
ほ
か
一
筆 

二
、
七
一
三 

五
、
一
四
八 

三
、
二
八
八 

二
、
六
八
三 

一
三
、
一
九
四 

四
四
、
八
〇
六 

一
一
、
六
二
四 

二
、
二
五
一 

一
六
、
八
二
一 

一
、
六
〇
五 

九
〇
四 



 
 

           

峯
岸 

八
重
子 

マ
ル
コ
ー
フ
ー
ズ

株
式
会
社 

本
田 

孝
夫 

發
師 

政
男 

長
谷
川 

秀
明 

長
谷
川 

清 

橋
本 

直
也 

橋
本 

源
一 

橋
本 

勝
治 

橋
本 

一
良 

根
岸 

明
衛 

埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
千
六
十
六
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
新
戒

六
百
九
十
七
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

二
千
二
百
七
十
七
番

地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

百
九
十
一
番
地 

埼
玉
県
熊
谷
市
籠
原

南
一
丁
目
一
番
地
―

四
百
五 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

九
百
五
十
七
番
地
三 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

二
百
四
十
七
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
堀
米

二
百
三
十
五
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
蓮
沼

四
百
三
十
六
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

二
百
四
十
六
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
新
井

六
百
七
十
五
番
地
一 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
四
十
一
番

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

字
宮
ノ
入
六
千
三
百

四
十
五
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

字
高
岡
千
三
十
二
番

一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
東
富
士
宮
二
百
七

十
一
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
大
天
獏
三
十
三
番

ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
東
富
士
宮
二
百
八

十
四
番 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
牛
蒡
ケ
谷
戸
百

九
十
三
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
前
久
保
五
百
六

十
番 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
西
谷
田
四
百
六
十

八
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
牛
蒡
ケ
谷
戸
百

八
十
三
番
二
ほ
か
七

筆 埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
南
牛
蒡
ケ
谷
戸
百

七
十
五
番
五
ほ
か
十

筆 

二
、
六
四
一 

五
、
三
二
八 

七
、
〇
九
九 

一
、
一
二
九 

九
、
九
〇
〇 

九
八
六 

一
、
二
二
八 

一
、
五
六
三 

二
、
四
三
五 

五
、
七
二
八 

五
、
七
四
一 



 
 

           

浅
見 

利
雄 

笠
原 

寿
洋 

森
田 

義
政 

森
田 

邦
生 

森
田 

和
昭 

株
式
会
社
Ｃ
Ｔ
Ｉ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア 

ア
ル
フ
ァ
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社 有
限
会
社
神
扇
農

業
機
械
化
セ
ン
タ

ー 株
式
会
社
Ｃ
Ｔ
Ｉ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア 

有
限
会
社
フ
ァ
ー

ム
ヤ
ー
ド 

宮
澤 

俊
江 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
五
百
三

十
番
地 

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿

野
町
般
若
百
六
十
二

番
地 

埼
玉
県
東
松
山
市
大

字
大
谷
二
千
九
百
五

十
三
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
北
吉
見
九
百

三
十
五
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
北
吉
見
八
百

三
十
六
番
地 

東
京
都
中
央
区
日
本

橋
浜
町
三
丁
目
二
十

一
番
一
号 

埼
玉
県
白
岡
市
下
大

崎
千
二
百
七
十
四
番

地
一 

埼
玉
県
幸
手
市
大
字

神
扇
千
五
百
七
十
番

地 東
京
都
中
央
区
日
本

橋
浜
町
三
丁
目
二
十

一
番
一
号 

埼
玉
県
深
谷
市
血
洗

島
三
百
九
十
四
番
地 

埼
玉
県
熊
谷
市
永
井

太
田
千
九
十
七
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
上
善

正
川
原
三
十
七
番
一

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿

野
町
般
若
字
上
天
王

四
百
三
十
七
番
一 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
二
十

四
番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
北
吉
見
字
八

耕
地
五
百
九
十
五
番

ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
北
吉
見
字
十

一
耕
地
八
百
二
十
五

番 埼
玉
県
白
岡
市
柴
山

字
芝
原
二
千
五
百
六

十
七
番
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
白
岡
市
荒
井

新
田
字
上
荒
井
ヶ
崎

七
百
二
十
一
番
ほ
か

五
筆 

埼
玉
県
幸
手
市
大
字

神
扇
字
八
反
割
六
番

一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲

町
柴
山
枝
郷
字
丸
谷

千
六
百
二
十
七
番
一

ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
本
田

字
八
幡
二
百
七
十
七

番
ほ
か
十
三
筆 

埼
玉
県
深
谷
市
江
原

字
北
牛
蒡
ケ
谷
戸
百

九
十
九
番
三 

四
、
三
五
四 

一
、
八
九
七 

一
五
、
〇
六
二 

三
、
一
一
七 

二
、
五
〇
五 

四
、
九
六
九 

五
、
六
二
三 

七
、
九
四
九 

四
、
六
〇
二 

二
一
、
〇
二
二 

一
、
二
四
六 



 
 

           

柿
沼 

勝
利 

折
茂 

唯
久 

落
合 

祐
藏 

奥
原 

四
郎 

岡
野 

義
明 

井
上 

良
夫 

伊
藤 

光
雄 

伊
藤 

静
雄 

荒
木 

輝
雄 

荒
木 
武
昭 

淺
見 

松
久 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
三
百
六

十
七
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
原
新
田
十
二

番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
二
百
五

番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
二
百
六

十
四
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
小
浜
二
百
六

十
五
番
地 

群
馬
県
高
崎
市
吉
井

町
岩
崎
二
百
七
番
地

四 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
百
八
十

番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
百
九
十

三
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
二
百
十

五
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
二
百
三

十
三
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
五
百
六

十
二
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
永
正

寺
百
八
番
ほ
か
十
二

筆 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
中
瀬

五
百
五
十
二
番
ほ
か

一
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
奥
原

二
百
五
十
四
番
ほ
か

三
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
奥
原

二
百
四
十
九
番
ほ
か

五
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
蟹
田

十
六
番 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
奥
原

二
百
九
十
四
番
ほ
か

二
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
下
ノ

下
田
二
百
一
番
ほ
か

九
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
永
正

寺
百
五
番
一
ほ
か
七

筆 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
下
ノ

下
田
二
百
二
番
ほ
か

三
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
奥
原

二
百
四
十
六
番
ほ
か

八
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
中
住

吉
原
六
百
三
十
六
番 

一
四
、
一
七
五 

四
、
一
二
〇 

六
、
三
五
四 

一
四
、
二
〇
六 

一
、
六
九
七 

五
、
二
一
二 

二
一
、
五
七
三 

一
三
、
六
七
七 

六
、
二
〇
四 

二
三
、
六
〇
一 

二
、
三
七
九 



 
 

           

塩
田 

治
人 

塩
田 

繁
藏 

坂
田 

博
之 

齊
藤 

正
晴 

小
峰 

治 

小
井
戸 

英
夫 

神
部 

信
義 

神
部 

勝
治 

神
久 

誠 

株
式
会
社
関
東
地

区
昔
が
え
り
の
会 

加
藤 

雅
頌 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
四
百
六

十
二
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
四
百
七

十
六
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
百
八
十

一
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
百
二
十

五
番
地
二 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
五
百
十

一
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
小
浜
五
百
七

十
五
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
四
百
四

十
九
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
五
百
四

十
九
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
九
百
三

十
一
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
勅
使
河
原
七

百
十
七
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
百
七
十

七
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
中
御

伊
勢
原
八
十
三
番
ほ

か
三
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
川
原

三
百
八
十
四
番
ほ
か

二
十
三
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
間
ノ

田
三
百
三
十
五
番
ほ

か
二
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
永
正

寺
百
二
十
一
番 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
上
下

田
百
六
十
六
番 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
上
西

田
五
十
五
番
ほ
か
六

筆 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
東
前

田
三
百
四
十
番
ほ
か

五
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
中
瀬

五
百
五
十
三
番
ほ
か

二
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
東
前

田
三
百
四
十
九
番
ほ

か
四
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
上
遠

屋
敷
五
百
六
十
五
番

一
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
奥
原

二
百
八
十
番
ほ
か
八

筆 

四
、
五
六
四 

三
二
、
四
六
九 

八
、
三
二
七 

五
七
九 

一
、
四
一
三 

一
一
、
八
二
一 

一
一
、
三
五
一 

九
、
二
七
六 

九
、
一
五
四 

一
三
、
九
二
八 

一
三
、
八
四
一 



 
 

           

根
岸 

一
郎 

貫
井 

良
明 

貫
井 

利
知 

中
澤 

萬
喜
夫 

中
沢 

均 

中
沢 

省
三 

中
澤 

邦
男 

田
村 

渉 

田
村 

歓 

進
藤 
誠
一 

清
水 

武 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
千
二
百

九
十
六
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
貫
井
二
百
八

番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
四
百
八

十
五
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
九
百
四

十
九
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
二
百
四

十
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
九
百
五

十
五
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
三
百
三

十
六
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
六
百
九

十
九
番
地
二 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
四
百
三

十
二
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
百
九
十

六
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
小
浜
六
百
七

番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
下
西

田
八
十
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
下
西

田
七
十
一
番
ほ
か
二

筆 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
上
西

田
四
十
三
番
ほ
か
二

筆 埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
中
御

伊
勢
原
百
六
十
九
番

ほ
か
十
六
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
下
御

伊
勢
原
百
八
十
七
番 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
東
川

原
二
百
四
番
ほ
か
十

五
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
久
保

川
原
二
百
六
十
二
番

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
上
下

田
百
六
十
九
番 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
蟹
田

二
番 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
間
ノ

田
三
百
三
十
七
番
ほ

か
一
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
蟹
田

八
番
ほ
か
二
筆 

一
一
、
五
二
九 

六
、
一
五
三 

三
、
四
八
五 

三
六
、
五
一
八 

一
、
三
〇
七 

三
二
、
六
三
〇 

五
、
二
六
二 

九
八
五 

二
、
五
五
二 

四
、
五
〇
〇 

四
、
四
七
八 



 
 

           

ひ
び
き
の
農
産
株

式
会
社 

中
村 

陽
二 

金
井 

武
司 

一
ノ
瀬 

能
一 

安
藤 

利
一 

堀
越 

祐
一 

堀
口 

米
作 

報
徳
石
産
株
式
会

社 福
島 

要
一 

福
嶋 
信
夫 

福
嶋 

興 

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲

田
の
杜
一
丁
目
十
四

番
一
号 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
七
本
木
三
千

六
百
六
十
四
番
地
四 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
五
明
七
百
三

十
二
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
五
明
百
五
十

三
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
五
明
五
百
二

十
七
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
七
百
九

十
四
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
貫
井
三
百
十

九
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
元
阿
保
四
十

七
番
地
二 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
三
百
二

十
二
番
地
二 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
五
百
七

十
六
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
五
百
二

十
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
五
明
字
高
木

百
六
十
六
番
三
ほ
か

二
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
堤
字
寺
西
百

三
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
長
浜
字
城
西

千
六
百
二
十
番
二
ほ

か
一
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
五
明
字
高
木

百
六
十
六
番
三 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
五
明
（
飛
地
）

字
塩
屋
九
百
七
十
三

番
二 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
下
西

田
六
十
七
番
ほ
か
十

八
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
善
正

川
原
六
百
十
二
番 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
植
竹
字
蟹
田

三
番
ほ
か
二
十
六
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
関
口
字
落
合

五
百
八
十
七
番 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
中
遠

屋
敷
五
百
三
十
五
番

ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川

町
大
字
肥
土
字
下
住

吉
原
七
百
十
一
番 

五
、
三
一
六 

一
、
七
〇
一 

三
、
一
五
三 

一
、
九
八
三 

一
、
二
八
二 

二
七
、
一
二
五 

三
、
四
〇
八 

五
七
、
五
八
五 

九
八
〇 

三
、
二
三
三 

二
、
〇
七
六 



二 

認
可
年
月
日

 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日

 

      

舛
田 

晃 

株
式
会
社
は
ち
ぼ

く 有
限
会
社
フ
ァ
ー

ム
ヤ
ー
ド 

野
辺 

一
夫 

株
式
会
社
ヤ
オ
コ

ー 梅
澤 

功 

埼
玉
県
北

飾
郡
松

伏
町
大
字
大
川
戸
千

七
百
二
十
五
番
地 

埼
玉
県
北

飾
郡
松

伏
町
田
中
一
丁
目
十

番
地
八 

埼
玉
県
深
谷
市
血
洗

島
三
百
九
十
四
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
畠
山

三
百
六
十
八
番
地 

埼
玉
県
川
越
市
脇
田

本
町
一
番
地
五 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
今
市
七
百
十

番
地 

埼
玉
県
北

飾
郡
松

伏
町
大
字
大
川
戸
字

曽
根
田
千
五
百
三
十

九
番
二
ほ
か
十
四
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
松

伏
町
大
字
大
川
戸
字

砂
田
千
七
番
ほ
か
二

十
三
筆 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
赤
浜
字
洞
尻

二
百
四
十
八
番
ほ
か

十
三
筆 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
赤
浜
字
洞
尻

二
百
八
十
四
番
ほ
か

二
筆 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
赤
浜
字
洞
尻

二
百
八
十
番
ほ
か
四

筆 埼
玉
県
大
里
郡
寄
居

町
大
字
赤
浜
字
宮
ノ

前
三
百
五
十
八
番
ほ

か
四
筆 

一
四
、
四
〇
九 

一
七
、
一
六
八 

二
一
、
三
〇
四 

六
、
五
四
四 

一
〇
、
四
四
一 

六
、
九
八
二 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
七
号 

 
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
、
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日 

二 

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
許 

 

可
番
号 

 

日
昇
技
研
株
式
会

社 有
限
会
社
タ
ニ
グ

チ
ハ
ウ
ス 

上
原
通
信
有
限
会

社 住
吉
建
設
株
式
会

社 株
式
会
社
ホ
ソ
ヌ

マ 有
限
会
社
折
原
工

務
店 

丹
野
工
業 

株
式
会
社
日
本
機

器 プ
レ
イ
リ
ー
ホ
ー

ム
株
式
会
社 

森
電
工
業
株
式
会

社 

商
号
又
は
名
称 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区

太
田
窪
五
丁
目
一
番
二
一

号 埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町

金
杉
四
八
六
番
地
五 

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町

下
高
野
二
八
九
七
番
地 

埼
玉
県
桶
川
市
西
二
丁
目

五
番
七
号 

埼
玉
県
朝
霞
市
本
町
二
丁

目
四
番
六
―
五
〇
二
号 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町

和
戸
一
〇
九
七
番
地 

埼
玉
県
新
座
市
野
火
止
七

丁
目
一
〇
番
五
五
―
五
〇

一
号 

埼
玉
県
川
越
市
下
赤
坂
五

七
〇
番
地
四 

埼
玉
県
草
加
市
松
江
三
丁

目
八
番
一
二
号 

埼
玉
県
新
座
市
新
座
二

丁
目
八
番
九
号 

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地 

西
澤 

輝
城 

谷
口 

守 

上
原 

久
夫 

長
島 

修 

細
沼 

公
男 

折
原 

章
夫 

丹
野 

彰
久 

佐
々
木 

正
史 

中
田 

恵
三 

福
森 

喜
己 

代
表
者
の
氏
名 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
六)

 

第
四
六
五
四
四
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
六)

 

第
五
〇
五
三
六
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
六)

 

第
三
三
一
七
四
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
六)

 

第
〇
七
一
五
八
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
五)

 

第
〇
一
六
九
三
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
五)

 

第
二
二
二
六
六
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
六)

 

第
六
三
三
八
八
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 
(

般
―
二
五)

 

第
六
二
六
一
九
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
五)

 

第
六
二
五
三
九
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
五)

 

第
六
二
三
五
九
号 

許
可
番
号 



 

有
限
会
社
埼
玉
ハ

ウ
ス
ド
ク
タ
ー 

有
限
会
社
三
浦
工

業 株
式
会
社
國
兼
工

業 株
式
会
社
岩
田
設

備 小
川
上
下
水
道
協

同
組
合 

小
池
電
設
株
式
会

社 日
本
い
な
ほ
土
木

株
式
会
社 

株
式
会
社
岡
田
工

業 ミ
サ
ト
リ
ビ
ン
グ
株

式
会
社 

株
式
会
社
み
ゆ
き

工
業 

有
限
会
社
鈴
栄
工

務
店 

有
限
会
社
斎
光
鐵

建 株
式
会
社
磯
田
工

芸 有
限
会
社
柴
田
電

気 有
限
会
社
村
田
木

材 有
限
会
社
弁
花
園 

埼
玉
県
上
尾
市
中
分
一
丁

目
五
番
七
号 

埼
玉
県
春
日
部
市
豊
町
五

丁
目
一
八
番
一
二
号 

埼
玉
県
鴻
巣
市
下
谷
一
一

六
〇
番
地
七 

埼
玉
県
川
口
市
安
行
領
根

岸
二
五
一
〇
番
地
一 

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
高

谷
二
六
五
三
番
地
六 

埼
玉
県
桶
川
市
坂
田
一
一

七
番
地
七
八
号 

埼
玉
県
八
潮
市
八
潮
四
丁

目
二
七
番
十
三
号 

埼
玉
県
川
口
市
芝
三
丁
目

二
番
一
八
号 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町

東
姫
宮
一
丁
目
二
番
六
号 

埼
玉
県
春
日
部
市
大
沼
六

丁
目
七
九
番
地 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区

宝
来
一
七
五
七
番
地
三 

埼
玉
県
川
口
市
前
川
二
丁

目
一
六
番
九
号 

埼
玉
県
川
口
市
東
内
野
四

八
四
番
地
三 

埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
大

字
上
富
一
五
五
二
番
地
一

七 埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大

蔵
五
二
一
番
地
二 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区

中
野
田
一
〇
〇
一
番
地 

髙
橋 

文
一 

三
浦 

喜
代
志 

 

國
兼 

鳳
黎 

 
 

岩
田 

喜
美
枝 

大
塚 

進 

小
池 

榮
一 

佐
藤 

吉
彦 

岡
田 

茂 

寺
田 

彰
男 

迫
田 
鉄
郎 

鈴
木 

幹
雄 

齊
藤 

光
男 

磯
田 

天
眞 

柴
田 

操 

村
田 

薫 

清
水 

雅
治 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
八)

 

第
三
〇
五
五
三
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
八)

 

第
三
四
〇
七
九
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
八)

 

第
四
七
三
三
一
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 

第
二
二
六
九
三
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 

第
一
二
七
二
一
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 

第
四
七
五
八
一
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 

第
一
二
五
八
八
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 

第
五
一
二
二
七
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 
第
二
七
六
六
七
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)
 

第
五
〇
九
七
〇
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 

第
一
四
四
四
六
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 

第
五
〇
八
四
四
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 

第
二
九
一
八
〇
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 

第
五
〇
七
八
四
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
七)

 

第
二
七
六
八
二
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
六)

 

第
五
〇
五
七
九
号 



 

三 

処
分
の
内
容 

 
 

法
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
（
一
般
建
設
業
の
許
可
）
の
取
消
し 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

平
成
三
十
年
埼
玉
県
告
示
第
百
三
十
二
号
に
よ
り
営
業
所
の
所
在
地
が
確
知
で
き
な
い
旨
の

公
告
を
行
っ
た
が
、
公
告
後
三
十
日
を
経
過
し
て
も
申
し
出
が
な
く
、
こ
の
こ
と
は
法
第
二
十

九
条
の
二
第
一
項
に
該
当
す
る
。 

ア
イ
ケ
ー
ビ
ル
シ

ス
テ
ム
株
式
会
社 

有
限
会
社
長
山
工

務
店 

埼
玉
県
川
口
市
東
内
野
五

六
番
地
九
五 

埼
玉
県
朝
霞
市
宮
戸
三
丁

目
一
五
番
二
七
号 

岩
田 

晃 

長
山 

光
男 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
五)

 

第
六
七
四
〇
三
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
八)

 

第
四
八
九
九
四
号 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
八
号 

 
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の

で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

作
業
種
別 

 
 

基
本
測
量
（
電
子
国
土
基
本
図
（
地
図
情
報
）
修
正
・
国
土
広
域
情
報
修
正
） 

二 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
全
域 

三 

作
業
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
十
九
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
二
十
四
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
年
三

月
九
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
鴻
巣
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
四
十
五
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
年
三
月
十
六

日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
一
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
三
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
年
三
月
十

九
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号 

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画

事
業
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

寄
居
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

寄
居
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
五
号 

中
央
通
り
線 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
寄
居
字
大
正
寺
、
字
栄
町
地
内 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

な
し 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号 

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画

事
業
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

寄
居
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

寄
居
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
一
・
二
十
五
号 

寄
居
駅
南
口
駅
前
広
場 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
寄
居
字
大
正
寺
、
字
天
沼
地
内 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

な
し 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
四
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
六
―
十
六
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
入
間
市
大
字
小
谷
田
字
谷
ツ
千
六
百
五
十
六
番
一
、
一
六
五
六
番
二 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

六
十
一
・
六
五
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
五
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
七
―
三
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
市
大
字
下
唐
子
字
法
養
寺
千
四
百
二
十
九
番
二 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

七
百
三
十
五
・
三
四
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
六
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
四
―
二
八
―
二
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字
下
岩
瀬
字
下
岩
瀬
四
百
四
十
六
番 

外 

七
十
五
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

三
千
八
百
四
十
八
・
六
七
立
方
メ
ー
ト
ル 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
七
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
行
田
都
市
計
画
道
路
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、
当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
八
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 

川
口
都
市
計
画
、
さ
い
た
ま
都
市
計
画
、
上
尾
都
市
計
画
、
蕨
都
市
計
画
及
び
戸
田
都
市
計

画
下
水
道 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 

イ 

追
加
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
二
丁
目
の
一
部 

 

ロ 

削
除
す
る
土
地
の
区
域 

 

な
し 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
さ
い
た
ま
市
建
設
局
下
水
道
部
下
水
道
計
画
課
及
び
埼

玉
県
荒
川
左
岸
南
部
下
水
道
事
務
所 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
年
四
月
十
三
日
ま
で 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
上
尾
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、
当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
九
号
で
告
示
し
た
坂
戸
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

坂
戸
都
市
計
画
下
水
道
事
業
坂
戸
及
び
鶴
ヶ
島
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
五
年
三
月
十
七
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

分
流
区
域 

 
 

⑴ 

汚
水 

 
 

 

㈠ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 

変
更
な
し 

 
 

 

㈡ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 

昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
九
号
、
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
四 

 
 

 
 

百
四
十
一
号
、
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
九
十
七
号
、
昭
和
五
十
四
年
埼
玉
県
告 

 
 

 
 

示
第
三
百
七
十
二
号
、
昭
和
五
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
二
号
、
昭
和
六
十 

 
 

 
 

年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号
、
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
四
十
九
号
、 

 
 

 
 

平
成
二
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
九
十
二
号
、
平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
三
号
、 

 
 

 
 

平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
二
号
、
平
成
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
四
十 

 
 

 
 

六
号
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
九
十
九
号
、
平
成
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
二 

 
 

 
 

百
六
十
六
号
、
平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
五
十
三
号
、
平
成
二
十
年
埼
玉
県
告 

 
 

 
 

示
第
千
百
四
十
号
、
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
二
号
、
平
成
二
十
六
年 

 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
八
十
五
号
の
事
業
地
に
、
鶴
ヶ
島
市
三
ツ
木
新
町
一
丁
目
、
二
丁 

 
 

 
 

目
及
び
柳
戸
町
を
加
え
る
。 

 
 

⑵ 

雨
水 

 
 

 

㈠ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 

変
更
な
し 



 
 

 

㈡ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 

変
更
な
し 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
一
号 

 
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

桶
川
市
下
日
出
谷
東
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
理
事
の
氏
名
及
び
住
所
の
変
更
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 
 

退
任
し
た
理
事
の
氏
名
及
び
住
所 

 

市 

原 
 

 

節 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
九
十
四
番
地
四 

 

岡 

野 
 

 

勇 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
二
百
八
十
一
番
地 

 

岡 

野 
 

 

寛 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
二
百
九
十
九
番
地 

 

岸 
 

 

宏 

治 
 

埼
玉
県
桶
川
市
下
日
出
谷
西
三
丁
目
十
三
番
地
十
一 

 

岸 
 

 

正 

勝 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
七
十
四
番
地 

 

清 

水 
 

 

浩 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
百
六
十
八
番
地
一 

 

中 

村 

勝 

美 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
二
百
三
十
五
番
地 

 

中 

村 

俊 

明 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
二
百
五
十
五
番
地
三 

 

野 

本 
 

 

曻 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
十
二
番
地 

 

野 

本 

治 

重 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
百
十
七
番
地 

 

和
久
津 

繁 

則 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
八
十
二
番
地
二 

 

和
久
津 

孝 

夫 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
百
四
十
四
番
地 

 

和
久
津 

正 

美 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
百
二
十
六
番
地 

 
 

就
任
し
た
理
事
の
氏
名
及
び
住
所 

 

市 

原 
 

 

節 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
九
十
四
番
地
四 

 

岡 

野 
 

 

勇 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
二
百
八
十
一
番
地 

 

岡 

野 
 

 

寛 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
二
百
九
十
九
番
地 

 

岸 
 

 

宏 

治 
 

埼
玉
県
桶
川
市
下
日
出
谷
西
三
丁
目
十
三
番
地
十
一 

 

岸 
 

 

正 

勝 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
七
十
四
番
地 

 

清 

水 
 

 

浩 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
百
六
十
八
番
地
一 

 

中 

村 

勝 

美 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
二
百
三
十
五
番
地 

 

中 

村 

俊 

明 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
二
百
五
十
五
番
地
三 

 

野 

本 
 

 

曻 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
十
二
番
地 

 

野 

本 

治 

重 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
百
十
七
番
地 

 

和
久
津 

繁 

則 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
八
十
二
番
地
二 

 

和
久
津 

孝 

夫 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
百
四
十
四
番
地 



 

和
久
津 

正 

美 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
下
日
出
谷
百
二
十
六
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号 

 
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
区
画
整
理
組
合
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

桶
川
市
坂
田
西
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
五
年
一
月
五
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

施
行
地
区 

 
 

埼
玉
県
桶
川
市
大
字
坂
田
字
南
、
字
宮
前
、
字
堀
の
内
及
び
字
細
谷
の
各
一
部
、
大
字
加
納 

 

字
峯
の
一
部
、
末
広
三
丁
目
の
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
桶
川
市
坂
田
東
二
丁
目
三
番
地
二 

五 

設
立
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
五
年
一
月
五
日 

六 

変
更
の
内
容 

 
 

事
務
所
の
所
在
地
を
「
埼
玉
県
桶
川
市
坂
田
東
二
丁
目
三
番
地
二
」
か
ら
「
埼
玉
県
桶
川
市 

 

大
字
坂
田
七
十
九
番
地
二
」
と
変
更
す
る
。 

七 

変
更
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号 

 
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
区
画
整
理
組
合
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

東
松
山
市
市
の
川
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
三
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

施
行
地
区 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
市
加
美
町
、
大
字
市
の
川
字
悪
戸
、
字
東
耕
地
、
字
東
、
大
字
松
山
字
峯
の 

 

各
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
市
松
葉
町
一
丁
目
一
番
五
十
八
号 

五 

設
立
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

六 

変
更
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号 

 
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
市

街
地
再
開
発
組
合
の
設
立
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

川
口
栄
町
３
丁
目
銀
座
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

組
合
設
立
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月 

三 

施
行
地
区 

 
 

埼
玉
県
川
口
市
栄
町
三
丁
目
の
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
川
口
市
栄
町
三
丁
目
十
番
三
号 

五 

設
立
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

六 

事
業
年
度 

 
 

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

七 

公
告
の
方
法 

 
 

こ
の
組
合
の
公
告
は
、
事
務
所
の
掲
示
板
に
掲
示
し
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
官
報
に
掲 

 

載
し
て
こ
れ
を
行
う
。 

八 

権
利
変
換
を
希
望
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
二
十
九
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号 

 
都
市
公
園
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

名
称 

 
 

羽
生
水
郷
公
園 

二 

位
置 

 
 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字
三
田
ヶ
谷
地
内 

外 

三 

変
更
に
係
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り 

四 

変
更
に
係
る
区
域
の
供
用
開
始
の
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

                  



 

供用開始する区域の面積 1,098 ㎡

ha 

供用開始する区域の面積 16.60ha 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号 

 
都
市
公
園
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

名
称 

 
 

さ
き
た
ま
古
墳
公
園 

二 

位
置 

 
 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
佐
間
地
内 

三 

変
更
に
係
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り 

四 

変
更
に
係
る
区
域
の
供
用
開
始
の
期
日 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日 

                     



 

 

供用開始する区域の面積 1,098 ㎡

ha 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
第
七
号
、
同
条
第
二

項
第
三
号
、
第
五
十
三
条
第
一
項
第
六
号
、
第
五
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ニ
及
び
別
表
第
三 

欄

五
の
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
内
の
建
築
物
に

係
る
数
値
を
変
更
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

変
更
に
係
る
区
域 

 

三
芳
町
の
区
域
内
の
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域 

 

(に) 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号 

 
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号
（
埼
玉
県
の
指
定
金
融
機
関
、
指
定
代
理
金
融

機
関
及
び
収
納
代
理
金
融
機
関
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
収
納
代
理
金
融
機
関
の
表
株
式
会
社
東
京
都
民
銀
行
の
項
の
改

正
規
定
、
同
表
株
式
会
社
八
千
代
銀
行
の
項
を
削
る
改
正
規
定
及
び
同
表
し
の
の
め
信
用
金
庫
の

項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

収
納
代
理
金
融
機
関
の
表
株
式
会
社
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
項
中
「
株
式
会
社
三
菱
東
京
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
」
を
「
株
式
会
社
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
」
に
改
め
、
同
表
株
式
会
社
東
京
都
民
銀
行
の
項

中
「
株
式
会
社
東
京
都
民
銀
行
」
を
「
株
式
会
社
き
ら
ぼ
し
銀
行
」
に
、
「
東
京
都
港
区
六
本
木

二
丁
目
三
番
十
一
号
」
を
「
東
京
都
港
区
南
青
山
三
丁
目
十
番
四
十
三
号
」
に
改
め
、
同
表
株
式

会
社
八
千
代
銀
行
の
項
を
削
り
、
同
表
し
の
の
め
信
用
金
庫
の
項
中
「
国
内
に
所
在
す
る
店
舗
」

を
「
同
右
」
に
改
め
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号 

平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
十
二
号
（
会
計
管
理
者
事
務
の
一
部
委
任
に
つ
い
て
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
第

六
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

別
表
第
一
第
四
項
第
一
号
イ
⑶
中
「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
、
補
償
及
び
補
填
金
の
う
ち
支
出

負
担
行
為
兼
支
出
命
令
書
に
よ
る
も
の
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
二
第
六
項
中
「
及
び
県
営
競
技
事
務
所
に
あ
っ
て
は
規
則
第
二
百
九
条
第
七
項
の
規
定

に
よ
り
知
事
が
別
に
定
め
る
」
を
「
に
あ
っ
て
は
総
務
を
担
当
す
る
担
当
部
長
又
は
担
当
課
長
の

職
に
、
県
営
競
技
事
務
所
に
あ
っ
て
は
総
務
を
担
当
す
る
主
査
の
職
に
あ
る
」
に
改
め
る
。 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ 

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

大 

島 

利 

彦 



    
 

 

久
米
所
沢
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

所
沢
市
東
住
吉
四
五
九
番
二
地
先
か
ら
同
市
東

住
吉
四
五
九
番
二
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

供
用
開
始
の
期
日 

歩
道
整
備
事
業
に
よ
る
。 

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日
埼
玉
県

川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十

一
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
一

部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
三
五
・
八
〇
メ
ー
ト
ル 

  

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 
 

 

勉 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

川
越
坂
戸
毛
呂
山
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 



 

新
Ｂ 

旧
Ｂ 

旧
Ａ 

旧
新
別 

 

鶴
ヶ
島
市
大
字
五
味
ケ
谷
字
広

田
五
〇
番
一
地
先
か
ら
坂
戸
市
大

字
善
能
寺
字
白
毛
四
九
八
番
一
地

先
ま
で 

  

鶴
ヶ
島
市
大
字
上
広
谷
字
盛
流

四
一
二
番
二
三
地
先
か
ら
坂
戸
市

大
字
善
能
寺
字
白
毛
五
二
〇
番
一

地
先
ま
で 

 

区 
 
 
 

間 

  

九
・
〇
〇
～ 

 
 
 

三
八
・
二
〇 

    

五
・
一
〇
～ 

 
 
 

四
一
・
八
〇 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

七
九
九
〇 ・

〇
〇 

 

六
八
四
〇 ・

〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

継
ぐ 

    

旧
Ａ
は
鶴
ヶ
島
市

及
び
坂
戸
市
に
引
き

ぐ
引
き
継
ぐ
。 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 
 

 

勉 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

と
き
が
わ
坂
戸
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

 

坂
戸
市
に
っ
さ
い
花
み
ず
木
六
丁
目
六

番
一
地
先
か
ら
同
市
に
っ
さ
い
花
み
ず
木

六
丁
目
五
番
一
五
地
先
ま
で 

 

坂
戸
市
に
っ
さ
い
花
み
ず
木
六
丁
目
六

番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
小
山
字
薬
師

前
二
六
七
番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

 

九
・
〇
〇
～ 

 
 
 
 

一
〇
・
〇
〇 

 

六
・
四
五
～ 

 
 
 
 

九
・
九
六 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

三
六
・
八
〇 

二
〇
三
・
五
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

旧
道
は
坂
戸
市
に
引
き
継
ぐ 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 
 

 

勉 

一 

道
路
の
種
類 

一
般
国
道 

二 

路 

線 

名 

四
百
七
号 

三 

道
路
の
区
域 

 
 



 

新
Ｂ 

旧
Ｂ 

新
Ａ 

旧
Ａ 

旧 

新 

別 

 

鶴
ヶ
島
市
大
字
高
倉
字
天
神
前
一
二

〇
九
番
四
地
先
か
ら
同
市
大
字
高
倉
字

新
右
エ
門
前
一
一
六
三
番
一
地
先
ま
で 

 

鶴
ヶ
島
市
大
字
高
倉
字
天
神
前
一
二

〇
九
番
四
地
先
か
ら
同
市
大
字
高
倉
字

新
右
エ
門
前
一
一
五
七
番
五
地
先
ま
で 

 

鶴
ヶ
島
市
大
字
高
倉
字
三
角
原
一
二

四
五
番
二
地
先
か
ら
同
市
大
字
三
ツ
木
字

西
塚
場
九
二
〇
番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

 

九
・
〇
〇
～
七
一
・
六
六 

 

二
五
・
〇
〇
～
七
一
・
六
六 

 

二
五
・
二
〇
～
二
七
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

八
四
三
・
四
〇 

六
〇
〇
・
〇
〇 

五
一
〇
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
十
二
日
付
け
埼
玉

県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
五

号
の
道
路
予
定
区
域
の
一
部
変
更
で
あ
る
。 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 
 

 

勉 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

坂
戸
停
車
場
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

 
坂
戸
市
日
の
出
町
二
三
八
番
八
地
先

か
ら
同
市
日
の
出
町
二
〇
三
番
六
地
先
ま

で 
区 

 
 
 

間 

 
 

九
・
八
六
～ 

 
 
 
 

一
八
・
六
五 

 
 

九
・
八
六
～ 

 
 
 
 

九
・
九
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
〇
〇
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

電
線
地
中
化
事
業
に
よ
る 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

田 

隆 

弘 

一 

道
路
の
種
類 

 

一
般
国
道 

二 

路 

線 

名 
 

百
二
十
五
号 

三 

道
路
の
区
域 

 
 



 

 

旧 
新 

別 

熊
谷
市
佐
谷
田
字
飯
塚
一
四
二
二
番
一
地

先
か
ら 

 

熊
谷
市
佐
谷
田
字
西
河
内
一
六
八
番
一
地

先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

一
〇
・
三
三
～
一
四
・
五
六 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
七
九
一
・
四
五 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

県
道
熊
谷
羽
生
線
と
し
て
存
置
す

る
。 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

田 

隆 

弘 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

熊
谷
羽
生
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 



 

 

旧 
新 

別 

熊
谷
市
上
之
字
宮
の
前
三
三
九
一
番
一
地

先
か
ら 

 

行
田
市
大
字
持
田
字
油
免
二
三
二
六
番
地

先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

六
・
七
五
～
四
九
・
七
三 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

六
三
七
八
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

田 

隆 

弘 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

熊
谷
羽
生
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

熊
谷
市
上
之
字
東
覚
四
〇
八
六
番
一
地
先

か
ら 

同
市
池
上
字
鶴
卷
四
七
番
一
地
先 

ま
で 

熊
谷
市
上
之
字
東
覚
四
〇
八
六
番
一
地
先

か
ら 

同
市
池
上
字
高
橋
七
三
二
番
二
地
先 

ま
で 

区 
 
 
 

間 

二
七
・
五
六
～ 

 
 
 
 

五
九
・
一
五 

一
〇
・
〇
三
～ 

 
 
 
 

五
九
・
一
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
一
一
八
・
五
五 

一
五
四
八
・
六
五 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

旧
の
一
部
は
県
道
弥
藤
吾
行
田
線

と
し
て
存
置
し
、
残
区
間
を
熊
谷
市

に
引
き
継
ぐ
。 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

田 

隆 

弘 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

弥
藤
吾
行
田
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

熊
谷
市
池
上
字
古
宮
六
六
八
番
五
地
先 

か
ら 

同
市
池
上
字
鶴
卷
四
七
番
一
地
先 

ま
で 

熊
谷
市
池
上
字
古
宮
六
六
八
番
五
地
先 

か
ら 

同
市
池
上
字
高
橋
七
三
二
番
二
地
先 

ま
で 

区 
 
 
 

間 

一
五
・
六
一
～ 

 
 
 
 

二
七
・
七
八 

一
〇
・
〇
三
～ 

 
 
 
 

二
二
・
一
七 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
一
一
四
・
〇
〇 

六
五
二
・
九
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

旧
道
は
、
熊
谷
市
に
引
き
継
ぐ
。 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

細 

田 

哲 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

越
谷
川
口
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 

新
Ｂ 

旧
Ａ 

旧 

新 

別 

越
谷
市
南
越
谷
一
丁
目
二
九
三
二

番
二
地
先
か
ら
同
市
新
越
谷
二
丁

目
一
七
番
一
地
先
ま
で 

越
谷
市
弥
生
町
八
八
九
番
地
先
か

ら
同
市
新
越
谷
二
丁
目
九
番
一
地

先
ま
で 

区 
 

間 

一
五
・
九
〇
～ 

 
 

 
 

 
 

二
七
・
九
八 

八
・
六
七
～ 

 
 

 
 

 
 

一
六
・
五
三 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
三
六
三
・
九
五 

二
三
一
〇
・
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

越
谷
市
へ
移
管 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
七
号 

 
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発

行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

高 

橋 

浩 

行 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
九
〇
〇
〇
三
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
二
日 

 
 

川
建
セ
第
二
九
〇
〇
五
五
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
月
輪
字
中
道
南
千
三
百
四
十
八
番
十
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
月
の
輪
五
丁
目
二
十
六
番
地
八 

シ
ャ
ロ
ー
ム

二
〇
一 

 
 

金
子 

守 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
七
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 埼

玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

渡 

辺 

賢 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
二
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
九
〇
〇
二
一
二
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
六
日 

 
 

越
建
セ
第
四
二
六
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
須
賀
字
鹿
沼
千
百
七
十
六
番
一
、
千
百
七
十
六
番
二
、
千
百 

 

七
十
六
番
五 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
須
賀
千
百
七
十
六
番
地
五 

 
 

斉
藤 

博
之 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
八
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 埼

玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

渡 

辺 

賢 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
二
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
九
〇
〇
一
六
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日 

 
 

越
建
セ
第
四
二
九
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
中
島
九
十
番
六
、
九
十
九
番
二 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
中
島
九
十
番
地
一 

 
 

深
井 

誠 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
九
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 埼

玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

渡 

辺 

賢 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
二
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
七
〇
〇
一
六
五
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日 

 
 

越
建
セ
第
四
三
一
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
須
賀
字
高
野
島
二
千
二
百
六
十
五
番
四 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
本
田
二
丁
目
二
番
十
二
号 

ア
ン
ソ
レ
イ
エ
三
〇
一
号 

 
 

砂 

貴
雄 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
十
一
号 

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
が
適
用
さ
れ
る
建
設
工
事
の
請
負
契
約
並
び
に
建
設
工
事

に
係
る
設
計
、
調
査
及
び
測
量
の
業
務
の
委
託
契
約
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
建
設
工
事
の
請
負
等
の

契
約
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
平
成
三
十
年
度
に
お
い
て
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者
及
び
そ
の
委
任

を
受
け
た
者
が
締
結
す
る
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
定
め
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

立 

川 

吉 

朗 
 

 
 

一 

一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格 

 
 
 
 

建
設
工
事
の
請
負
等
の
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
入
札
参

加
資
格
認
定
申
請
を
し
て
、
資
格
が
あ
る
旨
の
認
定
（
以
下
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、

被
認
定
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者
と
す
る
。 

二 

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者 

 
 
 
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
 

イ 

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者 

ロ 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
第

百
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者
及
び
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
締
結

す
る
契
約
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者 

ハ 

埼
玉
県
企
業
局
建
設
工
事
請
負
等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五

十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
一
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
埼
玉
県
建
設
工
事
請
負

等
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
号
）
第

十
四
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
資
格
者

名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
、
当
該
抹
消
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者 

 
 

ニ 

入
札
公
告
日
か
ら
落
札
決
定
ま
で
の
期
間
に
、
企
業
局
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
停
止
等

の
措
置
要
領
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
施
行
。
公
営
企
業
管
理
者
決
裁
）
に
基
づ
く
入
札

参
加
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

ホ 

入
札
公
告
日
か
ら
落
札
決
定
ま
で
の
期
間
に
、
埼
玉
県
企
業
局
の
契
約
に
係
る
暴
力
団
排

除
措
置
要
綱
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
施
行
。
公
営
企
業
管
理
者
決
裁
）
に
基
づ
く
入
札

参
加
除
外
の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
が
あ
る
者 

ヘ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

⑴ 

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

け
て
い
な
い
者 



⑵ 

入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七
月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日

と
す
る
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
営
に
関
す
る
客
観
的

事
項
に
つ
い
て
の
審
査
（
以
下
「
経
営
事
項
審
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
な
い
者 

⑶ 
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行

っ
て
い
な
い
者
（
当
該
届
出
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
） 

⑷ 

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
行
っ
て
い
な
い
者
（
当
該
届
出
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
） 

⑸ 

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行

っ
て
い
な
い
者
（
当
該
届
出
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
） 

ト 

測
量
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

チ 

建
築
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
委
託
契
約
に
あ
っ
て
は
、
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
者 

リ 

暴
力
団
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
事

業
活
動
を
支
配
し
て
い
る
場
合
そ
の
他
暴
力
団
員
と
の
関
係
が
特
に
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ

っ
て
、
公
営
企
業
管
理
者
が
不
適
格
で
あ
る
と
認
め
る
者 

三 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件 

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
。 

イ 

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
っ
て
は
、
入
札
参
加
資
格
認
定
を
申
請
し
た
日
か
ら
一
年
七

月
前
の
日
以
後
の
日
を
審
査
基
準
日
と
す
る
経
営
事
項
審
査
の
総
合
評
定
値 

ロ 

年
間
平
均
完
成
工
事
高
、
年
間
平
均
業
務
実
績
高
又
は
年
間
平
均
売
上
高 

ハ 

自
己
資
本
の
額 

四 

認
定
申
請
の
方
法
及
び
資
格
の
有
効
期
間 

 
 
 
 

入
札
公
告
に
お
い
て
定
め
る
。 



告 
 

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
十
二
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

立 

川 

吉 

朗 
 

 



１ 業務委託の概要等 

 （１） 業務委託の名称 

       30 大委第７-１-３号 大久保浄水場浄水発生土収集運搬その１業務委託 

 （２） 履行場所 

       埼玉県さいたま市桜区大字在家 地内 

 （３） 履行期間 

契約確定の日から平成 31 年３月 22 日まで  

 （４） 業務委託の概要 

    本業務は、大久保浄水場で発生する浄水発生土を同浄水場から、以下のと

おり運搬するものである。 

   ア 運 搬 先 住 所： 埼玉県日高市原宿 721 

   イ 運搬予定数量： 9,600 トン 

 （５） 入札方法 

本件入札は、「埼玉県電子入札共同システム」により行う。ただし、同シ

ステムの利用者登録をしていない業者については、紙媒体による入札書の郵

送又は持参による入札も認める。また、入札金額には１トン当たりの税抜き

単価を記載すること。 

なお、落札決定に当たっては、入札書に入力され、又は記載された金額に

当該金額の８パーセントに相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満

の端数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落

札価格とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であ

るか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の 108 分の 100

に相当する金額を入札書に入力し、又は記載すること。 

（６） 入札に参加できる者の形態 

単体企業とする。 

２ 競争入札参加資格 

（１）地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当しな

い者であること。 

（２）埼玉県公営企業財務規程（昭和 39 年公営企業管理規程第５号。以下    

「財務規程」という。）第 120 条の規定により埼玉県企業局の一般競争

入札に参加させないこととされた者でないこと。  

（３）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づき更生手続開始の申立

てがなされている者でないこと、又は民事再生法（平成 11 年法律第 225

号）に基づき再生手続開始の申立てがなされている者でないこと。ただ



し、更生手続開始決定又は再生手続開始決定を受けている者を除く。  

  (４) 物品の買入れ等に係る一般競争入札又は指名競争入札に参加する者に必要な

資格等に関する告示（平成 28 年埼玉県告示第 999 号）に基づく物品等競争入

札参加資格者名簿に、業種区分が「建築物の管理に関する業務」のＡ又はＢ等

級として格付された者のうち、営業品目（大分類）が「廃棄物処理業務」、営

業品目（小分類）が「産業廃棄物」に登録された者であること。 

  (５) 本件入札の公告日から落札決定までの期間に、企業局の契約に係る入札参加

停止等の措置要領（平成 25 年４月１日施行）に基づく入札参加停止措置を受

けていない者であること。 

  (６) 公告日から落札決定までの期間に、埼玉県企業局の契約に係る暴力団排除

措置要綱（平成 25 年４月１日施行）に基づく入札参加除外措置を受けていな

い者であること。 

(７) 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年法律第 137 号）第 14 条第

１項の規定による埼玉県の産業廃棄物収集運搬業の許可（事業範囲に「汚泥」

が含まれているものに限る。）を受けていること。 

(８) 契約の締結日にかかわらず平成 19 年４月１日から本件入札の公告日までの

間に、国（公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律施行令（平成

13 年政令第 34 号）第１条に規定する法人を含む。）、地方公共団体（埼玉県が

出資する指定法人を含む。）又は日本下水道事業団との請負契約又は業務委託

契約により、下水汚泥、下水汚泥焼却灰又は浄水発生土のうち、いずれかの収

集運搬業務を履行した実績を有すること。 

３ 入札書の提出場所等 

  (１) 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合の提出場所、契約条項を示す場

所、入札説明書及び仕様書の交付場所並びに問い合わせ先 

      〒338-0814 埼玉県さいたま市桜区大字宿 618  

 埼玉県企業局大久保浄水場 総務担当 電話 048-852-8841 

  (２) 入札説明書及び仕様書の交付方法 

ア 「埼玉県電子入札共同システム」による場合 

埼玉県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「発注情報

等の閲覧」からダウンロードすること。 

イ 紙媒体による場合 

  上記（１）の交付場所において交付する(事前に電話により連絡すること)。 

  (３) 入札書受付期間 

ア 「埼玉県電子入札共同システム」を使用する場合 



平成 30 年５月 14 日(月)午前９時から平成 30 年５月 17 日(木)午後４時ま

で。 

イ 紙媒体の入札書を郵送し、又は持参する場合 

(ｱ) 郵送の場合 

平成 30 年５月 14日(月)午前９時から平成 30年５月 17日(木)午後４時

まで。（必着） 

なお、郵送又は信書便によること。 

(ｲ) 持参の場合 

平成 30 年５月 14 日(月)午前９時から平成 30 年５月 17 日(木)午後４

時まで。 

  (４) 開札の場所及び日時 

       埼玉県大久保浄水場事務棟１階事務室 

平成 30 年５月 18 日(金)午前 10 時 00 分 

４ その他 

(１ )  契約手続において使用する言語及び通貨 

      日本語及び日本国通貨 

(２ )  入札保証金及び契約保証金 

    ア 入札保証金 

入札者は見積もった契約金額に１(４)イに定める予定数量を乗じた金額

に入札保証金の率（100 分の５以上）を乗じた額を納付するものとする。た

だし、財務規程第 123 条第２項の規定に該当する場合は免除する。 

     イ 契約保証金 

契約の相手方は、契約金額に１(４)イに定める予定数量を乗じた金額に契

約保証金の率（10 分の１以上）を乗じた額を納付するものとする。ただし、

財務規程第 110条第２項第１号又は第２号の規定に該当する場合は免除する。 

 (３) 入札者に要求される事項 

 この一般競争入札への参加を希望する者は、入札説明書に示す必要な書類を

次のいずれかの方法で平成 30 年４月 11 日（水）午後４時までに提出し、競争

入札参加資格の確認を受けなければならない。また、入札事務の担当者から、

提出した書類に関し説明を求められた場合は、それに応じなければならない。 

     ア 「埼玉県電子入札共同システム」により確認申請する。 

     イ 紙媒体の書類を上記３(１)の提出場所に郵送し、又は持参する。 

なお、郵送の場合は、郵送又は信書便によること。 

 (４) 入札の無効 



     次に掲げる入札は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者がした入札 

    イ 入札者に求められる義務を履行しなかった者がした入札 

    ウ 財務規程第 127 条又は埼玉県公営企業の物品等又は特定役務の調達手続の

特例を定める規程（平成７年埼玉県公営企業管理規程第 13 号）第９条の規

定に該当する入札 

 (５) 契約書作成の要否 

    要 

 (６) 落札者の決定方法 

 財務規程第 124 条に基づいて作成された予定価格の範囲内で最低の価格を

もって有効な入札を行った入札者を落札者とする。 

 (７) 手続における交渉の有無 

       無 

 (８) 競争入札参加資格の付与 

上記２(４)に定める競争入札参加資格のない者で入札を希望する者は、埼玉

県ホームページを開き、「電子入札総合案内」を選択して、「競争入札参加資格

受付システム」から登録申請を行い、受付票その他の登録に必要な書類を平成

30 年４月 11 日（水）までに埼玉県総務部入札審査課審査担当（〒330-9301  埼

玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 15 番１号 電話 048-830-5775（直通））に

提出すること。 

 (９) 支払条件 

 発注者埼玉県は、適法な代金請求書を受理した日から 30 日以内に当該代金

を受注者に支払うものとする。 

 (10) 特記事項 

本件入札とは別に調達する 30大委第 15-１-３号大久保浄水場浄水発生土処

分（セメント原料化）その１業務委託が契約できないときにおいても、調達

手続を延期し、又は停止することがある。 

(11)  その他詳細は、入札説明書及び仕様書による。 

５ Summary 

(1) Nature and Quality of the Required Service  

Collection and Transportation of Sludge produced through the Purification 

Process 

a) Place of Departure : Okubo Water Filtration Plant 

b) Destination : 721 Harajuku, Hidaka-shi, Saitama-ken 



c) Scheduled Quantity : 9,600 Tons  

(2) Deadline for Submissions: 

By the electronic bidding system: 4:00 p.m., May 17, 2018 (bidding by 

registered mail must be received by 4:00 p.m., May 17, 2018) 

(3) Contact Information: 

General Affairs Division  

Okubo Water Filtration Plant, Bureau of Public Enterprise  

Saitama Prefectural Government 

618 Shuku, Sakura-ku, Saitama-shi, Saitama-ken, 338-0814, Japan 

Telephone : 048-852-8841 
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１．安全性に関する検査 

製造事業場等の 

名称及び所在地  
収 去 場 所 

飼料又は 

飼料添加物の区分 
飼料又は飼料添加物の名称 

製  造 

（輸入 ) 

年 月 

試 験 項 目 
違反の有無及び 

違反の内容 

三和農工株式会社 

埼玉県本庄市 

 

同左 

 

 

配合飼料 

 

マルサン肉豚用大麦ミート

ン配合飼料 

30.2 重金属－カドミウム、鉛 

    ひ素 
無 

配合飼料 マルサン子豚用Ｐ配合飼料 30.2 重金属－カドミウム、鉛 

    ひ素 
無 

株式会社鈴栄商事 

本社工場 

千葉県銚子市 

同上 魚粉 ６５％フィッシュミール 30.2 重金属－カドミウム、鉛 

    ひ素 
無 

三幾飼料工業株式会社 

草加工場 

埼玉県草加市 

同左 魚粉 ６０％フィッシュミール 30.2 重金属－カドミウム、鉛 

    ひ素 
無 

 

 

２．栄養成分に関する検査 

製造事業場等の 

名称及び所在地  
収 去 場 所 飼 料 の 名 称 

製  造 

(輸入) 

年 月 

試 験 結 果 の 概 要 
違反の有無及

び違反の内容 

タワーベーカリー株式会社 

越谷工場 

埼玉県越谷市 

同左 

 

 

パン生地製造残渣 

 

29.11 

 

栄養成分－粗蛋白、粗脂肪、粗灰分 

 

 

無 

同上 同左 パン製造残渣 29.11 栄養成分－粗蛋白、粗脂肪、粗灰分 無 

株式会社岡安商店 

埼玉県越谷市 

同左 脱脂糠 29.11 栄養成分－粗蛋白、粗脂肪、粗灰分 無 

株式会社ジェイ・アール・エ

ス三ヶ島工場 

埼玉県所沢市 

同左 食品残さ発酵飼料 29.11 栄養成分－粗蛋白、粗脂肪、粗灰分 無 



ムサシ油脂株式会社 

埼玉県日高市 

同左 脱脂米糠 29.11 栄養成分－粗蛋白、粗脂肪、粗灰分 無 

三和農工株式会社 

埼玉県本庄市 

同左 マルサン肉豚用大麦ミート

ン配合飼料 

30.2 栄養成分－粗蛋白、粗脂肪、カルシウム、りん、粗繊維 

     粗灰分 
無 

マルサン子豚用Ｐ配合飼料 30.2 栄養成分－粗蛋白、粗脂肪、カルシウム、りん、粗繊維 

     粗灰分 
無 

株式会社鈴栄商事 

本社工場 

千葉県銚子市 

同上 ６５％フィッシュミール 30.2 栄養成分－粗蛋白、粗灰分 無 

三幾飼料工業株式会社 

草加工場 

埼玉県草加市 

同左 ６０％フィッシュミール 30.2 栄養成分－粗蛋白、粗脂肪、粗灰分 無 

 (注)１．飼料の名称の欄中の「  ○規  」は、法第二十七条第一項又は第二十九条第二項若しくは第三十条第二項の規定に基づく規格適合表示飼料であること

を示す。 
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